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平成22年(2010年)3月30日

第2170号

平成22年3月30日

火曜日

目 次

  条例
○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例のあらまし(財政課)

○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例(財政課)

○ 埼玉県職員定数条例の一部を改正する条例のあらまし(改革推進課)

○ 埼玉県職員定数条例の一部を改正する条例(改革推進課)

○ 加須市の設置等に伴う関係条例の整備に関する条例のあらまし(地域政策課)

○ 加須市の設置等に伴う関係条例の整備に関する条例(地域政策課)

○ 埼玉県本人確認情報の利用及び提供に関する条例のあらまし(市町村課)

○ 埼玉県本人確認情報の利用及び提供に関する条例(市町村課)

○ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例のあらまし(人事課)

○ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例(人事課)

○ 職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の

一部を改正する条例のあらまし(人事課)

○ 職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の

一部を改正する条例(人事課)

○ 知事等の期末手当の特例に関する条例の一部を改正する条例のあらまし(人事課)

○ 知事等の期末手当の特例に関する条例の一部を改正する条例(人事課)

○ 埼玉県と外国の州又は省との姉妹提携について議会の議決事件と定める条例のあらまし(国

際課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701740/opn/1/aramashi(zaiseika).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701710/opn/1/joureian(zaiseika).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701722/opn/1/shokuinteisuuaramashi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701711/opn/1/shokuinteisuujyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101202/opn/1/0210aramashi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101200/opn/1/jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030501393/opn/1/aramashi6.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030501391/opn/1/jorei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701706/opn/1/aramashi7.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501609/opn/1/kyuyojourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701704/opn/1/aramashi8.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701704/opn/1/aramashi8.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701703/opn/1/kenpoukinmujikan.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701703/opn/1/kenpoukinmujikan.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701719/opn/1/aramashi9.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701717/opn/1/joreitokubetsushoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701754/opn/1/aramashi10.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701754/opn/1/aramashi10.pdf
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○ 埼玉県と外国の州又は省との姉妹提携について議会の議決事件と定める条例(国際課)

○ 埼玉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例のあらまし(青少年課)

○ 埼玉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例(青少年課)

○ 埼玉県衛生試験等手数料条例の一部を改正する条例のあらまし(保健医療政策課)

○ 埼玉県衛生試験等手数料条例の一部を改正する条例(保健医療政策課)

○ 埼玉県保健所使用料等条例等の一部を改正する条例のあらまし(保健医療政策課)

○ 埼玉県保健所使用料等条例等の一部を改正する条例(保健医療政策課)

○ 埼玉県看護師等育英奨学金貸与条例の一部を改正する条例のあらまし(医療整備課)

○ 埼玉県看護師等育英奨学金貸与条例の一部を改正する条例(医療整備課)

○ 埼玉県後期研修医研修資金貸与条例の一部を改正する条例のあらまし(医療整備課)

○ 埼玉県後期研修医研修資金貸与条例の一部を改正する条例(医療整備課)

○ 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例のあらまし(医療整備課)

○ 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例(医療整備課)

○ 埼玉県産業技術総合センター条例の一部を改正する条例のあらまし(産業支援課)

○ 埼玉県産業技術総合センター条例の一部を改正する条例(産業支援課)

○ 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例のあらまし(田園都市づくり課)

○ 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例(田園都市づくり課)

○ 埼玉県屋外広告物条例の一部を改正する条例のあらまし(田園都市づくり課)

○ 埼玉県屋外広告物条例の一部を改正する条例(田園都市づくり課)

○ 埼玉県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例のあらまし(経営管理課)

○ 埼玉県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例(経営管理課)

○ 埼玉県教育委員会事務局職員の定数条例の一部を改正する条例のあらまし(総務課)

○ 埼玉県教育委員会事務局職員の定数条例の一部を改正する条例(教委・総務課)

○ 埼玉県立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例のあらまし(財務課)

○ 埼玉県立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例(財務課)

○ 埼玉県学校職員定数条例の一部を改正する条例のあらまし(県立学校人事課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701755/opn/1/shimaishu-jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031101526/opn/1/aramashi11.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031101527/opn/1/jyourei-seisyounenkenzenikusei-jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501598/opn/1/aramashi12.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501599/opn/1/kenpo-eiseisiken.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501600/opn/1/aramashi13.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501601/opn/1/kenpo-hokenjo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101225/opn/1/aramashi14.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101222/opn/1/kangoikueijyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501627/opn/1/aramashi15.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501624/opn/1/koukikenshuujyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602205/opn/1/iryouseibiaramashi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501630/opn/1/rinnshoujyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901457/opn/1/aramashi17.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901455/opn/1/saitec21jourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301935/opn/1/aramashi18.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301934/opn/1/anbun1.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301941/opn/1/aramashi19.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301939/opn/1/anbun2.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201254/opn/1/aramashi20.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201253/opn/1/jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602192/opn/1/kyouiteisuujyoureiaramashi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301949/opn/1/kyoikuteisuu.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701739/opn/1/aramashi22.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701736/opn/1/jyugyouryou-jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031601676/opn/1/gakkousyokuinnteisuujyoureiaramasi.pdf
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○ 埼玉県学校職員定数条例の一部を改正する条例(県立学校人事課)

○ 埼玉県学校設置条例等の一部を改正する条例のあらまし(県立学校人事課)

○ 埼玉県学校設置条例等の一部を改正する条例(県立学校人事課)

○ 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例のあらまし(県立学校人事

課)

○ 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例(県立学校人事課)

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を

改正する条例のあらまし(保健体育課)

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を

改正する条例(保健体育課)

○ 埼玉県地方警察職員定数条例の一部を改正する条例のあらまし(警務課)

○ 埼玉県地方警察職員定数条例の一部を改正する条例(警務課)

  規則
○ 埼玉県行政組織規則の一部を改正する規則(改革推進課)

○ 埼玉県本庁事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則(改革推進課)

○ 埼玉県地域機関事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則(改革推進課)

○ 知事の権限に属する事務の一部を埼玉県教育委員会に委任する規則の一部を改正する規則

(改革推進課)

○ 知事の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一部を改正する

規則(情報企画課)

○ 知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理する事務の範囲を

定める規則の一部を改正する規則(地域政策課)

○ 埼玉県本人確認情報保護審議会規則の一部を改正する規則(市町村課)

○ 埼玉県本人確認情報の利用及び提供に関する条例施行規則(市町村課)

○ 埼玉県国土利用計画審議会規則の一部を改正する規則(土地水政策課)

○ 埼玉県表彰規則の一部を改正する規則(人事課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031601674/opn/1/gakkousyokuinnteisuujyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030501396/opn/1/settizyoureiaramasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030501395/opn/1/settizyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031601672/opn/1/aramashi25.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031601672/opn/1/aramashi25.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031601671/opn/1/kinmujikanjourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101208/opn/1/kenpou(aramashi).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101208/opn/1/kenpou(aramashi).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101207/opn/1/kenpou(gian).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030101207/opn/1/kenpou(gian).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302034/opn/1/aramashi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501558/opn/1/jyourei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402100/opn/1/soshikikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402096/opn/1/ininkessaihonchou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402097/opn/1/ininkessaichiiki.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402080/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402080/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701759/opn/1/onlinekisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701759/opn/1/onlinekisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031101502/opn/1/tokureikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031101502/opn/1/tokureikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031201540/opn/1/honnin-shingikai.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502146/opn/1/kisoku29.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301904/opn/1/kokudoshinkisoku-kaisei-kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031201544/opn/1/hyousyoukisoku.pdf
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○ 地方公営企業法第三十九条第二項に規定する知事が定める職を指定する規則の一部を改正

する規則(人事課)

○ 次世代育成支援対策推進法の特定事業主等を定める規則の一部を改正する規則(人事課)

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部の

施行に関する規則を廃止する規則(人事課)

○ 地方公営企業法第十五条第一項ただし書に規定する職員を定める規則の一部を改正する規

則(人事課)

○ 埼玉県職員住宅管理規則の一部を改正する規則(職員健康支援課)

○ 埼玉県庁舎管理規則の一部を改正する規則(管財課)

○ 埼玉県知事の資産等の公開に関する規則の一部を改正する規則(県政情報センター)

○ 埼玉県消費生活協同組合施行細則の一部を改正する規則(消費生活課)

○ 埼玉県第一種フロン類回収業者の登録等に関する規則の一部を改正する規則(青空再生課)

○ 使用済自動車の再資源化等に関する法律施行細則の一部を改正する規則(青空再生課)

○ 埼玉県地球温暖化対策推進条例施行規則の一部を改正する規則(青空再生課)

○ 埼玉県浄化槽保守点検業者登録条例施行規則の一部を改正する規則(水環境課)

○ 埼玉県生活環境保全条例施行規則の一部を改正する規則(水環境課)

○ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則の一部改正(産業廃棄物指導課)

○ 生活保護法施行細則の一部を改正する規則(社会福祉課)

○ 中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律施行細則の

一部を改正する規則(社会福祉課)

○ 埼玉県介護保険審査会規則の一部を改正する規則(介護保険課)

○ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則(こども安全課)

○ 母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付けに関する規則の一部を改正する規則(こども安全

課)

○ 公立大学法人埼玉県立大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則(保健医療政策課)

○ 埼玉県立大学管理規則を廃止する規則(保健医療政策課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301919/opn/1/kenpouchikihou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301919/opn/1/kenpouchikihou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301932/opn/1/jisedaikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402052/opn/1/anbun.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402052/opn/1/anbun.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502145/opn/1/kaiseian.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502145/opn/1/kaiseian.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602175/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501606/opn/1/choushakisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901838/opn/1/chiji-kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502141/opn/1/kisokubun.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901863/opn/1/120flon.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901865/opn/1/220ziri.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901876/opn/1/ontaisekoukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030501386/opn/1/hoshutenkenkisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301940/opn/1/jourei30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801780/opn/1/kaiseibun.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402111/opn/1/seikatuhogokisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502137/opn/1/chuugokukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502137/opn/1/chuugokukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502126/opn/1/kaiseikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402047/opn/1/jidouhukushihou-sekousaisoku-220330.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402106/opn/1/kodomoanzen-kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402106/opn/1/kodomoanzen-kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302001/opn/1/kisoku(gyoumuunei).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302002/opn/1/kisoku(kisokuhaishi).pdf
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○ 衛生試験検査に関する規則の一部を改正する規則(保健医療政策課)

○ 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例施行規則(医療整備課)

○ 埼玉県後期研修医研修資金貸与条例施行規則の一部を改正する規則(医療整備課)

○ 臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律施行細則の一部を改正する規則(医療整備課)

○ 埼玉県看護師等育英奨学金貸与条例施行規則の一部を改正する規則(医療整備課)

○ 埼玉県産業技術総合センター管理規則の一部を改正する規則(産業支援課)

○ 埼玉県農業協同組合等検査規則の一部を改正する規則(経済流通課)

○ 水防に関する規則の一部を改正する規則(河川砂防課)

○ 埼玉県都市公園に関する規則の一部を改正する規則(公園スタジアム課)

○ 埼玉県開発審査会規則の一部を改正する規則(開発指導課)

○ 埼玉県宅地建物取引業審議会規則の一部を改正する規則(開発指導課)

○ 埼玉県宅地建物取引業法施行細則の一部を改正する規則(開発指導課)

○ 埼玉県都市計画法に基づく開発行為等の手続に関する規則の一部を改正する規則(開発指導

課)

○ 建設業及び不動産鑑定業者の許可証明等に関する規則の一部を改正する規則(開発指導課)

○ エネルギーの使用の合理化に関する法律に規定する身分を示す証明書の様式を定める規則

の一部を改正する規則(建築安全課)

○ 長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行細則の一部を改正する規則(住宅課)

○ 埼玉県議会会議規則の一部を改正する規則(政策調査課)

○ 埼玉県教育局組織規則の一部を改正する規則(教委・総務課)

○ 埼玉県立高等学校通則等の一部を改正する規則(財務課)

○ 埼玉県高等学校等奨学金に関する規則の一部を改正する規則(財務課)

○ 学校職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則(教職員課)

○ 学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則(教職員課)

○ 学校職員の時間外勤務手当に関する規則(教職員課)

○ 埼玉県立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則(県立学校人事課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302030/opn/1/eiseisikenkisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302014/opn/1/rinshoukenshuukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402048/opn/1/koukikenshuuikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402115/opn/1/rinshoukensa.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502123/opn/1/kangoikueikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901458/opn/1/saitec21-kisoku2.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402079/opn/1/keiryuu.noukyoutoukensakisoku.kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402107/opn/1/suibou-kisoku-kaisei-h22.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402066/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302015/opn/1/shinnsakaikisoku0401.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901826/opn/1/takkensingikaikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402076/opn/1/kisoku(takkengyouhousekousaisoku).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302010/opn/1/tetsuzukikisoku0401.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302010/opn/1/tetsuzukikisoku0401.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302031/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502119/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502119/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502130/opn/1/choukiyuuryoujyuutakukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302017/opn/1/1002kaigikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301954/opn/1/kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402055/opn/1/genmen-kisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302025/opn/1/kaiseianbunkisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302005/opn/1/gakkoukimatukinnbennkisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302007/opn/1/gakkoushoninnkyuukisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302016/opn/1/gakkoujikangaikinmuteate.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302032/opn/1/tokubetu_kanri.pdf
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○ 学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則(県立学校人事課)

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例施行規則

の一部を改正する規則(保健体育課)

○ 埼玉県公安委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一

部を改正する規則(情報管理課)

○ 埼玉県人事委員会の保有する個人情報の保護等に関する規則の一部を改正する規則(総務給

与課)

○ 埼玉県人事委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一

部を改正する規則(総務給与課)

○ 給料表の適用範囲に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則等の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 給料の調整額に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 管理職手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 初任給調整手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 特地勤務手当等に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 時間外勤務手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 休日勤務手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課)

○ 管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則(任用審査課)

○ 職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則(任用審査課)

  訓令
○ 埼玉県緊急経済対策本部設置規程の一部を改正する訓令(計画調整課)

○ 副知事の担任事務に関する訓令の一部を改正する訓令(改革推進課)

○ 埼玉県職員服務規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 技能職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する訓令(人事課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402072/opn/1/kinmujikankisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402068/opn/1/gatukouitoukoumusaigaikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402068/opn/1/gatukouitoukoumusaigaikisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402063/opn/1/kouankisoku6.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402063/opn/1/kouankisoku6.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501631/opn/1/kozinjouhoukisoku-kaiseigenkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501631/opn/1/kozinjouhoukisoku-kaiseigenkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501628/opn/1/zyouhoutuushinriyou-kaiseigenkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501628/opn/1/zyouhoutuushinriyou-kaiseigenkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301908/opn/1/tekiyouhanni3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301912/opn/1/syoninkyuu2010.3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301902/opn/1/tyouseigaku2010.3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301995/opn/1/kanrishokuteate0330-2.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301994/opn/1/syoninkyuutyousei3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301997/opn/1/tokutikinmuteate220330.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301899/opn/1/jikangai2010.3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301910/opn/1/kyuujitu2010.3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301909/opn/1/kimatukinben2010.3.30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301974/opn/1/kanrishokuinkisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301968/opn/1/kinmujikankisoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031001492/opn/1/kunnrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901862/opn/1/hukuchijitanninkunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901877/opn/1/kenpoufukumukitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901889/opn/1/kinmujikankitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901890/opn/1/ginoukinmujikankitei.pdf
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○ 職員被服貸与規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 埼玉県職員安全衛生管理規程の一部を改正する訓令(職員健康支援課)

○ 埼玉県文書管理規程の一部を改正する訓令(文書課)

○ 埼玉県公印規程の一部を改正する訓令(文書課)

○ 埼玉県自動車排出窒素酸化物及び粒子状物質総量削減計画策定協議会規程の一部を改正す

る訓令(青空再生課)

○ 埼玉県雇用・中小企業対策本部設置規程の一部を改正する訓令(産業労働政策課)

○ 埼玉県農業共済組合検査規程の一部を改正する訓令(農業支援課)

○ 埼玉県危機対策本部設置規程を廃止する訓令(危機管理課)

○ 埼玉県危機対策本部設置規程(危機管理課)

○ 埼玉県みどりと川の再生推進本部設置規程を廃止する訓令(みどり再生課)

○ 埼玉県みどりと川の再生推進本部設置規程(みどり再生課)

○ 埼玉県新型インフルエンザ対策推進本部設置規程を廃止する訓令(疾病対策課)

○ 埼玉県新型インフルエンザ対策推進本部設置規程(疾病対策課)

○ 埼玉県議会公印規程の一部を改正する訓令(政策調査課)

○ 埼玉県教育局等公印規程の一部を改正する訓令(教委・総務課)

○ 埼玉県教育委員会教育長の権限に属する事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改正す

る訓令(教委・総務課)

○ 埼玉県教育委員会教育長の職務代理に関する訓令の一部を改正する訓令(教委・総務課)

○ 歴史的資料の保存及び利用に関する規程の一部を改正する訓令(教委・総務課)

○ 埼玉県教育委員会教育長の権限に属する埼玉県立高等学校の授業料及び入学料の減免に関

する事務の決裁に関する規程の一部を改正する訓令(財務課)

○ 埼玉県立学校文書管理・公印規程の一部を改正する訓令(県立学校人事課)

○ 埼玉県教育局等職員服務規程の一部を改正する訓令(教委・総務課)

○ 埼玉県教育委員会の権限に属する事務の決裁に関する規程の一部を改正する訓令(教委・総

務課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301916/opn/1/hifukukitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301901/opn/1/anzeneiseikanrikitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031501637/opn/1/22bunnshokannrikiteikaisei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701760/opn/1/kouinkitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801802/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801802/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030801405/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402060/opn/1/nougyousienkadoc.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901839/opn/1/honnbuhaisikitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901837/opn/1/honnbusettikitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402077/opn/1/midoritokawanosaiseisuishinhonbu-haishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402078/opn/1/midoritokawanosaiseisuishinhonbu-shinki.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302028/opn/1/honbuhaisi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302029/opn/1/honbusetti.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301987/opn/1/1002kouinkitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301917/opn/1/tyoukunrei1.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502128/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502128/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301958/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301922/opn/1/tyoukokuji4.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402057/opn/1/genmen-kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402057/opn/1/genmen-kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402054/opn/1/bunsyokouin.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301945/opn/1/kyouikuhukumukitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301955/opn/1/kunrei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301955/opn/1/kunrei.pdf
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○ 埼玉県教育委員会被服貸与規程の一部を改正する訓令(教職員課)

○ 埼玉県警察本部長の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規程の一

部を改正する訓令(情報管理課)

○ 埼玉県人事委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令(総務給与課)

  管理規程
○ 埼玉県下水道局組織規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局職員就業規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局事務の委任及び決裁に関する規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局職員給与規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局公印規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局文書管理規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道事業管理者が行う公文書の開示等に関する規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道事業管理者の保有する個人情報の保護等に関する規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道事業管理者の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規

程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局公用車管理規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道事業管理者の職務を行う職員を指定する規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局人事事務取扱規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局職員倫理規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局の職務発明等に関する規程(下水道課)

○ 埼玉県下水道局職員被服貸与規程(下水道課)

○ 埼玉県企業局組織規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業職員給与規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302000/opn/1/hihukutaiyo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502147/opn/1/honbukunrei10.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502147/opn/1/honbukunrei10.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301971/opn/1/zimukessaikitei-kenpou22.3.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602163/opn/1/gesuidousosiki.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602164/opn/1/gesuidoushuugyou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602165/opn/1/gesuidoubuppinchoutatu.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602166/opn/1/gesuidouininkessai.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602167/opn/1/gesuidoukyuuyo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602168/opn/1/gesuidoukouin.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602169/opn/1/gesuidoubunsho.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602170/opn/1/gesuidoukoubunshokaiji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602171/opn/1/gesuidoukojinjyouhou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602173/opn/1/gesuidouonline.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602173/opn/1/gesuidouonline.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602174/opn/1/gesuidoukouyousha.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602176/opn/1/gesuidoushokumudairi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602177/opn/1/gesuidoujinjijimu.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602178/opn/1/gesuidourinri.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602179/opn/1/gesuidoushokumuhatumei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602181/opn/1/gesuidouhihuku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301924/opn/1/kigyoukanrikitei_soshiki.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301923/opn/1/kigyoukanrikitei_ininn.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301925/opn/1/kigyoukanrikitei_kyuuyo.pdf
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○ 埼玉県企業職員就業規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局職員倫理規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局職員の職務発明等に関する規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局公文例及び文書管理規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局公印規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県企業局公用車管理規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 公営企業管理者の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部を改正する規程(公営企

業・総務課)

○ 公営企業管理者の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規程の一部

を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県病院局組織規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局職員就業規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局職員給与規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院事業管理者の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規程

の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局人事事務取扱規程の一部を改正する規程(経営管理課)

  告示
○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(川越比企地域振興センター)

○ テレビ等（第５－１グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第５－２グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第５－３グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第７－１グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第７－２グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第７－３グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301921/opn/1/kigyoukanrikitei_syuugyou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301918/opn/1/kigyoukanrikitei_rinnri.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301920/opn/1/kigyoukanrikitei_hatsumei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901871/opn/1/kigyoukitei_bunsyo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901864/opn/1/kigyoukitei_kouinn.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901870/opn/1/kigyoukitei_kouyousya.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901867/opn/1/kigyoukitei_kojinnjyouhou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901867/opn/1/kigyoukitei_kojinnjyouhou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901869/opn/1/kigyoukitei_online.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901869/opn/1/kigyoukitei_online.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301959/opn/1/soshikikitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502127/opn/1/inin.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301966/opn/1/syugyou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301946/opn/1/kyuyo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801809/opn/1/byouin-online.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801809/opn/1/byouin-online.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301944/opn/1/syusei-jinji-jimu.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502138/opn/1/isanumakoubou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201268/opn/1/koukokubunntv51.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201269/opn/1/koukokubunntv52.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201270/opn/1/koukokubunntv53.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201271/opn/1/koukokubunntv71.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201272/opn/1/koukokubunntv72.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201273/opn/1/koukokubunntv73.pdf
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○ テレビ等（第７－４グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第９－１グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第９－２グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第９－３グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第９－４グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１１－１グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１１－２グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１１－３グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１１－４グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１２－１グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１２－２グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１２－３グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１２－４グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ テレビ等（第１２－５グループ）の購入に関する落札者の公示(入札執行課)

○ 埼玉県危機管理防災センター（仮称）映像設備に関する入札公告(入札執行課)

○ 参議院議員通常選挙投票用紙の印刷業務に関する入札公告(入札執行課)

○ 埼玉県地球温暖化対策に係る事業活動対策指針(温暖化対策課)

○ 埼玉県地球温暖化対策推進条例の規定に基づく自動車排出温室効果ガスを排出せず、又は

その排出量が相当程度少ない自動車(青空再生課)

○ 埼玉県地球温暖化対策推進条例の規定に基づく低燃費車を導入すべき期限及び低燃費車台

数の割合(青空再生課)

○ 昭和五十四年埼玉県告示第五百八十九号の一部を改正する告示 (水環境課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による医療機関及び施術者の指定(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による指定医療機関の変更の届出(社会福祉課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201274/opn/1/koukokubunntv74.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201275/opn/1/koukokubunntv91.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201279/opn/1/koukokubunntv92.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201280/opn/1/koukokubunntv93.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201281/opn/1/koukokubunntv94.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201282/opn/1/koukokubunntv111.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201283/opn/1/koukokubunntv112.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201285/opn/1/koukokubunntv113.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201289/opn/1/koukokubunntv114.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201290/opn/1/koukokubunntv121.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201295/opn/1/koukokubunntv122.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201296/opn/1/koukokubunntv123.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201297/opn/1/koukokubunntv124.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030201298/opn/1/koukokubunntv125.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301960/opn/1/eizousetubi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301965/opn/1/nyuusatsukoukokusennkyotouhyouyoushi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402085/opn/1/kokuji_ondanka.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901879/opn/1/teinenpisya1.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901879/opn/1/teinenpisya1.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901880/opn/1/teinenpisya2.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031901880/opn/1/teinenpisya2.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301936/opn/1/souon30.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502148/opn/1/iryou-sezyutu-shitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502148/opn/1/iryou-sezyutu-shitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502149/opn/1/iryou-henkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502149/opn/1/iryou-henkou.pdf
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○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による指定医療機関の廃止の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による指定医療機関の辞退の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による介護機関の指定(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による指定介護機関の変更の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律による指定介護機関の廃止の届出(社会福祉課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業支援課)

○ 手子林第二土地改良区の清算人退任届(加須農林振興センター)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 土砂災害警戒区域等の指定(河川砂防課)

○ 洪水予報を行う河川の指定(河川砂防課)

○ 水防警報をしなければならない河川の指定の一部改正(河川砂防課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502150/opn/1/iryou-haishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502150/opn/1/iryou-haishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502151/opn/1/iryou-zitai.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502151/opn/1/iryou-zitai.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502152/opn/1/kaigo-shitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502152/opn/1/kaigo-shitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502153/opn/1/kaigo-henkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502153/opn/1/kaigo-henkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502154/opn/1/kaigo-haishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502154/opn/1/kaigo-haishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402043/opn/1/f5-1koupukitakosigayaten.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402071/opn/1/kokujiyakuinreibun4.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401345/opn/1/kokuji(nakasenndou-miyahara)saitamasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401346/opn/1/kokuji(nakasenndou-kisiki)saitamasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401347/opn/1/kokuji(tyuuoutoori)saitamasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401348/opn/1/kokuji(doujyoumimuro)saitamasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401349/opn/1/kokuji(sinaijyunnkannsenn)kawagoesi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401350/opn/1/kokuji(kamiaokitouzaisenn)kawagutisi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401351/opn/1/kokuji(ekimaerokkentoori)kawagutisi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401352/opn/1/kokuji(yatukamatuharasen)soukasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401353/opn/1/kokuji(ekinisigutihujimituusen)asakasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401354/opn/1/kokuji(sakatakotobukisen)okegawasi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030401355/opn/1/kokuji(sinwatakasusen)misatosi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801778/opn/1/kokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402094/opn/1/kouzuiyohou-kokuji-kakutei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402095/opn/1/suiboukeihou-kokuji-h22-kakutei.pdf


電子県報システム 定期号
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○ 川口都市計画川口金山町１２番地区第一種市街地再開発事業の決定に係る図書の写しの縦

覧(市街地整備課)

○ 鴻巣駅東口A地区第一種市街地再開発事業の事業計画の変更認可(市街地整備課)

○ 県営都市公園（まつぶし緑の丘公園）の区域の変更(公園スタジアム課)

○ 新座都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 深谷都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 寄居都市計画下水道事業（深谷市）の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 蕨都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 児玉都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 埼玉県宅地建物取引業者名簿等閲覧規程の一部を改正する告示(開発指導課)

○ 埼玉県不動産鑑定業者登録簿等閲覧規程の一部を改正する告示(開発指導課)

○ 埼玉県不動産特定共同事業者名簿等閲覧規程の一部を改正する告示(開発指導課)

○ 県立学校総務事務システムソフトウェアの賃貸借に関する入札公告(県立学校人事課)

○ 県立学校総務事務システムに係るデータ入力及び審査確認業務委託に関する入札公告(県立

学校人事課)

○ 県道根岸本町線の供用開始(さいたま県土整備事務所)

○ 県道さいたまふじみ野所沢線の供用開始(川越県土整備事務所)

○ 県道川越新座線の供用開始(川越県土整備事務所)

○ 県道南古谷停車場線の供用開始(川越県土整備事務所)

○ 県道川越北環状線の区域変更(川越県土整備事務所)

○ 県道川越北環状線の供用開始(川越県土整備事務所)

○ 県道大野東松山線の供用開始(東松山県土整備事務所)

○ 県道ときがわ熊谷線の道路区域の変更(東松山県土整備事務所)

○ 県道ときがわ熊谷線の供用開始(東松山県土整備事務所)

○ 県道利根川自転車道線の区域の決定(熊谷県土整備事務所)

○ 自転車専用道路等の指定(熊谷県土整備事務所)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402088/opn/1/kawaguchitoshikei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402088/opn/1/kawaguchitoshikei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402091/opn/1/H22.3.30kounosukuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402067/opn/1/kokujibun.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402065/opn/1/niiza-gesui.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402082/opn/1/fukayatoshikeikaku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402083/opn/1/yoriitoshikeikaku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402084/opn/1/warabishi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502121/opn/1/kokujibun-kamisato100330.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701764/opn/1/kokuji(takkengyoushyameiboetsurankitei).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801788/opn/1/kokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701766/opn/1/kokuji(futokujigyoushyameiboetsurankitei).pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701770/opn/1/soft_koukoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701771/opn/1/ninntei_koukoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701771/opn/1/ninntei_koukoku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602156/opn/1/negishikyoyo.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301963/opn/1/saitamafujiminotokorozawasen.kokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301964/opn/1/kawagoeniiza.kokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301967/opn/1/minamifuruyateisyajyou.kokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301979/opn/1/0330kitakannzyouhenkou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301980/opn/1/0330kitakannzyoukyouyou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302003/opn/1/oonoyosidakyouyoukokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402044/opn/1/tokikumakokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032402045/opn/1/tokikumakyouyoukokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801781/opn/1/kuikitonedou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801782/opn/1/siteitonedou.pdf
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○ 県道利根川自転車道線の供用の開始(熊谷県土整備事務所)

○ 県道幸手停車場線の供用の開始(杉戸県土整備事務所)

○ 埼玉県議会の議員の資産等の公開に関する規程の一部を改正する告示(政策調査課)

○ 政治資金規正法に基づく政治団体の設立(選挙管理委員会)

○ 政治資金規正法に基づく政治団体の届出事項の異動(選挙管理委員会)

○ 政治資金規正法に基づく政治団体の解散届出及び収支報告書の要旨(選挙管理委員会)

○ 政治資金規正法に基づく資金管理団体の指定(選挙管理委員会)

○ 政治資金規正法に基づく資金管理団体の届出事項の異動(選挙管理委員会)

○ 政治資金規正法に基づく資金管理団体の指定の取消し(選挙管理委員会)

○ 労働委員会の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部改正の告示(審査調整課)

○ 埼玉県内水面漁場管理委員会の所管する行政手続等における情報通信の利用に関する規程

の一部改正の告示(内水面漁場管理委員会)

  雑報
○ 狭山環状有料道路外二路線の料金（障害者割引）の変更(道路政策課)

○ さいたま市市営住宅及び共同施設の管理の特例に係る公告(住宅課)

○ 熊谷市営住宅及び共同施設の管理の特例に係る公告(住宅課)

○ 越谷市営住宅及び共同住宅の管理の特例に係る公告(住宅課)

file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031801783/opn/1/kyoyotonedou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032502136/opn/1/kyouyoukaisi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032301984/opn/1/1002shisankitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302037/opn/1/setsuritsu.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302038/opn/1/idou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302039/opn/1/kaisan.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302040/opn/1/shikin_shitei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302041/opn/1/shikin_idou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032302042/opn/1/shikin_torikeshi.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031101520/opn/1/kaiseikokuji.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602180/opn/1/tetudukikaisei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010032602180/opn/1/tetudukikaisei.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010031701750/opn/1/zappou.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901465/opn/1/saitama-shieijutaku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901466/opn/1/kumagaya-shieijutaku.pdf
file:///A01/BA00/houbun/e-koho/Kohobunsyo/2010030901467/opn/1/koshigayashieijutaku.pdf
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千
円
」
を
「
七
千
円
」
に
、
「
九
千
円
」
を
「
一
万

四
千
円
」
に
、
「
一
万
四
千
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
、
「
一
万
九
千
円
」
を
「
三
万
千
円
」

に
、
「
三
万
四
千
円
」
を
「
五
万
八
千
円
」
に
、
「
四
万
八
千
円
」
を
「
七
万
八
千
円
」
に
、

「
十
四
万
円
」
を
「
二
十
三
万
五
千
円
」
に
、
「
二
十
四
万
円
」
を
「
四
十
二
万
円
」
に
、
「
四

十
六
万
円
」
を
「
七
十
七
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
九
千
円
」
を

「
一
万
四
千
円
」
に
、
「
四
千
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
五
千
円
」
を
「
七
千
円
」
に
、
「
三

千
円
」
を
「
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
二
千
円
」
に
、
「
四

千
円
」
を
「
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
円
」
を
「
一
万
四
千
円
」
に
、
「
一

万
二
千
円
」
を
「
一
万
七
千
円
」
に
、
「
一
万
六
千
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
、
「
二
万
二

千
円
」
を
「
三
万
五
千
円
」
に
、
「
三
万
六
千
円
」
を
「
五
万
九
千
円
」
に
、
「
五
万
円
」
を

「
八
万
二
千
円
」
に
、
「
十
二
万
円
」
を
「
二
十
万
八
千
円
」
に
、
「
十
九
万
円
」
を
「
三
十

三
万
千
円
」
に
、
「
三
十
八
万
円
」
を
「
六
十
六
万
六
千
円
」
に
、
「
九
千
円
」
を
「
一
万
二

千
円
」
に
、
「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
五
千
円
」
に
、
「
一
万
五
千
円
」
を
「
二
万
三
千
円
」

に
、
「
二
万
千
円
」
を
「
三
万
三
千
円
」
に
、
「
三
万
五
千
円
」
を
「
五
万
七
千
円
」
に
、
「
四

万
七
千
円
」
を
「
七
万
七
千
円
」
に
、
「
十
一
万
円
」
を
「
十
九
万
千
円
」
に
、
「
十
八
万
円
」

を
「
三
十
一
万
五
千
円
」
に
、
「
三
十
七
万
円
」
を
「
六
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号

三
十
六 

土
壌
汚
染

対
策
法
第
二
十
三

条
第
一
項
の
規
定 

に
基
づ
く
汚
染
土 

壌
処
理
業
の
許
可 

に
係
る
事
項
の
変 

更
の
許
可
の
申
請

に
対
す
る
審
査 

壌
処
理
業
の
許
可 

の
更
新
の
申
請
に

対
す
る
審
査 

汚

染

土

壌

処

理

業

の

変

更

許

可

申

請

手

数 

料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
十
二
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



及
び
第
七
号
中
「
一
万
三
千
円
」
を
「
一
万
七
千
円
」
に
、
「
八
千
円
」
を
「
一
万
円
」
に
、

「
一
万
二
千
円
」
を
「
一
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
九
千
円
」
を
「
一
万
二
千

円
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
九
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
、
「
一
万
千
円
」
を
「
一

万
七
千
円
」
に
、
「
一
万
五
千
円
」
を
「
二
万
三
千
円
」
に
、
「
二
万
円
」
を
「
三
万
千
円
」

に
、
「
三
万
三
千
円
」
を
「
五
万
二
千
円
」
に
、
「
四
万
五
千
円
」
を
「
七
万
二
千
円
」
に
、

「
十
万
円
」
を
「
十
六
万
五
千
円
」
に
、
「
十
六
万
円
」
を
「
二
十
六
万
千
円
」
に
、
「
三
十

三
万
円
」
を
「
五
十
五
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
中
「
一
万
二
千
円
」

を
「
一
万
六
千
円
」
に
、
「
八
千
円
」
を
「
一
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
九
千
円
」

を
「
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
百
号
中
「
五
千
円
」
を
「
七
千
円
」
に
、
「
九
千
円
」

を
「
一
万
四
千
円
」
に
、
「
一
万
四
千
円
」
を
「
二
万
四
千
円
」
に
、
「
一
万
九
千
円
」
を
「
三

万
千
円
」
に
、
「
三
万
四
千
円
」
を
「
五
万
八
千
円
」
に
、
「
四
万
八
千
円
」
を
「
七
万
八
千

円
」
に
、
「
十
四
万
円
」
を
「
二
十
三
万
五
千
円
」
に
、
「
二
十
四
万
円
」
を
「
四
十
二
万
円
」

に
、
「
四
十
六
万
円
」
を
「
七
十
七
万
七
千
円
」
に
、
「
四
千
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
三

千
円
」
を
「
四
千
円
」
に
改
め
る
。 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
五
十
六
号

を
第
三
百
五
十
八
号
と
し
、
第
百
八
号
か
ら
第
三
百
五
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
百
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

   

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
中
埼
玉
県
手
数
料
条
例
第
二
条
の
改
正
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
埼
玉
県
手
数
料
条
例
別
表
企
画
財
政
部
の
項
の
改
正
規
定 

平
成
二
十
二
年
六

月
一
日 

 

三 

第
一
条
中
埼
玉
県
手
数
料
条
例
別
表
都
市
整
備
部
の
項
の
改
正
規
定 

平
成
二
十
二
年
七

月
一
日 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
手
数
料
条
例
別
表
保
健
医
療
部
の
項
第
七
十
一
号

か
ら
第
七
十
六
号
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
さ
れ
る
医
療
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
に
基
づ
く
許
可
又
は
検
査
の
申
請
（
以
下
「
許
可
等
の
申
請
」

百
八 

汚
染
土
壌
処
理
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料 

百
九 

汚
染
土
壌
処
理
業
の
変
更
許
可
申
請
手
数
料 



と
い
う
。
）
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
許
可
等
の
申
請
に
係
る
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）（
改
革
推
進
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
設
立
及
び
下
水
道
事
業
管
理
者
の
設
置
に
伴
い
職
員
の
定 

 

数
の
区
分
を
改
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
執
行
体
制
の
見
直
し
及
び
埼
玉
県
立
小
児
医
療 

 

セ
ン
タ
ー
の
看
護
体
制
の
充
実
等
を
図
る
た
め
、
職
員
の
定
数
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

知
事
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
（
一
般
職
員
） 

 
 

 

七
千
二
百
七
十
六
人 

↓ 
七
千
五
人
（
△
二
百
七
十
一
人
） 

 
 

＊ 

定
数
削
減
は
百
七
十
人
。下
水
道
事
業
管
理
者
を
新
設
し
、百
一
人
を
移
管
す
る
た
め
、 

 
 

 

改
正
数
は
合
わ
せ
て
△
二
百
七
十
一
人
。 

 
 

＊ 

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
設
立
に
伴
い
「
大
学
の
職
員
」
の
項
目
を
削
除 

 

㈡ 

公
営
企
業
管
理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員 

 
 

 

四
百
二
十
八
人 

↓  
 

四
百
二
十
二
人
（
△
六
人
） 

 

㈢ 

病
院
事
業
管
理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員 

 
 

 

千
八
百
九
人 

↓ 

千
八
百
四
十
四
人
（
＋
三
十
五
人
） 

 

㈣ 

下
水
道
事
業
管
理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員 

 
 

 

（
新
設
）
百
一
人 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

         



条 
 

例 

 
埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

二 

知 
 

事 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
千
五
人 

 

第
二
条
第
一
項
第
八
号
中
「
四
百
二
十
八
人
」
を
「
四
百
二
十
二
人
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号

中
「
千
八
百
九
人
」
を
「
千
八
百
四
十
四
人
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十 

下
水
道
事
業
管
理
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
一
人 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

       

埼
玉
県
条
例
第
四
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
加
須
市
の
設
置
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）（
地
域
政

策
課
） 

一 

趣 

旨 

 
 

加
須
市
の
設
置
及
び
久
喜
市
の
字
名
の
変
更
に
伴
い
、
関
係
十
五
条
例
を
整
備
す
る
た
め
の

条
例
の
制
定 

二 

内 

容 

 

㈠ 

加
須
市
の
設
置
に
伴
う
行
政
機
関
の
所
管
区
域
、
公
の
施
設
の
位
置
等
の
表
示
に
係
る
規

定
の
整
備 

 

㈡ 

久
喜
市
の
字
名
の
変
更
に
伴
う
公
の
施
設
の
位
置
の
表
示
に
係
る
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

          



条 
 

例 

 
加
須
市
の
設
置
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

 
 

 

加
須
市
の
設
置
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
及
び
埼
玉
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。 

 

 

一 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
第
四
条
第
二
項
第
五
号
の

表 

 

二 

埼
玉
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
四
十
二

年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
一
条
の
表
埼
玉
県
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所
の
項
管
轄
区
域

の
欄 

 

（
埼
玉
県
保
健
所
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。 

 

一 

埼
玉
県
保
健
所
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
一
項
の
表
埼
玉
県 

 
 

加
須
保
健
所
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

二 

埼
玉
県
県
税
事
務
所
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
本
則
の
表
埼
玉
県

行
田
県
税
事
務
所
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

三 

埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所
設
置
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第
二
条
の

表
埼
玉
県
東
部
環
境
管
理
事
務
所
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

四 

埼
玉
県
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
平
成
十
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
第 

 
 

一
条
第
三
項
の
表
埼
玉
県
北
埼
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

五 

埼
玉
県
児
童
相
談
所
設
置
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
本
則
の
表
埼

玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

六 

埼
玉
県
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
二

条
の
表
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

七 

埼
玉
県
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
第
二
条
の
表
埼

玉
県
東
部
中
央
福
祉
事
務
所
の
項
所
管
区
域
の
欄 

 

（
埼
玉
県
立
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
立
図
書
館
設
置
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次

埼
玉
県
条
例
第
五
号



の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
の
表
埼
玉
県
立
久
喜
図
書
館
の
項
中
「
大
字
下
早
見
」
を
「
下
早
見
」
に
改
め
る
。 

 
（
埼
玉
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 
埼
玉
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
条
第
二
項
の
表
給
水
対
象
の
欄
中
「
、
北
埼
玉
郡
騎
西
町
、
北
川
辺
町
及
び
大
利
根 

 

町
」
を
削
る
。 

 

（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
及
び
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
） 

第
五
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
久
喜
市
及
び
北
埼
玉
郡
大
利
根
町
」
を
「
加
須
市
及
び

久
喜
市
」
に
改
め
る
。 

 

一 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
二
項
の

表
古
利
根
川
流
域
下
水
道
の
項 

 

二 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七

十
号
）
第
四
条
の
表
古
利
根
川
流
域
下
水
道
の
項 

 

（
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
北
埼
玉
郡
騎
西
町
」
を
「
加
須
市
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
保
健
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

埼
玉
県
保
健
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
項
の
表
の
改
正
規
定
中
「
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例（
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
民
の
利
便
の
増
進
と
行
政
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
。）
の
本
人
確
認
情
報
（
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
）

の
利
用
及
び
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

県
の
責
務 

 
 

 

本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
し
、
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

措
置
を
講
ず
る
。 

㈡ 

知
事
が
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務 

 
 

介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
等
に
お
け
る
申
請
者
等
の
確
認
、
県
税
の
賦
課
徴
収
（
納
税
通 

 

知
書
が
返
戻
さ
れ
た
場
合
等
）
に
お
け
る
納
税
義
務
者
等
の
確
認
な
ど
二
十
一
事
務
を
規
定
。 

㈢ 

知
事
以
外
の
県
の
執
行
機
関
へ
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
事
務 

 
 

住
民
監
査
請
求
に
お
け
る
請
求
者
の
確
認
な
ど
三
事
務
を
規
定
。 

 

㈣ 

市
町
村
の
執
行
機
関
へ
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
事
務 

 
 

 

一
般
旅
券
の
発
給
等
に
お
け
る
申
請
者
の
確
認
事
務
を
規
定
。 

 

㈤ 

本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法 

 
 

 

知
事
以
外
の
県
の
執
行
機
関
及
び
市
町
村
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
は
、 

 
 

住
基
ネ
ッ
ト
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
行
う
。 

 

㈥ 

本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
状
況
の
公
表 

 
 

 

本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
公
表
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

     



 
 

条 
 

例 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
法
」 

 

と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
七
第
三
項
の
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
（
以
下
「
保
存
期
間 

 

に
係
る
本
人
確
認
情
報
」
と
い
う
。
）
の
利
用
及
び
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の 

 

と
す
る
。 

 

（
県
の
責
務
） 

 

第
二
条 

県
は
、
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
し
、
そ
の
適
正
な
取 

 
 

扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
市
町
村
の
執
行
機
関
及
び
事
務
） 

第
三
条 

法
第
三
十
条
の
七
第
四
項
第
二
号
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内
の
市
町
村
の
執
行
機
関  

 

（
次
条
に
お
い
て
「
市
町
村
の
執
行
機
関
」
と
い
う
。
）
及
び
事
務
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り 

 

 

と
す
る
。 

 

（
市
町
村
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
） 

 

第
四
条 

知
事
が
行
う
法
第
三
十
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情 

 

報
の
市
町
村
の
執
行
機
関
へ
の
提
供
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
提
供
に
限
る
。
） 

 

は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含 

 

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
市 

 

 
 

町
村
の
執
行
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
を
送
信
す 

 
 

る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
本
人
確
認
情
報
の
利
用
に
係
る
事
務
） 

 

第
五
条 

法
第
三
十
条
の
八
第
一
項
第
二
号
の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
事 

 
 

務
と
す
る
。 

 

（
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
知
事
以
外
の
執
行
機
関
及
び
事
務
） 

 

第
六
条 

法
第
三
十
条
の
八
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
知
事
以
外
の
県
の
執
行
機
関
（
次
条
に
お 

 
 

い
て
「
知
事
以
外
の
執
行
機
関
」
と
い
う
。
）
及
び
事
務
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
号



 
 

 

第
七
条 

知
事
が
行
う
法
第
三
十
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情 

 
 

報
の
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
提
供
は
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
一 

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線 

 
 

を
通
じ
て
知
事
以
外
の
執
行
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確 

 
 

認
情
報
を
送
信
す
る
方
法 

 

二 

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
か
ら
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
を
記
録
し 

 

 
 

た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ 

 

と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
知
事
以
外
の
執
行
機
関
に
送
付
す
る
方
法 

  

（
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
状
況
の
公
表
） 

 

第
八
条 

知
事
は
、
毎
年
度
、
知
事
が
行
う
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供 

 
 

の
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
委
任
） 

 

第
九
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
） 

 

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
） 

 

一 

死
体
解
剖
保
存
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
四
号
）
及
び
死
体
解
剖
保
存
法
施
行
令 

 
  

（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
一
号
）
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

死
体
解
剖
保
存
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
死
体
解
剖
資
格 

 
 

 

の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対 

 
 

 

す
る
応
答 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事

務
処
理
の
特
例
に
関
す
る

条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉

県
条
例
第
六
十
一
号
）
別

表
第
三
十
一
項
市
町
村
の

欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
長 

 

市
町
村
の
執
行
機
関 

一 

旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

三
条
第
一
項
の
一
般
旅
券
の
発
給
の
申
請
、
同
法
第
十
条

第
一
項
た
だ
し
書
の
一
般
旅
券
の
記
載
事
項
の
訂
正
の
申

請
若
し
く
は
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
一
般
旅
券
の
査
証

欄
の
増
補
の
申
請
の
受
理
、
そ
れ
ら
の
申
請
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
れ
ら
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

二 

旅
券
法
第
十
七
条
第
一
項
の
一
般
旅
券
の
紛
失
若
し
く

は
焼
失
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査 

事 
 

 
 

 
 

 

務 



 
 

 
 

ロ 

死
体
解
剖
保
存
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
住
所
の
変
更
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届 

 
 

 

出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 
二 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
及
び
埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十 

   

五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
に
よ
る
県
税
（
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置

法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
賦
課
徴
収
す
る
地
方
法
人
特 

別
税
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
賦
課
徴
収

（
地
方
税
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
市
町
村
民

税
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

県
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
納
税
者
そ
の
他
の
規 

 
 

 

則
で
定
め
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

 
 

ロ 

地
方
税
法
第
百
四
十
四
条
の
二
十
一
第
一
項
（
同
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項 

 
 

 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
免
税
軽
油
使
用
者
（
そ
の
者
が
法
人 

 
 

 

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
規
則
で
定
め
る
者
）
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住 

 
 

 

所
の
確
認 

 
 

ハ 

過
誤
納
金
又
は
還
付
金
に
係
る
還
付
を
受
け
る
べ
き
者
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
者
の 

 
 

 

生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

 
 

ニ 

埼
玉
県
税
条
例
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

 

⑴ 

埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
一
条
の
十
三
の
個
人
の
事
業
税
の
減
免
若
し
く
は
同
条
例
第 

 
 

 
 

三
十
二
条
の
十
三
の
不
動
産
取
得
税
の
減
免
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実 

 
 

 
 

に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

 
 

 

⑵ 

埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
二
条
の
二
の
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税 

 
 

 
 

標
準
の
特
例
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
、
同
条
例
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
不

動
産
の
取
得
に
係
る
申
告
若
し
く
は
同
条
例
第
三
十
二
条
の
八
第
五
項
の
既
存
住
宅
の

用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の

申
告
の
受
理
、
そ
れ
ら
の
申
告
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
れ
ら
の
申
告
に

対
す
る
応
答 

 
 

 

⑶ 

埼
玉
県
税
条
例
第
四
十
五
条
の
三
の
自
動
車
取
得
税
の
減
免
若
し
く
は
同
条
例
第
四 

 
 

 
 

十
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
自
動
車
税
の
減
免
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に

係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

  

三 

地
方
税
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
の
嘱
託
を
受
け
た
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
調
査
の
た 

 
 

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
納
税
者
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若 

 
 

し
く
は
住
所
の
確
認 

 

四 

地
方
税
法
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
十
二
、
第
七
十
一
条
の
四
十
三
、
第
七
十
一 



 
 

 
 

条
の
六
十
三
、
第
七
十
二
条
の
七
十
三
、
第
七
十
三
条
の
四
十
一
、
第
七
十
四
条
の
三
十
、 

 
 

第
九
十
七
条
、
第
百
三
十
九
条
、
第
百
四
十
四
条
の
五
十
四
、
第
百
七
十
四
条
、
第
二
百
五 

条
又
は
第
七
百
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
（
地
方
法
人
特 

 
 

別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
犯
則
事 

 
 

件
と
み
な
さ
れ
る
地
方
法
人
特
別
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
を
含
む
。
）
の
調
査
に
係
る
犯
則 

嫌
疑
者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
規
則
で
定
め
る
者
）
又
は
参
考
人
の 

 
 

生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

  

五 

埼
玉
県
税
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
証
明
書
の
交
付
の
請
求
の
受
理
又
は
そ
の
請
求
に
対

す
る
応
答 

  

六 

埼
玉
県
税
条
例
第
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
六
第 

 
 

一
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
又
は
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定 

 
 

す
る
過
料
の
処
分
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
そ
の
他 

 
 

の
規
則
で
定
め
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

  

七 

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
児
童
扶 

    

養
手
当
の
支
給
に
係
る
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
に
係
る
債
務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
の
生 

 
 

存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 

  

八 

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
） 

    

第
三
条
第
一
項
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
に
係
る 

 
 

債
務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 

  

九 

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
養
育
医 

 
 

療
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
徴
収
に
係
る
滞
納
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所 

 
 

の
変
更
の
事
実
の
確
認 

  

十 

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法 

    

律
第
百
四
十
九
号
）
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の 

 
 

 

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
の
登
録
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
保
安
業
務
の
認
定
若
し 

 
 

 

く
は
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
保
安
機
関
の
認
定
の
更
新
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請 

 
 

 

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

 
 

ロ 

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
八
条
（
同
法
第 

 
 

 

三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
の
受
理 

 

 
 

 

又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 

十
一 

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
六
号
） 

 
 

に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

 
 

イ 

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
四
項 



 
 

   

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
一
項
又
は
同
法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
自
家
用
電
気 

 
 

 

工
事
の
み
に
係
る
電
気
工
事
業
の
開
始
等
の
通
知
の
受
理 

 
 

ロ 

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
四
項
の
電
気
工
事
業
の 

 
 

 
開
始
若
し
く
は
変
更
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

  

十
二 

卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
五
条
の
地
方
卸
売
市
場
の 

 
 

開
設
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
卸
売
業
務
の
許
可
の
申
請
の
受
理
、
そ 

 
 

の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

  

十
三 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成 

 
 

十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
の
申
請
、
同
法
第 

 
 

 

六
十
九
条
の
三
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
の
移
転
の
申
請
、
同
法
第
六
十
九
条
の
六
第 

 
 

 

一
号
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
の
消
除
の
申
請
、
同
法
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
介 

 
 

 

護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
の
申
請
、
同
法
第
六
十
九
条
の
八
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員 

 
 

 

証
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
若
し
く
は
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
三
条
の
二
十
三 

 
 

 

第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
の
受
理
、
そ
れ
ら
の
申
請
に
係
る 

 
 

 

事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
れ
ら
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

    

ロ 

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
四
の
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
若
し 

 
 

 

く
は
同
法
第
六
十
九
条
の
五
の
介
護
支
援
専
門
員
の
死
亡
等
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
れ
ら 

 
 

 

の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 
 

ハ 

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
い
者
で
、
同
条
各
号
の
い
ず 

 
 

 

れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
の
生
存
の
事
実
又
は
氏 

 
 

 

名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

 
 

ニ 

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
三
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
合
格
の
決
定
の
取
消
し
の
要 

 
 

 

件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
の
氏
名
又
は
住
所
の
確
認 

 

十
四 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
所
轄
庁
の
事 

 
 

務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
に
違
反
し
て
、
登
記
す 

 
 

る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所 

 
 

の
確
認 

 
 

ロ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
財
産
目
録
を
備
え
置
か
ず
、 

 
 

 

又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
不
実
の
記
載
を
し
た
と
認
め
ら 

 
 

 

れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

ハ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
違 

 
 

 

反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法 



 
 

 
 

 

人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

ニ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
類
を
備
え
置 

 
 

 

か
ず
、
又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
不
実
の
記
載
を
し
た
と

認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

ホ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
類
の
提
出
を 

 
 

 

怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

へ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
破
産
手
続 

 
 

 

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
の
住
所
の 

 
 

 

確
認 

 
 

ト 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
類
の
作
成
を 

 
 

 

せ
ず
、
又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
不
実
の
記
載
を
し
た
と 

 
 

 

認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

チ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
三
十
五
条
第
二
項
又
は
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違 

 
 

 

反
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 
 

リ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く 

 
 

 

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避 

 
 

 

し
た
と
認
め
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事
及
び
監
事
の
住
所
の
確
認 

 

十
五 

埼
玉
県
吏
員
恩
給
条
例
（
昭
和
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
に
よ
る
年
金
で
あ
る
給 

 
 

付
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

給
付
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対 

 
 

 

す
る
応
答 

 
 

ロ 

給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
申
出
若
し
く
は
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
申
出
若
し
く
は
届 

 
 

 

出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 
 

ハ 

給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
又
は
給
付
の
額
の
加
算
の
原
因
と
な
る
者
の
生
存
の 

 
 

 

事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 

 

十
六 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二 

 
 

号
）
第
十
条
の
料
金
の
徴
収
に
係
る
滞
納
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変 

 
 

更
の
事
実
の
確
認 

  

十
七 

埼
玉
県
卸
売
市
場
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
に 

 
 

お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
  

イ 

条
例
第
八
条
第
一
項
の
営
業
等
の
譲
渡
し
及
び
譲
受
け
の
認
可
若
し
く
は
同
条
第
二
項 

 
 

 

の
合
併
等
の
認
可
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の 

 
 

 

申
請
に
対
す
る
応
答 

  
 

ロ 

条
例
第
十
一
条
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
、
条
例
第
十
八
条
第
一
項
の
卸
売
の
せ
り
人 



 
 

 
 

 

の
届
出
若
し
く
は
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
そ
の
他
の
卸
売
市
場
の 

 
 

 

開
設
等
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
れ
ら
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 
十
八 

埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
（
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号
。 

 

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

    

イ 

条
例
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
浄
化
槽
保
守
点
検
業
の
登
録
の
申
請
の
受   

    

理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答 

 
 

ロ 

条
例
第
六
条
第
一
項
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に 

 
 

 

つ
い
て
の
審
査 

 

十
九 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
（
平
成
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
六
号
）
に
よ 

 
 

る
奨
学
金
又
は
埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成 

 
 

二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
十
四
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
貸
与
及
び
返
還
に
つ 

 
 

い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
修
学
資
金
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ 

 
 

る
も
の 

 
 

イ 

奨
学
金
又
は
修
学
資
金
の
返
還
金
の
徴
収
に
係
る
被
貸
与
者
又
は
連
帯
保
証
人
の
生
存 

 
 

 

の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 

 
 

ロ 

奨
学
金
若
し
く
は
修
学
資
金
の
被
貸
与
決
定
者
若
し
く
は
連
帯
保
証
人
の
異
動
の
届
出 

 
 

 

の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 

二
十 

埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
十
六
条
第 

 
 

一
項
の
開
示
請
求
書
、
同
条
例
第
三
十
条
第
一
項
の
訂
正
請
求
書
又
は
同
条
例
第
三
十
七
条 

 

 
 

第
一
項
の
利
用
停
止
請
求
書
の
送
付
に
よ
り
行
わ
れ
た
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

 

二
十
一 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
） 

 
 

に
よ
る
研
修
資
金
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

研
修
資
金
の
貸
与
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ 

 
 

 

の
申
請
に
対
す
る
応
答 

 
 

ロ 

研
修
資
金
の
被
貸
与
者
若
し
く
は
連
帯
保
証
人
の
異
動
の
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出 

 
 

 

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査 

別
表
第
三(

第
六
条
関
係) 

 

教
育
委
員
会 

 

知
事
以
外
の
執
行
機
関 

一 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
（
昭
和
五 

  

十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
第
二
条
の
授
業
料 

  

又
は
同
条
例
第
六
条
第
一
項
の
入
学
料
の
徴
収
に
係   

  

る
滞
納
者
又
は
連
帯
保
証
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏   

  

名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 

事 
 

 
 

 
 

 

務 



 
 

  

監
査
委
員 

  

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
四
十
二
条
第
一
項
の
監
査
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る

応
答 

二 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
（
平
成 

  

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
附
則
第
三
項
の
規 

  

定
に
よ
り
そ
の
貸
与
及
び
返
還
に
つ
い
て
な
お
従
前
の 

  

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
奨
学
金
の
返
還
金
の
徴
収 

 

に
係
る
被
貸
与
者
又
は
連
帯
保
証
人
の
生
存
の
事
実
又 

 

は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
号
）（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
付
け
で
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
さ
れ
た
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
の
報
告
を
踏
ま
え
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
現
下
の
厳
し

い
経
済
情
勢
に
か
ん
が
み
、
部
局
長
級
職
員
の
管
理
職
手
当
の
減
額
の
期
間
を
延
長
す
る
た
め

の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
に
係
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ 

㈡ 

部
局
長
級
職
員
の
管
理
職
手
当
の
額
の
減
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

 

ま
で
と
し
て
い
る
減
額
期
間
を
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

            



条 
 

例 
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
四
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
」
を
削
り
、
「
勤
務
時
間
条
例
第
五

条
」
の
下
に
「
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
」
を
、
「
若
し
く
は
第
四
条
」
の
下
に
「
又

は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
」
を
加
え
、
「
を
超
え
て
勤
務
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
一

週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
を
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時

間
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
を
「
割
振
り
変
更
前
の
正
規

の
勤
務
時
間
」
に
改
め
、
「
対
し
て
」
の
下
に
「
、
第
一
項
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 

４ 

正
規
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
（
週

休
日
に
お
け
る
勤
務
の
う
ち
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
時
間
と
割
振
り
変
更

前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間
（
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
を
除
く
。
）
と
の
合
計
が

一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
職
員
に
は
、
そ
の
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時

間
に
対
し
て
、
第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又

は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規

定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
時
間
に
あ
つ

て
は
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合

は
、
百
分
の
百
七
十
五
）
、
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間

に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
時
間
外
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。 

 

５ 

勤
務
時
間
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時

間
に
職
員
が
勤
務
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全

時
間
の
う
ち
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
ら
れ
た
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に

埼
玉
県
条
例
第
七
号



係
る
時
間
に
対
し
て
は
、
当
該
時
間
一
時
間
に
つ
き
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
時
間
に
あ
つ
て

は
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、

百
分
の
百
七
十
五
）
か
ら
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
（
そ
の
時
間
が
午

後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
割
合
に
百
分
の
二
十
五
を
加

算
し
た
割
合
）
を
減
じ
た
割
合
、
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の

時
間
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
か
ら
第
三
項
に
規
定
す
る
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
減
じ

た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

６ 

第
二
項
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間
に
つ
い
て

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
時
間
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
百

分
の
百
」
と
す
る
。 

 

 
 

 

附
則
第
七
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。 

 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
五
条
の
表
第
十
四
条
第
一
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

           

第
十
四
条
第
五
項 

第
十
四
条
第
四
項 

要
し
な
い 

第
二
項
の 

要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
時
間
が
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に

達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
八
条
第

二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
勤
務
一

時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
百
分
の
百
五 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例（
平
成

四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
十
五
条
の 



         
 

 

第
二
十
六
条
の
表
第
十
四
条
第
一
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                     
 

 
 

十
（
そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の

午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百

分
の
百
七
十
五
）
か
ら
百
分
の
百
（
そ
の

時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五

時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百

二
十
五
）
を
減
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る 

第
十
四
条
第
五
項 

第
十
四
条
第
四
項 

要
し
な
い 

第
二
項
の 

要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
時
間
が
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
十
六
条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分

に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時

間
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
八
条

第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
勤
務

一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
百
分
の
百

五
十
（
そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日

の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、

百
分
の
百
七
十
五
）
か
ら
百
分
の
百
（
そ

の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前

五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の

百
二
十
五
）
を
減
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例（
平
成

四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）第
二
十
六
条
の 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
八
号
）（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
制
度
を
新
設
し
、
及
び
三

歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
に
つ
い
て
そ
の
請
求
に
よ
り
時
間
外
勤
務
を
免
除
す
る

等
す
る
た
め
、
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
と
本
来
の
支
給
割
合
と
の
差
額
分 

 
 

 

の
支
給
に
代
え
て
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
新
設 

 
 

㈡ 

公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
三
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
職
員
か
ら
の
請

求
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
を
免
除
す
る
制
度
を
新
設 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
。
た
だ
し
、
二
の
㈡
は
同
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
。 

  
 

          



 

条 
 

例 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

 

第
一
条 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
第
二
項
中
「
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
常
態
と
し
て
当
該

子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に

お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
勤
務
を
除
く
」

の
下
に
「
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該

子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
委
員

会
規
則
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

任
命
権
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
が
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
業
務

を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤

務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
） 

 

第
七
条
の
二 

任
命
権
者
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第

十
九
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す
べ
き
職
員
に
対 

し
て
、
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に

代
わ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
べ
き
時
間
（
次
項
及
び
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
時
間
外
勤

務
代
休
時
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
あ
る
第
三
条
第
二

項
、
第
四
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
第
九
条
第
一
項

に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
休
日
及
び
第
九

条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
除
く
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一
部

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

埼
玉
県
条
例
第
八
号



 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
は
、
当
該
時
間
外
勤
務

代
休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に

お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 
 

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割

り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
日
等
」
に

改
め
、
「
勤
務
日
等
（
」
の
下
に
「
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時

間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
十
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
」
を
削
る
。 

 

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
第
五
項
中
「
第
五
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
七
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
知
事
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）

（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
に
か
ん
が
み
、
知
事
等
の
期
末
手
当
の
減
額
の
期
間
を
延
長
す
る

た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

知
事
等
特
別
職
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
額
の
減
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
し
て
い
る
減
額
期
間
を
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長 

㈡ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
設
置
さ
れ
る
下
水
道
事
業
管
理
者
に
つ
い
て
、
減
額
の
対

象
に
追
加 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

           



条 
 

例 

 
知
事
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
病
院
事
業
管
理
者
」
の
下
に
「
、
下
水
道
事
業
管
理
者
」
を
、「
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
」
の
下
に
「（
下
水
道
事
業
管
理
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）」
を
加
え
、

「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

第
三
条
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。 附

則
第
七
項
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
」
の
下
に
「
並
び
に
平
成
二

十
二
年
六
月
及
び
十
二
月
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

           

埼
玉
県
条
例
第
九
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例
（
埼

玉
県
条
例
第
十
号
）（
国
際
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規 

 

定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
事
件
と
し
て
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

姉
妹
提
携
に
つ
い
て
の
議
決 

 
 

ア 

知
事
は
、
県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ 

 
 

 

ら
か
じ
め
、
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

イ 

姉
妹
提
携
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

㈡ 

現
に
存
す
る
姉
妹
提
携
の
取
扱
い 

 
 

 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
た
も
の 

 
 

と
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

      



条 
 

例 

 
埼
玉
県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
六
条
第
二 

 

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
と
外
国
の
州
又
は
省
と
の
姉
妹
提
携
（
以
下
「
姉
妹
提
携
」
と
い
う
。） 

 

に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
議
会
の
議
決
事
件
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
の
議
決
） 

第
二
条 

知
事
は
、
姉
妹
提
携
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
議
会
の
議
決
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
姉
妹
提
携
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
前
段
の
規
定
に
よ
る

議
決
を
経
た
も
の
と
す
る
。 

             

埼
玉
県
条
例
第
十
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
（
青
少

年
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
等
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
の
閲
覧
防
止
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

保
護
者
の
義
務 

 
 

 

規
則
で
定
め
る
正
当
な
理
由
を
携
帯
電
話
事
業
者
に
申
し
出
な
け
れ
ば
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
解
除
で
き
な
い
。 

 

㈡ 

携
帯
電
話
事
業
者
の
義
務 

 

ア 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
口
頭
説
明
や
説
明
書
の
交
付 

イ 

保
護
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
面
の
保
存 

㈢ 

立
入
調
査
、
勧
告
・
公
表 

ア 

条
例
の
遵
守
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
立
入
調
査
を
実
施 

イ 

遵
守
し
て
い
な
い
携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し
て
勧
告
・
公
表 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日 



条 
 

例 

 
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
中
「
情
報
」
の
下
に
「
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
有
害
情
報
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
携
帯
電
話
端
末
等
に
よ
る
有
害
情
報
の
閲
覧
防
止
措
置
） 

第
二
十
一
条
の
四 

保
護
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
二
条

第
十
項
に
規
定
す
る
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
当
該
青
少
年
が
就
労
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
当
該
青
少
年
の
業
務
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
そ
の

他
の
規
則
で
定
め
る
正
当
な
理
由
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
携
帯
電

話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役

務
提
供
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

青
少
年
が
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
（
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ 

 

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
携 

 

帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
供
を
受
け
る
契
約
（
当 

 

該
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
契
約
を
含
む
。
）
を
締
結
す
る
場
合 

 

二 

青
少
年
を
携
帯
電
話
端
末
又
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
の
使
用
者
と
す
る
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ 

 

ト
接
続
役
務
に
係
る
契
約
（
当
該
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
契
約
を
含
む
。
）
を
保
護
者
が 

 

締
結
す
る
場
合 

２ 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
は
、
前
項
各
号
に
規
定
す
る
契
約
（
当
該
契
約
の
内
容

を
変
更
す
る
契
約
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
書
面
が
提
出
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る

に
当
た
つ
て
は
、
青
少
年
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
が
有
害
情
報
を
閲
覧
す
る
機
会
が
生
ず
る
こ
と
そ
の

他
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
説
明
書
を
交
付
し

埼
玉
県
条
例
第
十
一
号



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
は
、
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
す
る
場
合

に
お
い
て
、
同
項
の
書
面
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
に
限
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
除

い
て
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
は
、
当
該
契
約
が
終
了
す
る
日
又
は
規
則
で
定

め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
間
、
当
該
書
面
若
し
く
は
そ
の
写
し
を
保
存
し
、
又
は
当

該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
規
則
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
が
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記

録
さ
れ
た
他
の
書
面
若
し
く
は
規
則
で
定
め
る
記
録
媒
体
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

知
事
は
、
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
前
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
う
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
て
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
青
少
年
の
保
護
者
に
対
し
、
報
告
又
は
資
料
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

知
事
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
当

該
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
事
業
者
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五

号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
一
条
の
四
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

第
二
十
一
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

 

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
又
は
命
令
」
を
「
、
命
令
又
は
勧
告
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

八 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
知
事
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
衛
生
試
験
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
二
号
）
（
保

健
医
療
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

国
の
定
め
る
水
質
基
準
の
変
更
へ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
手
数
料
の
算
定
方
法
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

水
質
基
準
の
変
更
に
伴
う
手
数
料
の
改
定
等 

 

㈡ 

手
数
料
の
算
定
方
法
に
関
す
る
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



第
二
条
第
一
項
第
六
号
イ
⑵
中 

項
目
に
つ
き 

 
 

 

四
万
三
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中 

を 

ス
―
一
、
二
―
ジ
ク
ロ 

 
 

二
万
千
八
百
円 

」 

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方 

原
水 

原
水 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
衛
生
試
験
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
衛
生
試
験
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
衛
生
試
験
等
手
数
料
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
シ 

 
 

ロ
エ
チ
レ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
項
目
に
つ
き 

 
 

「
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
並
び
に
シ
ス 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を  

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
ラ
ン
ス
―
一
、
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
項
目
に
つ
き 

 
 

 
 

 

―
一
、
二
―
ジ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、
「
十
二
項
目
に
つ
き 

 
 

 

四
万
五
千
八
百
円
」
を
「
十
一
項
目
に

二
万
千
八
百
円 

」 

つ
き 

 
 

 

四
万
五
千
六
百
円
」
に
、
「
七
項
目
に
つ
き 

 
 

 
 

 

四
万
四
千
円
」
を
「
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
浄
水  

 
 

 

五
十
一
項
目
に
つ
き 

 

二
十
三
万
九
千
六
百
円 
 

「
浄
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

 
 

四
十
項
目
に
つ
き 

 
 

二
十
一
万
千
七
百
円
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

三
十 

十
項
目
に
つ
き 

 

二
十
三
万
五
千
二
百
円 

九
項
目
に
つ
き 

 
 

二
十
一
万
千
五
百
円
」 

法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
又
は
別
表

第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
六
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
条
例
第
十
二
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
保
健
所
使
用
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
（
保

健
医
療
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

国
の
定
め
る
診
療
報
酬
を
使
用
料
及
び
手
数
料
の
決
定
根
拠
と
し
て
い
る
関
係
六
条
例
に
つ

い
て
、
一
括
し
て
根
拠
規
定
を
整
備
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

使
用
料
及
び
手
数
料
の
決
定
根
拠
と
な
っ
て
い
る
「
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
引
用
す
る
た
め

の
規
定
を
「
厚
生
労
働
省
告
示
」
か
ら
「
健
康
保
険
法
第
七
十
六
条
第
二
項
」
等
に
変
更
す
る
な

ど
、
規
定
を
整
備
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



条 
 

例 

 
埼
玉
県
保
健
所
使
用
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
保
健
所
使
用
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
保
健
所
使
用
料
等
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
保
健
所
使
用
料
等
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を 

 

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
） 

 

別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
又
は
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
こ
れ
ら
の
表
の
基 

 

本
診
療
料
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第 

 

七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ 

 

る
定
め
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七 

 

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
こ 

 

れ
ら
の
う
ち
初
診
料
、
再
診
料
及
び
往
診
料
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
嵐
山
郷
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
嵐
山
郷
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ 

 

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労 

 

働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
若
し
く
は
別
表
第
二
歯
科
診
療
報 

 

酬
点
数
表
又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活 

 

療
養
の
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
九
号
）
別 

 

表
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
の
費
用
額
算
定
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七 

 

十
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の 

 

規
定
に
よ
る
定
め
若
し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第 

 

八
十
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関 

 

す
る
基
準
又
は
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る 

 

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準
若
し
く
は
同
法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
百 

 

四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準
若
し
く
は
高
齢
者
の
医 

 

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
若
し
く
は
同
法
第
七
十
五 

 

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
号
の
」
を
「
同
号
に
規
定
す 

埼
玉
県
条
例
第
十
三
号



 

る
」
に
改
め
、
同
表
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
利
用
料
金
の
上
限
額
の
欄
を
次 

 
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   
 

別
表
第
二
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    

（
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第

四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
身
体
検
査
」
の
下
に
「
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
予
防
接
種
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
一
診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労 

 

働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
若
し
く
は
別
表
第
二
歯
科
診
療
報 

 

酬
点
数
表
又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活 

 

療
養
の
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
九
号
）
別 

 

表
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
の
費
用
額
算
定
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七 

 

十
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の 

 

規
定
に
よ
る
定
め
若
し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第 

 

八
十
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関 

 

す
る
基
準
又
は
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る 

 

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準
若
し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七 

 

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
一
号
の
」
を
「
第
一
号 

 

に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
表
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
金
額
の
欄
を
次
の
よ 

 

う
に
改
め
る
。 

   
 

別
表
第
一
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    

（
埼
玉
県
立
障
害
者
歯
科
診
療
所
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

埼
玉
県
立
障
害
者
歯
科
診
療
所
条
例
（
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の 

 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い

て
知
事
が
別
に
定
め
る
額 

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い

て
知
事
が
別
に
定
め
る
額 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

及
び
予
防
接
種 

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ

て
得
た
額
及
び
実
費
相
当
額
の
合
計
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

知
事
が
別
に
定
め
る
額 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

及
び
予
防
接
種 

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ

て
得
た
額
及
び
実
費
相
当
額
の
合
計
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

知
事
が
別
に
定
め
る
額 



 
 

別
表
第
二
歯
科
に
係
る
診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二 

 
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
「
健
康
保
険
法 

 
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用 

 

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
定
め
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭 

 

和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費 

 

用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
号
の
」
を
「
同
号
に
規
定
す 

 

る
」
に
改
め
、
同
表
歯
科
に
係
る
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
利
用
料
金
の
上
限 

 

額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

（
精
神
保
健
指
定
医
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

精
神
保
健
指
定
医
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
条 

 

例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
一
項
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
） 

 

別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七 

 

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十 

 

七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額 

 

の
算
定
に
関
す
る
基
準
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
診
療
及
び
検
査
の
項
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告 

 

示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
若
し
く
は
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数 

 

表
又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
の 

 

費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
九
号
）
別
表
食
事 

 

療
養
及
び
生
活
療
養
の
費
用
額
算
定
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
） 

 

第
七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に 

 

よ
る
定
め
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第 

 

七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
」 

 

に
改
め
、
同
表
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
金
額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   
 

別
表
第
一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

歯
科
に
係
る
診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
の
範

囲
内
に
お
い
て
知
事
が
別
に
定
め
る
額 

診
療
及
び
検
査
の
項
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
知
事

が
別
に
定
め
る
額 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

及
び
予
防
接
種 

診
療
及
び
検
査
の
項
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た

額
及
び
実
費
相
当
額
の
合
計
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
知
事
が

別
に
定
め
る
額 



   
 

別
表
第
一
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
項
及
び
予
防
接
種
の
項
を
削
り
、
同
表
の
備
考
を
削
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

及
び
予
防
接
種 

診
療
及
び
検
査
の
項
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た

額
及
び
実
費
相
当
額
の
合
計
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
知
事
が

別
に
定
め
る
額 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
埼
玉
県
条
例
第
十
四
号
） 

（
医
療
整
備
課
） 

 

一 

趣
旨 

 

 
 

看
護
師
等
に
対
す
る
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
育
英
奨
学
金
貸
与
制
度
に
統
合
す
る
と
と
も 

 

に
、
奨
学
金
の
貸
与
の
額
の
改
定
等
を
行
う
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

目
的
及
び
貸
与
の
対
象
者
の
改
正 

㈡ 

貸
与
の
額
・
交
付
の
方
法
の
改
正 

 

㈢ 

埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
廃
止 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
（
平
成
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
者
で
」
の
下
に
「
あ
っ
て
、
」
を
加
え
、
「
困
難
な
」
を
「
困
難
で
、
か
つ
、
将

来
県
内
に
お
い
て
看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
」
に
改
め
、
「
の
養
成
」
の
下
に
「
及

び
確
保
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
中
「
養
成
所
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
う
ち
授
業
料
が
徴
収
さ
れ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

看
護
師
等
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
後
、
県
内
に
お
い
て
看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ 

 

 
 

と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
四
条
中
「
月
額
三
万
六
千
円
」
を
「
次
の
表
の
と
お
り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え

る
。  

             

第
六
条
中
「
四
月
分
か
ら
七
月
分
ま
で
、
八
月
分
か
ら
十
一
月
分
ま
で
及
び
十
二
月
分
か
ら
翌

年
の
三
月
分
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
そ
の
年
額
を
」
に
改
め
る
。 

 

看
護
師
等
養
成
施 

設
に
在
学
す
る
者 

（
次
の
項
に
該
当 

 

す
る
者
を
除
く
。
） 

区 
 

分 

 

地
方
公
共
団
体
又
は
独
立
行
政
法
人
国 

 

立
病
院
機
構
が
設
置
す
る
看
護
師
等
養 

 

成
施
設                        

  

地
方
公
共
団
体
又
は
独
立
行
政
法
人
国 

  

立
病
院
機
構
以
外
の
者
が
設
置
す
る
看 

  

護
師
等
養
成
施
設 

 
  

二
十
七
万
円 

貸
与
額
（
年
額
） 

 

看
護
師
等
養
成
施
設
に
在
学
す
る
者
（
准
看
護
師
を
養
成
す
る
課 

 

程
に
在
学
す
る
者
に
限
る
。
） 

  

三
十
六
万
円 

 

五
十
四
万
円 

埼
玉
県
条
例
第
十
四
号



 
 

 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
等
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以 

 

後
に
新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
新
規
の
奨
学 

 

金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
廃
止
） 

３ 

埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
昭
和
三
十
八
年 

  

埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経 

  

過
措
置
） 

４ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資 

 

金
貸
与
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
係
る
修
学
資
金
の
貸
与
及
び
返
還 

  

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
五

号
）
（
医
療
整
備
課
） 

一 

趣
旨 

地
域
枠
医
学
生
奨
学
金
貸
与
事
業
及
び
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
事
業
の
開
始
に
伴
い
、

返
還
免
除
の
要
件
等
を
改
め
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
。 

二 

内
容 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
、
地
域
枠
医
学
生
奨
学
金
、
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
又
は

こ
の
条
例
に
基
づ
く
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
奨
学
金
又
は

研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
勤
務
の
期
間
は
、
研
修
資
金
の
返

還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
勤
務
の
期
間
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



条 
 

例 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
九
条
中
「
三
年
以
内
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
と
き
」
の
下
に
「
（
次
号
に

該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

産
科
又
は
小
児
科
に
係
る
後
期
研
修
を
受
講
し
て
い
る
と
き
。 

第
十
条
第
一
項
中
「
者
が
、
」
の
下
に
「
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
」
を
、
「
引
き
続
き
」

の
下
に
「
当
該
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
受
け
た
も
の
」
の
下
に
「
（
当
該
研
修
資
金
の
貸

与
に
係
る
後
期
研
修
に
引
き
続
い
て
同
号
に
規
定
す
る
後
期
研
修
を
受
講
し
た
者
に
限
る
。
）
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
又
は
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
奨
学
金
又
は
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
勤
務
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
勤
務
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
貸
与
の
決
定
が
さ
れ
た
研
修
資
金
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

埼
玉
県
条
例
第
十
五
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
六
号
）
（
医
療
整
備
課
） 
一 
趣
旨 
県
内
の
病
院
に
お
い
て
、
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
医
師
を
誘

導
し
、
定
着
を
図
る
た
め
、
臨
床
研
修
を
受
講
す
る
医
師
に
対
し
研
修
資
金
の
貸
与
制
度
を
設

け
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

㈠ 

貸
与
対
象
者 

県
内
の
臨
床
研
修
病
院
に
お
い
て
臨
床
研
修
を
受
講
す
る
医
師
で
、
将
来
産
科
、
小
児
科

又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
者 

㈡ 

貸
与
期
間
及
び
貸
与
額 

臨
床
研
修
期
間
（
二
年
間
）
以
内
に
お
い
て
、
月
額
十
万
円
を
上
限
に
貸
与
す
る
。 

㈢ 

返
還
債
務
の
履
行
猶
予 

ア 

県
内
の
病
院
で
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
場
合 

イ 

県
内
の
病
院
で
臨
床
研
修
を
受
講
し
て
い
る
場
合 

ウ 

臨
床
研
修
修
了
後
、
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
医
療
に
係
る
後
期
研
修
を
受
講
し
て
い

る
場
合 

エ 

災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合 

㈣ 

返
還
債
務
の
免
除 

臨
床
研
修
修
了
後
、
県
内
の
病
院
に
お
い
て
、
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
、
医
師
と
し
て
貸
与
期
間
の
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
期
間
（
貸
与
期
間
二
年
の
場
合
は
三

年
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
研
修
資
金
の
返
還
を
免
除
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



条 
 

例 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、県
内
の
臨
床
研
修
病
院
に
お
い
て
臨
床
研
修
を
受
講
す
る
医
師
に
対
し
、 

 

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
研
修
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
病
院
に
お
い
て
産
科
、

小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
医
師
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
臨
床
研
修
病
院
」
と
は
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
一
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く
大
学
に
附
属
す
る
病
院
又

は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
病
院
を
い
う
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
臨
床
研
修
」
と
は
、
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
臨
床
研
修
を

い
う
。 

３ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
産
科
」
と
は
、
診
療
科
名
中
に
産
科
を
示
す
名
称
を
有
す
る
診
療
科

を
い
う
。 

４ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
小
児
科
」
と
は
、
診
療
科
名
中
に
小
児
科
を
示
す
名
称
（
こ
れ
に
類

す
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
有
す
る
診
療
科
を
い
う
。 

５ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
医
療
計
画
に
基
づ
き
知
事
の
要
請
を
受
け
た
病
院
の
開
設

者
が
運
営
す
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。 

 

（
貸
与
の
対
象
者
） 

第
三
条 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
県
内
の
臨
床
研
修
病
院
に
お
い
て

臨
床
研
修
を
受
講
す
る
医
師
で
、
当
該
臨
床
研
修
を
修
了
し
た
後
、
県
内
の
病
院
に
お
い
て
産

科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
貸
与
の
額
） 

第
四
条 

研
修
資
金
の
貸
与
の
額
は
、
月
額
十
万
円
以
内
に
お
い
て
知
事
が
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

（
貸
与
期
間
） 

第
五
条 

研
修
資
金
の
貸
与
期
間
は
、
臨
床
研
修
の
期
間
以
内
に
お
い
て
知
事
が
定
め
る
期
間
と

埼
玉
県
条
例
第
十
六
号



す
る
。 

 
（
貸
与
の
手
続
及
び
交
付
の
方
法
） 

第
六
条 

研
修
資
金
の
貸
与
の
手
続
及
び
交
付
の
方
法
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
貸
与
の
取
消
し
又
は
交
付
の
停
止
） 

第
七
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
の
決
定
又
は
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
の
決
定
を
取
り
消
し
、
又
は
交
付
を
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

一 

第
三
条
に
規
定
す
る
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
。 

 

二 

心
身
の
故
障
の
た
め
、臨
床
研
修
の
受
講
の
継
続
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
。 

三 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
し
た
と
き
。 

四 

そ
の
他
研
修
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
。 

 

（
返
還
の
方
法
） 

第
八
条 

貸
与
を
受
け
た
研
修
資
金
の
返
還
の
方
法
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
） 

第
九
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
理
由
が
継
続
す
る
期
間
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
知
事
が
定
め
る
期
間
）
、
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

一 

県
内
の
病
院
に
お
い
て
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
と
き
（
次
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

二 

県
内
の
病
院
に
お
い
て
臨
床
研
修
を
受
講
し
て
い
る
と
き
。 

三 

産
科
、
小
児
科
又
は
救
急
医
療
に
係
る
後
期
研
修
（
埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与

条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
第
二
条
第
五
項
の
後
期
研
修
を
い
う
。
）

を
受
講
し
て
い
る
と
き
。 

四 

災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
。 

 

（
返
還
の
債
務
の
当
然
免
除
） 

第
十
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
、
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
臨
床
研 

 

修
を
修
了
し
た
後
引
き
続
き
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
二
分
の
三
に
相
当
す
る

期
間
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
を
引
き
続
い
て
し
た
と
き
は
、
研
修
資
金
の
返
還
の
債

務
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
で
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
臨
床
研
修
を
修 

 

了
し
た
後
引
き
続
き
前
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受

け
た
も
の
が
、
当
該
履
行
猶
予
を
受
け
た
期
間
に
引
き
続
い
て
前
項
に
規
定
す
る
期
間
、
同
条

第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
を
引
き
続
い
て
し
た
と
き
は
、
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
を
免
除
す



る
も
の
と
す
る
。 

３ 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
を
し
た
期
間
に
引
き
続 

い
て
同
条
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け
、 

 

か
つ
、
当
該
履
行
猶
予
を
受
け
た
期
間
に
引
き
続
い
て
再
び
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
、
先
の
勤
務
の
期
間
と
後
の
勤
務
の
期
間

と
を
通
じ
、
引
き
続
き
同
号
に
規
定
す
る
勤
務
を
し
て
い
る
者
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。 

４ 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
奨
学
金
の
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
勤
務
は
、
第

一
項
及
び
第
二
項
の
勤
務
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
返
還
の
債
務
の
裁
量
免
除
） 

第
十
一
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
第
九
条
第
一
号 

 

に
規
定
す
る
勤
務
に
起
因
す
る
心
身
の
故
障
の
た
め
当
該
勤
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
（
履
行
期
が
到
来
し
て
い
な
い
部
分
に
限
る
。
）

の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
延
滞
利
息
） 

第
十
二
条 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
研
修
資
金
を
返
還
す
べ
き

日
ま
で
に
こ
れ
を
返
還
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
返
還
す
べ
き
日
の
翌
日
か
ら
返
還
の
日
ま

で
の
日
数
に
応
じ
、
返
還
す
べ
き
額
に
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の

延
滞
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
利
息
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
も

の
と
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
十
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
七
号
）

（
産
業
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

 

新
た
に
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
試
験
研
究
機
器
に
係
る
使
用
料
の
額
を
定
め
る
等
す

る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

試
験
研
究
機
器
の
追
加 

 
 

（
例
）
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
式
積
層
造
形
装
置 

㈡ 

試
験
研
究
機
器
の
廃
止 

 

（
例
）
光
造
形
装
置 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

          



条 
 

例 

 
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
一
項
ナ
中
「
光
造
形
装
置
」
を
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
式
積
層
造
形
装

置
」
に
、
「
二
、
四
二
〇
円
」
を
「
一
、
三
八
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
中
ヨ
を
タ
と
し
、

イ
か
ら
カ
ま
で
を
ロ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
同
項
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

イ 

集
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加
工
観
察
装
置 

 
 

 
 

 
 

 

一
時
間  

五
、
六
六
〇
円 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
三
項
中
ワ
を
ヨ
と
し
、
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
を
ヘ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ハ

を
ニ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

ホ 

万
能
材
料
試
験
機
（
三
〇
〇
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
） 

 
 

一
時
間   
 

七
六
〇
円 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
三
項
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
を
ロ
と
し
、
同
項
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

イ 

万
能
材
料
試
験
機
（
一
〇
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
） 

 
 

 

一
時
間   

 

三
九
〇
円 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
四
項
ト
中
「
精
密
投
影
機
」
を
「
画
像
測
定
機
」
に
、
「
三
七
〇
円
」

を
「
八
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
中
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

ル 

非
接
触
微
細
形
状
測
定
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
時
間  

一
、
五
四
〇
円 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
七
項
中
カ
を
タ
と
し
、
ワ
を
ヨ
と
し
、
ヲ
を
カ
と
し
、
ル
を
ヲ
と
し
、

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

ワ 

高
速
信
号
シ
リ
ア
ル
ア
ナ
ラ
イ
ザ 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
時
間  

一
、
二
五
〇
円 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
七
項
中
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

チ 

マ
イ
ク
ロ
波
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ナ
ラ
イ
ザ
測
定
シ
ス
テ 

一
時
間  

二
、
九
五
〇
円 

 
 

 

ム 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
八
項
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ニ
か
ら
ワ
ま
で
を
ホ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ハ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

ニ 

ガ
ス
腐
食
試
験
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
時
間   

 

七
四
〇
円 

 
 

 

附 

則 

埼
玉
県
条
例
第
十
七
号



 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）

（
田
園
都
市
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
審
議
会
を
埼
玉
県
景
観
審
議
会
に
統
合
す
る
た
め
の
統
合 

二 

内
容 

 
 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
審
議
会
を
埼
玉
県
景
観
審
議
会
に
統
合 

        

埼
玉
県
景
観
審
議
会 

（
景
観
形
成
に
関
す
る
調
査
審
議
） 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
審
議
会 

（
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
調
査
審 

 

 

議
等
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

現

行 

 
埼
玉
県
景
観
審
議
会 

（
景
観
形
成
及
び
屋
外
広
告
物
に
関
す 

 

る
調
査
審
議
） 

 
 
 
 

改 

正 

後 



 

条 
 

例 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
の
一
の
表
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
審
議
会
の
項
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
景
観
審
議
会
の

項
中
「
景
観
形
成
」
の
下
に
「
及
び
屋
外
広
告
物
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う 

に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
条
第
二
項
中
「
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
審
議
会
」
を
「
埼
玉
県
景
観
審
議
会
」
に
改
め
る
。 

 

 

埼
玉
県
条
例
第
十
八
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
（
田
園
都
市

づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

屋
外
広
告
物
法
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
景
観
行 

 

 

政
団
体
で
あ
る
新
座
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

景
観
行
政
団
体
で
あ
る
新
座
市
が
自
ら
条
例
を
制
定
し
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
事
務 

 
 

（
例
）
広
告
物
の
表
示
等
に
係
る
禁
止
地
域
の
指
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日 

 



 

条 
 

例 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
  

 
 

 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
二
十
七
条
の
二
の
表
中
「
川
口
市
」
の
下
に
「
、
新
座
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め 

 

る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の 

例
に
よ
る
。 

 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
十
九
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十

号
）
（
経
営
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
県
立
病
院
の
診
療
科
目
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
料
金

に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
、
及
び
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
床
数
を
変
更
す
る
た
め
の

改
正 

二 

内
容 

 

㈠
診
療
科
目
の
変
更 

 

㈡
料
金
に
関
す
る
規
定
の
整
備 

 

㈢
病
床
数
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
。
た
だ
し
、
二
㈢
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日 



条 
 

例 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
一
項
の
表
埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
内
科
、
呼
吸
器
科
、

循
環
器
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
」
を
「
呼
吸
器

内
科
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸
器
外
科
、
消
化
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外

科
」
に
改
め
、
「
放
射
線
科
」
の
下
に
「
、
病
理
診
断
科
」
を
加
え
、
同
表
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
項
中
「
呼
吸
器
科
、
消
化
器
科
、
外
科
」
を
「
呼
吸
器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
血
液
内
科
、

乳
腺 せん
内
科
、
緩
和
ケ
ア
内
科
、
頭
頸 けい
部
外
科
、
胸
部
外
科
、
消
化
器
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
乳
腺 せん
外

科
」
に
改
め
、
「
、
脳
神
経
外
科
」
及
び
「
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
」
を
削
り
、
「
放
射
線
科
」
の

下
に
「
、
病
理
診
断
科
、
精
神
腫
瘍

し
ゅ
よ
う

科
」
を
加
え
、
同
表
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
中

「
精
神
科
、
神
経
科
、
呼
吸
器
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
科
」
を
「
心
臓
血
管

外
科
、
脳
神
経
外
科
」
に
、
「
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
」
を
「
精
神
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
科
」

に
改
め
、
「
放
射
線
科
」
の
下
に
「
、
病
理
診
断
科
」
を
加
え
、
同
表
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
の
項
中
「
内
科
、
小
児
科
、
外
科
」
を
「
児
童
・
思
春
期
精
神
科
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
」

に
、
「
二
百
床
」
を
「
百
八
十
三
床
」
に
改
め
る
。 

別
表
診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告 

示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
若
し
く
は
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表 

又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
の
費
用 

の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
九
号
）
別
表
食
事
療
養
及

び
生
活
療
養
の
費
用
額
算
定
表
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
六

条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
定
め
若

し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
又
は
健
康
保
険

法
第
八
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
基
準
若
し
く
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
非
紹
介
患
者
」
の
下
に
「
（
他
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
の

埼
玉
県
条
例
第
二
十
号



文
書
に
よ
る
紹
介
が
な
い
者
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及

び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る

初
診
を
い
う
」
を
「
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
受
け
た
も
の
を
除
く
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
一
号
の
」
を
「
第
一
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
表
身
体
検
査
（
試

験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
金
額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
項
及
び
予
防
接
種
の
項
を
削
り
、
同
表
の
備
考
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
の
表
埼

玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
の
改
正
規
定
（
「
二
百
床
」
を
「
百
八
十
三
床
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   
 

          

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い

て
病
院
事
業
管
理
者
が
定
め
る
額 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
予
防
接
種 

診
療
及
び
検
査
の
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算

定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
及
び
実
費
相
当
額

の
合
計
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
病
院
事
業
管

理
者
が
定
め
る
額 



 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二

十
一
号
）
（
教
委
・
総
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

事
務
事
業
の
執
行
体
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
職
員
の
定
数
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員 

 
 

七
百
七
十
二
人 

↓ 

七
百
六
十
一
人
（
△
十
一
人
） 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

  
 

          



条 
 

例 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
項
中
「
七
百
七
十
二
人
」
を
「
七
百
六
十
一
人
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

           

埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二

号
）
（
財
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
高
等
学
校
の
授
業
料
無
償
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
、
及
び
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

題
名
の
改
正 

 
 

 
 

現 

行 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例 

 
 

 
 

改
正
後 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例 

㈡ 

授
業
料
の
不
徴
収
及
び
徴
収 

 
 

授
業
料
無
償
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
立
高
等
学
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
を
徴

収
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
す

る
。 

 

ア 

専
攻
科
の
生
徒 

 

イ 

授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
県
立
の
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
に
要
す
る
経
費
に

係
る
生
徒
間
の
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
相
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
由
が

あ
る
と
知
事
が
認
め
る
生
徒 

㈢ 

授
業
料
等
の
徴
収
猶
予 

 
 

特
別
の
事
情
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
等
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
。 

三 

施
行
期
日
等 

 

㈠ 

施
行
期
日 

規
則
で
定
め
る
日
。
た
だ
し
、
二
（
三
）
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

 

㈡ 

経
過
措
置 

 
 

 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
の
在
学
に
係
る
授
業
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 



条 
 

例 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例 

 

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
県
立
の
高
等
学
校
の
生
徒
に
係
る
授
業
料
（
通
信
制
の
課
程
の
生
徒
に

つ
い
て
は
受
講
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
入
学
料
並
び
に
県
立
の
高
等
学
校
の
単
位
制

に
よ
る
課
程
の
聴
講
生
と
し
て
特
定
の
科
目
を
履
修
す
る
者
に
係
る
聴
講
料
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
授
業
料
の
不
徴
収
又
は
徴
収
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
課
程

の
」
を
「
課
程
に
つ
い
て
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
授
業
料
」
を
「
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
授
業

料
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

県
立
の
高
等
学
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
。 

一 

専
攻
科
の
生
徒 

二 

授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
県
立
の
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
に
要
す
る
経
費
に
係

る
生
徒
間
の
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
相
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
由
が
あ
る

と
知
事
が
認
め
る
生
徒 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第

一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
三
号
」
に
、
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
休
学
」
を
「
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
休
学
」
に
、
「
場
合
」

を
「
と
き
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
中
「
学
年
の
途
中
」
を
「
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
学
年
の
途
中
」

埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号



に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
改
め
る
。 

 
第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
入
学
料
の
徴
収
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第

二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二

項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

県
立
の
高
等
学
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
入
学
料
を
徴
収
す
る
。 

 

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
聴
講
料
の
徴
収
）
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第

一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

県
立
の
高
等
学
校
の
単
位
制
に
よ
る
課
程
の
聴
講
生
と
し
て
特
定
の
科
目
を
履
修
す
る
者

に
つ
い
て
は
、
聴
講
料
を
徴
収
す
る
。 

第
八
条
の
見
出
し
中
「
減
免
」
の
下
に
「
又
は
徴
収
猶
予
」
を
加
え
、
同
条
中
「
授
業
料
又
は
」

を
「
授
業
料
若
し
く
は
」
に
、
「
又
は
免
除
す
る
」
を
「
若
し
く
は
免
除
し
、
又
は
そ
れ
ら
の
徴

収
を
猶
予
す
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
改
正
規
定
は
、
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
の
在
学
に
係
る
授
業
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 

 

（
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 

別
表
第
三
教
育
委
員
会
の
項
第
一
号
中
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
」
を
「
埼

玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
第
二
条
」
を
「
第
二
条
第
二
項
若
し

く
は
第
三
項
」
に
、
「
又
は
同
条
例
第
六
条
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
同
条
例
第
六
条
第
二
項
」

に
改
め
、
「
入
学
料
」
の
下
に
「
又
は
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
授
業
料
」
を
加
え
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
三
号
）
（
県
立

学
校
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

高
等
学
校
及
び
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
標
準
定
数
の
変
更
の
た
め
、
学
校
職
員

の
定
数
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

学
校
職
員
の
定
数
の
改
定 

三 

施
行
期
日 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 



条 
 

例 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平

 

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
表
中
「
八
、
一
〇
九
人
」
と
あ
る
の
は
「
八
、

 

一
八
五
人
」
と
、
「
一
一
、
三
一
三
人
」
と
あ
る
の
は
「
一
一
、
四
二
四
人
」
と
す
る
。 

そ
の
他
の
職
員 

校
長
及
び
教
員
（
副 

校
長
、
教
頭
、
主
幹 

教
諭
、
教
諭
、
養
護 

教
諭
、
助
教
諭
、
養 

護
助
教
諭
及
び
講
師 

を
い
う
。
） 学

校
種
別 

 
 

 

 
 

 

職
員
種
別 

  

一
、
六
四
〇 

 人 

  

八
、
一
〇
九 

  

人 

県
立
高
等
学
校 

及
び
市
町
村
立 

高
等
学
校
（
定 

時
制
の
課
程
） 

  

四
七
三 

 人 

  

三
、
二
二
八

  

人 

県
立
及
び
市
町 

村
立
の
特
別
支 

援
学
校 

 

  

六
〇
四 

 人 

  

一
一
、
三
一
三

  

人 

県
立
及
び
市
町 

村
立
の
中
学
校 

  

  

一
、
二
〇
〇 人 

  

一
九
、
二
九
〇

  

人 

市
町
村
立
小
学 

校 

  

埼
玉
県
条
例
第
二
十
三
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
（
県
立
学

校
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
立
高
等
学
校
一
校
を
廃
止
し
、
並
び
に
県
立
高
等
学
校
七
校
及
び
県
立
特
別
支
援
学
校
二 

 
 

 
 

 

校
の
位
置
の
表
示
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

県
立
川
本
高
等
学
校
の
廃
止 

㈡ 

久
喜
市
及
び
加
須
市
の
設
置
に
伴
う
位
置
の
表
示
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈡
に
つ
い
て
は
公
布
の
日 

       



条 
 

例 
 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

  
 

 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
久
喜
工
業
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
野
久
喜
」
を
「
野
久
喜
」
に
改

め
、
同
表
埼
玉
県
立
菖
蒲
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
菖
蒲
」
を
「
菖
蒲
町
菖
蒲
」
に
改
め
、
同

表
埼
玉
県
立
北
川
辺
高
等
学
校
の
項
中
「
北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
」
を
「
加
須
市
」
に
改
め
、
同

表
埼
玉
県
立
栗
橋
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
伊
坂
」
を
「
伊
坂
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立
川

本
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
立
鷲
宮
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
中
妻
」
を
「
中
妻
」

に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立
久
喜
北
陽
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
久
喜
本
」
を
「
久
喜
本
」
に
改

め
る
。 

 
 

第
三
号
の
表
埼
玉
県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校
の
項
中
「
大
字
上
清
久
」
を
「
上
清
久
」
に
改

め
、
同
表
埼
玉
県
立
騎
西
特
別
支
援
学
校
の
項
中
「
北
埼
玉
郡
騎
西
町
」
を
「
加
須
市
」
に
改

め
る
。 

（
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
号
の
表
の
改
正
規
定
中
「
大
字
菖
蒲
」
を
「
菖
蒲
町
菖
蒲
」
に
、
「
北
埼
玉
郡
北
川
辺

町
」
を
「
加
須
市
」
に
、
「
大
字
伊
坂
」
を
「
伊
坂
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。 

一 

第
一
条
の
規
定
（
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定
中
埼
玉
県
立
川
本
高
等

学
校
の
項
を
削
る
部
分
に
限
る
。
） 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

二 

前
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定 

公
布
の
日 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第

二
十
五
号
）（
県
立
学
校
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
制
度
を
新
設
し
、
及
び
三

歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
学
校
職
員
に
つ
い
て
そ
の
請
求
に
よ
り
時
間
外
勤
務
を
免
除

等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
に
係
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ

分
の
支
給
に
代
え
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
日
又
は 

時
間
（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
）
を
指
定
で
き
る
制
度
を
新
設 

㈡ 

三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
学
校
職
員
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
の
時
間
外
勤

務
の
免
除
を
制
度
化 

㈢ 

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
学
校
職
員
に
つ
い
て
時
間
外
勤

務
を
制
限
す
る
制
度
の
対
象
と
な
る
学
校
職
員
の
範
囲
を
拡
大 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

た
だ
し
、
二
㈡
及
び
㈢
は
同
年
六
月
三
十
日 

            



条 
 

例 

 
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
中
「
（
学
校
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
常
態
と
し
て
当

該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場

合
に
お
け
る
当
該
学
校
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
勤
務
を

除
く
」
の
下
に
「
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
（
学
校
職
員
の
配
偶

者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

て
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
学
校
職
員
を
除
く
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る
学
校
職
員
が
、
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
を
し
た
学

校
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
除

き
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
） 

第
九
条
の
二 

教
育
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第

十
九
号
）
第
十
四
条
第
四
項
（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条

例
第
三
十
三
号
）
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す
べ
き
学
校
職
員
に
対
し
て
、
県
教
育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に
代
わ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
べ
き
時
間

（
次
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、

県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
あ
る
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
又
は
第
六
条
の
規
定

に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）

（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校
職
員
の
休
日
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
を

除
く
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
学
校
職
員
は
、
当
該
時
間
外
勤

埼
玉
県
条
例
第
二
十
五
号



務
代
休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に

お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割

り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
日
等
」
に
改

め
、
「
勤
務
日
等
（
」
の
下
に
「
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が

指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
」
及
び
「
（
昭
和
三
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
の
改
正
規
定
は
、

同
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号
）（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る
休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

補
償
基
礎
額
を
改
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
（
公
布
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
） 

            



条 
 

例 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例 
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
学
校
薬
剤
師
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
六
、
三
六
八
円
」
を
「
六
、
三
五
八
円
」
に
、「
七
、

四
四
三
円
」
を
「
七
、
四
三
〇
円
」
に
、
「
八
、
四
九
三
円
」
を
「
八
、
四
七
八
円
」
に
、
「
九
、

二
八
五
円
」
を
「
九
、
二
六
八
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 
 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
（
公
布
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公 

 

務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金 

 

及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い 

 

て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  

埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
地
方
警
察
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
七
号
）（
警

務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
警
察
官
九
十
一
人
の
増
員
に
伴
い
、
警
察
官
の
階
級
別
定
数
を 

 

改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
警
察
官
九
十
一
人
の
増
員
に
伴
い
、
警
視
の
定
数
「
二
百
六
十 

 

六
人
」
を
「
二
百
六
十
七
人
」
に
、
警
部
の
定
数
「
六
百
十
三
人
」
を
「
六
百
十
七
人
」
に
、 

 

警
部
補
及
び
巡
査
部
長
の
定
数
「
六
千
七
百
二
十
人
」
を
「
六
千
七
百
七
十
六
人
」
に
、
巡
査 

 

の
定
数
「
三
千
五
百
十
八
人
」
を
「
三
千
五
百
四
十
八
人
」
に
改
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

   



条 
 

例 

 
埼
玉
県
地
方
警
察
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
地
方
警
察
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
地
方
警
察
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
二
百
六
十
六
人
」
を
「
二
百
六
十
七
人
」
に
、「
六
百
十
三
人
」

を
「
六
百
十
七
人
」
に
、「
六
千
七
百
二
十
人
」
を
「
六
千
七
百
七
十
六
人
」
に
、「
三
千
五
百
十

八
人
」
を
「
三
千
五
百
四
十
八
人
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

           

埼
玉
県
条
例
第
二
十
七
号



規

則

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
表
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。

第
十
七
条
の
表
埼
玉
県
行
田
県
税
事
務
所
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県

春
日
部
県
税
事
務
所
の
項
中
「
栗
橋
町
、
」
及
び
「
、
鷲
宮
町
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
二
の
表
埼
玉
県
東
部
環
境
管
理
事
務
所
の
項
及
び
第
二
十
条
の
表
埼
玉
県
熊
谷

児
童
相
談
所
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
表
埼
玉
県
北
埼
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削

り
、
同
表
埼
玉
県
埼

北
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
栗
橋
町
、
鷲
宮
町
、
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
表
埼
玉
県
北
埼
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同

表
埼
玉
県
埼

北
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
栗
橋
町
、
鷲
宮
町
、
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
表
埼
玉
県
加
須
保
健
所
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
幸

手
保
健
所
の
項
中
「
栗
橋
町
、
」
及
び
「
、
鷲
宮
町
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
の
表
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
の
項
、
第
三
十
七
条
の
表
埼
玉
県
熊
谷
家
畜
保
健
衛

生
所
の
項
及
び
第
五
十
三
条
第
二
項
の
表
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
の
四
第
二
項
の
表
中
「
、
北
埼
玉
郡
、
南
埼
玉
郡
の
う
ち
菖
蒲
町
」
を
削
る
。

第
六
十
六
条
第
二
項
の
表
埼
玉
県
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
、
第
百
九
条
第
二
項
の
表
、

第
百
十
八
条
第
二
項
の
表
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
の
項
及
び
第
百
三
十
一
条
の
十
四
第

二
項
の
表
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を
削
る
。

第
百
三
十
六
条
の
四
第
一
項
の
表
中
「
北
埼
玉
郡
騎
西
町
」
を
「
加
須
市
」
に
改
め
る
。

第
二
条

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
款
の
三

環
境
管
理
事
務
所
（
第
十
九
条
の
二
・
第
十
九
条
の
三
）
」
を

「
第
一
款
の
三

環
境
管
理
事
務
所
（
第
十
九
条
の
二
・
第
十
九
条
の
三
）

に
、
「
・
第
二

第
一
款
の
四

福
祉
事
務
所
（
第
十
九
条
の
四
―
第
十
九
条
の
六
）

」

十
一
条
」
を
「
―
第
二
十
一
条
の
二
」
に
、
「
第
三
款

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
（
第
二
十
二

埼
玉
県
規
則
第
二
十
二
号



条
―
第
二
十
四
条
）
」
を
「
第
三
款

削
除
」
に
、
「
第
三
十
七
款

下
水
道
事
務
所
（
第
百
三

十
一
条
の
十
一
―
第
百
三
十
一
条
の
十
三
）
」
を
「
第
三
十
七
款

削
除
」
に
、
「
第
十
一
款

県

立
大
学
（
第
百
五
十
一
条
・
第
百
五
十
一
条
の
二
）
」
を
「
第
十
一
款

削
除
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
環
境
部
の
項
中
「
青
空
再
生
課
」
を
「
大
気
環
境
課
」
に
改
め
、
同
表
福
祉
部

「

高

齢

者

福

祉

課

「

の
項
中

を

高

齢

介

介

護

保

険

課

」

護

課

に
、
「
福
祉
施
設
監
査
課
」
を
「
福
祉
監
査
課
」
に
改
め
、
同
表
都

」

「

公

園

ス

タ

ジ

ア

ム

課

「

市
整
備
部
の
項
中

下

水

道

課

を

公

園

ス

開

発

指

導

課

」

タ

ジ

ア

ム

課

に
改
め
る
。

」

第
六
条
の
二
企
画
総
務
課
の
項
第
一
号
中
「
八
都
県
市
首
脳
会
議
」
を
「
九
都
県
市
首
脳
会

議
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
地
方
分
権
」
を
「
地
域
主
権
改
革
」
に
改
め
、
同
条
情
報
企

画
課
の
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第

三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

住
民
基
本
台
帳
法
の
施
行
（
本
人
確
認
情
報
の
処
理
及
び
利
用
等
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
地
域
政
策
課
の
項
第
二
号
中
「
地
方
分
権
」
を
「
地
域
主
権
改
革
」
に
、
「
他

の
機
関
」
を
「
企
画
総
務
課
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第

九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

市
町
村
の
広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
市
町
村
課
の
項
第
四
号
中
「
施
行
」
の
下
に
「
（
情
報
企
画
課
に
お
い
て
所
掌

す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号

か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
中
「
（
開
発
指

導
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

四

地
価
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

五

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
土
地
水
政
策
課
の
項
第
七
号
中
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌

す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一



号
を
加
え
る
。

六

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
土
地
に
係
る
譲
渡
予
定
価
額
に
つ
い
て
の
申
出

の
処
理
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
土
地
水
政
策
課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

水
資
源
開
発
事
業
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

十

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
学
事
課
の
項
第
三
号
中
「
県
立
大
学
」
を
「
公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
」
に
改

め
、
同
条
税
務
課
の
項
第
六
号
中
「
、
県
税
事
務
所
等
」
を
「
及
び
県
税
事
務
所
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
中
「
税
務
局
長
等
」
を
「
税
務
局
長
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
文
化
振
興
課
の
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三

号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

埼
玉
県
文
化
振
興
基
金
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
四
環
境
政
策
課
の
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
係
る
総
合
的
企
画
及
び
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
四
温
暖
化
対
策
課
の
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
青
空
再
生
課
」
を
「
大
気
環
境

課
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
有
効
利
用
」
の
下
に
「
（
環
境
政
策
課
に
お
い
て
所
掌
す
る

も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
青
空
再
生
課
の
項
第
十
一
号
中
「
抑
制
」
の
下
に
「
（
他
の

機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
大
気
環
境
課
の
項
と
し
、

同
条
水
環
境
課
の
項
及
び
資
源
循
環
推
進
課
の
項
第
五
号
中
「
青
空
再
生
課
」
を
「
大
気
環
境

課
」
に
改
め
、
同
条
自
然
環
境
課
の
項
中
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第

十
四
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
み
ど
り
再
生
課

の
項
第
三
号
中
「
自
然
環
境
課
及
び
」
を
削
る
。

第
八
条
福
祉
政
策
課
の
項
第
五
号
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
祉
事
務
所
」
に

改
め
、
「
（
福
祉
部
に
係
る
事
務
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
高
齢
者
福
祉
課
の
項
第
四
号
中

「
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
等
の
策
定
及
び
進
行
管
理
並
び
に
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
訪
問

看
護
事
業
所
の
整
備
等
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
」
を
「
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を

除
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
高
齢
介
護
課
の
項
と
し
、
同
条
介
護
保
険
課
の
項
を
削
り
、
同

条
障
害
者
自
立
支
援
課
の
項
第
三
号
中
「
に
基
づ
く
障
害
児
の
福
祉
」
を
「
の
施
行
（
障
害
児

施
設
給
付
費
の
支
給
、
知
的
障
害
児
施
設
の
指
定
等
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、

同
条
福
祉
施
設
監
査
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
祉
監
査
課

一

社
会
福
祉
法
人
及
び
社
会
福
祉
施
設
の
運
営
の
監
査
並
び
に
社
会
福
祉
施
設
の
検
査
に

関
す
る
こ
と
。



二

介
護
保
険
法
の
施
行
（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
内
容
並

び
に
介
護
給
付
費
等
の
請
求
に
係
る
指
導
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関

す
る
こ
と
。

三

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
の
内
容
並
び
に
介
護
給
付
費
等
の
請
求
に
係
る
指
導
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
に
限

る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

四

児
童
福
祉
法
の
施
行
（
知
的
障
害
児
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
内
容
並
び

に
障
害
児
施
設
給
付
費
の
請
求
に
係
る
指
導
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に

関
す
る
こ
と
。

第
八
条
少
子
政
策
課
の
項
第
四
号
中
「
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
を
「
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
に
改
め
る
。

第
九
条
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
九
号
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
（
福

祉
部
に
係
る
事
務
を
除
く
。
）
並
び
に
」
を
削
り
、
「
、
衛
生
研
究
所
及
び
県
立
大
学
」
を
「
及

び
衛
生
研
究
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。九

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
薬
務
課
の
項
第
十
二
号
中
「
医
薬
分
業
体
制
の
整
備
」
を
「
医
薬
分
業
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
普
及
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
産
業
労
働
政
策
課
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

姉
妹
友
好
州
省
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
産
業
支
援
課
の
項
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
勤
労
者
福
祉
課
の
項
中
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
五
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
六

号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
一
条
農
業
政
策
課
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、

第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

国
際
農
業
交
流
（
農
業
支
援
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る

こ
と
。

第
十
一
条
農
産
物
安
全
課
の
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
品
質
・

安
全
性
」
を
「
安
全
性
の
確
保
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
有

機
農
産
物
の
生
産
」
を
「
有
機
農
業
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中



「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、

同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
の
施

行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
農
業
支
援
課
の
項
第
十
一
号
中
「
国
際
農
業
交
流
」
の
下
に
「
（
協
同
農
業
普
及

事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
生
産
振
興
課
の
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号

と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
二

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
建
設
管
理
課
の
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。十

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
建
設
業
者
の

届
出
等
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
都
市
計
画
課
の
項
中
第
十
六
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
二
十
二
号

と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。

十
五

流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

市
町
村
下
水
道
の
事
業
計
画
の
認
可
及
び
建
設
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

十
七

終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
係
る
措
置
勧
告
に
関
す
る
こ
と
。

十
八

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
規
制
に
係
る
指
導
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十
九

都
市
計
画
法
施
行
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
十

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
な
宅
地
及
び
住
宅
の
認
定
に
係
る
指
導
に
関
す

る
こ
と
。

二
十
一

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
に
基
づ
く
融
資
宅
地
造
成
工
事
の
設
計

審
査
及
び
現
場
審
査
に
係
る
指
導
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
市
街
地
整
備
課
の
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。八

伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
下
水
道
課
の
項
及
び
開
発
指
導
課
の
項
を
削
り
、
同
条
建
築
安
全
課
の
項
中
第
十

一
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
一

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

積
立
式
宅
地
建
物
販
売
業
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
宅
地
建
物

取
引
業
者
の
届
出
等
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。



第
十
三
条
住
宅
課
の
項
第
十
五
号
中
「
施
行
」
の
下
に
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る

も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
六
号
中
「
施
行
」
の
下
に
「
（
建
設
管
理
課
及
び
建
築

安
全
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
出
納
総
務
課
の
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

支
出
負
担
行
為
に
関
す
る
確
認
（
所
轄
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
中
「
地
方
分
権
」
を
「
地
域
主
権
改
革
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
」
を
「
自
動
車
取
得
税
及
び

自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第

一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

自
動
車
取
得
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
五
号
中
「
自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
」
を
「
自
動
車

取
得
税
及
び
自
動
車
税
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
十
四
号
中
「
報
告
」
の
下
に
「
、
自
動
車
の
使
用
に
伴
う
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
関
す
る
こ
と
（
大
気
環
境
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
一
節
第
一
款
の
三
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
一
款
の
四

福
祉
事
務
所

（
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
）

第
十
九
条
の
四

埼
玉
県
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
福
祉
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

名

称

位

置

所

管

区

域

埼
玉
県
東
部
中
央
福
祉
事

春
日
部
市

北
足
立
郡
、
南
埼
玉
郡
、
北

飾
郡

務
所

埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務
所

坂
戸
市

入
間
郡
、
比
企
郡
、
秩
父
郡
の
う
ち
東

秩
父
村

埼
玉
県
北
部
福
祉
事
務
所

本
庄
市

児
玉
郡
、
大
里
郡

埼
玉
県
秩
父
福
祉
事
務
所

秩
父
市

秩
父
郡
（
東
秩
父
村
を
除
く
。
）

（
事
務
）

第
十
九
条
の
五

福
祉
事
務
所
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
援
護
、
育
成
及
び

更
生
の
措
置
（
次
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す



る
こ
と
。

三

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
に
関
す
る
こ
と
。

四

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
の
援
護
に
関
す
る
こ
と
。

（
他
の
所
掌
事
務
及
び
そ
の
所
管
区
域
）

第
十
九
条
の
六

福
祉
事
務
所
に
お
い
て
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

地
域
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

二

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

三

家
庭
児
童
の
相
談
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

四

婦
人
、
老
人
並
び
に
心
身
障
害
者
及
び
心
身
障
害
児
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

五

老
人
福
祉
施
設
、
心
身
障
害
者
施
設
等
の
整
備
及
び
運
営
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

六

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
に
定
め
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

七

地
域
高
齢
社
会
対
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

八

介
護
保
険
事
務
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

九

市
町
村
へ
の
助
言
及
び
援
助
並
び
に
市
町
村
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
被
害
者
の

援
護
に
関
す
る
こ
と
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
所
管
区
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

福

祉

事

務

所

名

所

管

区

域

埼
玉
県
東
部
中
央
福
祉
事
務
所

さ
い
た
ま
市
、
川
口
市
、
行
田
市
、
加
須
市
、
春
日
部

市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
上
尾
市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、

蕨
市
、
戸
田
市
、
鳩
ケ
谷
市
、
桶
川
市
、
久
喜
市
、
北

本
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、

田
市
、
幸
手
市
、
吉
川

市
、
北
足
立
郡
、
北

飾
郡
、
南
埼
玉
郡

埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務
所

川
越
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
東
松
山
市
、
狭
山
市
、

入
間
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
富

士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
ふ
じ
み
野

市
、
入
間
郡
、
比
企
郡
、
秩
父
郡
の
う
ち
東
秩
父
村

埼
玉
県
北
部
福
祉
事
務
所

熊
谷
市
、
本
庄
市
、
深
谷
市
、
児
玉
郡
、
大
里
郡

埼
玉
県
秩
父
福
祉
事
務
所

秩
父
市
、
秩
父
郡
（
東
秩
父
村
を
除
く
。
）

第
三
章
第
一
節
第
二
款
中
第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
所
）

第
二
十
一
条
の
二

埼
玉
県
越
谷
児
童
相
談
所
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
処
理
さ
せ
る
た

め
、
支
所
を
置
く
。



２

支
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名

称

位

置

埼
玉
県
越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所

草
加
市

第
三
章
第
一
節
第
三
款
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
款

削
除

第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で

削
除

第
二
十
五
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

名

称

位

置

所

管

区

域

埼
玉
県
川
口
保
健
所

川
口
市

川
口
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
鳩
ケ
谷
市

埼
玉
県
朝
霞
保
健
所

朝
霞
市

朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座

市
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
入

間
郡
の
う
ち
三
芳
町

埼
玉
県
春
日
部
保
健
所

春
日
部
市

春
日
部
市
、
越
谷
市
、
北

飾
郡
の

う
ち
松
伏
町

埼
玉
県
草
加
保
健
所

草
加
市

草
加
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市

埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所

鴻
巣
市

鴻
巣
市
、
上
尾
市
、
桶
川
市
、
北
本

市
、
北
足
立
郡

埼
玉
県
東
松
山
保
健
所

東
松
山
市

東
松
山
市
、
比
企
郡
（
鳩
山
町
を
除

く
。
）
、
秩
父
郡
の
う
ち
東
秩
父
村

埼
玉
県
坂
戸
保
健
所

坂
戸
市

坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市
、
入
間
郡
（
三

芳
町
を
除
く
。
）
、
比
企
郡
の
う
ち
鳩

山
町

埼
玉
県
狭
山
保
健
所

狭
山
市

所
沢
市
、
飯
能
市
、
狭
山
市
、
入
間

市
、
日
高
市

埼
玉
県
加
須
保
健
所

加
須
市

行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市

埼
玉
県
幸
手
保
健
所

幸
手
市

久
喜
市
、

田
市
、
幸
手
市
、
南
埼

玉
郡
、
北

飾
郡
の
う
ち
杉
戸
町

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所

熊
谷
市

熊
谷
市
、
深
谷
市
、
大
里
郡

埼
玉
県
本
庄
保
健
所

本
庄
市

本
庄
市
、
児
玉
郡

埼
玉
県
秩
父
保
健
所

秩
父
市

秩
父
市
、
秩
父
郡
（
東
秩
父
村
を
除

く
。
）

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

十
五

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
、
調
理
師
、
製
菓
衛
生
師
及
び
准
看
護
師
の
試
験
及
び
免
許
、
登
録



販
売
者
の
試
験
及
び
登
録
、
歯
科
技
工
士
及
び
毒
物
劇
物
取
扱
者
の
試
験
並
び
に
栄
養
士
及

び
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
の
免
許
に
関
す
る
こ
と
（
試
験
に
あ
つ
て
は
合
格
証
明
書
の
交
付

に
係
る
も
の
、
免
許
に
あ
つ
て
は
登
録
並
び
に
免
許
証
の
交
付
及
び
書
換
え
に
係
る
も
の
、

登
録
に
あ
つ
て
は
登
録
並
び
に
登
録
証
の
交
付
及
び
書
換
え
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
第
十
五
号
に
掲

げ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
埼
玉
県
草
加
保
健
所
に
お
い
て
は
草
加
保
健
所
及
び

越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
の
庁
舎
の
管
理
、
埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
に
お
い
て
は
坂
戸
保
健

所
及
び
西
部
福
祉
事
務
所
の
庁
舎
の
管
理
、
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
に
お
い
て
は
本
庄
保
健
所

及
び
北
部
福
祉
事
務
所
の
庁
舎
の
管
理
、
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
に
お
い
て
は
秩
父
保
健
所
及

び
秩
父
福
祉
事
務
所
の
庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
。

第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条

削
除

第
二
十
八
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

保

健

所

名

所

掌

区

域

埼
玉
県
川
口
保
健
所

川
口
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
鳩
ケ
谷
市
、
朝
霞
市
、
志

木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
、

入
間
郡
の
う
ち
三
芳
町

埼
玉
県
春
日
部
保
健
所

行
田
市
、
加
須
市
、
春
日
部
市
、
羽
生
市
、
草
加
市
、

越
谷
市
、
久
喜
市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、

田
市
、
幸

手
市
、
吉
川
市
、
南
埼
玉
郡
、
北

飾
郡

埼
玉
県
狭
山
保
健
所

所
沢
市
、
飯
能
市
、
東
松
山
市
、
狭
山
市
、
入
間
市
、

坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
入
間
郡
（
三
芳
町
を

除
く
。
）
、
比
企
郡
、
秩
父
郡
の
う
ち
東
秩
父
村

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所

熊
谷
市
、
秩
父
市
、
本
庄
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上

尾
市
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
北
足
立
郡
、
秩
父
郡
（
東

秩
父
村
を
除
く
。
）
、
児
玉
郡
、
大
里
郡

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
埼
玉
県
所
沢
保
健
所
」
を
「
埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
」
に
改
め

る
。第

三
十
三
条
中
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。

五

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
検
査
を
行
う
こ

と
。

第
五
十
条
第
三
号
中
「
係
る
」
の
下
に
「
工
事
及
び
」
を
加
え
る
。



第
五
十
三
条
第
二
項
の
表
中
「
、
行
田
市
」
及
び
「
、
加
須
市
」
を
削
り
、
「
羽
生
市
」
を

「
鴻
巣
市
」
に
、
「
横
瀬
町
、
皆
野
町
、
長

町
、
小
鹿
野
町
」
を
「
上
尾
市
、
桶
川
市
、
北

本
市
、
北
足
立
郡
、
秩
父
郡
（
東
秩
父
村
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
第
三
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
埼
玉
県
東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の

所
管
区
域
は
、
前
項
に
規
定
す
る
埼
玉
県
東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
所
管
区
域
に
同
項
に

規
定
す
る
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
所
管
区
域
を
加
え
た
区
域
と
し
」
を
加
え
、「
前

項
に
」
を
「
同
項
に
」
に
、
「
、
同
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

三
十
三

有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
四

農
産
物
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
五

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
に
関
す
る
こ

と
。

三
十
六

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
七
条
第
四
項
中
「
、
春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
春
日
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
久
喜
農
業
支
援
部
の
庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
」
を
削
る
。

「
埼
玉
県
加
須
農
林
振
興
セ

第
六
十
八
条
の
表
中
「
埼
玉
県
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を

ン
タ
ー

に
、
「
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を

セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
、
「
飯
能
農
業
支
援
部
」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び

埼
玉
県
春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
表
中
「
茶
業
特
産
研
究
所
」
を
「
茶
業
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
茶
業
特
産
研
究

所
」
を
「
茶
業
研
究
所
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
特
産
作
物
の
」
を
削
り
、

同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
「
の
特
産
物
」

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

「
道
路

第
百
二
十
条
の
表
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
の
項
中
「
道
路
公
園
河
川
部
」
を

公
園
部

に
改
め
る
。

川

部
」

第
百
三
十
一
条
の
八
第
二
項
の
表
埼
玉
県
伊
奈
新
都
市
建
設
事
務
所
の
項
を
削
る
。

第
百
三
十
一
条
の
九
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。

第
三
章
第
二
節
第
三
十
七
款
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」

埼
玉
県
春
日
部
農
林
振
興

河

「
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー



第
三
十
七
款

削
除

第
百
三
十
一
条
の
十
一
か
ら
第
百
三
十
一
条
の
十
三
ま
で

削
除

第
百
三
十
一
条
の
十
五
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計

画
の
認
定
、
地
位
の
承
継
、
報
告
の
受
理
及
び
措
置
命
令
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
三
十
六
条
の
五
中
「
研
究
企
画
室
」
の
下
に
「
及
び
研
究
推
進
室
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
三
節
第
十
一
款
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
款

削
除

第
百
五
十
一
条
及
び
第
百
五
十
一
条
の
二

削
除

第
百
六
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
組
織
）

第
百
六
十
一
条

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
次
に
掲
げ
る
室
を
置
く
。

総
務
・
企
画
室

試
験
研
究
室

技
術
革
新
支
援
室

第
百
八
十
六
条
中
「
（
埼
玉
県
立
大
学
に
あ
つ
て
は
、
学
長
）
」
を
削
る
。

第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
項
か
ら
埼
玉
県
国
土
利
用
計
画
審

議
会
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
本
人
確
認
情

住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
本

課

報
保
護
審
議
会

人
確
認
情
報
の
保
護
そ
の
他
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す

画

る
事
項
の
調
査
審
議
及
び
そ
の
建
議
に
関
す
る
事
務

企報情

埼
玉
県
固
定
資
産
評

地
方
税
法
第
四
百
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
固
定
資

課

価
審
議
会

産
の
評
価
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

村町市

埼
玉
県
国
土
利
用
計

国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
県
計

画
審
議
会

画
、
市
町
村
計
画
及
び
土
地
利
用
基
本
計
画
の
制
定
及
び
変
更

課

に
対
す
る
意
見
の
答
申
、
知
事
の
諮
問
に
応
じ
県
の
区
域
に

お
け
る
国
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
土
地
利

策

用
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
並
び
に
国
土
調
査
法

に
基
づ
く
国
土
調
査
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
に

政

関
す
る
事
務



埼
玉
県
土
地
利
用
審

国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
規
制
区

水

査
会

域
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
並
び
に
規
制
区
域
の
減
少
に
つ
い
て

の
確
認
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
等
の
許
可
及
び
届
出

地

並
び
に
遊
休
土
地
に
係
る
計
画
の
届
出
に
対
す
る
意
見
の

答
申
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
関
す
る
事

土

務

第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
総
量
削
減
計
画
策

定
協
議
会
の
項
中
「青

空
再

生
課

」
を
「大

気
環

境
課

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
介
護
保
険
審

査
会
の
項
中
「介

護
保

険
課

」
を
「高

齢
介

護
課

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所
感
染

症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県
春
日
部
保

健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、「
埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
の
」

に
、
「埼

玉
県

鴻
巣

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

春
日

部
保

健
所

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
坂
戸
保

健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県

草
加
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
草
加
保
健

所
の
」
に
、
「埼

玉
県

坂
戸

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

草
加

保
健

所

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
所

沢
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
所
沢
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼

玉
県
鴻
巣
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
所
沢
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
鴻
巣

保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

所
沢

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

鴻
巣

保
健

所

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉

県
秩
父
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を

「
埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県

坂
戸
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

秩
父

保
健

所

」
を
「埼
玉

県
坂

戸
保

健
所

」
に
改
め
、
同
表

埼
玉
県
本
庄
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」

を
「
埼
玉
県
狭
山
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉

県
狭
山
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

本
庄

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

狭
山

保
健

所

」
に
改
め
、
同

表
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議

会
」
を
「
埼
玉
県
加
須
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
の
」
を
「
埼

玉
県
加
須
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

熊
谷

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

加
須

保
健

所

」
に
改
め
、

同
表
埼
玉
県
加
須
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
加
須
保
健
所
感
染
症
診
査
協

議
会
」
を
「
埼
玉
県
幸
手
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
加
須
保
健
所
の
」
を

「
埼
玉
県
幸
手
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

加
須

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

幸
手

保
健

所

」
に
改

め
、
同
表
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
感
染

症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
春
日
部
保

健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

春
日

部
保

健
所

」
を
「埼

玉
県

熊
谷

保
健

所

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
越
谷
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
越
谷
保



健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県

越
谷
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
本
庄
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

越
谷

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

本
庄

保
健

所

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
幸
手
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
幸

手
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼

玉
県
幸
手
保
健
所
の
」
を
「
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
の
」
に
、
「埼

玉
県

幸
手

保
健

所

」
を
「埼

玉
県

秩
父

保
健

所
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
都
市
計
画
審
議
会
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
都
市
計
画
審

都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
都
市
計
画
区

議
会

域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
の
指
定
、
変
更
及
び
廃
止
並
び
に
都

市
計
画
の
決
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
、
知
事
が
諮

問
す
る
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
並

び
に
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
関
係
行
政
機

関
へ
の
建
議
並
び
に
建
築
基
準
法
及
び
土
地
区
画
整
理
法

の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
関
す
る
事
務

埼
玉
県
開
発
審
査
会

都
市
計
画
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す

る
裁
決
そ
の
他
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
関
す

る
事
務

第
百
八
十
七
条
の
表
中

埼
玉
県
土
地
利
用
審

国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
規
制

査
会

区
域
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
並
び
に
規
制
区
域
の
減
少
に
つ

課

い
て
の
確
認
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
等
の
許
可
及
び

届
出
並
び
に
遊
休
土
地
に
係
る
計
画
の
届
出
に
対
す
る
意
見

導

の
答
申
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
関
す
る
事

務

指

埼
玉
県
開
発
審
査
会

都
市
計
画
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対

す
る
裁
決
そ
の
他
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に

発

関
す
る
事
務

埼
玉
県
宅
地
建
物
取

知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る
重
要
事

開

引
業
審
議
会

項
を
調
査
審
議
す
る
。

埼
玉
県
建
築
審
査
会

建
築
基
準
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
政
庁
又
は
建

築
主
事
の
処
分
等
に
対
す
る
審
査
請
求
の
裁
定
及
び
壁
面
線
の

課

指
定
等
に
対
す
る
同
意
並
び
に
同
法
の
施
行
に
関
す
る
重
要

全

事
項
の
調
査
審
議
に
関
す
る
事
務

安

埼
玉
県
建
築
士
審
査

建
築
士
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
士
試
験
に
関
す
る

築

会

事
務
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

建

「

を

都 市 計 画 課



項
を
処
理
す
る
事
務

埼
玉
県
建
築
審
査
会

建
築
基
準
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
政
庁
又
は
建

課

築
主
事
の
処
分
等
に
対
す
る
審
査
請
求
の
裁
定
及
び
壁
面
線
の

指
定
等
に
対
す
る
同
意
並
び
に
同
法
の
施
行
に
関
す
る
重
要

全

事
項
の
調
査
審
議
に
関
す
る
事
務

埼
玉
県
建
築
士
審
査

建
築
士
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
士
試
験
に
関
す
る

安

に

会

事
務
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

項
を
処
理
す
る
事
務

築

埼
玉
県
宅
地
建
物
取

知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る
重
要
事
項

引
業
審
議
会

を
調
査
審
議
す
る
。

建

改
め
、
同
表
上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
項
中
「伊

奈
新

都
市

建

設
事

務
所

」
を
「市

街
地

整
備

課

」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
本
庁
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

本
庁

特
別
参
与

知
事
室
長
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た

重
要
事
項
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す

る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

政
策
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
重
要

事
項
を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事

項
に
つ
い
て
、
総
合
調
整
幹
を
助
け
、
こ
れ

ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮

監
督
す
る
。

副
総
合
調
整
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項

を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に

つ
い
て
、
総
合
調
整
幹
を
助
け
、
こ
れ
ら
の

事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。

副
報
道
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項

を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に

つ
い
て
、
報
道
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務

を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

室
長
付

上
司
の
命
を
受
け
、
上
司
の
所
掌
す
る
職
務

の
う
ち
、
特
定
事
務
に
従
事
す
る
。

副
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項

「

」」



を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に

つ
い
て
、
上
司
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

会
計
管
理
者
付

上
司
の
命
を
受
け
、
会
計
管
理
者
の
特
定
事

務
に
従
事
す
る
。

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
職
員
健
康
支
援
課
及
び
医
療
整
備
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

企
画
総
務
課

政
策
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
重
要

事
項
を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事

項
に
つ
い
て
、
課
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
福
祉
施
設
監
査
課
の
項
中
「
福
祉
施
設
監
査
課
」
を
「
福
祉
監

査
課
」
に
改
め
、
同
表
健
康
づ
く
り
支
援
課
の
項
中
「
健
康
づ
く
り
支
援
課
」
の
下
に
「
及
び

疾
病
対
策
課
」
を
加
え
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

出
納
総
務
課

出
納
審
査
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
所
轄
所
の
会
計
事
務
の

指
導
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
と
と
も

に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
課
長
を
助

け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
百
九
十
一
条
中
「
学
長
、
教
員
、
事
務
職
員
及
び
技
術
職
員
（
第
百
九
十
五
条
に
お
い
て

「
学
長
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
」
を
削
る
。

第
百
九
十
二
条
第
一
項
中
「
（
埼
玉
県
立
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
の

表
地
域
機
関
の
項
中
「
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
「
及
び
埼
玉
県
立

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
産
業
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
以
下
こ
の
表
及
び
次
項
」
を
「
次
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同

表
支
所
の
項
中
「
茶
業
特
産
研
究
所
」
を
「
茶
業
研
究
所
」
に
、
「
次
項
」
を
「
第
三
項
」
に

改
め
、
同
表
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中

「
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
県
土
整
備
事
務
所
の
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

県
土
整
備
事
務
所

技
術
管
理
主
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
土
木

に
関
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
地
域
機
関
の
項
中
「
副
園
長
、
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン



タ
ー
」
の
下
に
「
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
「
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
副
所
長
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
表
支
所
の
項
中
「
茶
業
特
産
研
究
所
」
を
「
茶
業

研
究
所
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
衛
生
研
究
所
、
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
埼
玉
県
衛
生
研
究
所
、
」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
環

境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

埼
玉
県
衛
生
研
究
所

地
域
保
健
企
画
室

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
極
め

長

て
高
度
の
事
項
を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
当

微
生
物
・
ウ
イ
ル

該
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
を
助
け
、
こ
れ
ら

ス
感
染
症
室
長

の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監

食
品
媒
介
感
染
症

督
す
る
。

室
長

化
学
検
査
室
長

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

埼
玉
県
産
業
技
術
総

技
術
支
援
交
流
室

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項

合
セ
ン
タ
ー

長

を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に

つ
い
て
、
北
部
研
究
所
長
を
助
け
、
こ
れ
ら

の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監

督
す
る
。

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
児
童
相
談
所
、
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
及
び
埼
玉

県
衛
生
研
究
所
の
項
中
「
、
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
、
保
健
所
、
埼
玉
県
衛
生
研
究
所
、
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
及
び

埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
」
を
削
る
。

第
百
九
十
五
条
中
「
学
長
等
以
外
の
」
を
削
る
。

第
百
九
十
六
条
か
ら
第
百
九
十
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
九
十
六
条
か
ら
第
百
九
十
八
条
ま
で

削
除

第
三
条

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
十
七
条
の
表
中

埼
玉
県
景
観
審
議
会

知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
景
観
形
成
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

課

査
審
議
す
る
。

りく

埼
玉
県
屋
外
広
告
物

知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
重
要
事
項
を

づ

審
議
会

調
査
審
議
し
及
び
そ
の
建
議
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

市

「

を



都園田

埼
玉
県
景
観
審
議
会

知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
景
観
形
成
及
び
屋
外
広
告
物
に
関
す

課

る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

りくづ市都園田

改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
三
条
の
規
定

平
成
二
十
二
年
九
月
二
日

三

第
二
条
中
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
第
十
一
条
農
産
物
安
全
課
の
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第

八
号
の
改
正
規
定
（
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
る
部
分
に

限
る
。
）
、
同
項
第
九
号
の
改
正
規
定
（
「
有
機
農
産
物
の
生
産
」
を
「
有
機
農
業
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
項
第
十
号
の
改
正
規
定
（
「
品
質
・
安
全
性
」
を
「
安
全
性
の

確
保
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
及
び
同
規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
に
四
号

を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
三
十
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
環
境
部
青
空
再
生
課
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ

ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
職
に
よ
り
、
環
境
部
大
気
環
境
課
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す

る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
は
、

別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
表
の
上
欄
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
職
を
命

ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
茶
業
特
産
研
究

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
長

所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
茶
業
特
産
研
究

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
次
長

所
次
長

」」 に

「
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規

則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
及
び
主
任
協
同
組
合
検
査
員
」
を
「
、
主
任
協
同
組
合
検
査
員
及
び
出
納

審
査
幹
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

企

画

財

政

不
動
産
鑑
定
業
者
の
登
録
の

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
（
昭

部

土

地

水

証
明
等
に
関
す
る
事
務

和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二

政

策

課

長

十
四
条
の
規
定
に
よ
る
不
動
産
鑑
定
業
者

の
登
録
の
証
明
又
は
確
認
を
行
う
こ
と
。

別
表
第
一
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
の
項
を
削
り
、
同
表
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都

市

整

備

一

二
級
建
築
士
若
し
く
は
木

１

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

部

建

築

安

造
建
築
士
の
免
許
の
登
録
又

二
百
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

全

課

長

は
建
築
士
事
務
所
の
登
録
の

よ
る
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の

証
明
等
に
関
す
る
事
務

免
許
の
登
録
の
証
明
又
は
確
認
を
行
う

こ
と
。

２

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
建
築
士
事
務
所
の
登
録

の
証
明
又
は
確
認
を
行
う
こ
と
。

二

宅
地
建
物
取
引
業
者
等
の

１

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七

免
許
証
明
等
に
関
す
る
事
務

年
法
律
第
百
七
十
六
号
。
次
の
２
か
ら

６
ま
で
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建

物
取
引
業
者
免
許
（
次
の
２
、
６
及
び

７
に
お
い
て
「
免
許
」
と
い
う
。
）
を

埼
玉
県
規
則
第
二
十
三
号
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受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

２

法
第
三
条
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
が
効
力
を
失

つ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第

二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験
に
合

格
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

５

法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
（
法
第

二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

他
の
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
講
習

を
受
講
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
。

６

法
第
二
十
五
条
第
七
項
、
第
六
十
六

条
又
は
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
。

７

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭

和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第

四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
換
え

を
通
知
す
る
こ
と
。

８

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
第
十

四
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
の
登
録
の
移
転
を
通
知
す

る
こ
と
。

９

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規

則
（
昭
和
三
十
二
年
法
務
省
・
建
設
省

令
第
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
営
業
保
証
金
に
つ
い
て
債
権
の

弁
済
を
受
け
る
権
利
の
申
出
書
の
提
出

が
な
い
旨
の
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規

10
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則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
営

業
保
証
金
に
つ
い
て
債
権
の
弁
済
を
受

け
る
権
利
の
申
出
書
に
係
る
債
権
の
総

額
に
関
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
第
四
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
並
び
に
第
八
号
知
事
室

長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
３
及
び
４
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄

中
「
代
休
日
」
の
下
に
「
及

18

び
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
を
加
え
る
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
情
報
企
画
課
の
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

住
民
基
本
台
帳

法
第
三
十
条
の
十
第

１

法
第
三
十
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に

法
（
昭
和
四
十
二

一

項

の

規

定

に

基

づ

基
づ
き
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に
対
し
、

年
法
律
第
八
十
一

き
、
指
定
情
報
処
理
機

情
報
提
供
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
承
認

号
。
以
下
こ
の
項

関
に
本
人
確
認
情
報
処

を
す
る
こ
と
。

に
お
い
て
「
法
」

理
事
務
を
行
わ
せ
る
こ

２

法
第
三
十
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規

と

い

う

。
）

の

施

と
。

定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に

行
に
関
す
る
事
務

対
し
、
本
人
確
認
情
報
処
理
事
務
の
適

正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

３

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に

対
し
、
本
人
確
認
情
報
処
理
事
務
の
実

施
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求

め
、
又
は
職
員
に
、
本
人
確
認
情
報
処

理
事
務
を
取
り
扱
う
指
定
情
報
処
理
機

関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
本
人
確
認

情
報
処
理
事
務
の
実
施
の
状
況
若
し
く

は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

さ
せ
る
こ
と
。

４

法
第
三
十
条
の
四
十
三
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三

項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
を
し
た

者
に
対
し
、
当
該
行
為
を
中
止
す
べ
き
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こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
当
該
行
為
が
中

止
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す

る
こ
と
。

５

法
第
三
十
条
の
四
十
三
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
そ
の
勧
告
に

従
わ
な
い
と
き
に
、
本
人
確
認
情
報
保

護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
者

に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告

に
従
う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

６

法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
法
第
三
十
条
の
四
十
三
第

二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て

い
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由

が
あ
る
者
に
対
し
、
必
要
な
事
項
に
関

し
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
に
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る

に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
の
事

務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ

せ
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
地
方
自
治
法
施

行
令
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
号
知
事
決
裁

事
項
の
欄
中
４
を
削
り
、
５
を
４
と
し
、
６
を
５
と
し
、
７
を
６
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

７

法
第
二
百
八
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
の
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
広

域
連
合
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
８
中
「
地
方
自
治

法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
協
議
会
（
特
例
法
第
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
合
併
協
議
会
を
除
く
。
）
の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
の
あ
る
市
町
村

に
勧
告
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
６
か
ら
９
ま
で
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を
削
り
、

を
６
と
し
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

７

法
第
二
百
八
十
四
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
部

事
務
組
合
等
の
設
立
を
許
可
す
る
こ
と
。

８

法
第
二
百
八
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
の
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
一

部
事
務
組
合
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

９

法
第
二
百
八
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
域
連
合
の
設
立
を
許
可
し
た
旨

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
に
報
告
し
、
広
域
連
合
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し

た
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
。

法
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
部
事
務
組
合
の
組
織
団
体
数
の
増
減
、

10
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
又
は
規
約
の
変
更
を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
（
特
例
法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

11
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
域
連
合
の
組
織
団
体
数
の
増
減
、
事
務
の

変
更
又
は
規
約
の
変
更
を
許
可
し
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
に
報
告
す

る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
域
連
合
の
解
散
を

12
許
可
し
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
部
事
務
組
合
の

13
組
織
団
体
数
の
増
減
、
規
約
の
変
更
又
は
解
散
を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
の

14
規
定
に
基
づ
き
、
役
場
事
務
組
合
の
組
織
団
体
数
の
増
減
、
事
務
の
変
更
又
は
規
約
の
変
更

を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
数
都
道
府
県
に
わ
た
る
一
部
事
務
組
合

15
に
係
る
許
可
及
び
勧
告
に
つ
い
て
総
務
大
臣
に
対
し
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
条
例
を
設
定
し
、
財
産
区
の
議
会
又

16
は
総
会
を
設
け
て
、
財
産
区
に
関
し
市
町
村
の
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
項
を
議
決
さ
せ
る
こ

と
。法

第
二
百
九
十
六
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
産
区
の
財
産
又
は
公
の
施
設
の

17
全
部
又
は
一
部
の
処
分
又
は
廃
止
に
関
し
、
施
行
令
第
二
百
十
九
条
に
定
め
る
基
準
に
反
す

る
も
の
に
つ
い
て
財
産
区
か
ら
の
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
六
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
産
区
の
住
民
に
対
し
て
不
均
一

18
の
課
税
を
し
、
又
は
使
用
料
そ
の
他
の
徴
収
金
に
つ
い
て
不
均
一
の
徴
収
を
す
る
場
合
、
財

産
区
か
ら
の
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

法
第
二
百
九
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
産
区
の
事
務
に
関
す
る
紛
争
を

19
裁
定
す
る
こ
と
。
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法
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
開
発
事
業
団
の
設
置
、
設
置
団
体

20
数
の
増
減
又
は
規
約
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
六
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
３
か
ら
６
ま
で

を
削
り
、
７
を
３
と
し
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
７
か
ら

ま
で
を
削
り
、
６
を
７
と
し
、

13

５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域
連
合
の
組
織
団
体
数

の
減
少
、
共
同
処
理
し
若
し
く
は
処
理
す
る
事
務
の
変
更
又
は
規
約
の
変
更
を
許
可
す
る
こ

と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

地
方
教
育
行
政

１

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

の
組
織
及
び
運
営

関
す
る
法
律
第
六
十
条
第
五
項
の
規
定

に
関
す
る
法
律
（
昭

に
基
づ
き
、
同
法
第
二
十
三
条
に
規
定

和
三
十
一
年
法
律

す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
共
同
処

第
百
六
十
二
号
）

理
す
る
市
町
村
の
組
合
（
次
の
２
に
お

及
び
地
方
教
育
行

い
て
「
教
育
組
合
」
と
い
う
。
）
の
設

政
の
組
織
及
び
運

置
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
の
意
見
を

営
に
関
す
る
法
律

聴
く
こ
と
。

施
行
令
（
昭
和
三

２

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

十
一
年
政
令
第
二

関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
一
条
の
規
定

百
二
十
一
号
）
の

に
基
づ
き
、
教
育
組
合
に
対
し
規
約
変

施
行
に
関
す
る
事

更
等
の
許
可
の
処
分
を
す
る
こ
と
に
つ

務

い
て
県
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ

と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
市
町
村
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中

を
削
り
、

を

10

11

と
し
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
７
中
「
第
九
条
の
三
第
六
項
」
を
「
法
第
九
条
の
三
第
六
項
」

10に
改
め
、
同
欄
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

か
ら

16

17

16

18

20

17

19

21

ま
で
を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
項
第
二
号
部
長
専

34

35

20

36

39

21

24

決
事
項
の
欄
２
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第

四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

住
民
基
本
台
帳

住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
三
条
第
二
項

法
の
施
行
に
関
す

及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
所
の

る
事
務

認
定
に
つ
い
て
決
定
し
、
そ
の
決
定
を
関

係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
市
町
村
課
の
項
中
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
五
号
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を
第
十
三
号
と
し
、
同
表
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
四
十
九
年
政

令
第
三
百
八
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、

同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
３
中
「
場
合
」
の
下
に
「
（
同
条
第
二
項
に
定
め
る
地
域
の
変
更
を
行

う
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
請
求
に
係
る
土
地
に
関
す
る
権

利
の
買
取
り
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
。

７

法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
十
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
注
視
区
域
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

８

法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
注
視
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る

こ
と
。

９

法
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
十
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
視
区
域
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

10
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
視
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る

こ
と
。

施
行
令
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
準
地
を
選
定
し
、
標
準
価
格
を
判
定
す
る
こ
と
。

11別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
７
中
「
国
土
利

用
計
画
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄

と
し
、
同
欄
中
６
を
７
と
し
、

16

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
売
買
等
の
契
約
（
当
該
契
約
に
係
る
土
地

に
関
す
る
権
利
の
移
転
又
は
設
定
後
に
お
け
る
土
地
の
利
用
目
的
が
法
第
十
六
条
第
一
項
第

二
号
ホ
又
は
ヘ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
許
可
す
る
こ
と
。

９

法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
等
の
機
関
と
協
議
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
売
買
等
の
契
約
の
届
出
に
係
る
土
地
の

10
利
用
目
的
に
つ
い
て
必
要
な
変
更
を
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
六
条
（
法
第
二
十
七
条
の
五
第
四
項
及
び
第
二
十
七
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て

11
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
を
受
け
た
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
勧
告
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
（
法
第
二
十
七
条
の
五
第
四
項
及
び
第
二
十
七
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て

12
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
処
分
に
つ
い
て
の

あ
つ
せ
ん
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

13
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
注
視
区
域
、
期
間
そ
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の
他
の
事
項
を
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
し
、
関
係
市
町
村
長
に
通
知
し
、
及
び
当
該
事
項
を

周
知
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
売

14
買
等
の
契
約
の
締
結
を
中
止
す
べ
き
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す

る
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

15
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
視
区
域
、
期
間
そ

の
他
の
事
項
を
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
し
、
関
係
市
町
村
長
に
通
知
し
、
及
び
当
該
事
項
を

周
知
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
５
を
６
と

し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
基

本
計
画
の
変
更
（
同
条
第
二
項
に
定
め
る
地
域
の
変
更
に
限
る
。
）
を
行
う
に
当
た
り
、
国

土
交
通
大
臣
に
協
議
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
土
地
水
政
策
課
の
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か

ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
六
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
知

事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
河
川
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
施
設
（
本
県
の
利
水
に
関
す
る
施

設
に
限
る
。
）
の
操
作
規
則
の
制
定
又
は
変
更
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
土
地
水
政
策
課
の
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第

六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

不
動
産
の
鑑
定

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第

評
価
に
関
す
る
法

四
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
動
産
鑑

律
の
施
行
に
関
す

定
業
者
の
業
務
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
そ

る
事
務

の
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
５
中
「
大
学
職
給
料
表
の

職
員
及
び
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
二

項
（
」
の
下
に
「
地
公
法
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
６
中
「
大
学
職
給
料
表
の
一
級

の
職
員
、
」
を
削
り
、
同
欄
７
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
（
」
の
下
に
「
地
公
法
」
を
加
え
、

同
欄
９
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
三
十
八
条
」
に
、
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
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法
律
第
一
号
）
」
を
削
り
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
７
を
削
り
、
８
を
７
と
し
、
同
欄
９
中

「
８
」
を
「
７
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
中

を
９
と
し
、
同
欄

中
「

」

10

11

10

を
「
９
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

11

10

12

16

11

15

同
表
税
務
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
八
条

の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
を
目
的
と
す
る

権
利
の
承
継
に
つ
い
て
、
関
係
都
道
府
県
と
協
議
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
総
務
部
の
表
税
務
課
の
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

地
方
自
治
法
施

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
五
十
八
条
の

行
令
の
施
行
に
関

二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
の

す
る
事
務

収
納
の
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
温
暖
化
対
策
課
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関

す
る
教
育
及
び
学
習
の
指
針
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
青
空
再
生
課
の
項
機
関
名
の
欄
中
「青

空
再

生
課
」
を
「大

気
環

境
課

」

に
改
め
、
同
表
水
環
境
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
汚

染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令(

平
成
二
十
一
年
環
境
省
令
第
十
号)

」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決

事
項
の
欄
１
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
五
条
第
一

項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
」
を
「
要
措
置
区
域
」
に
改
め
、
同

欄
３
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
、
「
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
」
を
「
要
措

置
区
域
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
、
「
指
定
区
域
」

を
「
要
措
置
区
域
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
五
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
、
「
指

定
区
域
」
を
「
要
措
置
区
域
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

四
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、
「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
」
を
「
指
示
措
置
」
に
、

「
行
い
」
を
「
講
じ
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
区
域
を
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
。

８

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に

つ
い
て
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
。

９

法
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
形
質
変

更
時
要
届
出
区
域
の
指
定
を
す
る
と
き
又
は
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
指
定
を
解
除
す
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る
と
き
に
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
土
地
に
つ
い
て
、

10
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
の
処
理
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を

11
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
の
処
理
の
事
業
の
許
可
に
係
る
事

12
項
の
変
更
を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
の
処
理
の
事
業
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
。

13

汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
の

14
報
告
が
あ
つ
た
土
地
に
つ
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
自
然
環
境
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
九
条
第
二
項
」

を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
四
十
六
条
」
を
「
第
五
十
八
条
」
に
改
め
、
同

欄
３
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
五
十
九
条
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
五
十
二
条
第
五
項
」
を

「
第
六
十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
九
条
第
一

項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
者
福
祉
課
の
項
機
関
名
の
欄
中
「高

齢
者

福
祉

課

」
を
「高

齢
介

護
課

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
五

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

介
護
保
険
法
（
平

１

法
第
六
十
九
条
の
二
十
七
第
一
項
の

成
九
年
法
律
第
百

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
試
験
実
施
機
関

二
十
三
号
。
以
下

を
指
定
す
る
こ
と
。

こ
の
項
に
お
い
て

２

法
第
六
十
九
条
の
三
十
一
第
一
項
の

「
法
」
と
い
う
。
）

規
定
に
基
づ
き
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ

及
び
介
護
保
険
法

て
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

施
行
令
（
平
成
十

験
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者

年
政
令
第
四
百
十

に
対
し
、
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
、

二
号
。
以
下
こ
の

又
は
そ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止

項
に
お
い
て
「
施

す
る
こ
と
。

行
令
」
と
い
う
。
）

３

法
第
六
十
九
条
の
三
十
三
第
一
項
の

の
施
行
に
関
す
る

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
研
修
実
施
機
関

事
務

を
指
定
す
る
こ
と
。

４

法
第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
介
護
支
援
専
門
員
に
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対
し
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
を
禁
止

す
る
こ
と
。

５

法
第
六
十
九
条
の
三
十
九
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
介

護
支
援
専
門
員
の
登
録
を
消
除
す
る
こ

と
。

６

法
第
七
十
六
条
の
二
第
三
項
及
び
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及

び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

７

法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め

て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

８

法
第
八
十
三
条
の
二
第
三
項
及
び
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及

び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

９

法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め

て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び
第

10
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
開
設
者
に
対
し
、
命
令

し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基

11
づ
き
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
指

定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て

そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効

力
を
停
止
す
る
こ
と
。

法
第
百
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
介

12
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護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
に
対
し
、

期
間
を
定
め
て
、
そ
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁

止
し
、
又
は
期
限
を
定
め
て
、
修
繕
若

し
く
は
改
築
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
百
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
介

13
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
に
対
し
、

期
限
を
定
め
て
、
管
理
者
の
変
更
を
命

ず
る
こ
と
。

法
第
百
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の

14
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設

の
開
設
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及
び
そ

の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

15
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
許
可
を
取

り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
許

可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停

止
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
及
び
第

16
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
の
開
設
者
に
対
し
、
命

令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

17
づ
き
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め

て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
八
第
三
項
及
び
第

18
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
命
令
し
、

及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
の
規
定

19
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
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間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く

は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
三
項
及

20
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及

び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
の

21
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
の
指
定
若
し
く
は
許
可
を
取

り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指

定
若
し
く
は
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一

部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
二
項
の

22
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
の
指

定
を
行
う
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
四
十
一
の
規
定
に

23
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
の
休
止
又
は

廃
止
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
二
項
の

24
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
公
表
セ
ン

タ
ー
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項
に

25
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四

十
一
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
公

表
セ
ン
タ
ー
の
休
止
又
は
廃
止
の
許
可

を
す
る
こ
と
。

施
行
令
第
三
十
七
条
の
十
第
一
項
の

26
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
の
指

定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て

調
査
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

止
を
命
ず
る
こ
と
。

施
行
令
第
三
十
七
条
の
十
一
に
お
い

27
て
準
用
す
る
施
行
令
第
三
十
七
の
十
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
公
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表
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又

は
期
間
を
定
め
て
調
査
事
務
の
全
部
若

し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
介
護
保
険
課
の
項
を
削
り
、
同
表
障
害
者
自
立
支
援
課
の
項
第
一
号
部

長
専
決
事
項
の
欄
中
４
を
６
と
し
、
３
を
５
と
し
、
２
を
４
と
し
、
同
欄
１
中
「
２
及
び
３
」
を

「
４
及
び
５
」
に
改
め
、
「
勧
告
し
、
又
は
」
を
削
り
、
同
欄
１
を
同
欄
３
と
し
、
同
欄
に
１
及

び
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

法
第
二
十
四
条
の
十
六
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設

等
の
設
置
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
四
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
指
定
の
全
部
若
し

く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
障
害
者
自
立
支
援
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
を
削
り
、
同

欄
２
中
「
第
四
十
九
条
第
五
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
「
勧
告
に
係
る
措
置
を
と

る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
し
、
命
令
し
、
及
び
そ

の
旨
を
公
示
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
１
と
し
、
同
欄
中
３
か
ら
５
ま
で
を
２
か
ら
４
ま

で
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

課

一

介
護
保
険
法

１

法
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

査

（
以
下
こ
の
項

に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

監

に
お
い
て
「
法
」

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
同
項
各

祉

と
い
う
。
）
の

号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を

福

施
行
に
関
す
る

勧
告
す
る
こ
と
。

事
務

２

法
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な

か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

３

法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
同
項
各

号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を

勧
告
す
る
こ
と
。

４

法
第
八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な

か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

５

法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
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の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

同
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

６

法
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な

か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

７

法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
に

対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
同
項
各
号
に

定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告

す
る
こ
と
。

８

法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た

旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

９

法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

同
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定

10
に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な

か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定

11
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
同

項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
八
第
二
項
の
規
定

12
に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な

か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
一
項
の

13
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
適
正
な

業
務
管
理
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
を
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勧
告
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
二
項
の

14
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従

わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

二

児
童
福
祉
法

１

法
第
二
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規

（
以
下
こ
の
項

定
に
基
づ
き
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設

に
お
い
て
「
法
」

等
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て

と
い
う
）
の
施

基
準
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る

行
に
関
す
る
事

こ
と
。

務

２

法
第
二
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ

な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

３

法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
（
法
第
四
十
二

条
か
ら
第
四
十
三
条
の
四
ま
で
に
規
定

す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
設
置
者
に
対

し
、
必
要
な
改
善
を
勧
告
す
る
こ
と
。

三

障
害
者
自
立

１

法
第
四
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

支
援
法
（
以
下

ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
障
害
福

こ
の
項
に
お
い

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
し
、
期
限

て
「
法
」
と
い

を
定
め
て
基
準
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を

う
。
）
の
施
行

勧
告
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
事
務

２

法
第
四
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ

た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
国
保
医
療
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
八
十
六

条
」
を
「
法
第
八
十
六
条
」
に
改
め
、
同
欄
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

10

11

10

12

14

11

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
食
品
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
２
を
５
と
し
、
同
欄

13

１
中
「
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
１
を
同
欄
４
と
し
、

同
欄
に
１
か
ら
３
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
視
指
導
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
次
の
２
、

３
及
び
７
に
お
い
て
「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
公
表
す
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
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い
て
、
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
食
品
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

６

法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
又
は
法
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
者
の
名
称
等

を
公
表
す
る
こ
と
。

７

法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
定
め
、
又
は
変

更
す
る
に
当
た
り
、
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広
く
住
民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

８

法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る

と
と
も
に
、
広
く
住
民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
聴
き
」
を
「
聴

い
て
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
聴
き
」
を
「
聴
い
て
」
に
、
「
供
す
る
た
め
」
を
「
供
す
る
た
め

の
」
に
、
「
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
た
め
、
所
有
権
等
の
権
利
を
設
定
し
、
又
は
移
転
す
る

こ
と
」
を
「
又
は
採
草
放
牧
地
に
係
る
権
利
の
設
定
又
は
移
転
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
農
地
転

用
許
可
に
係
る
」
を
「
農
地
に
係
る
法
第
四
条
に
基
づ
く
許
可
及
び
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農

地
又
は
採
草
放
牧
地
に
係
る
法
第
五
条
に
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
表
農
地
活
用
推
進
課
の
項
第
二

号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
都
道
府
県
農
業
会
議
等
」
を
「
県
農
業
会
議
等
」
に
改
め
、
同
表
農

産
物
安
全
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
」
の
下
に

「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

１

法
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
製
造
業
者
等
に
対
し
、

品
質
に
関
す
る
表
示
の
基
準
を
守
る
べ
き
旨
の
指
示
を
す
る
こ
と
。

２

法
第
十
九
条
の
十
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
指
示
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

３

法
第
十
九
条
の
十
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
命
令
を
行
う
と
き
に
、
こ
れ
と
併
せ
て
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
生
産
振
興
課
の
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
九
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

主
要
食
糧
の
需

１

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基

給
及
び
価
格
の
安

づ
き
、
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業

定
に
関
す
る
法
律

を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
方
法
を

（
平
成
六
年
法
律

改
善
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

第
百
十
三
号
。
以

２

法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基

下
こ
の
項
に
お
い

づ
き
、
同
条
第
一
項
の
勧
告
に
係
る
措

て
「
法
」
と
い
う
。
）

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。
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の
施
行
に
関
す
る

事
務

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
都
市
計
画
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
６
を

と
し
、

10

５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
都
市
計
画
事
業
を
認
可
す
る
こ
と
。

７

法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土

交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
都
市
計
画
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
。

８

法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
の
機
関
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の

者
の
都
市
計
画
事
業
を
認
可
す
る
こ
と
。

９

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可

し
、
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
を
申
請
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
都
市
計
画
課
の
項
中
第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次

の
三
号
を
加
え
る
。

六

下
水
道
法
（
以

１

法
第
二
条
の
二
第

１

法
第
二
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
基

下
こ
の
項
に
お
い

一
項
の
規
定
に
基
づ

づ
き
、
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

て
「
法
」
と
い
う
。
）

き
、
流
域
別
下
水
道

を
変
更
す
る
こ
と
。

の
施
行
に
関
す
る

整
備
総
合
計
画
を
定

２

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

事
務

め
る
こ
と
。

き
、
公
共
下
水
道
の
設
置
に
係
る
事
業

２

法
第
三
条
第
二
項

計
画
若
し
く
は
事
業
計
画
の
変
更
を
認

の
規
定
に
基
づ
き
、

可
し
、
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
を

公
共
下
水
道
の
設
置

申
請
す
る
こ
と
。

等
を
行
う
こ
と
。

３

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

３

法
第
二
十
六
条
第

づ
き
、
都
市
下
水
路
の
指
定
を
す
る
こ

二
項
の
規
定
に
基
づ

と
。

き
、
都
市
下
水
路
の

４

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

設
置
等
を
行
う
こ
と
。

公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路

管
理
者
に
対
し
、
工
事
又
は
維
持
管
理

に
関
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。

七

宅
地
造
成
等
規

１

法
第
三
条
第
一
項

制
法
（
昭
和
三
十

の
規
定
に
基
づ
き
、

六
年
法
律
第
百
九

宅
地
造
成
に
関
す
る

十
一
号
。
以
下
こ

工
事
に
つ
い
て
規
制

の
項
に
お
い
て
「
法
」

を
行
う
必
要
が
あ
る

と
い
う
。
）
の
施

土
地
の
区
域
を
工
事
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行
に
関
す
る
事
務

規
制
区
域
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
宅
地

造
成
に
伴
う
災
害
の

発
生
の
お
そ
れ
が
大

き
い
一
団
の
造
成
宅

地
の
区
域
を
造
成
宅

地
防
災
区
域
と
し
て

指
定
し
、
及
び
そ
の

指
定
を
解
除
す
る
こ

と
。

八

埼
玉
県
都
市
計

１

条
例
第
四
条
第
一

条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

画
法
に
基
づ
く
開

項
（
同
条
第
四
項
に

き
、
最
低
敷
地
面
積
を
条
例
で
定
め
た
市

発
許
可
等
の
基
準

お
い
て
準
用
す
る
場

町
村
と
す
る
た
め
の
指
定
を
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
条
例
（
平

合
を
含
む
。
）
の
規

成
十
三
年
埼
玉
県

定
に
基
づ
き
、
土
地

条
例
第
六
十
一
号
。

の
区
域
を
指
定
し
、

以
下
こ
の
項
に
お

又
は
指
定
の
変
更
若

い
て
「
条
例
」
と

し
く
は
廃
止
を
す
る

い

う

。
）

の

施

行

こ
と
。

に
関
す
る
事
務

２

条
例
第
五
条
第
一

項
た
だ
し
書
（
同
条

第
四
項
に
お
い
て
準

用

す

る

場

合

を

含

む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
予
定
建
築
物

等
の
用
途
を
別
に
指

定
し
、
又
は
そ
の
指

定
の
変
更
若
し
く
は

廃
止
を
す
る
こ
と
。

３

条
例
第
六
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
四
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項
の
規
定
に
基
づ
き
、

予
定
建
築
物
の
用
途

を
限
り
土
地
の
区
域

を
指
定
し
、
又
は
そ

の
指
定
の
変
更
若
し

く
は
廃
止
を
す
る
こ

と
。

４

条
例
第
六
条
第
二

項
（
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
既
存

の
集
落
を
指
定
し
、

又
は
そ
の
指
定
の
変

更
若
し
く
は
廃
止
を

す
る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
下
水
道
課
の
項
及
び
開
発
指
導
課
の
項
を
削
り
、
同
表
建
築
安
全

課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

宅
地
建
物
取
引

１

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

業
法
（
以
下
こ
の

基
づ
き
、
指
定
試
験
機
関
に
宅
地
建
物

項
に
お
い
て
「
法
」

取
引
主
任
者
資
格
試
験
事
務
を
行
わ
せ

と

い

う

。
）

の

施

る
こ
と
。

行
に
関
す
る
事
務

２

法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
合

格
の
決
定
の
取
消
し
等
を
行
う
こ
と
。

３

法
第
六
十
五
条
か
ら
第
六
十
七
条
ま

で
の
規
定
に
基
づ
き
、
宅
地
建
物
取
引

業
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
し
、
業

務
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
当
該
免
許
を

取
り
消
す
こ
と
。

４

法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

取
引
主
任
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を

し
、
又
は
取
引
主
任
者
と
し
て
す
べ
き

事
務
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。

５

法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
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き
、
取
引
主
任
者
資
格
の
登
録
を
消
除

す
る
こ
と
。

十

不
動
産
特
定
共

１

法
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

同
事
業
法
（
平
成

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
動
産
特
定
共

六
年
法
律
第
七
十

同
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す

七
号
。
以
下
こ
の

る
こ
と
。

項
に
お
い
て
「
法
」

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

と

い

う

。
）

の

施

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
動
産
特
定
共
同

行
に
関
す
る
事
務

事
業
者
に
対
し
、
業
務
の
停
止
を
命
ず

る
こ
と
。

３

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
に
対
し
、
当

該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
。

４

法
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
動
産
特
定
共
同

事
業
者
に
対
し
、
業
務
管
理
者
の
解
任

を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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規

則

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
、
用
地
主
幹
」
を
削
り
、「
、
副
室
長
」
の
下
に
「
、
地
域
保
健
企
画
室
長
、

微
生
物
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
室
長
、
食
品
媒
介
感
染
症
室
長
、
化
学
検
査
室
長
」
を
加
え
、「
試
験

研
究
室
長
」
を
「
技
術
支
援
交
流
室
長
」
に
、「
、
大
学
経
営
改
革
室
長
及
び
大
学
経
営
改
革
副
室

長
、
副
学
長
、
大
学
院
研
究
科
長
並
び
に
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
及
び
埼

玉
県
立
大
学
」
を
「
及
び
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
副
校
長
」
の
下
に
「
、
副
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
、「
主
務
部
長
、
」
を
「
主

務
部
長
及
び
」
に
改
め
、「
並
び
に
埼
玉
県
立
大
学
の
所
長
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
の
表
埼
玉
県

自
動
車
税
事
務
所
の
支
所
長
の
項
中
「
担
当
課
長
」
を
「
担
当
部
長
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究

究
所
長

所
の
担
当
部
長

別
表
第
一
専
決
事
項
の
欄
第
十
二
号
中
「
代
休
日
」
の
下
に
「
及
び
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」

を
加
え
る
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
と
い

う
。
）
」
の
下
に
「
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則(

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。)

及
び
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令(

平
成
二
十
一

年
環
境
省
令
第
十
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処
理
業
省
令
」
と
い
う
。)

」
を
加
え
、
同
号
委

任
事
務
の
欄
７
中
「
委
任
さ
れ
た
事
務
又
は
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
関
し
、
法
第
二
十

九
条
第
一
項
」
を
「
法
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄

と
し
、
同
欄
６
中
「
第

18

九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ

11

う
に
加
え
る
。

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
の
申
請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

12

法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
に
対
し
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を

13
埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号
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求
め
、
又
は
職
員
に
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
。

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
壌
の
汚
染
状
態
が
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
、

14
又
は
汚
染
土
壌
の
搬
出
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受

15
理
す
る
こ
と
。

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て

16
汚
染
土
壌
を
搬
出
し
た
旨
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
の
運
搬
又
は
処
理
の
状
況
の
届
出
を

17
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
５
中
「
第
九

条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
を
同
欄

と
し
、
同
欄
４
中
「
第
九
条

10

第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
３
中
「
第
四
条
第

一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
７
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。８

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
所
有
者
等
又
は
汚
染
を
生
じ
さ
せ
た
者
に

対
し
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
２
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
を
受
け
た
土
地
の

利
用
方
法
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

４

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
を
取
り
消
す
こ
と
。

５

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

６

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
の
状
況
の
調
査
結
果
の
報
告
を
受
理
す
る
こ

と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
に

19
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
。

委
任
さ
れ
た
事
務
又
は
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
関
し
、
法
第
五
十
四
条
第
四
項

20
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
に
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
条
第
一
項
本
文
の
報
告
の
期
限
を

21
延
長
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
有
害
物
質
の
種
類
を
通
知
す
る
こ
と
。

22

施
行
規
則
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
を

23
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受
け
た
土
地
の
所
有
者
等
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
一
号
ロ
（
施
行
規
則
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

24
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
帯
水
層
の
深
さ
に
係
る
確
認
を
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
二
号
（
施
行
規
則
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

25
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
に
係
る
確
認
を
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
三
号
（
施
行
規
則
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

26
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
に
係
る
確
認
を
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
五
項
（
施
行
規
則
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

27
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
帯
水
層
の
深
さ
に
係
る
確
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
通
知

を
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
別
表
第
六
の
一
の
項
の
下
欄
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
下
水
の
水
質
の
測
定
結

28
果
の
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
別
表
第
六
の
四
の
項
の
下
欄
一
号
ニ
又
は
二
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
下
水

29
の
水
質
の
測
定
結
果
の
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
３
を
削
り
、

同
欄
２
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と
し
、
同
欄

１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
て
、
そ
の
結
果

を
報
告
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
４
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

４

法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
指
示
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該

指
示
措
置
等
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
第
九

条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
を
「
委

任
さ
れ
た
事
務
又
は
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
関
し
て
法
第
五
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
欄
８
を
同
欄

と
し
、
同
欄
７
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
五
十
五
条
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同

16

欄

と
し
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
６

15
を
同
欄

と
し
、
同
欄
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14

６

法
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
届
出
を
し
た
者
に

対
し
、
汚
染
土
壌
の
運
搬
の
方
法
の
変
更
又
は
汚
染
土
壌
の
処
理
を
汚
染
土
壌
処
理
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

７

法
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
適
正
な
運
搬
及
び
処

理
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。
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８

法
第
二
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
又
は
当
該
処
理
に
伴
つ
て
生
じ
た

汚
水
若
し
く
は
気
体
が
飛
散
等
し
た
旨
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

９

法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
に
係
る
軽
微
な
変
更
等
の

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
の
処
理
の
事
業
の
休
止
若
し
く
は

10
廃
止
又
は
休
止
し
た
事
業
の
再
開
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
者
に
対
し
、
汚
染
土
壌
の
処
理
の

11
方
法
の
変
更
等
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
者
に
対
し
、
事
業
の
停
止
を
命
ず

12
る
こ
と
。

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
汚
染
土
壌
処
理
施

13
設
を
汚
染
土
壌
の
処
理
の
事
業
の
用
に
供
し
た
者
に
対
し
、
汚
染
の
除
去
等
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

処
理
業
省
令
第
五
条
第
十
五
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
下
水
の
水
質
が
地
下
水

17
基
準
に
一
年
間
継
続
し
て
適
合
し
て
い
る
旨
を
確
認
す
る
こ
と
。

処
理
業
省
令
第
五
条
第
十
六
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
年
間
継
続
し
て
同
号
イ
の
規
定

18
に
従
つ
て
大
気
有
害
物
質
を
排
出
し
て
い
る
旨
を
確
認
す
る
こ
と
。

処
理
業
省
令
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置
を
講
じ
た
結
果
の
報
告
書
を
受

19
理
す
る
こ
と
。

処
理
業
省
令
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
の
許
可
証
の
書
換

20
え
又
は
再
交
付
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
八
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
産
業

27

廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
）
の
運
搬
（
処
分
）
」
を
「
産
業
廃
棄
物
等
の
運
搬
（
積
替
え
又

は
保
管
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
又
は
処
分
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
８
中
「
保

管
及
び
積
替
え
を
行
う
も
の
（
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
の
期
限
の
到
来
後
引
き
続

き
当
該
許
可
に
係
る
業
を
行
う
た
め
に
受
け
る
同
項
の
許
可
（
次
の
９
に
お
い
て
「
産
業
廃
棄
物

許
可
の
更
新
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
除
く
」
を
「
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も

の
に
限
る
」
に
、
「
許
可
す
る
」
を
「
許
可
（
更
新
の
許
可
に
限
る
。
）
を
す
る
」
に
改
め
、
同
欄

９
中
「
（
産
業
廃
棄
物
許
可
の
更
新
に
係
る
中
間
処
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、「
許
可
す
る
」
を
「
許

可
（
中
間
処
分
に
係
る
更
新
の
許
可
に
限
る
。
）
を
す
る
」
に
改
め
、
同
欄

を
削
り
、
同
欄

中

10

11

「
運
搬
」
の
下
に
「
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄

を
同
欄

と

11

10

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

産
業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
及
び
産
業
廃

11
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棄
物
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
か
ら
、
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
住
所
又
は
施
行
規
則
第
十
条
の
十
第
一
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
八
号
専
決
事
項
の
欄

中
「
産
業

12

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
」
の
下
に
「
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄

中
「
産
業
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
」
を
「
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
（
積
替
え
又

13は
保
管
を
行
う
者
に
限
る
。
）
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

を
削
り
、
同
欄

14

中
「
保
管
及
び
積
替
え
を
行
う
も
の
（
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
の
期
限
の
到
来

15後
引
き
続
き
当
該
許
可
に
係
る
業
を
行
う
た
め
に
受
け
る
同
項
の
許
可
（
次
の

に
お
い
て
「
特

16

別
管
理
産
業
廃
棄
物
許
可
の
更
新
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
除
く
」
を
「
積
替
え

又
は
保
管
を
行
う
も
の
に
限
る
」
に
、
「
許
可
す
る
」
を
「
許
可
（
更
新
の
許
可
に
限
る
。
）
を
す

る
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
許
可
の
更
新
に
係

15

14

16

る
中
間
処
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、「
許
可
す
る
」
を
「
許
可
（
中
間
処
分
に
係
る
更
新
の
許
可
に

限
る
。
）
を
す
る
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

を
削
り
、
同
欄

中
「
運
搬
」
の

16

15

17

18

下
に
「
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次

18

16

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
及

17
び
産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
か
ら
、
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
住
所
又
は
施
行
規
則
第
十
条
の
二
十
三
第
一
項

第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
八
号
専
決
事
項
の
欄

中
「
特
別

19

管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
」
の
下
に
「
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
」
を
「
特

19

18

20

別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
者
に
限
る
。
）
又
は
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
処
分
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を
削
り
、

を

と
し
、

20

19

21

22

20

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

を
削
り
、
同
項
第
二
十
八
号
委
任
事
務
の
欄
４
中
「
販

23

28

21

26

29

売
業
者
」
の
下
に
「
、
条
例
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
」
を
加
え
、
同
欄
４
を
同
欄

９
と
し
、
同
欄
３
中
「
販
売
業
者
」
の
下
に
「
、
条
例
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
」

を
加
え
、
同
欄
３
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
中
２
を
７
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

条
例
第
三
十
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自

動
車
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
及
び
変
更
後
の
同
計
画
を
受
理
す
る
こ
と
。

３

条
例
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
廃
止
の

報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

４

条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
地
球
温
暖
化
対
策
実
施
状
況
報
告
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書
を
受
理
す
る
こ
と
。

５

条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
者
の
選
任
等
の
届
出

を
受
理
す
る
こ
と
。

６

条
例
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
及
び
自
動
車
地
球

温
暖
化
対
策
実
施
状
況
報
告
書
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
秩
父
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
三

条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
」
に
、「
第
七
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
」
を
「
第
四
号
、

第
五
号
及
び
第
九
号
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」

に
改
め
、
「
同
項
各
号
」
の
下
に
「
（
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
欄

３
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
二
十
六
条

第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
二
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
三

十
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
、

「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条

第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

長

一

生
活
保
護
法

１

法
第
二
十
四
条
第
一
項

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

所

（
昭
和
二
十
五

（
同
条
第
五
項
に
お
い
て

よ
る
身
分
を
示
す
証
票
を
交
付
す
る

務

年
法
律
第
百
四

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
こ
と
。

事

十
四
号
。
以
下

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護

祉

こ
の
項
に
お
い

の
要
否
、
種
類
、
程
度
及

福

て
「
法
」
と
い

び
方
法
を
決
定
し
、
こ
れ

う
。
）
及
び
生

を
申
請
者
に
通
知
す
る
こ

活
保
護
法
施
行

と
。

規
則
（
昭
和
二

２

法
第
二
十
五
条
第
一
項

十
五
年
厚
生
省

の
規
定
に
基
づ
き
、
職
権

令
第
二
十
一
号
）

を
も
つ
て
保
護
の
種
類
、

の
施
行
に
関
す

程
度
及
び
方
法
を
決
定
し
、

る
事
務

保
護
を
開
始
す
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
五
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保

護
者
の
生
活
状
態
を
調
査

し
、
職
権
を
も
つ
て
保
護

の
変
更
の
決
定
及
び
そ
の



- 7 -

通
知
を
す
る
こ
と
。

４

法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護

の
停
止
又
は
廃
止
の
決
定

及
び
そ
の
通
知
を
す
る
こ

と
。

５

法
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保

護
者
に
対
し
て
指
導
又
は

指
示
を
す
る
こ
と
。

６

法
第
二
十
七
条
の
二
の

規
定
に
基
づ
き
、
要
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。

７

法
第
二
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
要
保

護
者
の
資
産
状
況
等
を
調

査
さ
せ
、
及
び
検
診
を
受

け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ

と
。

８

法
第
二
十
八
条
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護

の
開
始
若
し
く
は
変
更
の

申
請
を
却
下
し
、
又
は
保

護
の
変
更
、
停
止
若
し
く

は
廃
止
を
す
る
こ
と
。

９

法
第
三
十
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
措
置
に

つ
い
て
家
庭
裁
判
所
の
許

可
を
得
る
こ
と
。

法
第
三
十
七
条
の
二
の

10
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護

者
が
支
払
う
べ
き
費
用
を
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被
保
護
者
に
代
わ
り
支
払

う
こ
と
。

法
第
四
十
八
条
第
四
項

11
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護

の
変
更
、
停
止
又
は
廃
止

を
必
要
と
す
る
事
由
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
九
条
（
法
第

12
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

び
第
五
十
四
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に

係
る
書
類
を
受
理
す
る
こ

と
。法

第
五
十
条
の
二
（
法

13
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項

及
び
第
五
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

法
第
五
十
一
条
第
一
項

14
（
法
第
五
十
四
条
の
二
第

四
項
及
び
第
五
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

指
定
の
辞
退
に
係
る
書
類

を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
六
十
二
条
第
三
項

15
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
護
の
変
更
、
停

止
又
は
廃
止
を
し
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
そ
の
処
分

を
し
よ
う
と
す
る
理
由
、

弁
明
を
す
べ
き
日
時
及
び
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場
所
を
通
知
す
る
こ
と
。

法
第
六
十
三
条
の
規
定

16
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
の

返
還
す
べ
き
金
額
を
決
定

す
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
第
一
項

17
の
規
定
に
基
づ
き
、
遺
留

の
金
銭
を
保
護
費
に
充
て
、

又
は
遺
留
の
物
品
を
売
却

し
て
そ
の
代
金
を
保
護
費

に
充
て
る
こ
と
。

法
第
七
十
七
条
第
一
項

18
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
扶
養
義
務
者
か
ら

の
徴
収
を
決
定
し
、
又
は

扶
養
義
務
者
の
負
担
す
べ

き
額
の
決
定
を
家
庭
裁
判

所
に
申
し
立
て
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
の
規
定

19
に
基
づ
き
、
不
正
な
手
段

に
よ
り
保
護
を
受
け
、
又

は
受
け
さ
せ
た
者
か
ら
の

徴
収
を
決
定
す
る
こ
と
。

法
第
八
十
条
の
規
定
に

20
基
づ
き
、
保
護
金
品
の
返

還
を
免
除
す
る
こ
と
。

法
第
八
十
一
条
の
規
定

21
に
基
づ
き
、
後
見
人
の
選

任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求

す
る
こ
と
。

生
活
保
護
法
施
行
規
則

22
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。
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二

児
童
福
祉
法

１

法
第
二
十
二
条
の
規
定

１

法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定

（
昭
和
二
十
二

に
基
づ
き
、
妊
産
婦
を
助

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
児
童
福
祉

年
法
律
第
百
六

産
施
設
に
入
所
さ
せ
て
助

施
設
（
法
第
四
十
二
条
か
ら
第
四

十
四
号
。
以
下

産
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

十
三
条
の
四
ま
で
に
規
定
す
る
も

こ
の
項
に
お
い

２

法
第
二
十
三
条
の
規
定

の
に
限
る
。
次
の
２
か
ら
６
ま
で

て
「
法
」
と
い

に
基
づ
き
、
保
護
者
及
び

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
の
届

う
。
）
及
び
児

児
童
を
母
子
生
活
支
援
施

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

童
福
祉
法
施
行

設
ヘ
入
所
さ
せ
て
保
護
す

２

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定

規
則
（
昭
和
二

る
こ
と
等
適
切
な
保
護
を

に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
の
設

十
三
年
厚
生
省

加
え
る
こ
と
。

置
を
認
可
す
る
こ
と
。

令
第
十
一
号
）

３

法
第
三
十
一
条
第
一
項

３

法
第
三
十
五
条
第
六
項
の
規
定

の
施
行
に
関
す

の
規
定
に
基
づ
き
、
在
所

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
児
童
福
祉

る
事
務

を
延
長
し
、
委
託
を
継
続

施
設
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
を

し
、
又
は
措
置
を
変
更
す

受
理
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

４

法
第
三
十
五
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
の
廃

止
又
は
休
止
を
承
認
す
る
こ
と
。

５

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
の
設

置
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
長
に

対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
児

童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事

す
る
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て

質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設

に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ

と
。

６

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
三
十

七
条
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
六

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉

施
設
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

三

老
人
福
祉
法

法
第
六
条
の
二
第
二
項
の

１

法
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二

（
昭
和
三
十
八

規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
に

及
び
第
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
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年
法
律
第
百
三

対
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う

づ
き
、
老
人
居
宅
生
活
支
援
事
業

十
三
号
。
以
下

こ
と
。

の
開
始
、
変
更
、
廃
止
又
は
休
止

こ
の
項
に
お
い

の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

て
「
法
」
と
い

２

法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

う
。
）
の
施
行

基
づ
き
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

に
関
す
る
事
務

ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施
設
又

は
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
の

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
を

認
可
す
る
こ
と
。

５

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施

設
又
は
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

６

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
変

更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

７

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施
設
又

は
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
又
は
休
止
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

８

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
廃
止
、
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休
止
若
し
く
は
入
所
定
員
の
減
少

又
は
入
所
定
員
の
増
加
の
届
出
を

受
理
す
る
こ
と
。

９

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
廃
止
、

休
止
若
し
く
は
入
所
定
員
の
減
少

の
時
期
又
は
入
所
定
員
の
増
加
の

時
期
を
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

10
基
づ
き
、
老
人
居
宅
生
活
支
援
事

業
を
行
う
者
又
は
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所

施
設
若
し
く
は
老
人
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
者
に
対
し
、
必
要

と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、

又
は
当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し

て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事

務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、

設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
（
事
案
の
内

容
が
特
に
重
要
又
は
異
例
な
も
の

を
除
く
。
）
。

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

11
基
づ
き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長
に
対

し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報

告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
関

係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し

く
は
そ
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
設

備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を

検
査
さ
せ
る
こ
と
（
事
案
の
内
容

が
特
に
重
要
又
は
異
例
な
も
の
を

除
く
。
）
。
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四

身
体
障
害
者

１

法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二

福
祉
法
（
昭
和

項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

二
十
四
年
法
律

身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
等

第
二
百
八
十
三

の
開
始
、
変
更
、
廃
止
又
は
休
止

号
。
以
下
こ
の

の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

項
に
お
い
て

２

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定

「
法
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
身
体
障
害

及
び
身
体
障
害

者
社
会
参
加
支
援
施
設
の
設
置
の

者
福
祉
法
施
行

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

令
（
昭
和
二
十

３

法
第
二
十
八
条
第
四
項
た
だ
し

五
年
政
令
第
七

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
が

十
八
号
。
以
下

設
置
す
る
養
成
施
設
の
附
置
の
届

こ
の
項
に
お
い

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

て
「
施
行
令
」

４

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定

と
い
う
。
）
の

に
基
づ
き
、
身
体
障
害
者
生
活
訓

施
行
に
関
す
る

練
等
事
業
等
を
行
う
者
に
対
し
、

事
務

必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求

め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者

に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は

そ
の
事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立

ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の

他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

５

法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
町
村
が
設
置
す
る

身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設

の
長
に
対
し
、
必
要
と
認
め
る
事

項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職

員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ

せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
立
ち

入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

６

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
か
ら
、

身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
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の
種
類
の
変
更
又
は
施
設
の
休
止

若
し
く
は
廃
止
及
び
養
成
施
設
の

休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
。

７

施
行
令
第
二
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
か
ら
、

６
の
施
設
の
名
称
若
し
く
は
所
在

地
の
変
更
又
は
そ
の
建
物
、
設
備

若
し
く
は
事
業
内
容
の
重
大
な
変

更
の
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

五

特
別
児
童
扶

１

法
第
十
七
条
の
規
定
に

法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す

養
手
当
等
の
支

基
づ
き
、
重
度
障
害
児
に

る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る

給
に
関
す
る
法

対
し
、
障
害
児
福
祉
手
当

こ
と
。

律
（
昭
和
三
十

を
支
給
す
る
こ
と
。

九
年
法
律
第
百

２

法
第
十
九
条
の
規
定
に

三
十
四
号
。
以

基
づ
き
、
障
害
児
福
祉
手

下
こ
の
項
に
お

当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て

い
て
「
法
」
と

認
定
を
行
う
こ
と
。

い
う
。
）
及
び

３

法
第
二
十
四
条
第
一
項

障
害
児
福
祉
手

の
規
定
に
基
づ
き
、
偽
り

当
及
び
特
別
障

そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ

害
者
手
当
の
支

り
障
害
児
福
祉
手
当
の
支

給
に
関
す
る
省

給
を
受
け
た
者
か
ら
、
そ

令
（
昭
和
五
十

の
金
額
の
全
部
又
は
一
部

年
厚
生
省
令
第

を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
定

三
十
四
号
。
以

す
る
こ
と
。

下
こ
の
項
に
お

４

法
第
二
十
六
条
に
お
い

い
て
「
省
令
」

て
準
用
す
る
法
第
五
条
第

と
い
う
。
）
並

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

び
に
国
民
年
金

障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給

法
等
の
一
部
を

資
格
に
つ
い
て
認
定
を
行

改
正
す
る
法
律

う
こ
と
。

（
昭
和
六
十
年

５

法
第
二
十
六
条
に
お
い

法
律
第
三
十
四

て
準
用
す
る
法
第
十
一
条
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号
）
の
施
行
に

（
第
三
号
を
除
く
。
）
の

関
す
る
事
務

規
定
に
基
づ
き
、
障
害
児

福
祉
手
当
の
額
の
全
部
又

は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ

と
。

６

法
第
二
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害

児
福
祉
手
当
の
支
払
を
一

時
差
し
止
め
る
こ
と
。

７

法
第
二
十
六
条
の
二
の

規
定
に
基
づ
き
、
特
別
障

害
者
に
対
し
、
特
別
障
害

者
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

８

法
第
二
十
六
条
の
五
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
別
障
害
者
手
当
の

受
給
資
格
に
つ
い
て
認
定

を
行
う
こ
と
。

９

法
第
二
十
六
条
の
五
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

一
条
（
第
三
号
を
除
く
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別

障
害
者
手
当
の
額
の
全
部

又
は
一
部
を
支
給
し
な
い

こ
と
。

法
第
二
十
六
条
の
五
に

10
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
別
障
害
者
手
当
の
支
払

を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
。

法
第
二
十
六
条
の
五
に

11
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
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九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給

資
格
に
つ
い
て
認
定
を
行

う
こ
と
。

法
第
二
十
六
条
の
五
に

12
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
偽
り
そ
の
他
不

正
の
手
段
に
よ
り
特
別
障

害
者
手
当
の
支
給
を
受
け

た
者
か
ら
、
そ
の
金
額
の

全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す

る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
五
条
の
規
定

13
に
基
づ
き
、
障
害
児
福
祉

手
当
又
は
特
別
障
害
者
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

者
等
か
ら
の
届
出
又
は
書

類
等
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
六
条
第
一
項

14
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害

児
福
祉
手
当
又
は
特
別
障

害
者
手
当
の
受
給
資
格
者

に
対
し
、
受
給
資
格
の
有

無
若
し
く
は
手
当
の
額
の

決
定
の
た
め
に
必
要
な
事

項
に
関
す
る
書
類
等
を
提

出
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、

又
は
職
員
に
こ
れ
ら
の
事

項
に
関
し
、
受
給
資
格
者

そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問

さ
せ
る
こ
と
。

法
第
三
十
六
条
第
二
項

15
の
規
定
に
基
づ
き
、
重
度



- 17 -

障
害
児
若
し
く
は
特
別
障

害
者
に
対
し
、
医
師
若
し

く
は
歯
科
医
師
の
診
断
を

受
け
る
べ
き
こ
と
を
命

じ
、
又
は
職
員
に
こ
れ
ら

の
者
の
障
害
の
状
態
を
診

断
さ
せ
る
こ
と
。

法
第
三
十
七
条
の
規
定

16
に
基
づ
き
、
障
害
児
福
祉

手
当
又
は
特
別
障
害
者
手

当
の
受
給
資
格
者
等
の
資

産
若
し
く
は
収
入
の
状
況

等
に
つ
い
て
、
官
公
署
に

対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲

覧
若
し
く
は
資
料
の
提
出

を
求
め
、
又
は
銀
行
等
若

し
く
は
受
給
資
格
者
の
雇

用
主
等
に
対
し
、
必
要
な

事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ

と
。省

令
第
六
条
の
規
定
に

17
基
づ
き
、
障
害
児
福
祉
手

当
を
支
給
し
な
い
旨
を
当

該
受
給
資
格
者
に
通
知
す

る
こ
と
。

省
令
第
十
一
条
の
規
定

18
に
基
づ
き
、
障
害
児
福
祉

手
当
の
受
給
資
格
が
消
滅

し
た
旨
を
当
該
受
給
者
に

通
知
す
る
こ
と
。

省
令
第
十
六
条
に
お
い

19
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別

障
害
者
手
当
を
支
給
し
な
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い
旨
を
当
該
受
給
資
格
者

に
通
知
す
る
こ
と
。

省
令
第
十
六
条
に
お
い

20
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

別
障
害
者
手
当
の
受
給
資

格
が
消
滅
し
た
旨
を
当
該

受
給
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

省
令
第
十
七
条
第
一
項

21
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求

者
又
は
届
出
者
の
口
頭
に

よ
る
陳
述
を
職
員
に
聴
取

さ
せ
、
及
び
必
要
な
措
置

を
採
る
こ
と
。

国
民
年
金
法
等
の
一
部

22
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

九
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
同
法
第
七
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

支
給
に
関
す
る
法
律
第
十

七
条
の
規
定
に
よ
る
福
祉

手
当
を
従
前
の
例
に
よ
り

支
給
す
る
こ
と
。

六

母
子
及
び
寡

１

法
第
十
三
条
又
は
法
第

１

施
行
令
第
十
三
条
又
は
施
行
令

婦
福
祉
法
（
昭

三
十
二
条
に
お
い
て
準
用

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る

和
三
十
九
年
法

す
る
法
第
十
三
条
第
一
項

施
行
令
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ

律
第
百
二
十
九

及
び
第
三
項
の
規
定
に
基

き
、
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を

号
。
以
下
こ
の

づ
き
、
母
子
福
祉
資
金
又

聴
い
て
、
資
金
の
貸
付
け
を
や
め

項

に

お

い

て

は
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

る
こ
と
（
母
子
福
祉
団
体
に
係
る

「
法
」
と
い
う
。
）

け
を
決
定
す
る
こ
と
。

も
の
を
除
く
。
）
。

及
び
母
子
及
び

２

法
第
十
七
条
の
規
定
に

２

施
行
令
第
十
六
条
又
は
施
行
令

寡
婦
福
祉
法
施

基
づ
き
、
配
偶
者
の
な
い

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る

行
令
（
昭
和
三

者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し

施
行
令
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ



- 19 -

十
九
年
政
令
第

て
い
る
も
の
に
つ
き
、
そ

き
、
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に

二
百
二
十
四
号
。

の
者
の
居
宅
等
に
お
い
て

つ
い
て
一
時
償
還
を
請
求
す
る
こ

以
下
こ
の
項
に

日
常
生
活
を
営
む
の
に
必

と
（
母
子
福
祉
団
体
に
係
る
も
の

お
い
て
「
施
行

要
な
便
宜
を
供
与
し
、
又

を
除
く
。
）
。

令
」
と
い
う
。
）

は
県
以
外
の
者
に
当
該
便

の
施
行
に
関
す

宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
委

る
事
務

託
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
。

３

法
第
三
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
寡
婦

に
つ
き
、
そ
の
者
の
居
宅

等
に
お
い
て
日
常
生
活
を

営
む
の
に
必
要
な
便
宜
を

供
与
し
、
又
は
県
以
外
の

者
に
当
該
便
宜
を
供
与
す

る
こ
と
を
委
託
す
る
措
置

を
採
る
こ
と
。

４

施
行
令
第
八
条
第
四
項

若
し
く
は
第
九
条
第
一
項

又
は
施
行
令
第
三
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
施
行

令
第
九
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
に
規
定
す
る
保

証
人
の
変
更
を
承
認
す
る

こ
と
。

５

施
行
令
第
八
条
第
五
項

又
は
施
行
令
第
三
十
七
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
施
行
令
第
八
条
第
五
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
母
子

福
祉
資
金
又
は
寡
婦
福
祉

資
金
の
貸
付
け
に
係
る
据

置
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

６

施
行
令
第
十
一
条
又
は

施
行
令
第
三
十
八
条
に
お
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い
て
準
用
す
る
施
行
令
第

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
資
金
の
貸
付
金
の
交

付
を
や
め
、
又
は
そ
の
額

を
減
額
す
る
こ
と
。

７

施
行
令
第
十
二
条
又
は

施
行
令
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
施
行
令
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
資
金
、
技
能
習
得
資

金
、
生
活
資
金
及
び
修
業

資
金
の
貸
付
け
を
や
め
る

こ
と
。

８

施
行
令
第
十
七
条
た
だ

し
書
又
は
施
行
令
第
三
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
令
第
十
七
条
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
違

約
金
を
免
除
す
る
こ
と

（
母
子
福
祉
団
体
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
。

９

施
行
令
第
十
九
条
又
は

施
行
令
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
施
行
令
第

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

償
還
金
の
支
払
を
猶
予
す

る
こ
と
（
母
子
福
祉
団
体

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

七

民
生
委
員
法

民
生
委
員
法
第
十
八
条
の

（
昭
和
二
十
三

規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
定

年
法
律
第
百
九

め
る
民
生
委
員
の
指
導
訓
練

十
八
号
）
の
施

計
画
に
従
い
、
民
生
委
員
の

行
に
関
す
る
事

指
導
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
。

務
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八

公
職
選
挙
法

公
職
選
挙
法
施
行
令
第
五
十
九
条

施
行
令
（
昭
和

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
身
体
障
害

二
十
五
年
政
令

者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体

第
八
十
九
号
）

障
害
者
に
つ
い
て
、
両
下
肢
等
の
障

し

の
施
行
に
関
す

害
の
程
度
を
証
明
す
る
こ
と
。

る
事
務

九

社
会
福
祉
法

１

法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い

（
昭
和
二
十
六

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
規

年
法
律
第
四
十

定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
法
人
（
主

五
号
。
以
下
こ

と
し
て
老
人
福
祉
施
設
及
び
障
害

の
項
に
お
い
て

者
施
設
を
運
営
す
る
法
人
に
限
る
。

「
法
」
と
い
う
。
）

次
の
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
定

の
施
行
に
関
す

款
の
変
更
の
認
可
を
決
定
す
る
こ

る
事
務

と
。

２

法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
法
人
の
定

款
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ

と
。

３

法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
第
一
種
社
会
福
祉
事

業
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者

支
援
施
設
又
は
法
第
二
条
第
二
項

第
七
号
の
授
産
施
設
の
経
営
の
事

業
に
限
る
。
次
の
４
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
経
営
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

４

法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
第
一
種
社
会
福
祉
事

業
の
経
営
を
許
可
す
る
こ
と
。

５

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
第
一
種
社
会
福
祉
事

業
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者

支
援
施
設
、
身
体
障
害
者
更
生
施

設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
身
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体
障
害
者
授
産
施
設
、
知
的
障
害

者
援
護
施
設
又
は
法
第
二
条
第
二

項
第
七
号
の
授
産
施
設
の
経
営
の

事
業
に
限
る
。
次
の
６
及
び
７
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
変
更
の
届
出

を
受
理
す
る
こ
と
。

６

法
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
第
一
種
社
会
福
祉
事

業
の
変
更
を
許
可
す
る
こ
と
。

７

法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
の
廃

止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

８

法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種

社
会
福
祉
事
業
（
手
話
通
訳
事
業
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作

施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
若
し
く

は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設

の
経
営
の
事
業
又
は
身
体
障
害
者

若
し
く
は
知
的
障
害
者
の
更
生
相

談
に
応
ず
る
事
業
に
限
る
。
）
の

開
始
、
変
更
又
は
廃
止
の
届
出
を

受
理
す
る
こ
と
。

９

法
第
七
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

社
会
福
祉
事
業
（
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害

者
支
援
施
設
、
福
祉
ホ
ー
ム
、
身

体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
知
的

障
害
者
援
護
施
設
若
し
く
は
法
第

二
条
第
二
項
第
七
号
の
授
産
施
設

の
経
営
の
事
業
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
（
療
養
介
護
、
生
活
介

護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
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及
び
就
労
継
続
支
援
に
限
る
。
）

又
は
身
体
障
害
者
若
し
く
は
知
的

障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事

業
に
限
る
。
）
を
経
営
す
る
者
に

対
し
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報

告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
を
し

て
施
設
、
帳
簿
、
書
類
等
を
検
査

し
、
そ
の
他
事
業
経
営
の
状
況
を

調
査
さ
せ
る
こ
と
。

十

介
護
保
険
法

１

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定

（
平
成
九
年
法

に
基
づ
き
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を

律
第
百
二
十
三

行
つ
た
者
又
は
こ
れ
を
使
用
す
る

号
。
以
下
こ
の

者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
記
録
、

項

に

お

い

て

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
示

「
法
」
と
い
う
。
）
、

を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問

介
護
保
険
法
施

さ
せ
る
こ
と
。

行
令
（
平
成
十

２

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定

年
政
令
第
四
百

に
基
づ
き
、
介
護
給
付
等
を
受
け

十
二
号
。
以
下

た
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ

こ
の
項
に
お
い

つ
た
者
に
対
し
、
当
該
介
護
給
付

て
「
施
行
令
」

等
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
内

と
い
う
。
）
及

容
に
関
し
、
報
告
を
命
じ
、
又
は

び
介
護
保
険
法

当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

施
行
規
則
（
平

３

法
第
二
十
四
条
第
三
項
に
規
定

成
十
一
年
厚
生

す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付

省
令
第
三
十
六

す
る
こ
と
。

号
。
以
下
こ
の

４

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

項

に

お

い

て

に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

「
施
行
規
則
」

事
業
者
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

と
い
う
。
）
の

５

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定

施
行
に
関
す
る

に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
務

事
業
者
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

６

法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
老
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人
福
祉
施
設
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

７

法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
の
指
定
を
行
う
こ

と
。

８

法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

９

法
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
関
係
市
町
村
長
に
対
し

通
知
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規

10
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
指
定
の
更
新
を
行
う

こ
と
。

法
第
七
十
一
条
第
一
項
た
だ
し

11
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
段
の
申

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
二
条
第
一
項
た
だ
し

12
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
段
の
申

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

13
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
指
定
に
係
る
事
項
の
変
更
等
の

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の

14
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
か
ら

指
定
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
に
係
る
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
の
二
第
三
項
の

15
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
に
必

要
な
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
九
条
の
二
第
一
項
の

16
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規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
指
定
の
更
新
を
行

う
こ
と
。

法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

17
き
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
に
係
る
事
項
の
変
更
等
の

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定

18
に
基
づ
き
、
関
係
市
町
村
長
に
対

し
通
知
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の

19
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
の
指
定
の
更
新
を
行
う

こ
と
。

法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

20
き
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

開
設
者
の
住
所
等
の
変
更
の
届
出

を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定

21
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設

の
開
設
を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定

22
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設

の
変
更
許
可
を
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
四
条
第
六
項
の
規
定

23
に
基
づ
き
、
関
係
市
町
村
長
に
対

し
通
知
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
の

24
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保
健

施
設
の
許
可
の
更
新
を
行
う
こ
と
。

法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定

25
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設

の
管
理
者
と
な
る
医
師
の
承
認
を

す
る
こ
と
。
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法
第
九
十
五
条
第
二
項
の
規
定

26
に
基
づ
き
、
医
師
以
外
の
者
に
介

護
老
人
保
健
施
設
を
管
理
さ
せ
る

こ
と
の
承
認
を
す
る
こ
と
。

法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

27
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設

者
の
住
所
等
の
変
更
等
の
届
出
を

受
理
す
る
こ
と
。

法
第
百
七
条
第
五
項
の
規
定
に

28
基
づ
き
、
関
係
市
町
村
長
に
対
し

通
知
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
百
七
条
の
二
第
一
項
の
規

29
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
の
指
定
の
更
新
を
行
う

こ
と
。

法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
基
づ

30
き
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
開
設
者
の
住
所
等
の
変
更
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に

31
基
づ
き
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
指
定
の
変
更
等
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い

32
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

の
更
新
を
行
う
こ
と
。

法
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
二

33
項
第
一
号
、
第
三
項
又
は
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
業
務
管
理
体

制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
等
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定

34
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に
基
づ
き
、
介
護
員
養
成
研
修
事

業
者
及
び
介
護
員
養
成
研
修
の
指

定
を
す
る
こ
と
。

施
行
令
第
三
条
第
三
項
の
規
定

35
に
基
づ
き
、
介
護
員
養
成
研
修
事

業
に
係
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十

36
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
員
養

成
研
修
事
業
者
の
指
定
に
係
る
事

項
の
変
更
等
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
三
十

37
の
規
定
に
基
づ
き
、
名
簿
及
び
事

業
報
告
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
一

障
害
者
自

障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条

立
支
援
法
（
平

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に

成
十
七
年
法
律

基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

第
百
二
十
三
号
）

等
（
施
設
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の

の
施
行
に
関
す

に
限
る
。
）
の
開
始
、
変
更
、
廃
止

る
事
務

又
は
休
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
二

高
齢
者
虐

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

待
の
防
止
、
高

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

齢
者
の
養
護
者

法
律
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

に
対
す
る
支
援

基
づ
き
、
市
町
村
か
ら
の
報
告
を
受

等
に
関
す
る
法

理
す
る
こ
と
。

律
（
平
成
十
七

年
法
律
第
百
二

十
四
号
）
の
施

行
に
関
す
る
事

務
十
三

中
国
残
留

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

な
帰
国
の
促
進

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

及
び
永
住
帰
国

る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
及
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後
の
自
立
の
支

び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

援
に
関
す
る
法

支
援
給
付
を
行
う
こ
と
。

律
（
平
成
六
年

法
律
第
三
十
号
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
児
童
相
談
所
長
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
」
を
削
り
、
同
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第

17

二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

の
項
を
削
り
、
同
表
保
健
所
長
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
診
療
放
射
線
技
師
法
」
の
下

に
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

１

行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び
整
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
八
十

三
号
）
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

同
法
に
よ
る
改
正
前
の
診
療
放
射
線
技
師
及
び
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
法
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線

技
師
籍
を
備
え
、
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
こ
と
。

２

旧
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
免
許
証
を
再
交
付

す
る
こ
と
。

３

旧
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
免
許
証
の
返
納
を

受
け
る
こ
と
。

４

旧
法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
の
再
免
許
を
与
え

る
こ
と
。

５

旧
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
放
射
線
技
師
又
は
診
療
エ
ツ
ク

ス
線
技
師
に
対
し
、
照
射
録
を
提
出
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
照
射
録
を
検
査
さ
せ
る

こ
と
。

６

診
療
放
射
線
技
師
及
び
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
診
療
放
射
線
技
師
及
び
診
療
エ

ツ
ク
ス
線
技
師
法
施
行
令
（
次
の
７
及
び
８
に
お
い
て
「
旧
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
籍
の
訂
正
を
行
う
こ
と
。

７

旧
施
行
令
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師

免
許
証
の
返
納
を
受
け
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
籍
の
登
録
の
消
除
を
行
う
こ
と
。

８

旧
施
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
免
許
証
を
書
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換
え
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
三
十
年
法

律
第
百
六
十
八
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
歯
科
技
工
士
法

施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

１

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
技
工
所
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理

者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
歯
科
技
工
所
に
立
ち
入
り
、

清
潔
の
保
持
の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

２

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
合
格

証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
八
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
六
十
二
条
第

一
項
」
を
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か

23

24

20

22

21

ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「

、

及
び

」
を
「

、

及
び

」
に
改
め
、
同
欄

を
同

23

19

20

22

23

21

23

24

19

欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

20

18

19

17

施
行
条
例
別
表
第
一
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
、
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

18

(６)
(二)

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
八
号
専
決
事
項
の
欄
１
、
２
及
び
６
か
ら
９

ま
で
の
規
定
中
「
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一

号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
狂
犬
病
予
防
法
（
」
の
下
に
「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
。
」

を
加
え
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
五
項
（
」
の
下
に
「
法
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
務
の

欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
票
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
」
を
、
「
埼
玉
県
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
」
の
下
に
「
平
成
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
」
を
加
え
、

同
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

15

17

14

16

13

14

え
る
。

条
例
第
九
条
第
四
項
及
び
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

15別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
３

12

13

か
ら

ま
で
を
４
か
ら

ま
で
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11

12

３

法
第
二
十
四
条
第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
七
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
埼
玉
県
自
家

用
水
道
条
例
（
」
の
下
に
「
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
。
」
を
加
え
、
同
号
委
任
事
務
の

欄
１
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
法
第
三
十
一
条
」
に
、
「
第
三
十
四
条
」
を
「
法
第
三
十
四
条
」
に
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改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
道
事
業
者
、

水
道
用
水
供
給
事
業
者
、
専
用
水
道
の
設
置
者
又
は
簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
か
ら
必

要
な
報
告
を
徴
し
、
又
は
当
該
職
員
に
、
水
道
の
工
事
現
場
等
に
立
ち
入
り
、
検
査
さ

せ
る
こ
と
。

２

条
例
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
八
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
理
容
師
法
（
」

の
下
に
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
。
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分

を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
九
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
美
容
師
法
（
」

の
下
に
「
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
。
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分

を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
法
（
」
の
下
に
「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
。
」
を
、
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施

行
令
」
と
い
う
。
）
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中
７
を

と
10

し
、
６
を
９
と
し
、
５
を
７
と
し
て
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８

法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示

す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
号
専
決
事
項
の
欄
中
４
を
６
と
し
、
３

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
免
許
を
与
え
る
こ
と
。

５

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
簿
を
備
え
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
免
許
に
関
す
る

事
項
を
登
録
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

施
行
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免
許
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

11

施
行
令
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免
許
証
を
訂
正
し
て
交
付

12
す
る
こ
と
。
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施
行
令
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免
許
証
を
再
交
付
す
る
こ

13
と
。施

行
規
則
第
六
条
第
二
項
又
は
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免

14
許
証
の
返
納
を
受
け
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免
許
証
の
返
納
を
受
け
、

15
登
録
を
抹
消
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
一

調
理
師
法

１

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

（
昭
和
三
十
三
年

づ
き
、
調
理
師
免
許
を
与
え
る
こ

法
律
第
百
四
十
七

と
。

号
。
以
下
こ
の
項

２

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

に
お
い
て
「
法
」

づ
き
、
調
理
師
名
簿
を
備
え
、
免

と
い
う
。
）
、
調
理

許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
こ

師
法
施
行
令
（
昭

と
。

和
三
十
三
年
政
令

３

法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基

第
三
百
三
号
。
以

づ
き
、
調
理
師
免
許
証
を
交
付
す

下
こ
の
項
に
お
い

る
こ
と
。

て
「
施
行
令
」
と

４

施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
の
規

い
う
。
）
及
び
調
理

定
に
基
づ
き
、
名
簿
の
訂
正
を
行

師
法
施
行
細
則
（
昭

う
こ
と
。

和
四
十
一
年
埼
玉

５

施
行
令
第
十
二
条
の
規
定
に
基

県
規
則
第
八
号
）

づ
き
、
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
。

の
施
行
に
関
す
る

６

施
行
令
第
十
三
条
第
一
項
の
規

事
務

定
に
基
づ
き
、
調
理
師
免
許
証
を

書
換
え
交
付
す
る
こ
と
。

７

施
行
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
調
理
師
免
許
証
を

再
交
付
す
る
こ
と
。

８

施
行
令
第
十
四
条
第
四
項
又
は

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
調
理
師
免
許
証
の
返
納
を
受

け
る
こ
と
。

９

調
理
師
法
施
行
細
則
第
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
調
理
師
試
験
の
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合
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
中
第
三
十
九
号
を
第
四
十
二
号
と
し
、
第
三
十

八
号
を
第
四
十
一
号
と
し
、
第
三
十
七
号
を
第
四
十
号
と
し
、
同
項
第
三
十
六
号
事
務
の
種
類
の

欄
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
（
」
の
下
に
「
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
。
」
を
加
え
、
同

号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
十
九
号
と
す
る
。

４

法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
票
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
八
号
と
し
、
第
三
十

四
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、
第
三
十
三
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
同
項
第
三
十
二
号
事
務
の
種
類

の
欄
中
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
」
の
下
に
「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
。
」
を
加
え
、

「
及
び
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
」
を
「
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
」
に
改
め
、「
「
施

行
令
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
規

則
第
七
十
四
号
）
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
４
か
ら

ま
で
を
５
か
ら

13

14

12

ま
で
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

13
４

法
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
票
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
二
号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

15
の
合
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
二
号
を
同
項
第
三
十
四
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
五

保
健
師
助

１

法
第
八
条
（
法
第
五
十
三
条
第

産
師
看
護
師
法
（
昭

二
項
（
法
第
六
十
条
に
お
い
て
準

和
二
十
三
年
法
律

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

第
二
百
三
号
。
以

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

下
こ
の
項
に
お
い

規
定
に
基
づ
き
、
准
看
護
師
の
免

て
「
法
」
と
い
う
。）、

許
を
与
え
る
こ
と
。

保
健
師
助
産
師
看

２

法
第
十
一
条
（
法
第
五
十
三
条

護
師
法
施
行
令
（
昭

第
二
項
（
法
第
六
十
条
に
お
い
て

和
二
十
八
年
政
令

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

第
三
百
八
十
六
号
。

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

以
下
こ
の
項
に
お

の
規
定
に
基
づ
き
、
准
看
護
師
籍

い
て
「
施
行
令
」

を
備
え
、
准
看
護
師
免
許
に
関
す

と
い
う
。
）
及
び

る
事
項
を
登
録
す
る
こ
と
。

保
健
師
助
産
師
看

３

法
第
十
二
条
第
五
項
（
法
第
五
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護
師
法
施
行
規
則

十
三
条
第
二
項
（
法
第
六
十
条
に

（
昭
和
二
十
六
年

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

厚
生
省
令
第
三
十

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

四
号
）
の
施
行
に

の
規
定
に
基
づ
き
、
准
看
護
師
免

関
す
る
事
務

許
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
四
条
（
法
第
五
十
三
条

第
二
項
（
法
第
六
十
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
准
看
護
師
免

許
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

５

施
行
令
第
三
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
准
看
護
師
籍
の
訂
正

を
行
う
こ
と
。

６

施
行
令
第
四
条
第
二
項
又
は
第

五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

准
看
護
師
籍
の
登
録
の
抹
消
を
行

う
こ
と
。

７

施
行
令
第
六
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
准
看
護
師
免
許
証
を

書
換
え
交
付
す
る
こ
と
。

８

施
行
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
准
看
護
師
免
許
証
を

再
交
付
す
る
こ
と
。

９

施
行
令
第
七
条
第
五
項
又
は
第

八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

准
看
護
師
免
許
証
の
返
納
を
受
け

る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

10
準
用
す
る
施
行
令
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
健
師
籍
に

保
健
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登

録
す
る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

11
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準
用
す
る
施
行
令
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
助
産
師
名
簿

に
助
産
師
の
登
録
に
関
す
る
事
項

を
登
録
す
る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

12
準
用
す
る
施
行
令
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
看
護
師
籍
に

看
護
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登

録
す
る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

13
準
用
す
る
施
行
令
第
三
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
健
師
籍
、

助
産
師
名
簿
又
は
看
護
師
籍
の
訂

正
を
行
う
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

14
準
用
す
る
施
行
令
第
四
条
第
二
項

又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
健
師
籍
、
助
産
師
名
簿

又
は
看
護
師
籍
の
登
録
を
抹
消
す

る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

15
準
用
す
る
施
行
令
第
六
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
健
婦
免
状

又
は
看
護
婦
免
状
を
書
換
え
交
付

す
る
こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

16
準
用
す
る
施
行
令
第
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
保
健
婦
免
状

又
は
看
護
婦
免
状
を
再
交
付
す
る

こ
と
。

施
行
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

17
準
用
す
る
施
行
令
第
七
条
第
五
項

又
は
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
健
婦
免
状
又
は
看
護
婦
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免
状
の
返
納
を
受
け
る
こ
と
。

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行

18
規
則
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
准
看
護
師
試
験
合
格
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
薬
事
法
施

行
規
則
（
」
の
下
に
「
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
。
」
を
加
え
、
「
及
び
薬
事
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
を
「
、
薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
に
改
め
、

「
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
薬
事
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第

三
十
四
号
）
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
十
三
号
と

す
る
。

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
販
売
者
名
簿
を
備
え
、

20
販
売
従
事
登
録
を
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売
従
事
登
録
証
を
交
付
す

21
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
事
項
の
訂
正
を
行
う
こ

22
と
。施

行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
十
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
。

23

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売
従
事
登
録
証
を
書
換

24
え
交
付
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売
従
事
登
録
証
を
再
交

25
付
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
百
五
十
九
条
の
十
二
第
四
項
又
は
第
百
五
十
九
条
の
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、

26
販
売
従
事
登
録
証
の
返
納
を
受
け
る
こ
と
。

薬
事
法
施
行
細
則
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
合
格
証
書
を
再
交
付
す
る
こ
と
。

27別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
健
康
増
進
法

（
」
の
下
に
「
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
。
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中
４
を
５
と
し
、

３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
号
を
同
項
第
三
十
一
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
二

栄
養
士
法

１

栄
養
士
法
第
四
条
第
一
項
及
び

（
昭
和
二
十
二
年

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栄
養

法
律
第
二
百
四
十

士
免
許
証
を
交
付
す
る
こ
と
。
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五
号
）
及
び
栄
養

２

施
行
令
第
二
条
の
規
定
に
基
づ

士
法
施
行
令
（
昭

き
、
栄
養
士
名
簿
を
作
成
す
る
こ

和
二
十
八
年
政
令

と
。

第
二
百
三
十
一
号
。

３

施
行
令
第
四
条
第
一
項
又
は
第

以
下
こ
の
項
に
お

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栄
養
士

い
て
「
施
行
令
」

名
簿
の
登
録
を
抹
消
す
る
こ
と
。

と
い
う
。
）
の
施

４

施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定

行
に
関
す
る
事
務

に
基
づ
き
、
栄
養
士
免
許
証
を
訂

正
し
て
交
付
す
る
こ
と
。

５

施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
栄
養
士
免
許
証
を
再

交
付
す
る
こ
と
。

６

施
行
令
第
六
条
第
五
項
又
は
第

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
栄
養
士
免
許
証

の
返
納
を
受
け
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
九
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
号
と
す
る
。

法
第
二
十
一
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
の
う
ち
、

同
条
の
医
療
の
給
付
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
に
引
き
続
き
当
該
医
療
の
給
付
（
疾
患
の

状
態
が
当
該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に

限
る
。
）
を
決
定
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十

七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
事
務
の
種
類

の
欄
中
「
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
」
の
下
に
「
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
二
十
号
。
」
を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
を
２
と
し
、

同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
す
る
。

１

法
第
十
一
条
第
二
項
（
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十

三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
第
二
十
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
」
の
下
に
「
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
」
を
加
え
、

同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
す
る
。

１

法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
診
査
協
議
会
の
委
員
を
任
命
す
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る
こ
と
。

２

法
第
三
十
五
条
第
二
項
（
法
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

製
菓
衛
生

１

法
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

師
法
（
昭
和
四
十

製
菓
衛
生
師
免
許
を
与
え
る
こ
と
。

一
年
法
律
第
百
十

２

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

五
号
。
以
下
こ
の

づ
き
、
製
菓
衛
生
師
名
簿
を
備
え
、

項
に
お
い
て
「
法
」

免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る

と
い
う
。
）
、
製
菓

こ
と
。

衛
生
師
法
施
行
令

３

法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基

（
昭
和
四
十
一
年

づ
き
、
製
菓
衛
生
師
免
許
証
を
交

政
令
第
三
百
八
十

付
す
る
こ
と
。

七
号
。
以
下
こ
の

４

施
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定

項
に
お
い
て
「
施

に
基
づ
き
、
名
簿
の
訂
正
を
行
う

行
令
」
と
い
う
。
）

こ
と
。

及
び
製
菓
衛
生
師

５

施
行
令
第
四
条
の
規
定
に
基
づ

法
施
行
細
則
（
昭

き
、
登
録
の
消
除
を
行
う
こ
と
。

和
四
十
二
年
埼
玉

６

施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定

県
規
則
第
五
十
四

に
基
づ
き
、
製
菓
衛
生
師
免
許
証

号
）
の
施
行
に
関

を
書
換
え
交
付
す
る
こ
と
。

す
る
事
務

７

施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
製
菓
衛
生
師
免
許
証

を
再
交
付
す
る
こ
と
。

８

施
行
令
第
六
条
第
四
項
又
は
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

製
菓
衛
生
師
免
許
証
の
返
納
を
受

け
る
こ
と
。

９

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
第
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
製
菓
衛
生

師
試
験
の
合
格
証
明
書
を
交
付
す

る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
川
口
保
健
所
長
、
朝
霞
保
健
所
長
及
び
越
谷
保
健
所
長
の
項
を

削
り
、
同
表
川
口
保
健
所
長
、
坂
戸
保
健
所
長
、
熊
谷
保
健
所
長
及
び
春
日
部
保
健
所
長
の
項
地
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域
機
関
の
長
の
欄
中
「坂

戸
保

健
所

長
熊

谷
保

健
所

長
及

び
春

日
部

保
健

所
長

」
を
「春

日
部

保
、

健
所

長
狭

山
保

健
所

長
及

び
熊

谷
保

健
所

長

」
に
改
め
、
同
項
専
決
事
項
の
欄
１
か
ら
４
ま
で
の

、
規
定
中
「
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
病
害
虫
防
除
所

長
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

長

一

農
薬
取
締
法

農
薬
取
締
法
第
八
条
第
一
項
又
は

所

（
昭
和
二
十
三

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売
者

除

年
法
律
第
八
十

か
ら
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

防

二
号
）
の
施
行

虫

に
関
す
る
事
務

害

二

肥
料
取
締
法

１

法
第
十
六
条
第
四
項
の

１

法
に
基
づ
き
、
生
産
業
者
等
か

病

（
昭
和
二
十
五

規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

ら
の
届
出
書
及
び
申
請
書
を
受
理

年
法
律
第
百
二

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

す
る
こ
と
。

十
七
号
。
以
下

に
よ
り
公
告
し
た
事
項
を

２

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

こ
の
項
に
お
い

農
林
水
産
大
臣
及
び
都
道

づ
き
、
職
員
に
申
請
書
の
記
載
事

て
「
法
」
と
い

府
県
知
事
に
通
知
す
る
こ

項
及
び
肥
料
の
見
本
に
つ
い
て
調

う
。
）
の
施
行

と
。

査
さ
せ
、
肥
料
の
登
録
を
す
る
こ

に
関
す
る
事
務

２

法
第
二
十
一
条
の
規
定

と
。

に
基
づ
き
、
普
通
肥
料
又

３

法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

は
指
定
配
合
肥
料
の
生
産

登
録
を
受
け
た
者
に
登
録
証
を
交

業
者
又
は
輸
入
業
者
に
対

付
す
る
こ
と
。

し
、
必
要
な
事
項
を
表
示

４

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
。

基
づ
き
、
登
録
の
有
効
期
間
を
更

３

法
第
二
十
九
条
第
一
項

新
す
る
こ
と
。

の
規
定
に
基
づ
き
、
肥
料

５

法
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二

の
生
産
業
者
等
か
ら
そ
の

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
番
号

業
務
又
は
肥
料
の
施
用
に

等
を
公
告
す
る
こ
と
。

関
し
報
告
を
徴
す
る
こ
と
。
６

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

４

法
第
二
十
九
条
第
三
項

基
づ
き
、
肥
料
の
譲
渡
を
許
可
す

の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売

る
こ
と
。

業
者
か
ら
そ
の
業
務
に
関

し
報
告
を
徴
す
る
こ
と
。

５

法
第
三
十
条
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
職
員
に
生
産
業
者
等
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又
は
販
売
業
者
の
事
業
場

又
は
倉
庫
等
に
立
入
検
査

を
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問

さ
せ
、
又
は
肥
料
若
し
く

は
そ
の
原
料
を
収
去
さ
せ

る
こ
と
。

６

法
第
三
十
条
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
肥
料
又

は
そ
の
原
料
の
検
査
結
果

の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
。

三

飼
料
の
安
全

１

法
第
三
十
三
条
第
一
項

性
の
確
保
及
び

の
規
定
に
基
づ
き
、
製
造

品
質
の
改
善
に

業
者
等
に
対
し
て
表
示
事

関

す

る

法

律

項
の
表
示
又
は
遵
守
事
項

（
昭
和
二
十
八

の
遵
守
を
指
示
す
る
こ
と
。

年
法
律
第
三
十

２

法
第
五
十
五
条
第
一
項

五
号
。
以
下
こ

又
は
第
二
項
の
規
定
に
基

の
項
に
お
い
て

づ
き
、
製
造
業
者
等
又
は

「
法
」
と
い
う
。）

販
売
業
者
か
ら
そ
の
業
務

の
施
行
に
関
す

に
関
し
て
報
告
を
徴
す
る

る
事
務

こ
と
。

３

法
第
五
十
五
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
飼
料

の
使
用
者
か
ら
飼
料
の
使

用
に
関
し
て
報
告
を
徴
す

る
こ
と
。

４

法
第
五
十
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
職
員
に
製
造
業
者

等
又
は
販
売
業
者
の
事
業

場
等
に
立
入
検
査
を
さ
せ
、

関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又

は
飼
料
等
を
収
去
さ
せ
る

こ
と
。
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５

法
第
五
十
六
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員

に
飼
料
の
使
用
者
の
畜
舎

等
に
立
入
検
査
を
さ
せ
、

関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又

は
飼
料
等
を
収
去
さ
せ
る

こ
と
。

６

法
第
五
十
六
条
第
七
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
飼
料

等
の
試
験
の
結
果
の
概
要

を
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
中
９
を

と
11

し
、
５
か
ら
８
ま
で
を
７
か
ら

ま
で
と
し
、
４
を
５
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

６

法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
度
管
理
医
療
機
器
等
の
販
売
業
又
は
賃
貸

業
の
許
可
を
更
新
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
３
中
「
休
廃

止
」
を
「
休
廃
止
等
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
４
と
し
、
同
欄
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
卸
売
販
売
業
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
当
該

職
員
」
を
「
薬
事
監
視
員
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
検
定
申
請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
改
め
、
同

欄
３
中
「
採
取
さ
せ
申
請
書
と
と
も
に
」
を
「
採
取
さ
せ
、
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
、
農

地
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
三
十
号
）
及
び
農
地
法
に
よ
り
買
収
又
は
売
渡
を
す

る
場
合
の
登
記
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
七
十
三
号
）
」
を
削
り
、
同
号

専
決
事
項
の
欄
５
中
「
聞
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改
め
、
「
同
一
の
」
の
下
に
「
事
業
の
」
を
加

え
、
同
欄
６
中
「
聞
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
、「
供
す
る
た
め
」
を
「
供
す
る
た
め
の
」
に
、「
つ

い
て
権
利
を
設
定
し
、
又
は
移
転
す
る
こ
と
」
を
「
係
る
権
利
の
設
定
又
は
移
転
」
に
改
め
、
同

欄
７
中
「
聞
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改
め
、
同
欄
８
を
削
り
、
同
欄
９
中
「

及
び

」
を
「
９

10

11

及
び

」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄

を
同
欄
９
と
し
、
同
欄

中
「
農
地
転
用

10

10

11

許
可
に
係
る
許
可
の
取
消
」
を
「
農
地
に
係
る
法
第
四
条
に
基
づ
く
許
可
及
び
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

下
の
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
係
る
法
第
五
条
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し
」
に
改
め
、
同
欄

を
11

同
欄

と
し
、
同
欄

及
び

を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

10

12

13

１

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
物
資
の
製
造
業
者
等
に
対
し
、
必
要

な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
工
場
等
に
立
ち
入
り
、
品
質
に
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関
す
る
表
示
の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、

第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
四
号
専
決
事
項
の
欄
に
次
の

よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
す
る
。

法
第
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改
良
区
等
か
ら
そ
の
事
業
に
関
し
報

37
告
を
徴
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
業
務
等
の
状
況
を
検
査
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄
中
「
法
第

四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
導
入
計
画
を
認
定
し
、
又
は
変
更
の
認
定

を
す
る
こ
と
。
」
を
削
り
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
導
入
計
画
を
」
の
下
に
「
認
定
し
、
又
は

変
更
を
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

主
要
食
糧
の

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安

需
給
及
び
価
格
の

定
に
関
す
る
法
律
第
五
十
二
条
第
一

安
定
に
関
す
る
法

項
の
規
定
（
同
法
第
七
条
の
三
の
規

律
（
平
成
六
年
法

定
の
施
行
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

律
第
百
十
三
号
）

に
基
づ
き
、
主
要
食
糧
出
荷
等
事
業

の
施
行
に
関
す
る

者
に
対
し
、
そ
の
業
務
等
に
関
し
報

事
務

告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
こ

れ
ら
の
者
の
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、

業
務
の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
、
若
し

く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

十
二

米
穀
等
の
取

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の

引
等
に
係
る
情
報

記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す

の
記
録
及
び
産
地

る
法

律
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

情
報
の
伝
達
に
関

基
づ
き
、
米
穀
事
業
者
等
に
対
し
報

す
る
法

律(

平
成

告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
こ

二
十
一
年
法
律
第

れ
ら
の
者
の
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、

二
十
六
号)

の
施

業
務
の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
、
若
し

行
に
関
す
る
事
務

く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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二
十
二

不
動
産
の

１

土
地
改
良
財
産
の
処
分

登
記
に
関
す
る
事

等
に
伴
う
登
記
を
嘱
託
す

務

る
こ
と
。

２

土
地
改
良
財
産
の
境
界

を
確
認
し
、
又
は
そ
の
隣

接
す
る
土
地
の
地
積
訂
正

に
つ
い
て
承
諾
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を

除
く
。
）
の
項
第
二
号
専
決
事
項
の
欄
中
６
を
８
と
し
、
５
を
７
と
し
、
４
を
５
と
し
、
そ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

法
第
百
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
有
者
に
代
わ
つ
て
土
地
の
分
割
又
は
合
併
の
手
続

を
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を

除
く
。
）
の
項
第
二
号
専
決
事
項
の
欄
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

法
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
換

地
計
画
に
係
る
土
地
及
び
建
物
に
つ
い
て
登
記
を
申
請
し
、
又
は
嘱
託
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を

除
く
。
）
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

土
地
改
良
登
記

１

令
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
（
昭
和
二
十
六

代
位
登
記
を
申
請
し
、
又
は
嘱
託

年
政
令
第
百
四
十

す
る
こ
と
。

六
号
。
以
下
こ
の

２

令
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

項
に
お
い
て
「
令
」

土
地
の
表
題
部
の
登
記
事
項
に
関

と
い
う
。
）
の
施

す
る
変
更
の
登
記
を
申
請
し
、
又

行
に
関
す
る
事
務

は
嘱
託
す
る
こ
と
。

３

令
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
所
有
権
の
移
転
を
登
記
を
申

請
し
、
又
は
嘱
託
す
る
こ
と
。

４

令
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
埋
立
地
の
表
題
登
記
を
嘱
託

す
る
こ
と
。

四

埼
玉
県
営
土
地

県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ

改
良
事
業
に
関
す

り
生
じ
た
土
地
改
良
施
設
（
管



- 43 -

る
事
務

理
委
託
し
た
も
の
に
限
る
。
）

の
管
理
及
び
工
事
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を

除
く
。
）
の
項
地
域
機
関
の
長
の
欄
中
「さ

い
た

ま
農

林
振

興
セ

ン
タ

ー

所
長

」
の
次
に
「及

び
川

越
農

林
振

興
セ

ン
タ

ー

所
長

」
を
加
え
、
同
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
を
削
り
、
同

表
農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中
２
及
び
３
を
削
り
、
同
欄
４
中

「
第
九
十
一
条
第
四
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
２
と
し
、
同

欄
中
５
を
３
と
し
、
６
を
４
と
し
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中
１
か
ら
５
ま
で
を
削
り
、
６
を
１
と

し
、
７
を
２
と
し
、
同
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
。
」

を
削
り
、
同
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄

、

、

か
ら

ま
で
の
規

10

13

15

17

定
、

及
び

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
二
項
」

19

21

26

に
改
め
、
同
欄

中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
法
第
四
十
七
条
第
三
項
」
を
削

28

り
、
同
欄
中

か
ら

ま
で
を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

30

33

34

30

35

64

31

60

同
欄

中
「
第
九
十
一
条
第
四
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

65

65

61

と
し
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
二

66

62

67

項
」
に
、
「
第
二
十
四
条
」
を
「
法
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

を

67

63

68

同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

64

69

欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
」
を
「
法
第
九
十
一
条
第
二
項
」
に
改

69

65

70

め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

70

66

71

67

72

82

68

78

同
表
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
、
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
、
飯
能

県
土
整
備
事
務
所
長
、
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
、
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
、
熊
谷
県
土
整

備
事
務
所
長
、
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
及
び
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務

の
欄
１
及
び
３
か
ら
６
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
１
、
２
及
び
４
中
「
（
和
光
樹

林
公
園
及
び
新
座
緑
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
表
新
都
市
建
設
事
務
所
長
の
項
地

域
機
関
の
長
の
欄
中
「新

都
市

建
設

事
務

所
長

」
を
「八

潮
新

都
市

建
設

事
務

所
長

」
に
改
め
、

同
項
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
都
市
計
画
法
及
び
」
を
削
り
、
同
項
委
任
事
務
の
欄
中
１
を
削
り
、

２
を
１
と
し
、
３
か
ら
５
ま
で
を
２
か
ら
４
ま
で
と
し
、
同
欄
６
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、

同
欄
６
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
中
７
を
６
と
し
、
８
か
ら

ま
で
を
７
か
ら

ま
で
と
し
、
同
表

16

15

下
水
道
事
務
所
長
の
項
を
削
り
、
同
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
六
号
を
削
り
、
同
項
第

七
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

41

54

40

51

施
行
細
則
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
協
定
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
加

52
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入
届
等
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
十
五
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
協
定
を
定
め
た
者
か
ら
届
出
等
を
受

53
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と

39

50

し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

36

38

47

49

35

44

施
行
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五

45
号
の
指
定
に
係
る
道
路
の
位
置
等
を
公
告
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
旨
を
申
請
者
に

46
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と

34

43

し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
」
の
下
に

25

33

34

42

24

「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
、「
取
り
消
す
」
を
「
取
り
消
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
告
す
る
」
に
改
め
、

同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

24

33

23

31

法
第
八
十
六
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し

32
た
旨
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
法
第
八
十
六
条
第
八
項
の
図
書
の
表
示
す
る
事
項
に
つ
い
て

所
要
の
変
更
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と

22

29

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
八
十
六
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認

30
定
に
係
る
対
象
区
域
等
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
対
象
区
域
等
を
表
示
し
た
図
書
を
縦
覧
に

供
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と

21

28

し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

17

20

24

27

16

法
第
七
十
三
条
第
二
項
（
法
第
七
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

17
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
協
定
の
認
可
又
は
変
更
の
認
可
を
し
た
旨
を
公
告
し
、
及
び
建
築
協

定
書
の
写
し
を
市
町
村
の
長
に
送
付
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
協
定
区
域
内
の
土
地
が
当
該
建
築

18
協
定
区
域
か
ら
除
か
れ
た
旨
を
公
告
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

19
き
、
法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
思
の
表
示
が
あ
つ
た
旨
を

公
告
し
、
及
び
建
築
協
定
書
の
写
し
を
市
町
村
の
長
に
送
付
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
協
定
の
廃
止
を
認
可
し
た
旨
を
公
告
す

20
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
一

21
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項
若
し
く
は
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
建
築
協
定
を
認
可
し
、
又
は
そ
の
変
更
若
し
く
は
廃
止
を
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
三
条
第
二
項
又
は
法
第
七
十

22
六
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
協
定

の
認
可
又
は
変
更
の
認
可
を
し
た
旨
を
公
告
し
、
及
び
建
築
協
定
書
の
写
し
を
市
町
村
の
長

に
送
付
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

23
き
、
法
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
協
定
の
廃
止
を
認
可
し
た
旨
を
公
告

す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
中
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号

か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十
六
号
委
任
事
務
の
欄
２
中
「
特
定
建
築

主
等
」
を
「
第
一
種
特
定
建
築
主
等
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
特
定
建
築
主
等
」
を
「
第
一
種
特

定
建
築
主
等
、
第
二
種
特
定
建
築
主
」
に
改
め
、「
第
七
十
五
条
第
五
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第

七
十
五
条
の
二
第
三
項
」
を
加
え
、
同
欄
８
を
同
欄

と
し
、
同
欄
７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

13

る
。８

法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
特
定
建
築
主
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
利
用
の
た
め
の
措
置
に
係
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

９

法
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
者
に
対
し
、
届
出
に
係
る
事
項
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

10
た
者
等
か
ら
の
維
持
保
全
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

11
き
、
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
者
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
利
用
に
資
す
る
維
持
保
全
を
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
建
築
物
調
査
機
関
か
ら
の
報
告
を
受
理

12
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
六
号
委
任
事
務
の
欄
に
次
の
よ

う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
す
る
。

法
第
八
十
七
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

14別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
七
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

長
期
優
良
住

１

法
第
五
条
第
一
項
か
ら

１

法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ

宅
の
普
及
の
促
進

第
三
項
ま
で
の
規
定
（
法

き
、
認
定
計
画
実
施
者
に
対
し
、
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に
関
す
る
法
律
（
平

第
八
条
第
二
項
に
お
い
て

改
善
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ

成
二
十
年
法
律
第

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

と
。

八
十
七
号
。
以
下

に
よ
る
認
定
及
び
法
第
十

２

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

こ
の
項
に
お
い
て

条
の
承
認
の
申
請
を
受
理

基
づ
き
、
計
画
の
認
定
を
取
り
消

「
法
」
と
い
う
。
）

し
、
当
該
申
請
の
取
下
げ

す
こ
と
。

及
び
長
期
優
良
住

を
受
け
る
こ
と
。

３

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

宅
の
普
及
の
促
進

２

法
第
六
条
第
一
項
（
法

基
づ
き
、
計
画
の
認
定
を
取
り
消

に
関
す
る
法
律
施

第
八
条
第
二
項
に
お
い
て

し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。

行
細
則
（
平
成
二

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

十
一
年
埼
玉
県
規

の
規
定
に
基
づ
き
、
長
期

則
第
七
十
六
号
）

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の

の
施
行
に
関
す
る

認
定
を
す
る
こ
と
。

事
務

３

法
第
六
条
第
二
項
及
び

第
三
項
（
法
第
八
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
に
係
る
申
出

を
受
理
し
、
及
び
当
該
申

出
に
係
る
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
を
建
築
主
事

に
通
知
す
る
こ
と
。

４

法
第
七
条
（
法
第
八
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
長
期
優
良

住
宅
建
築
等
計
画
を
認
定

し
た
旨
を
認
定
を
受
け
た

者
に
通
知
す
る
こ
と
。

５

法
第
九
条
第
一
項
の
認

定
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
に
基
づ
く
住
宅
の
建

築
又
は
維
持
保
全
を
取
り

や
め
る
旨
の
申
出
を
受
理
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す
る
こ
と
。

６

法
第
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
認
定
計
画
実
施
者

が
有
し
て
い
た
計
画
の
認

定
に
基
づ
く
地
位
の
承
継

を
承
認
す
る
こ
と
。

７

法
第
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
認
定
計

画
実
施
者
に
対
し
、
認
定

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
及

び
維
持
保
全
の
状
況
に
関

す
る
記
録
の
作
成
及
び
保

存
を
容
易
に
す
る
た
め
の

必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。

８

法
第
十
二
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
認
定
計
画
実
施

者
に
対
し
、
認
定
長
期
優

良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持

保
全
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
求
め
る
こ
と
。

９

法
第
十
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
認
定
計
画
実
施

者
に
対
し
、
認
定
長
期
優

良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持

保
全
に
関
し
必
要
な
助
言

及
び
指
導
を
行
う
こ
と
。

長
期
優
良
住
宅
の
普
及

10
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
第
四
条
第
三
号
た

だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

建
築
物
が
長
期
に
わ
た
り

存
す
る
こ
と
に
支
障
が
な

い
と
認
め
る
こ
と
。

別
表
第
二
公
の
施
設
の
表
埼
玉
県
立
大
学
学
長
の
項
を
削
り
、
同
表
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
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総
長
の
項
地
域
機
関
の
長
の
欄
中
「産

業
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー

総
長

」
を
「産

業
技

術
総

合
セ

ン

タ

ー

長

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
地
方
機
関
の

表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
（
昭
和 

五
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
号
中
「
授
業
料
又
は
」
を
「
授
業
料
若
し
く
は
」
に
、
「
又
は
免
除
す
る
」
を
「
若
し 

く
は
免
除
し
、
又
は
そ
れ
ら
の
徴
収
を
猶
予
す
る
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部 

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

三 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三 

十
四
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
県
立
の
高
等
学
校
の
生
徒
に
つ
い
て
、
授 

業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め 

る
こ
と
。 

ロ 

第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
授
業
料
若
し
く
は
入
学
料
を
減
額
し
、
若
し
く
は
免
除
し
、 

 

又
は
そ
れ
ら
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
埼 

玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例

第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    

埼
玉
県
規
則
第
二
十
五
号



規 
 

則 

 
知
事
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年 

三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

六
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
、
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
県
の
機
関
」
を
「
県

の
機
関
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
二
十
六
号



規 
 

則 

 
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
、
第
四
十
六
項
第
二
号
２
」
を
「
、
第
四
十
六
項
第
三
号
２
」
に
、「
並
び
に
第
百
六

項
第
九
号
９
」
を
「
、
第
百
三
項
７
並
び
に
第
百
七
項
第
九
号
９
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
五
号

上
欄
中
「
第
四
十
六
項
第
二
号
２
」
を
「
第
四
十
六
項
第
三
号
２
」
に
改
め
、
同
号
下
欄
中
「
第

十
二
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第
十
号
11
」
を
「
第
百

七
項
第
十
号
11
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
七
号
と
し
、
同
表
第
十
五
号
上
欄
中
「
第
百
六
項

第
九
号
９
」
を
「
第
百
七
項
第
九
号
９
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
六
号
と
し
、
同
表
第
十
四

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

     

第
四
条
中
「
第
百
六
項
第
一
号
６
及
び
７
、」
を
「
第
百
七
項
第
一
号
６
及
び
７
、」
に
改
め
、

同
条
の
表
第
一
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第
一
号
６
」
を
「
第
百
七
項
第
一
号
６
」
に
改
め
、
同
表

第
二
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第
二
号
６
」
を
「
第
百
七
項
第
二
号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
上

欄
中
「
第
百
六
項
第
三
号
７
」
を
「
第
百
七
項
第
三
号
７
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
上
欄
中
「
第

百
六
項
第
四
号
７
」
を
「
第
百
七
項
第
四
号
７
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第

五
号
６
」
を
「
第
百
七
項
第
五
号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第
六
号
13
」

を
「
第
百
七
項
第
六
号
13
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号
上
欄
中
「
第
百
六
項
第
十
一
号
」
を
「
第
百

七
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

十
五  

条
例
別
表
第
百
三 

   

項
７
に
規
定
す
る
規
則 

   

に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ 

   

て
別
に
規
則
で
定
め
る 

 
 

も
の 

 
 

  

埼
玉
県
土
採
取
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県 

 

規
則
第
四
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
る 

 

認
定 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
七
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
保
護
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
保
護
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
保
護
審
議
会
規
則
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
議
事
録
） 

第
七
条 

議
長
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

議
事
録
に
は
、
議
長
の
ほ
か
、
出
席
し
た
委
員
の
う
ち
か
ら
議
長
が
指
名
す
る
委
員
が
署
名

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
庶
務
） 

第
八
条 

審
議
会
の
庶
務
は
、
企
画
財
政
部
情
報
企
画
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
八
号
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規 
 

則 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

（
市
町
村
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
） 

第
一
条 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条

例
第
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認

情
報
の
提
供
は
、
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
る
も
の
と
し
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
の

方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気
デ
ィ
ス

ク
の
送
付
の
方
法
並
び
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
及
び
そ
の
保
存
の
方
法
に
関
す
る
技
術

的
基
準
（
平
成
十
四
年
総
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
。
次
条
に
お
い
て
「
総
務
省
告
示
」
と

い
う
。
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
） 

第
二
条 

条
例
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
保
存
期
間
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の

提
供
は
、
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
る
も
の
と
し
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気

デ
ィ
ス
ク
の
送
付
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
告
示
に
よ
る
も
の
と

す
る
。 

 

（
条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
者
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
三
条 

条
例
別
表
第
二
第
二
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
第
一
号
、
第
二 

 

号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
商
業
登 

 

記
簿
又
は
法
人
登
記
簿
の
役
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
又
は
社
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記
載
さ 

 

れ
て
い
る
者
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
が
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管 

 

理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
代
表
者
又
は
管
理
人
）
の
う
ち
、
県 

 

税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
そ
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
確
認 

 

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

納
税
者
又
は
第
二
次
納
税
義
務
者
（
第
二
次
納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含 

 
 

む
。
） 

 

二 

次
に
掲
げ
る
者 

 
 

イ 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
、
第 

 
 

 

七
十
二
条
の
七
第
一
項
各
号
、
第
七
十
三
条
の
八
第
一
項
各
号
、
第
七
十
四
条
の
七
第
一 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
九
号
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項
各
号
、
第
七
十
七
条
第
一
項
各
号
、
第
百
十
六
条
第
一
項
各
号
、
第
百
四
十
四
条
の
十 

 
 

 

一
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
百
五
十
五
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は
同
法
第
七
百
四
十
五
条 

 
 

 

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
五
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
同
法 

 
 

 
第
百
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
百
条
の
五
十
九
第
一
項
の
納
税
義
務
者
若
し
く
は 

 
 

 

納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

 
 

ロ 

地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
七
第
二
項
、
第
七
十
三
条
の
八
第
二
項
、
第
七
十
四
条
の
七 

 
 

 

第
二
項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
百
十
六
条
第
二
項
、
第
百
四
十
四
条
の
十
一
第
二
項 

 
 

 

若
し
く
は
第
百
五
十
五
条
第
二
項
又
は
同
法
第
七
百
四
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す 

 
 

 

る
同
法
第
三
百
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
分
割
承
継
法
人
又
は
分
割
法 

 
 

 

人 

 

三 

第
一
号
に
掲
げ
る
者
、
納
税
義
務
者
（
納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
） 

 
 

又
は
特
別
徴
収
義
務
者
の
相
続
人
（
相
続
の
放
棄
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
放
棄
が
な
か 

 
 

っ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
相
続
人
。
第
三
項
第
二
号
及
び
第
六
項
第
二
号
に
お
い
て 

 
 

同
じ
。
）
又
は
包
括
受
遺
者 

 

四 

地
方
税
法
第
十
四
条
の
十
八
第
二
項
の
譲
渡
担
保
権
者
又
は
同
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七 

 
 

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
べ
き
者 

 

五 

地
方
税
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
担
保
を
提
供
し
た
者
又 

 
 

は
同
項
第
六
号
の
保
証
人 

 

六 

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
百
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
者 

 

七 

国
税
徴
収
法
第
百
四
十
二
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
者 

 

八 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
第
四
十
九
条
第
三
項
に
規 

 
 

定
す
る
身
体
障
害
者
等
若
し
く
は
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
又
は
身
体
障
害
者 

 
 

等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
身
体
障
害
者
等
を
常
時
介
護
す
る
者 

２ 

条
例
別
表
第
二
第
二
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
当
該
法
人
の
商
業
登
記
簿
又
は
法
人
登 

 

記
簿
の
役
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
又
は
社
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
と
す 

 

る
。 

３ 

条
例
別
表
第
二
第
二
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
第
一
号
又
は
第
三
号 

 

に
掲
げ
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
商
業
登
記
簿
又
は
法
人
登
記
簿
の
役
員
に 

 

関
す
る
事
項
の
欄
又
は
社
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
、
こ
れ
ら
の
規
定
に 

 

掲
げ
る
者
が
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
る 

 

場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
代
表
者
又
は
管
理
人
）
と
す
る
。 

 

一 

過
誤
納
金
又
は
還
付
金
に
係
る
還
付
を
受
け
る
べ
き
者 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
過
誤
納
金
又
は
還
付
金
に
係
る
還
付
の
受
取
に
つ
い
て
正 
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当
な
権
限
を
有
す
る
者 

４ 

条
例
別
表
第
二
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
第
一
項
（
第
八
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す 

 
る
者
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
県
税
の
賦
課
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税 

 

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
条
の
四
第
一
項
の
嘱
託
を
受
け
た
徴
収 

 

金
の
徴
収
」
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」 

 

と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
」
と
す
る
。 

５ 

条
例
別
表
第
二
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
当
該
法
人
の
商
業
登
記
簿
又
は
法
人
登
記 

 

簿
の
役
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
又
は
社
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
と
す 

 

る
。 

６ 

条
例
別
表
第
二
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が 

 

法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
商
業
登
記
簿
又
は
法
人
登
記
簿
の
役
員
に
関
す
る
事
項
の 

 

欄
又
は
社
員
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
、
同
号
に
掲
げ
る
者
が
法
人
で
な
い 

 

社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
代 

 

表
者
又
は
管
理
人
）
と
す
る
。 

 

一 

条
例
別
表
第
二
第
六
号
の
過
料
の
処
分
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の

理
由
が
あ
る
者
又
は
当
該
過
料
の
処
分
を
受
け
た
者 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
  

第
一
条
第
一
号
ハ
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
当
該
役
員
が
県
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
限

る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
当
該
申
請
者
又
は
そ
の
法
定
代

理
人
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
十
一
条
第
二
号
中
「
写
し
」
の
下
に
「
（
せ
り
人
が
県
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

（
埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
個
人
」
を
「
県
外
に
住
所
を
有
す 

る
個
人
」
に
改
め
る
。 

（

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 
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４ 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
九
条
第
二
項
中
「
住
民
票
の
写
し
」
の
下
に
「
（
そ
の
者
が
県
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合

に
限
る
。
）
」
を
、
「
写
し
（
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
写
し
の
う
ち
」
を
加
え
る
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
国
土
利
用
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
国
土
利
用
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
国
土
利
用
計
画
審
議
会
規
則
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
中
「
総
合
政
策
部
土
地
水
政
策
課
」
を
「
企
画
財
政
部
土
地
水
政
策
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

        

埼
玉
県
規
則
第
三
十
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
表
彰
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
表
彰
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
表
彰
規
則
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
四
条
第
二
項
中
「
病
院
事
業
管
理
者
」
の
下
に
「
、
下
水
道
事
業
管
理
者
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

           

埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号



規 
 

則 

 
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
号
中
「
主
席
工
事
検
査
員
」
の
下
に
「
、
副
主
席
工
事
検
査
員
」
を
加
え
、
本
則
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。 

五 

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
一

号
。
以
下
「
下
水
道
局
組
織
規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
定
め
る
職
の
う
ち
局
長
、
契
約

局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
技
術
評
価
幹
、
課
長
、
副
参
事
、
総
合
技
術
幹
、
主
席

工
事
検
査
員
、
副
室
長
、
副
主
席
工
事
検
査
員
、
主
任
工
事
検
査
員
、
主
幹
及
び
副
課
長
の

職 

六 

下
水
道
局
組
織
規
程
第
七
条
に
定
め
る
職
の
う
ち
所
長
、
副
所
長
及
び
担
当
部
長
の
職 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号

埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号



規 
 

則 

 
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
特
定
事
業
主
等
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
特
定
事
業
主
等
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規 

 
 

 

則 

 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
特
定
事
業
主
等
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則

第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

本
則
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

         

下
水
道
事
業
管
理
者 

下
水
道
事
業
管
理
者
が
任
命
す
る
職
員 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
三
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
の
施
行
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
の
施
行
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
三
十
四
号



規 
 

則 

 
地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
下
水
道
局
） 

第
三
条 

下
水
道
事
業
管
理
者
が
職
員
を
任
免
す
る
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
営
企
業
法
第
十
五

条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
知
事
の
同
意
を
要
す
る
職
員
は
、
下

水
道
局
に
お
け
る
組
織
上
の
地
位
が
主
査
（
こ
れ
に
相
当
す
る
職
を
含
む
。
）
以
上
の
職
に
あ

る
職
員
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
五
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
中
「
病
院
局
」
の
下
に
「
、
下
水
道
局
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
病
院
長
」

の
下
に
「
、
下
水
道
局
本
庁
の
課
及
び
地
域
機
関
の
長
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 
 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
各
室
責
任
者
」
を
「
各
室
管
理
責
任
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
は
い
る
」
を
「
立

ち
入
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
、
「
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
二
百
三
十

八
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
及
び
第
十
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

  
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

 
 

 
 

     
  

 

埼
 
北
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
幸
手
保
健
所
の
庁
舎
 

北
埼
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
加
須
保
健
所
の
庁
舎
 

児
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
及

び
本
庄
保
健
所
の
庁
舎

 

秩
父
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
及

び
秩
父
保
健
所
の
庁
舎

 

比
企
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
及

び
東
松
山
保
健
所
の
庁
舎

 

入
間
西
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
坂
戸
保
健
所
の
庁
舎

 

入
間
東
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
所
沢
保
健
所
の
庁
舎

 

北
足
立
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
鴻
巣
保
健
所
の
庁
舎

 

埼
 
北
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長
 

北
埼
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長
 

児
玉
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所

長
 

秩
父
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所

長
 

比
企
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所

長
 

入
間
西
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長

 

入
間
東
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長

 

北
足
立
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長

 

「 

別
表
中 

を 

」 

「 埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号



 

    
   

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

同
表
行
田
県
土
整
備
事
務
所
及
び
荒
川
左
岸
北
部
下
水
道
事
務
所
の
庁
舎
の
項
を
削
る
。 

様
式
第
四
号
中
「

」
を
削
る
。   

 
 
 

附 

則         
 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

」 

に
改
め
、 



規

則

埼
玉
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

┐

土
地
等
の
事
業
・
雑
所
得

分

短
期

譲
渡

所
得

離

様
式
第
三
号
中

長
期

譲
渡

所
得

課

株
式
等
の
事
業
・
譲
渡
・
雑
所
得

税

先
物
取
引
の
事
業
・
雑
所
得

┐

土
地
等
の
事
業
・
雑
所
得

分
短

期
譲

渡
所

得

離
長

期
譲

渡
所

得

を

課
株
式
等
の
事
業
・
譲
渡
・
雑
所
得

税
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得

└

先
物
取
引
の
事
業
・
雑
所
得

埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号



に
改
め
る
。

└

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

 
埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
、
法
務
庁
、
厚
生
省
、
農
林
省
令
第
一
号
」
の
下
に
「
。

第
七
条
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
共
済
事
業
を
行
う
組
合
の
健
全
性
の
基
準
） 

第
七
条 

法
第
五
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
共
済
金
、
返
戻
金
そ
の
他
の
給
付
金 

 

の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
知
事
が
所
管
す
る
同
条
に 

 

規
定
す
る
共
済
事
業
を
行
う
消
費
生
活
協
同
組
合
で
あ
つ
て
そ
の
組
合
員
の
総
数
が
消
費
生
活 

 

協
同
組
合
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）
第
十
四
条
で
定
め
る
基
準
を
超 

 

え
る
も
の
（
省
令
第
五
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
事
業
組
合
及
び
す
べ
て
の
共
済
契
約 

 

を
当
該
組
合
が
会
員
と
な
つ
て
い
る
消
費
生
活
協
同
組
合
連
合
会
に
再
共
済
に
付
す
組
合
を
除 

 

く
。
）
及
び
共
済
事
業
を
行
う
消
費
生
活
協
同
組
合
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
条
の
五 

 

第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
対
す
る 

 

比
率
が
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     

埼
玉
県
規
則
第
三
十
九
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
中
「
環
境
部
青
空
再
生
課
」
を
「
環
境
部
大
気
環
境
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
三
項
中
「
並
び
に
一
月
二
日
か
ら
同
月
四
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
月

三
十
一
日
ま
で
の
日
」
を
「
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
同
法
に

規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
号



規 
 

則 

 
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
中
「
環
境
部
青
空
再
生
課
」
を
「
環
境
部
大
気
環
境
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
三
項
中
「
並
び
に
一
月
二
日
か
ら
同
月
四
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
月

三
十
一
日
ま
で
の
日
」
を
「
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
同
法
に

規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
中
「
環
境
部
青
空
再
生
課
」
を
「
環
境
部
大
気
環
境
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
（
第
四
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
三
号



（第４面）

営業区域及び当該営業区域を担当する浄化槽管理士 

管轄の環境 

管理事務所 
営業区域 担当浄化槽管理士 

管轄の環境 

管理事務所 
営業区域 担当浄化槽管理士 

中 央 環 境 

管 理 事 務 所 

川口市  

秩 父 環 境 

管 理事務所 

秩父市  

鴻巣市  横瀬町  

上尾市  皆野町  

蕨 市  長 町  

戸田市  小鹿野町  

鳩ケ谷市  

北 部 環 境 

管理事務所 

熊谷市  

桶川市  本庄市  

北本市  深谷市  

伊奈町  美里町  

西 部 環 境 

管 理 事 務 所 

所沢市  神川町  

飯能市  上里町  

狭山市  寄居町  

入間市  

越 谷 環 境 

管理事務所 

草加市  

朝霞市  越谷市  

志木市  八潮市  

和光市  三郷市  

新座市  吉川市  

富士見市  松伏町  

日高市  

東 部 環 境 

管理事務所 

行田市  

ふじみ野市  加須市  

三芳町  春日部市  

東 松 山 環 境 

管 理 事 務 所 

東松山市  羽生市  

坂戸市  久喜市  

鶴ケ島市  田市  

毛呂山町  幸手市  

越生町  宮代町  

滑川町  白岡町  

嵐山町  杉戸町  

小川町   

川島町  

吉見町  

鳩山町  

ときがわ町  

東秩父村  



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
改
正
前
の
埼
玉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  



規 
 

則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
八
条
第
四
項
中
「
八
都
県
市
首
脳
会
議
環
境
問
題
対
策
委
員
会
大
気
保
全
専
門
部
会
」
を

「
九
都
県
市
首
脳
会
議
環
境
問
題
対
策
委
員
会
大
気
保
全
専
門
部
会
」
に
、
「
八
都
県
市
指
定
粒

子
状
物
質
減
少
装
置
」
を
「
九
都
県
市
指
定
粒
子
状
物
質
減
少
装
置
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
十
五
第
一
号
ロ
中
「
大
字
正
能
、
大
字
戸
崎
及
び
大
字
道
地
」
を
「
正
能
、
戸
崎
及
び

道
地
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
十
六
第
一
号
中
「
児
玉
郡
神
川
町
」
を
「
児
玉
郡
美
里
町
、
神
川
町
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
第
四
項
及
び
別
表
第
十
六
第

一
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
四
号



規 
 

則 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
四
条
第
三
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
及
び
」
を
「
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
者
に

限
る
。
）
及
び
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
保
管
」
を
「
又
は
保
管
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。 

２ 

前
項
の
書
類
の
う
ち
県
内
に
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
を
有
す

る
者
が
知
事
に
提
出
す
る
も
の
（
別
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
当
該
施
設
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
環
境
管
理
事
務
所
の
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

別
表
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
申
請
書
の
項
中
「
も
の
に
限
り
、
」
を
削
り
、
同
表
産
業

廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
変
更
許
可
申
請
書
の
項
中
「
収
集
又
は
運
搬
に
係
る
許
可
を
受
け
た

者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
積
替
え
又
は
保
管
に
係
る
変
更
の
許
可
申
請
に
係
る
も
の
に
限

る
。
」
を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

         

別
表
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
申
請
書
の
項
中
「
も
の
に
限
り
、
」
を
削
り
、

同
表
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
変
更
許
可
申
請
書
の
項
中
「
収
集
又
は
運
搬
に

係
る
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
積
替
え
又
は
保
管
に
係
る
変
更
の
許
可
申
請

に
係
る
も
の
に
限
る
。
」
を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

産
業
廃
棄
物
処
理
業
変
更
（
廃
止
）
届

出
書 

収
集
又
は
運
搬
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
及
び
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
に
係

る
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
住
所

又
は
省
令
第
十
条
の
十
第
一
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の

に
限
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号



       
 

 

 

別
表
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
変
更
許
可
申
請
書
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

         
 

 
 

 
 

 
 

 

「
（

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
（

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
  

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
、
「

（
」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
⑵
中
「

 

」
を
「

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
変
更

（
廃
止
）
届
出
書 

収
集
又
は
運
搬
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
及
び
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
に
係

る
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
住
所

又
は
省
令
第
十
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
若

し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る

も
の
に
限
る
。 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
軽
微
変
更
等

届
出
書 

収
集
又
は
運
搬
（
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
を
業
と
し
て
行
い
、
及
び
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
に
係
る
法
第

十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
五
条

第
二
項
第
一
号
又
は
省
令
第
十
二
条
の
十
第
六

号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。

様
式
第
三
十
一
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

を  
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

規 
 

則  

 
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
一
条
第
一
項
中
「
各
号
の
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以

下
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、
「
第
二
十
五
条
及
び
」
を

「
第
二
十
五
条
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、 

「
入
所
（
授
産
施
設
に
あ
つ
て
は
、
利
用
）
中
」
を
「
入
所
中
（
授
産
施
設
に
あ
つ
て
は
、
利
用 

中
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
各
号
の
」
を
削
る
。 

 

第
三
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、
「
次
の
各
号
の
」
を
「
次
に
掲
げ

る
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
二
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、
「
・
投
薬
・
医
学
的
処
置
・
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
、
投
薬
、
医
学
的
処
置
、
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
の
二
及
び
第
五
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第 

四
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
、
「
被
保
護
者
を
」
を
削
り
、
「
規

定
に
よ
り
」
の
下
に
「
被
保
護
者
の
」
を
加
え
、
「
保
護
物
品
交
付
明
細
書
」
を
「
保
護
物
品
交

付
明
細
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
の
三
（
二
）
ま
で
の
規
定
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

」
に
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
三
号
の
四
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
 

、
福
祉
事
務
所

 

健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
「
福
祉
事
務
所
長
」
 

「
福
祉
事
務
所
長
」

、
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
 

福
祉
保
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
六
号



 

様
式
第
三
号
の
五
及
び
様
式
第
四
号
の
注
１
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 

を 
 

 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

様
式
第
八
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

を
「 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 

に
改 

め
る
。 

様
式
第
九
号
（
一
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 

様
式
第
九
号
（
二
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

」
を 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 

様
式
第
十
号
（
一
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
十
号
（
二
）
及
び
様
式
第
十
一
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
十
二
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 

様
式
第
十
四
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

」 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
１ 

中            
          

を 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

様
式
第
十
五
号
（
一
）
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

                   
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
五
号
（
二
）
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

                   
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
４
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「
※
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
 
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
□印
」

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

福
祉
事
務
所
長
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
 

 
 
 
 
 
 

「
※
福
祉
事
務
所
」

埼
玉
県
 

 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
」

事
務
所
長
」

 「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
   「
福
祉
 

埼
玉
県
 
 
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

福
祉
事
務
所
長
 

埼
玉
県
 
 
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
福
祉
事
務
所
に
」

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
「
福
祉
事
務
所
」
 

「
埼
玉
県
 
 
 福
祉
事
務
 
 

「
埼
 
 
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
□印
」
「
埼
玉
県
 

 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

(あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
□印
」
 
「
埼
玉
県
 

 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
「
 
（
あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

（
あ
て
先
）
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」

「
福
祉
事
務
所
」

 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
「
 
（
あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

（
あ
て
先
）
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
□印
」
 
「
埼
玉
県
 

所
長
 



を 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
様
式
第
十
五
号
（
三
）
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

                   
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
５
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

様
式
第
十
六
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

     

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
七
号
及
び
様
式
第
十
八
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を 

 
 
 
 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
九
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 
 

 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
意
）
４
中                     
 

を 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 

 

様
式
第
二
十
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 
 
 
 
 
 

」
に
、 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
一
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

を                

に
改
め
、
同 

様
式
の
（
注
意
）
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 

 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

様
式
第
二
十
三
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
四
号
中
「
埼
玉
県 
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長 

 
 
 

印
」
を
「
埼
玉

県 
 
 

福
祉
事
務
所
長 

印
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
五
号
中
「
埼
玉
県 

 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
印
」
を
「
埼
玉
県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
事
務
所
長 

印
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
五
号
の
二
及
び
様
式
第
二
十
六
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

」
を
「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 

 

様
式
第
二
十
八
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
九
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「            

」
に
改
め
る
。 

 
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
「
福
祉
事
務
所
 

長

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
 
 福
祉
事
務
所
長
 

総
合
セ
ン
タ
ー
嘱
託
医
 
福
祉
事
務
所
嘱
託
医
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
「
福
祉
事
務
所
長
」

長
 
 
埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 

「
福
祉
保
健
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
 
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
福
祉
事
務
所
長
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
 
 
 埼
玉
県
 
 
 
福
祉
 

事
務
所
長
 
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 □印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
 

県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
福
祉
事
務
所
 
 
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
「
福
祉
事
務
 

所
」
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
福
祉
事
務
所
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
埼
玉
県
 
 
 
福
 
 
 
 

祉
事
務
所
長
」

「
福
祉
事
務
所
」

 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
「
 
（
あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

（
あ
て
先
）
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」

「
福
祉
事
務
所
」

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
□印
」
 
「
埼
玉
県
 

「
埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
 
 
□印
」
「
埼
玉
県
 

 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

(あ
て
先
）
 
 
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
福
祉
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
」

で
」
 
 



  

様
式
第
三
十
号
及
び
様
式
第
三
十
二
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様
式
第
三
十
四
号
（
一
）
及
び
様
式
第
三
十
四
号
（
二
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 

 
 
 
 
 

」
に
、「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を    

 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
三
十
五
号
及
び
様
式
第
四
十
一
号
か
ら
様
式
第
四
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 

 

様
式
第
五
十
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
、 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
      

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 
 
 

        

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
 
 

 福
祉
事
務
所
長
 

「
福
祉
事
務
所
へ
」

福
祉
保
健
 

総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 
福
祉
事
務
所
長
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
福
祉
事
務
所
長
 

福
祉
保
 

 
セ
 
ン
 
 

健
総
合
 
 
 

タ
 
ー
 
 
福
 祉
 事
 務
 所
 

埼
玉
県
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
□印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
 
 
 

」
 

」
 

「
 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

規 
 

則  

 
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法 

 
 

 

律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
一
項
中
「
各
号
の
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
長
（
第

三
条
に
お
い
て
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
と
い
う
。）」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
五
号
（
三
）
ま
で
の
規
定
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を

「 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
六
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
」
に
、「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

様
式
第
七
号
の
注
１
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
一
号
及
び
様
式
第
十
二
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
三
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

に
改
め
、
同
様
式
の
注
４
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
「           

」 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 

様
式
第
十
四
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
          

「 
 

 
 

 
 

 
 

  

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

         
  

」 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

」  

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

福
祉
事
務
所
長
 

、
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
 
、
福
祉
事
務
所
 

福
祉
保
健
総
 

合
セ
ン
タ
ー
所
長
」
「
福
祉
事
務
所
長
」

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
福
祉
事
務
所
長
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 

埼
玉
県
 
    
福
祉
事
務
所
長
 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
福
祉
事
務
所
長
 

 

福
祉
保
 

セ
 

健
総
合
 

ン
タ
ー
 

 
福
祉
事
務
所
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 
 

 祉
事
務
所
長
」
 

埼
玉
県
 
 
 
福
 

「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
 
福
祉
事
務
所
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
七
号



規 
 

則 

埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
中
「
福
祉
部
介
護
保
険
課
」
を
「
福
祉
部
高
齢
介
護
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

        

埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号



規 
 

 

則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
と
い
う
。
）
」

を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に

改
め
る
。 

 

第
六
条
の
見
出
し
中
「
解
除
」
を
「
解
除
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福

祉
事
務
所
長
」
に
、
「
実
施
又
は
」
を
「
実
施
を
解
除
し
、
又
は
」
に
改
め
、
「
解
除
し
」
の
下

に
「
、
若
し
く
は
延
長
し
」
を
加
え
、
「
母
子
保
護
実
施
解
除
通
知
書
」
を
「
母
子
保
護
実
施
解

除
（
延
長
）
通
知
書
」
に
、
「
母
子
保
護
実
施
委
託
解
除
通
知
書
」
を
「
母
子
保
護
実
施
委
託
解

除
（
延
長
）
通
知
書
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
九
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式

の
注
意
１
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
様
式

の
注
意
１
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
一
号
か
ら
様
式
第
十
八
号
ま
で
の
規
定
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
九
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
 

 
 

 

」
に
、「 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

解
 
除
 
年
 
月
 
日

 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
 

福
祉
事
務
所
長

 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ

 

福
祉
事
務
所
 

ー
所
長
 
埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長

 

母
子
保
護
実
施
解
除
通
知
書

 
母
子
保
護
実
施
解
除
（
延
長
）
通
知

書
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

 
埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所

 

長
 

解
除
し

 
解
除
（
延
長
）
し

 
解
除
年
月
日

 
解
除
年
月
日
（
延

 

長
期
間
）

解
除
の

 
解
除
（
延
長
）
の

母
子
保
護
実
施
委
託
解
除
通
知
書

 
母
子
保
護
実
施
委
託
解
除
（
延

長
）
通
知
書
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

 
埼
玉
県
 
 
 
福

 

祉
事
務
所
長

 
解
除
し

 
解
除
（
延
長
）
し

 

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
 

福
祉
事
務
所
長

 
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
 

福
祉
事
務
所
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
九
号



「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 
則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

解
 
除
 
年
 
月
 
日

 

（
 延
 
長
 
期
 
間

 ）
 

解
 
除
 
の
 
理
 
由

 
解
除
（
延
長
）
の
理
由



規

則

母
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

母
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

母
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
規
則

第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
と
い
う
。
）
」

を
「
埼
玉
県
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
福
祉
事
務
所
の
長
（
以
下
「
福
祉
事
務
所
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
知
事
又
は
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
又
は
知
事
」
に
、
「
を
受
理
し

た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ

ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め

る
。第

六
条
第
一
項
中
「
知
事
又
は
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
又
は
知
事
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
令
第
九
条
第
一
項
の
保
証
人
（
以
下
「
保
証
人
」
と
い
う
。
）
」
を
「
保
証
人

（
令
第
八
条
第
四
項
又
は
第
九
条
第
一
項
の
保
証
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
及
び
第
十
一
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所

長
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て
は
知
事
に
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
セ
ン

タ
ー
所
長
」
を
「
母
子
福
祉
団
体
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
福
祉
事
務
所
長
に
、
母
子
福
祉
団
体
に

あ
つ
て
は
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
知
事
又
は
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長

又
は
知
事
」
に
、
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て
は
知
事
に
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
セ
ン
タ
ー
所

長
」
を
「
母
子
福
祉
団
体
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
福
祉
事
務
所
長
に
、
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て

は
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て
は
知
事
に
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
セ
ン

タ
ー
所
長
」
を
「
母
子
福
祉
団
体
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
福
祉
事
務
所
長
に
、
母
子
福
祉
団
体
に

あ
つ
て
は
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
知
事
又
は
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長

埼
玉
県
規
則
第
五
十
号



又
は
知
事
」
に
、
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て
は
知
事
に
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
セ
ン

タ
ー
所
長
」
を
「
母
子
福
祉
団
体
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
福
祉
事
務
所
長
に
、
母
子
福
祉
団
体
に

あ
つ
て
は
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
知
事
又
は
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長

又
は
知
事
」
に
、
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
、
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
つ
た
」
に

改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
あ
つ
て
は
知
事
に
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
セ
ン

タ
ー
所
長
」
を
「
母
子
福
祉
団
体
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
福
祉
事
務
所
長
に
、
母
子
福
祉
団
体
に

あ
つ
て
は
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め

る
。第

二
十
一
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

「

令
第
三
十
八
条
に

第
二
十
二
条
の
表
第
六
条
第
二
項
の
項
中

令
第
九
条
第
一
項

用
す
る
令
第
九
条

｢

令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お

令
第
八
条
第
四
項

い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
第

お
い
て
準

を

四
項

に
改
め
る
。

第
一
項

」

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準

第
九
条
第
一
項

用
す
る
令
第
九
条
第
一
項

｣

様
式
第
一
号
（
一
）
中
「様

式
第

１
号

（１

）
」
を
「様

式
第

１
号

（１

）
（第

２
条

′第
２

「
※福

２
条

関
係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
、

セ
ン

祉
保

健
総

合

を
「※

福
祉
事
務
所
審
査
結
果

」
に
改
め
る
。

タ

ー審
査

結
果

」

様
式
第
一
号
（
二
）
中
「様

式
第

１
号

（２

）
」
を
「様

式
第

１
号

（２

）
（第

２
条

′第
２

「
※福

２
条

関
係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
、

セ
ン

祉
保

健
総

合

を
「※

福
祉
事
務
所
審
査
結
果

」
に
改
め
る
。

タ

ー審
査

結
果

」



様
式
第
二
号
中
「
（第

３
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

３
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に

改
め
る
。

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「
（第

４
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

４
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉
県

福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
中
「
（第

５
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

５
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、

「福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
七
号
中
「
（第

５
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

５
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉
県

福
祉

事
務

所
長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
中
「
（第

６
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

６
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、

「福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
号
中
「
（第

７
条

・
第

２
３

条
関

係
）
」
を
「
（第

７
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、

「
※福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー

「福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長
」
に
、

審
査

結
果

」

を
「※

福
祉

事
務

所
審

査
結

果

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
（
一
）
及
び
様
式
第
十
号
（
二
）
中
「
（第

８
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を

「
（第

８
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を

「埼
玉

県
福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号
中
「
（第

９
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第
９

条

′第
２

２
条

関
係

）
」

に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼
玉

県
福

祉
事

務
所

長
」
に

改
め
る
。

様
式
第
十
二
号
中
「
（第

１
０

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
０

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
号
中
「
（第

１
１

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
１

条

′第
２

２
条

関

「母
子

「母
子

係

）
」
に
、

福
祉

資
金

貸
付

辞
退

（減
額

）申
出

書

を

福
祉

資
金

貸
付

辞
退

（貸
寡

婦

」

寡
婦

付
金

減
額

）申
出

書

」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め

る
。様

式
第
十
四
号
中
「
（第

１
２

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
２

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
号
及
び
様
式
第
十
六
号
中
「
（第

１
２

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
２

条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉
県

福
祉

事
務

所
長

」
に
改
め
る
。



様
式
第
十
七
号
中
「
（第

１
３

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
３

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
中
「
（第

１
４

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
４

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
九
号
中
「
（第

１
５

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
５

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
号
及
び
様
式
第
二
十
一
号
中
「
（第

１
５

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１

５
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉

県
福

祉
事

務
所

長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
二
号
中
「
（第

１
６

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
６

条

′第
２

２
条

関

「

「
福

祉
保

健
総

合
セ

係

）
」
に
、

を

福
祉
事
務
所
長
意
見

に
改
め
る
。

ン
タ

ー所
長

意
見

」

」

様
式
第
二
十
三
号
及
び
様
式
第
二
十
四
号
中
「
（第

１
６

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
６

条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
五
号
中
「
（第

１
７

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
７

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福

祉
事

務
所

長
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
六
号
及
び
様
式
第
二
十
七
号
中
「
（第

１
７

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
７

条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉
県

福
祉

事
務

所
長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
八
号
中
「
（第

１
９

条
・

第
２

３
条

関
係

）
」
を
「
（第

１
９

条

′第
２

２
条

関

係

）
」
に
、
「福

祉
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー所
長

」
を
「福
祉

事
務

所
長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
九
号
及
び
様
式
第
三
十
号
中
「
（第
１

９
条

・
第

２
３

条
関

係

）
」
を
「
（第

１

９
条

′第
２

２
条

関
係

）
」
に
、
「埼

玉
県

福
祉

保
健

総
合

セ
ン

タ

ー所
長

」
を
「埼

玉
県

福
祉

事
務

所
長

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 
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成
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三
十
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埼
玉
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公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。）

の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
） 

第
二
条 

法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

業
務
運
営
の
基
本
方
針 

二 

業
務
委
託
の
基
準 

三 

競
争
入
札
そ
の
他
契
約
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

四 

そ
の
他
法
人
の
業
務
の
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項 

 

（
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
） 

第
三
条 

法
人
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
中
期
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
中
期
計
画
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
中
期
計
画
の
最
初
の
事
業
年
度
開
始

の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

法
人
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
中
期
計
画
に
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項
） 

第
四
条 

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。 

一 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画 

二 

法
第
四
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
積
立
金
の
処

分
に
関
す
る
計
画 

三 

そ
の
他
法
人
の
業
務
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項 

 

（
年
度
計
画
の
記
載
事
項
等
） 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
一
号



第
五
条 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
年
度
計
画
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
年
度
計
画
」
と
い

う
。）
に
は
、
中
期
計
画
に
定
め
た
事
項
に
関
し
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

法
人
は
、
年
度
計
画
を
変
更
し
た
と
き
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、

変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
の
報
告
） 

第
六
条 

法
人
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績

に
つ
い
て
埼
玉
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
条
に
お
い
て
「
評

価
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
年
度
計
画
に
定
め
た
事
項
ご

と
に
そ
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
評
価
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
中
期
目
標
に
係
る
事
業
報
告
書
の
記
載
事
項
） 

第
七
条 

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
中
期
目
標
に
係
る
事
業
報
告
書
に
は
、
当
該
中
期
目
標
に
定

め
た
事
項
ご
と
に
そ
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
中
期
目
標
に
係
る
業
務
の
実
績
の
報
告
） 

第
八
条 

法
人
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実

績
に
つ
い
て
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
中
期
目
標
に
定
め
た
事

項
ご
と
に
そ
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
当
該
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
後
三
月
以
内

に
評
価
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
償
却
資
産
の
指
定
等
） 

第
九
条 

知
事
は
、
法
人
が
業
務
の
た
め
に
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ

の
減
価
に
対
応
す
べ
き
収
益
の
獲
得
が
予
定
さ
れ
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
取
得
ま
で
の

間
に
限
り
、
当
該
償
却
資
産
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
償
却
資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
費
は

計
上
せ
ず
、
当
該
償
却
資
産
の
減
価
額
と
同
額
を
資
本
剰
余
金
に
対
す
る
控
除
と
し
て
計
上
す

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
務
諸
表
） 

第
十
条 

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
及

び
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
注
解
を
定
め
る
件
（
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十

一
号
）
第
一
章
第
七
節
に
規
定
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
同
章
第
九
節
に
規
定

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
コ
ス
ト
計
算
書
と
す
る
。 

 

（
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
期
間
） 

第
十
一
条 

法
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
六
年
と
す
る
。 

 

（
剰
余
金
の
使
途
に
係
る
承
認
の
申
請
） 



第
十
二
条 

法
人
は
、
法
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
翌
事
業
年
度
に
係
る
認
可
中
期
計
画

に
定
め
る
剰
余
金
の
使
途
に
充
て
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額 

二 

前
号
の
金
額
を
充
て
よ
う
と
す
る
剰
余
金
の
使
途 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
残
余
が
あ
る
事
業
年
度
の
事
業
年

度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
積
立
金
の
処
分
に
係
る
承
認
の
申
請
） 

第
十
三
条 

法
人
は
、
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
五
条
ま

で
に
お
い
て
「
期
間
最
後
の
事
業
年
度
」
と
い
う
。）
に
係
る
法
第
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
整
理
を
行
っ
た
後
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
中
期

目
標
の
期
間
の
次
の
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
財
源
に
充
て
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
次
の
中
期
目
標
の
期
間
の
最
初
の
事
業
年
度
の

六
月
三
十
日
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額 

二 

前
号
の
金
額
を
財
源
に
充
て
よ
う
と
す
る
業
務
の
内
容 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該

期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
納
付
金
の
納
付
の
手
続
） 

第
十
四
条 

法
人
は
、
法
第
四
十
条
第
六
項
に
規
定
す
る
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に

よ
り
納
付
す
る
残
余
の
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
納
付
金
」
と
い
う
。）
の
計

算
書
に
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
期
間
最
後
の
事

業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
当
該
納
付
金
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
付

し
て
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
添
付

し
た
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
を
重
ね
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

（
納
付
金
の
納
付
期
限
） 

第
十
五
条 

納
付
金
は
、
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
七
月
十
日
ま
で
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
短
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
） 

第
十
六
条 

法
人
は
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
短
期
借
入
金
の
借
入
れ



の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
短
期
借
入
金

の
借
換
え
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
借
入
れ
を
必
要
と
す
る
理
由 

二 

借
入
金
の
額 

三 

借
入
先 

四 

借
入
金
の
利
率 

五 

借
入
金
の
償
還
の
方
法
及
び
期
限 

六 

利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限 

七 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

 

（
重
要
な
財
産
の
譲
渡
等
の
認
可
の
申
請
） 

第
十
七
条 

法
人
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担

保
に
供
す
る
こ
と
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
譲
渡
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

譲
渡
等
に
係
る
財
産
の
内
容
及
び
予
定
価
格
（
適
正
な
対
価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の

方
法
に
よ
り
譲
渡
等
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適
正
な
見
積
価
格
） 

二 

譲
渡
等
の
条
件 

三 

譲
渡
等
の
方
法 

四 

法
人
の
業
務
運
営
上
支
障
が
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
法
人
の
成
立
後
最
初
の
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
） 

２ 

法
人
の
成
立
後
最
初
の
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
中
期
計
画
の
最
初
の
事
業
年
度
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
」

と
あ
る
の
は
、「
法
人
の
成
立
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。 

 

（
法
人
が
承
継
し
た
償
却
資
産
の
指
定
） 

３ 

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
人
が
承
継
し
た
権
利
に
係
る
財
産
の
う
ち
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
に
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
す
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
二
号



規 
 

則 

 
衛
生
試
験
検
査
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

衛
生
試
験
検
査
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

衛
生
試
験
検
査
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
二
号
（
四
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 

を 

  
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

に
、 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
（
五
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

を 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

に
、 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
（
八
）
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

に
改
め 

る
。 

「
ふ

つ
素

」
 

シ
ス

―
１

，
２

―
ジ

ク
ロ

ロ
エ

 
チ

レ
ン

及
び

ト
ラ

ン
ス

―
１

，
 

２
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン
 

0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
 

m
g
／

ℓ
 

臭
 

 
 

 
 

 
 

気
 

色
 

 
 

 
 

 
 

度
 

５
m
g
／

ℓ
以

下
 

３
m
g
／

ℓ
以

下
 

」
 

「
５

m
g
／

ℓ
」
 
「

３
m
g
／

ℓ
」
 

「
5
1
項

目
」

 
「

5
0
項

目
」

 

カ
ド

ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 
 
0
.
0
1
m
g
／

ℓ
以

下
 

カ
ド

ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 
 
0
.
0
0
3
m
g
／

ℓ
以

下
 

「
フ

ッ
素

」
 

「
ほ

う
素

」
 

「
ホ

ウ
素

」
 

１
，

１
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ
レ

ン
 
 

 
 
 
 
 
 m

g
／

ℓ
 

シ
ス
―
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

0
.
0
2
m
g
／

ℓ
以

下
 
 
臭

 
 

 
 

 
 

 
気

 
 
 
 
 
 

／
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
 
 
色

 
 

 
 

 
 

 
度

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
 

「
 

」
 

「
 を 

「
 

」
 

「
 

」
 

 」
 

「
ふ

つ
素

」
 

シ
ス

―
１

，
２

―
ジ

ク
ロ

ロ
エ

 
チ

レ
ン

及
び

ト
ラ

ン
ス

―
１

，
 

２
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン
 

 

0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
 

m
g
／

ℓ
 

ジ
 
ェ

 
オ

 
ス

 
ミ

 
ン

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

気
 

２
－
メ
チ
ル
イ
ソ
ボ

ル
ネ
オ
ー

ル
 

５
m
g
／

ℓ
以

下
 

３
m
g
／

ℓ
以

下
 

」
 

カ
ド

ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 
 
0
.
0
1
m
g
／

ℓ
以

下
 

カ
ド

ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 
 
0
.
0
0
3
m
g
／

ℓ
以

下
 

「
フ

ッ
素

」
 

「
ほ

う
素

」
 

「
ホ

ウ
素

」
 

１
，

１
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ
レ

ン
 
 
 
 
 

 
 
 
 m

g
／

ℓ
 

シ
ス
―
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

0
.
0
2
m
g
／

ℓ
以

下
 
 
ジ

 
ェ

 
オ

 
ス

 
ミ

 
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
 
 
２
－
メ
チ
ル
イ
ソ
ボ

ル
ネ
オ
ー

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
 

」
 

「
 を 

「
 

」
 

「
 

」
 

」
 

「
 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

  
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
衛
生
試
験
検
査
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所 

 

要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
※

」
 ト

ラ
ン

ス
―

1
，

2
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

 

 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
.
0
4
m
g
／

ℓ
以

下
 

1
，

1
，

2
―

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

 

様
式
第
二
号
（
九
）
中 

 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
0
.
0
0
6
m
g
／

ℓ
以

下
 

ト
ル

エ
ン

 

 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

0
.
2
m
g
／

ℓ
以

下
 

ト
ル

エ
ン
 

 
エ

 
 

 
 

ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
0
.
2
m
g
／

ℓ
以

下
 

「
0
.
0
1
m
g
／

ℓ
以

下
※

」
 

「
0
.
0
3
m
g
／

ℓ
」

 「
0
.
0
2
m
g
／

ℓ
」

 

メ
チ

ル
―

ｔ
―

ブ
チ

ル
エ

ー
テ

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 
m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 

 
 

 
 
0
.
0
2
m
g
／

ℓ
以

下
 

メ
チ

ル
―

ｔ
―

ブ
チ

ル
エ

ー
テ

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 

m
g
/
ℓ
 

1
，

1
―

ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 

m
g
/
ℓ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

0
.
0
2
m
g
／

ℓ
以

下
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 m
g
／

ℓ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
0
.
1
m
g
／

ℓ
以

下
 

「
 

」
 

「
 

「
 

」
 

」
 



規 
 

則 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則 

 

（
小
児
科
を
示
す
名
称
） 

第
一
条 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
十
六
号
。 

 
 

 

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
名
称
は
、
新
生
児
及
び
児
童
と

す
る
。 

 

（
申
請
手
続
） 

第
二
条 

条
例
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

 
 

イ 

様
式
第
一
号
の
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
申
請
書
（
新
規
） 

 
 

ロ 

様
式
第
二
号
の
臨
床
研
修
受
講
証
明
書 

 

二 

前
年
度
と
同
一
の
臨
床
研
修
病
院
に
お
い
て
引
き
続
き
臨
床
研
修
を
受
講
し
、
貸
与
を
受 

け
よ
う
と
す
る
場
合 

 
 

イ 

様
式
第
三
号
の
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
申
請
書
（
継
続
） 

 
 

ロ 

様
式
第
二
号
の
臨
床
研
修
受
講
証
明
書 

２ 

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
二
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
貸
与
の
決
定
） 

第
三
条 

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
書
類
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
の
上
、
貸
与

の
可
否
を
決
定
し
、
貸
与
す
る
と
決
定
し
た
と
き
は
貸
与
す
る
研
修
資
金
の
額
及
び
貸
与
期
間

を
、
貸
与
し
な
い
と
決
定
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
交
付
の
方
法
） 

第
四
条 

研
修
資
金
は
、
毎
月
当
月
分
を
交
付
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
二
月
分
又
は
三
月
分
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
辞
退
等
の
届
出
） 

第
五
条 

研
修
資
金
の
貸
与
の
決
定
又
は
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
、
臨
床
研
修
の
受
講
を
辞
退

し
、
若
し
く
は
中
断
し
、
又
は
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
床
研
修
病
院
か
ら
、
臨
床

埼
玉
県
規
則
第
五
十
四
号



研
修
の
受
講
の
承
認
を
取
り
消
さ
れ
、
又
は
中
断
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 
（
交
付
の
停
止
） 

第
六
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
の
決
定
又
は
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
臨
床
研
修
の
受
講

を
中
断
し
、
又
は
中
断
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
中
断
し
、
又
は
中
断
す
る
こ
と
を 

 

命
ぜ
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
臨
床
研
修
の
受
講
を
再
開
し
た
日
の
属
す
る
月
の

分
ま
で
研
修
資
金
の
貸
与
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
返
還
の
方
法
） 

第
七
条 

貸
与
を
受
け
た
研
修
資
金
は
、
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

の
末
日
ま
で
に
、
一
時
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。 

二 

研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
臨
床
研
修
を
修
了
し
た
後
、
引
き
続
き
県
内
の
病
院
に
お
い
て

産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
し
て
勤
務
し
な
か
っ
た
と
き
（
条
例
第

九
条
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け

た
者
を
除
く
。
）
。 

 

三 

条
例
第
九
条
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予

を
受
け
た
者
が
、
当
該
履
行
猶
予
を
受
け
た
期
間
に
引
き
続
い
て
県
内
の
病
院
に
お
い
て
産

科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
し
て
勤
務
し
な
か
っ
た
と
き
。 

 

四 

条
例
第
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受

け
る
前
に
、
県
内
の
病
院
に
お
い
て
産
科
、
小
児
科
又
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
し

て
勤
務
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
条
例
第
九
条
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金

の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
。 

 

（
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
） 

第
八
条 

条
例
第
十
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
は
、
埼
玉
県
地
域
医
療
再
生
基
金
条
例

（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
第
一
条
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
く
地
域

枠
医
学
生
奨
学
金
と
す
る
。 

 

（
返
還
の
債
務
の
裁
量
免
除
額
等
） 

第
九
条 

条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の

額
は
、
条
例
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
の
期
間
を
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

二
分
の
三
に
相
当
す
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
値
（
こ
の
数
値
に
小
数
点
以
下
第
三
位
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の

額
（
履
行
期
が
到
来
し
て
い
な
い
部
分
に
限
る
。
）
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
勤
務
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
月
を
単
位
と
す
る
も
の
と
し
、
一
月

に
満
た
な
い
期
間
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。 



 

（
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
又
は
免
除
の
申
請
） 

第
十
条 

条
例
第
九
条
、
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、

研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
号

の
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
返
還
猶
予
（
免
除
）
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
の
上
、
可
否

を
決
定
し
、
本
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
修
了
報
告
） 

第
十
一
条 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
臨
床
研
修
を
修
了

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
五
号
の
臨
床
研
修
修
了
報
告
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
勤
務
届
） 

第
十
二
条 

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
当
該
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
臨
床
研
修
を
修
了

し
た
後
、
条
例
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
務
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
六
号
の

勤
務
届
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
異
動
届
） 

第
十
三
条 

研
修
資
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

住
所
又
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。 

 

二 

連
帯
保
証
人
の
住
所
又
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。 

 

三 

前
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。 

 

四 

条
例
第
九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予

を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
受
講
し
て
い
る
臨
床
研
修
又
は
後
期
研
修
に
つ
い
て
、
そ

の
受
講
を
辞
退
し
、
若
し
く
は
中
断
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
当
該
臨
床
研
修
又
は
後
期

研
修
を
実
施
す
る
病
院
か
ら
受
講
の
承
認
を
取
り
消
さ
れ
、
若
し
く
は
中
断
を
命
ぜ
ら
れ
た

と
き
。 

 

五 

条
例
第
九
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
履
行
猶
予
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
が
消
滅
し
た
と
き
。 

 

（
報
告
の
要
求
） 

第
十
四
条 

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
研
修

資
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
貸
与
を
受
け
た
者
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



様式第１号（第２条関係） 

（表面） 

 

埼玉県臨床研修医研修資金貸与申請書（新規） 

 

 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例の規定により研修資金の貸与を受けたいので、

埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例施行規則第２条第１項第１号の規定により関係書

類を添えて申請します。 

１ 貸与申請金額  月          円 

２ 貸与申請期間       年  月  日から    年  月  日まで 

 

 なお、研修資金の貸与を受けた上は、臨床研修の受講に専念し、臨床研修修了後

は、直ちに県内の病院において（産科・小児科・救命救急センター）の医師として勤

務することを誓約します。 

      年  月  日 

申請者 住所           

氏名        ○印   

  

 上記の者が埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例の規定により臨床研修受講期間中に

貸与を受ける研修資金の返還の債務について、連帯して保証します。 

 

連帯保証人 住所           

氏名        ○印   

申請者との関係      

 

連帯保証人 住所           

氏名        ○印   

申請者との関係      

 

 （あて先） 

       埼玉県知事 

 

 注 裏面も記入すること。 



 

（裏面） 

  貸与番号 

氏 名 、 性 別 

生 年 月 日 

（ふりがな） 
男
・
女 

年  月  日生  

住 所 

郵便番号 

 

電話（   ）   ― 

研修

病院 

名 称  

所 在 地  

研 修 期 間 年  月  日研修開始 年  月  日研修修了予定 

医籍登録事項 
登録年月日 

     年  月  日 
登録番号 第       号 

 

 

貸 与 額 

総 額     

  

 円 

  年 月から 月額   円 

  年 月まで 

  年 月から 月額   円 

  年 月まで 

  年 月から 月額   円 

  年 月まで 

  年 月から 月額   円 

  年 月まで 

返 還 猶 予 

  年  月  日決定   期間     年  月  日から 

                                          年  月  日まで 

返還猶予の理由 

 

  年  月  日決定   期間     年  月  日から 

                     年  月  日まで 

返還猶予の理由 

返 還 免 除      年  月  日 決定   免除額       円 

返 還      年  月  日 決定   返還額       円 

備 考  

 



様式第２号（第２条関係） 

 

臨床研修受講証明書 

 

年  月  日  

 

 （あて先） 

       埼玉県知事 

 

 

病院名           

病院長        □印   

 

 下記の者は、当院において臨床研修を受講していることを証明します。 

 

記 

 

１ 住 所    

 

２ 氏 名    

 

３ 臨床研修の期間 

      年  月  日から      年  月  日まで 

 



様式第３号（第２条関係） 

 

 

埼玉県臨床研修医研修資金貸与申請書（継続） 

 

 

年  月  日  

 

 

 （あて先） 

 

       埼玉県知事 

 

 

住 所              

 

氏 名            ○印   

 

 

 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例の規定により研修資金の貸与を受けたいので、

埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例施行規則第２条第１項第２号の規定により関係書

類を添えて申請します。 

 

 

 

１ 貸与申請金額  月           円 

 

２ 貸与申請期間        年  月  日から 

 

                年  月  日まで 

 

３ 研修病院の名称 

 

４ 既に貸与を受けた研修資金について 

 

 ⑴ 貸与番号 

 

 ⑵ 貸与を受けた額            円 

 

 ⑶ 貸与を受けた期間     年  月  日から 

 

                年  月  日まで 

 



様式第４号（第１０条関係） 

 

埼玉県臨床研修医研修資金返還猶予（免除）申請書 

 

年  月  日  

 

 （あて先） 

       埼玉県知事 

 

住 所              

氏 名           ○印   

 

 埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例の規定により貸与を受けた研修資金の返還の債

務の履行猶予（免除）を下記のとおり受けたいので、埼玉県臨床研修医研修資金貸与

条例施行規則第１０条第１項の規定により申請します。 

 

記 

 

１ 貸与番号 

 

２ 貸与を受けた研修資金の額              円 

 

３ 猶予を受けようとする期間      年  月  日から 

                    年  月  日まで 

 

４ 免除を受けようとする額               円 

 

５ 理由（当該理由を証明する書類を添付すること。） 

 



様式第５号（第１１条関係） 

 

臨床研修修了報告書後期研修修了報告書 

 

年  月  日  

 

 （あて先） 

       埼玉県知事 

 

貸与番号          

住 所              

氏 名           ○印   

 

     年  月  日に臨床研修を修了したので、埼玉県臨床研修医研修資金貸

与条例施行規則第１１条の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 上記の者は、当院における臨床研修を修了したことを証明します。 

 

      年  月  日 

 

病院名           

病院長        □印   

 



様式第６号（第１２条関係） 

 

勤 務 届              

 

年  月  日  

 

 （あて先） 

       埼玉県知事 

 

貸与番号          

住 所              

氏 名           ○印   

 

 県内の病院において（産科・小児科・救命救急センター）の医師として下記のとお

り勤務しているので、埼玉県臨床研修医研修資金貸与条例施行規則第１２条の規定に

より届け出ます。 

 

 

記 

 

１ 病院名及び診療科名 

２ 病院の所在地 

３ 就職年月日        年  月  日 

 

 上記のとおり勤務していることを証明します。 

 

      年  月  日 

 

病院名           

病院長        □印   

 



規 
 

則 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
後
期
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
中
「
一
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
」
を
「
末
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
後

期
研
修
」
を
「
研
修
資
金
の
貸
与
に
係
る
後
期
研
修
」
に
改
め
、
「
と
き
」
の
下
に
「
（
条
例
第

九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け
た
者
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
」
を
、
「
規

定
に
よ
る
」
の
下
に
「
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
規
定
に
よ
る
」

の
下
に
「
研
修
資
金
の
」
を
、
「
と
き
」
の
下
に
「
（
条
例
第
九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定

に
よ
る
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
猶
予
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
十
三
条
中
「
貸
与
を
」
を
「
交
付
を
」
に
改
め
、
「
又
は
」
の
下
に
「
貸
与
を
」
を
加
え
、

同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。 

第
十
二
条
中
「
貸
与
」
を
「
交
付
」
に
改
め
、
「
者
又
は
」
の
下
に
「
貸
与
を
」
を
加
え
、
同

条
第
四
号
中
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
研
修
資
金
の
返
還
の
債
務
の
」
を
加
え
、
「
研
修
に
」

を
「
後
期
研
修
に
」
に
、
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、
「
研
修
を
」
を
「
後
期
研
修
を
」
に
改

め
、
「
研
修
の
」
を
削
り
、
「
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
研
修
資
金
の
返
還
の
債

務
の
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。 

第
十
一
条
中
「
受
け
て
い
る
者
又
は
」
を
削
り
、
「
者
が
」
の
下
に
「
当
該
研
修
資
金
の
貸
与

に
係
る
」
を
、
「
後
期
研
修
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
九
条
第
二
号
の
後
期
研
修
」
を
加
え
、
「
県

内
の
病
院
に
お
い
て
産
科
又
は
小
児
科
の
医
師
と
し
て
勤
務
し
た
」
を
「
同
条
第
一
号
に
規
定
す

る
勤
務
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。 

第
十
条
中
「
受
け
て
い
る
」
を
「
受
け
た
」
に
改
め
、
「
者
が
」
の
下
に
「
当
該
研
修
資
金
の

貸
与
に
係
る
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

第
九
条
第
二
項
中
「
を
受
理
し
た
」
を
「
の
提
出
が
あ
っ
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す

る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
五
号



４
 
後
期
研
修
の
期
間

 

 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま

 

（
第
１
０
条
関
係
）

 
第
９
条
第
１
項

 

（
第
１
０
条
関
係
）

 
（
第
１
１
条
関
係
）

 
第
１
０
条
の

 

第
１
０
条
第
１
項

 

第
八
条
第
一
項
中
「
で
き
る
」
の
下
に
「
研
修
資
金
の
」
を
、
「
勤
務
期
間
」
の
下
に
「
（
後

期
研
修
を
受
講
し
て
い
た
期
間
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条

と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
又
は
研
修
資
金
） 

第
八
条 

条
例
第
十
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
又
は
研
修
資
金
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。 

一 

埼
玉
県
地
域
医
療
再
生
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
第
一
条

の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
く
地
域
枠
医
学
生
奨
学
金 

二 

埼
玉
県
臨
床
研
修
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
○
○
○
号
）

第
一
条
の
研
修
資
金 

三 

条
例
第
一
条
の
研
修
資
金 

「 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

 

 

 
 
 
 
 
 
   

」 

   

に
改
め
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

   
 
 
 

「 

 
 
 

を 

」 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
号
中
「 

 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 

」 

を
「 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
五
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 

  

」 

 で
 

様
式
第
二
号
中 

４
 
後
期
研
修
の
種
類

 

５
 
後
期
研
修
の
期
間

 

 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で

 

」 

（
第
９
条
関
係
）

 

を 

様
式
第
一
号
裏
中 

 名
 
称

 

 所
在
地

 

 研
修

 
病
院

 

    

 研
修

 
病
院

  名
 
称

 

 所
在
地

 

 研
修
の
種
類

 

      



第
１
２
条
の

 

（
第
１
１
条
関
係
）

 
（
第
１
２
条
関
係
）

 
第
１
１
条
の

 

第
１
１
条
の

 

を
「 

 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
様
式
第
六
号
中
「 

 
 
 
 
 
 

 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 

 

」
を 

「 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
規
則

第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則 

 

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
書
類
の
提
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査

技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
、
「
第

十
一
条
又
は
第
十
四
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
に
提
出
す
る
申
請
書
又
は
届

書
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
又
は
第
十
七
条
の
二
か
ら
第
二
十

条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
等
」
に
、
「
所
管
す
る
」
を
「
管
轄
す
る
」
に
、
「
長

を
経
由
し
て
」
を
「
長
に
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
を
削
る
。 

 

第
三
条
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
様
式
第
三
号
」

を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
二

項
」
に
、
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」

を
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
」
に
、
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四

号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

 

四 

省
令
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
用
放
射
性
同
位
元
素
を
備
え
な
く

 
 

な
つ
た
旨
の
届
出 

様
式
第
五
号 

 

五 

省
令
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
用
放
射
性
同
位
元
素
を
備
え
な
く

 
 

な
つ
た
後
の
措
置
の
届
出 

様
式
第
六
号 

 

第
五
条
中
「
様
式
第
八
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。 

 

第
六
条
を
削
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
六
号



様式第１号（第２条関係） 

衛 生 検 査 所 登 録 証 明 書                

氏  名 

（法人の場合は、名称） 

住  所 

（法人の場合は、主たる事務所の所在地） 

 臨床検査技師等に関する法律第２０条の３第１項の規定により下記のとおり登録したこ

とを証明します。 

記 

衛生検査所の名称 

衛生検査所の所在地 

検 査 業 務 の 内 容 

登 録 番 号 

登 録 年 月 日 

      年  月  日 

                      埼 玉 県   保 健 所 長 □印  



様式第２号（第３条関係） 

検体検査用放射性同位元素備付届 

                               年  月  日  

（あて先） 

埼玉県   保健所長 

              衛生検査所 所 在 地 

                    名 称 

                    管理者氏名            ○印  

 

 検体検査用放射性同位元素を備えたいので、臨床検査技師等に関する法律第２０条の

４第４項の規定により次のとおり届け出ます。 

種 類 形 状 
年間使用 

予定数量 

(Ｂｑ) 

最 大 貯 蔵 
予 定 数 量 

１日の最大使用 
予 定 数 量 

３月間の最大 
使用予定数量 

      

      

      

      

      

      

使 用 開 始 予 定 時 期 年    月    日 

管理者の資格 
 

管理者の経歴 

 

  



使

用

室

の

放

射

線

障

害

の

防

止

に

関

す

る

構

造

設

備

の

概

要 

構 造 及 び 材 料 耐火構造・不燃材料・その他（      ） 

 天 井 壁 床 
出入口 
の扉 

その他の

開口部 

遮 へ い 物 の 構 造 、 
材 料 及 び 厚 さ ( c m ) 

     

汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
構
造 

突 起 物 及 び 
く ぼ み の 状 況 

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

仕 上 材 の 
目 地 等 の 状 況 

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

平 滑 施 行 表 面 
仕 上 材 料 

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

耐 浸 透 性 材 料 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

耐 腐 食 性 材 料 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

出 入 口 の 数 通常口  箇所・その他  箇所（用途  ） 

汚 染 除 去 用 器 材  

汚染除去用洗浄設備  

更 衣 設 備  

洗浄設備の排水設備 
へ の 連 結 状 況 

 

汚 染 検 査 に 必 要 な 
放 射 線 測 定 器 

 

フード又はグローブボックス 有(型式            )・無 

フード及びグローブボックス 
の排気設備への連結状況 

 

使 用 室 の 標 識 有   ・   無 



貯

蔵

施

設

の

放

射

線

障

害

の

防

止

に

関

す

る

構

造

設

備

の

概

要 

貯 蔵 の 方 法 貯蔵室・貯蔵箱・その他（       ） 

貯蔵室、貯蔵箱等の場所  

最大貯蔵予定数量(Ｂｑ) 換算核種（              ） 

貯蔵室、貯蔵箱等の構造  

貯 蔵 室 、 貯 蔵 箱 
等 の 遮 へ い 材 料 

 

貯蔵施設内の人の立入場所 
における実効線量(最大値)  

mSv／週  

入
口
の
構
造 

貯
蔵
室
の
出 

出 入 口 の 数 通常口  箇所・その他  箇所(用途   ) 

扉  

閉 鎖 設 備  

貯 蔵 箱 の 閉 鎖 設 備  

貯
蔵
容
器
の
構
造
設
備
及
び
汚
染
防
止
措
置 

遮 へ い 材 料  

貯蔵時の貯蔵容器から 
1ｍの距離における実 
効 線量率 (最 大値 ) 

 μSv／時  

空気汚染防止設備  

液体のこぼれの防止設備  

耐浸透性材料設備  

受 皿  

吸 収 材  

貯蔵室、貯蔵箱等の標識 有   ・   無 



貯 蔵 容 器 の 標 識 有   ・   無 

貯蔵容器の貯蔵物の 
種類及び数量の表示 

有   ・   無 

に

関

す

る

構

造

設

備

の

概

要 

運

搬

容

器

の

放

射

線

障

害

の

防

止 

運 搬 容 器 の 構 造  

運搬容器から１ｍの距離に 
おける実効線量(最大値) 

μSv／時  

空 気 感 染 防 止 設 備  

液体のこぼれの防止 
設備及び耐浸透性設備 

 

内容の種類及び数量の表示 有   ・   無 

運 搬 容 器 の 標 識 有   ・   無 

廃

棄

施

設

の

放

射

線

障

害

の

防

止

に

関

す

る

構

造

設

備

の

概

要

 

排

水

設

備 

構 造 及 び 材 料 
構造｛６面体・その他（      ）｝ 

材料（       ）          

容 量 及 び 基 数 
貯留槽  ㎥×  基・希釈槽  ㎥×  基 

・浄化槽  人槽×  基                  

排 水 監 視 設 備  

排 液 採 取 設 備  

漏 水 ・ 浸 透 ・ 
腐 食 防 止 措 置 

 

排 水 設 備 の 標 識 有   ・   無 

排

気

設

備 

排気能力及び基数 ㎥／時×    基 

排 気 監 視 設 備  

漏気・腐食防止措置  

事 故 発 生 時 の 汚 染 
拡 大 防 止 装 置 
(差 圧 ダ ン パ ー 等 ) 

 

排 気 設 備 の 標 識 有   ・   無 



廃
棄
施
設
の
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
構
造
設
備
の
概
要 

保

管

排

気

設

備 

外 部 と の 区 画  

閉 鎖 設 備  

構 造  

保管排気設備の外側に 

おける実効線量(最大値) 
ｍSv／週  

空 気 汚 染 防 止 設 備  

漏水・浸透防止措置  

保管廃棄容器の標識 有   ・   無 

保管廃棄設備の標識 有   ・   無 

放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
予
防
措
置
の
概
要 

使
用
室
、
貯
蔵
施
設
、
運
搬
容
器
及
び
廃
棄
施
設
の 

管 
 
 
 
 

理 
 
 
 
 

区 
 
 
 
 

域 

管理区域を設ける場所  

外部放射線の実効 
線 量 (最 大 値 ) 

ｍSv／３月  

放射性同位元素によつて 
汚染される物の表面の放 
射性同位元素の密度が昭 
和56年厚生省告示第16号 
の第3の6に規定する密度 
の1/10以下となる措置 

有   ・   無 

空気中の放射性同位元素 
の３月間についての平均 
濃度が昭和５６年厚生省 
告示第１６号の第３の２ 
に 規 定 す る 濃 度 の 
１／１０以下となる措置 

有   ・   無 

立 入 制 限 措 置 有   ・   無 

標 識 有   ・   無 

境

界 

敷
地
の 

敷地内居住区域及び 
敷地の境界における 
実効線量(最大値) 

μSｖ／３月  

取扱者の被ばく防止用取扱器具 遮へい用器具・遠隔操作器具・その他（    ） 

取扱者の被ばく測定器具 
フィルムバッジ・ポケット線量計・ＴＬＤ・ 

リングバッジ・その他（        ） 



注意事項 

 １ 隣室名、上階及び下階の室名並びに周囲の状況を明記した検体検査用放射性同位 

  元素使用施設（使用室、貯蔵施設及び廃棄施設をいう。以下同じ。）の平面図及び 

  側面図を添付し、管理区域を設けた場合は、その区域、標識等の位置を記入してく 

  ださい。 

 ２ 使用室及び貯蔵施設については、それぞれに線源の位置、線源から天井、床及び 

  周囲の画壁の外側までの距離（メートル）並びに防護物の材料、厚さ及び表面の仕 

  上材料を示す縮尺５０分の１の図面を添付してください。 

 ３ 廃棄施設については、排水及び排気の系統を示す図面並びに排水及び排気の設備 

  の能力に係る計算書を添付してください。 

 ４ 検体検査用放射性同位元素使用施設の壁等について、放射線の防護に関する遮へ 

  い計算書を添付してください。 

 ５ 排水口における排液中及び排気口における排気中の放射性同位元素の濃度計算書 

  を添付してください。 

 ６ 放射線障害の防止に関する管理体制を記載した書面を添付してください。 

 



様式第３号（第３条関係） 

検体検査用放射性同位元素使用予定届 

                              年  月  日  

（あて先） 

埼玉県   保健所長 

 

               衛生検査所 所 在 地 

                      名 称 

                     管理者氏名           ○印  

 

 臨床検査技師等に関する法律第２０条の４第４項の規定により、翌年において使用を
予定する検体検査用放射性同位元素を次のとおり届け出ます。 

種      類 形   状 数  量 (Ｂｑ) 摘    要 

    

    

    

    

    

    

備  考 
   



様式第４号（第３条関係） 

検体検査用放射性同位元素備付届出事項変更届 

                              年  月  日  
 
(あて先） 
埼玉県   保健所長 

 
 
              衛生検査所 所 在 地 
                    名 称 
                    管理者氏名           ○印  
 
 検体検査用放射性同位元素に関する届出事項を変更したいので、臨床検査技師等に
関する法律第２０条の４第４項の規定により次のとおり届け出ます。 
 

変 
 
 

更 
 
 

内 
 
 

容 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

変 更 理 由 
 

変更年月日 年   月   日 

備  考 



様式第５号（第３条関係） 

検体検査用放射性同位元素備付廃止届 

  年  月  日  
 
（あて先） 
埼玉県   保健所長 
 
 
             衛生検査所 所 在 地 
                   名 称 
                   管理者氏名           ○印  
 

 検体検査用放射性同位元素の備付けを廃止したので、臨床検査技師等に関する法律
第２０条の４第４項の規定により次のとおり届け出ます。 
 

備
付
け
を
廃
止
し
た
放
射
性
同
位
元
素 

種 類 
 

型 状  

数  量（Ｂｑ）  

廃 止 の 理 由  

廃 止 年 月 日  

廃 止 後 の 処 分 方 法  

廃止後の使用室等の用途  

備  考 



様式第６号（第３条関係） 

検体検査用放射性同位元素備付廃止後の措置に関する届 

   年  月  日  
 
（あて先） 
埼玉県   保健所長 
 
 
             衛生検査所 所 在 地 
                   名 称 
                   管理者氏名           ○印  
 

 放射性同位元素の備付廃止後の措置については、臨床検査技師等に関する法律第２
０条の４第４項の規定により次のとおり届け出ます。   

廃 止 年 月 日 年   月   日 

検体検査用放射性同位元 

素による汚染の除去の概要 

 

 

検体検査用放射性同位元 

素によつて汚染された物 

の譲渡又は廃棄の概要 

 

備  考 

 



 

様
式
第
七
号
を
削
る
。 

              
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

            

微
生

物
学

的
検

査
 

 

血
液

学
的

検
査

 

 

寄
生

虫
学

的
検

査
 

         

高
圧

滅
菌

器
 

乾
熱

滅
菌

器
 

ふ
卵

器
 

遠
心

器
 

上
皿

天
び

ん
 

顕
微

鏡
 

電
気

冷
蔵

庫
 

                

化
 

学
 

天
 

び
 

ん
 

パ
ラ

フ
イ

ン
伸

展
器

 

パ
ラ

フ
イ

ン
溶

融
器

 

ミ
ク

ロ
ト

ー
ム

研
磨

器
 

ミ
ク

ロ
ト

ー
ム

 

白
血

球
分

類
器

 

光
電

光
度

計
 

ヘ
マ

ト
リ

ツ
ク

遠
心

器
 

水
平

振
盪

器
 

ピ
ペ

ツ
ト

洗
滌

器
 

恒
温

水
槽

 

ふ
卵

器
 

遠
心

器
 

上
皿

天
び

ん
 

顕
微

鏡
 

電
気

冷
蔵

庫
 

                

 

様
式
第
八
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、 「 

を 

」 

微
生

物
学

的
検

査
 

 
血

清
学

的
検

査
 

血
液

学
的

検
査
 

 
病

理
学

的
検

査
 

寄
生

虫
学

的
検

査
 

 
生

化
学

的
検

査
 

生
理

学
的

検
査

 

「 

に
、 

血
清

学
的

検
査

 

 

病
理

学
的

検
査

 

 

生
化

学
的

検
査

 

」 

「 

（
第

５
条

関
係

）
 

（
第

４
条

関
係

）
 



分
光
光
度
計
又
は
光
電
光
度
計

 

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
遠
心
器

 

水
 

平
 

振
 

盪 と
う

 
器

 

恒
温

水
槽

 

ふ
卵

器
 

遠
心

器
 

直
示

天
び

ん
 

顕
微

鏡
 

電
気

冷
凍

庫
 

電
気

冷
蔵

庫
 

          

     

水
素
イ
オ
ン
濃
度
測
定
器

 

電
気

泳
動

装
置

 

蛋 た
ん

 
白

 
屈

 
折

 
計

 

原
子

吸
光

光
度

計
又

は
炎

光
光

度
計

 

純
水

製
造

器
 

 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

                       

           

水
素
イ
オ
ン
濃
度
測
定
器

 

電
気

泳
動

器
 

蛋
白

屈
折

計
 

炎
光

光
度

計
 

純
水

製
造

器
 

 」 

「 

        

高
圧

蒸
気

滅
菌

器
 

乾
熱

滅
菌

器
 

ふ
卵

器
 

遠
心

器
 

直
示

天
び

ん
 

顕
微

鏡
 

電
気

冷
凍

庫
 

電
気

冷
蔵

庫
 

                

                

 

に
改
め
、
同
様 



化
学

天
び

ん
 

パ
ラ

フ
ィ

ン
伸

展
器

 

パ
ラ

フ
ィ

ン
溶

融
器

 

ミ
ク

ロ
ト

ー
ム

 

白
血

球
分

類
器

 

自
動

血
球

計
数

機
 

      

      

 

        

式
を
様
式
第
七
号
と
す
る
。 

 

様
式
第
九
号
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                
 

 
 

」 



規 
 

則 
 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布 

す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
看
護
師
等
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
七
号
） 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
者
は
」
の
下
に
「
、
毎
年
度
」
を
加
え
、
「
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応 

じ
、
当
該
各
号
」
を
削
り
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

様
式
第
二
号
の
内
申
書 

 

二 

様
式
第
三
号
の
家
族
状
況
調
書 

 

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
の
上
、
貸
与
の
可
否
を 

 

決
定
し
、
そ
の
結
果
を
本
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
条
を
削
る
。 

 

第
三
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。 

 

第
四
条
中
「
規
定
の
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

 

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
退
学
等
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を 

「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。 

 

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
辞
退
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
様
式
第
六
号
の
辞
退
届
を
知 

事
に
提
出
し
」
を
「
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に 

次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
卒
業
の
届
出
） 

第
六
条 

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
奨
学
金
の
貸
与
に
係
る
看
護
師
等
養
成
施
設
を
卒
業 

 

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
五
号
の
卒
業
届
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
七
条
及
び
第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
就
業
の
届
出
） 

第
七
条 

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
で
、
奨
学
金
の
貸
与
に
係
る
看
護
師
等
の
免
許
を
取
得
し 

 

た
も
の
は
、
当
該
奨
学
金
の
返
還
の
事
由
が
生
じ
た
日
（
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
奨
学
金 

 

の
返
還
の
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
猶
予
の
期
限
。
次
条
第
一
項 

 

及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
以
内
に
県
内
に
お
い
て
看
護 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
七
号



 

師
等
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
六
号
の
就
業
届
を
知
事
に
提
出
し
な
け 

 
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
返
還
方
法
） 

第
八
条 
前
条
の
規
定
に
よ
り
就
業
届
を
提
出
し
た
者
は
、
返
還
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る 

 

年
の
翌
年
（
返
還
の
事
由
が
生
じ
た
日
が
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
あ
る 

 

場
合
に
あ
っ
て
は
、
翌
々
年
）
以
降
、
毎
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金 

 

の
年
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
返
還
す
べ
き
債
務
の
残
額
が
当
該
額
に
満
た
な
い
と
き 

 

は
、
当
該
返
還
す
べ
き
債
務
の
残
額
）
を
県
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
就
業
届
を
提
出
し
た
者
を
除
く
。
）
は
、 

 

返
還
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
に
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の 

 

全
額
を
一
括
し
て
県
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
と
認 

 

め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
返
還
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
及
び
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
返 

 

還
す
べ
き
債
務
の
全
部
又
は
一
部
を
繰
り
上
げ
て
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
返
還
が
困
難
な
特
別
の
事
情
が
あ 

 

る
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
は
、
返
還
す
べ
き
年
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
九
条
を
削
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
、
奨
学
金
」
を
「
奨
学
金
の
返
還
」
に
、
「
様
式
第
九
号
」
を
「
様
式
第

七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
、
奨
学
金
」
を
「
奨
学
金
の
返
還
」
に
、
「
様
式
第
十
号
」
を
「
様
式

第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

 

（
異
動
の
届
出
） 

第
十
一
条 

被
貸
与
決
定
者
は
、
本
人
又
は
連
帯
保
証
人
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
等
に
変
更
が 

 

あ
っ
た
と
き
、
及
び
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
奨
学
金
の
返
還
の
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受 

 

け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
履
行
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
が
消
滅
し
た
と
き 

 

は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
死
亡
の
届
出
） 

第
十
二
条 

被
貸
与
決
定
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
遺
族
又
は
連
帯
保
証
人
は
、
様
式
第
九 

 

号
の
死
亡
届
に
そ
の
死
亡
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
速
や
か
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば 

 

な
ら
な
い
。 

 

（
報
告
の
要
求
） 

第
十
三
条 

知
事
は
、
奨
学
金
の
貸
与
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
被
貸
与 

 

決
定
者
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

別
表
を
削
る
。 



  
様
式
第
一
号
中 

 
 

 

を 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

     

様
式
第
二
号
中 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 

に
、 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

   

様
式
第
四
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、 

 
 

 
 

 

を 

削
り
、 

 
 

 
 

 

の
次
に 

「
３
 
貸
与
申
請
期
間
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
４
 
貸
与
を
希
望
す
る
理
由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
分
か
ら
 
 
 
 
年
 
 
月
分
ま
で

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「
３
 
貸
与
を
希
望
す
る
理
由

 

   
※
 
貸
与
申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
に
記
入
し
て

 

 
 
 
上
記
申
請
に
つ
い
て
同
意
し
ま
す
。
 

 

 
 
 
親
権
者
（
未
成
年
後
見
人
）
住
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
名
 
 

 

 
 
 
親
権
者
 
 
 
 
 
 
 
 
住
所
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
名

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

㊞
 
続
柄
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

㊞
 
続
柄
」
 

「
月
額
」
「
年
額
」

「
、
内
申
し
」
「
内
申
し
」
「

⑵
 
学
業
成
績
 
 
順
位

 

 
 人
中
第
 
 
位
（
上
位
か
ら
 
 
パ
ー
セ
ン
ト
）
」

 「
⑵
 
学
業
成
績
（
イ
及
び
ウ
は
２

 

 
 

 ア
 
順
位
 
 
人
中
第
 
 
位

 

 
 
 
 

 入
学
試
験
の
種
類
（
１
年

 

 
 

 イ
 
欠
席
日
数
 
 
日
／
出
席

 

 
 

 ウ
 
取
得
単
位
数
 
 
 
単
位

 

年
生
以
上
に
つ
い
て
記
入
）

 

（
上
位
か
ら
 
 
 
パ
ー
セ
ン
ト
）

 

生
に
つ
い
て
記
入
）

 

す
べ
き
日
数
 
 
日
（
欠
席
割
合
 
 
パ
ー
セ
ン
ト
）

 

／
通
算
標
準
取
得
単
位
数
 
 
単
位
 
 
 
 
 
 
 
」

「
（
第
３
条
関
係
）
」
「
（
第
２
条
関
係
）
」

「
及
び
規
則
」

「
卒
業
し
、
免
許
を
取
得
し
た
後
は
直
ち
に
埼
玉
県
内
に
お
い
て

 
「
と
も
に
、
」



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
加
え
、 

 
 
 
 

を 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 

 

を 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                               看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
し
、
及
び
」

「
際
は
、
」

「
、
当
該
」

「
当
該
」

「
と
き
は
」



 

様式第５号（第６条関係） 

 

卒      業      届 

                                年  月  日 

  （あて先） 

        埼玉県知事 

                       住  所 

                       氏  名           ㊞ 

                被貸与決定者 生年月日    年  月  日生 

                       貸与番号 

                       電話番号 

 

  私は、看護師等の学校・養成所を卒業したので、埼玉県看護師等育英奨学金貸与条例

施行規則第６条の規定により届け出ます。 

  なお、貸与を受けた奨学金については、下記のとおり返還します。 

 

記 

 

 １ 卒業した学校・養成所名等 

  ⑴ 学校・養成所名 

  ⑵ 課  程  名 

 

 ２ 奨学金の返還の方法及び返還額 

 

 

 ３ 卒業後の進路 

   該当する項目に○を付けること。 

  ⑴ 埼玉県内で看護師等として就業 

  ⑵ 埼玉県外で看護師等として就業 

  ⑶ 看護師等養成施設に進学 

  ⑷ 就業・進学以外 

  ※ ⑴・⑵に該当する場合は、次にも記入してください。 

   ア 施設の名称 

   イ 施設の所在地 

   ウ 就業（予定）年月日       年  月  日 

 

 注 卒業に伴い、住所等の変更が生じたときは、別途「異動届」を提出すること。 



 

様式第６号（第７条関係） 

 

就      業      届 

年  月  日  

  （あて先） 

        埼玉県知事 

                       住  所 

                       氏  名            ㊞ 

                被貸与決定者 生年月日    年  月  日生  

                        貸与番号 

                        電話番号 

 

  私は、下記のとおり就業したので、埼玉県看護師等育英奨学金貸与条例施行規則第７

条の規定により届け出ます。 

 

記 

 

 １ 施設の名称 

 ２ 施設の所在地 

 ３ 就業年月日      年  月  日 

 ４ 看護師等の資格の状況（有する資格名の下欄に免許証の登録番号を記入すること。） 

看護師 准看護師 保健師 助産師 

    

 

  上記のとおり就業し、看護師（准看護師・保健師・助産師）の業務に従事しているこ 

 とを証明します。 

 

       年  月  日 

 

                      施設の名称 

                      施設の長            印 

 

  

 

 



 

様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
八
号
を
削
る
。 

 
様
式
第
九
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 

 
を 

 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 

を 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
七
号
と
す
る
。 

   

様
式
第
十
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

   

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 

を 
 
 
 

に
改
め
、 

同
様
式
を
様
式
第
八
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

                

「
（
第
１
０
条
関
係
）
」
「
（
第
９
条
関
係
）
」
「
第
１
０
条
第
１
項
」

「
下
記
」

「
第
９
条
第
１
項
」
「
、
下
記
」

「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
「
（
第
１
０
条
関
係
）
」

「
 
 
 
 
 
住

 

 
 
 
 
 
 
氏

 

 
被
貸
与
者
 
生
年

 

 
 
 
 
 
 
貸
与

 

 
 
 
 
 
 
電
話

 

 
所

 

 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㊞
 

月
日
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生

 

番
号

 

番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「
申

 請
 者
 
住
 
 
所

 

 
 
 
 
 
 
氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㊞
 

 
 
 
 
 
 
電
話
番
号

 

 
被
貸
与
者
 
氏
 
 
名

 

 
 
 
 
 
 
生
年
月
日
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生

 

 
 
 
 
 
 
貸
与
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「
第
１
１
条
第
１
項
」
「
第
１
０
条
第
１
項
」
「
、
下
記
」
「
下
記
」



 

様式第９号（第１２条関係） 

 

死      亡      届 

                                年  月  日 

  （あて先） 

        埼玉県知事 

                       住  所             

                       氏  名           ㊞ 

                       続  柄             

                       電話番号             

 

  埼玉県看護師等育英奨学金の被貸与決定者である下記の者が死亡したので、埼玉県看

護師等育英奨学金貸与条例施行規則第12条の規定により関係書類を添えて届け出ます。 

 

記 

 

 １ 死亡した被貸与決定者 

  ⑴ 住  所 

  ⑵ 氏  名 

  ⑶ 生年月日       年  月  日生 

  ⑷ 貸与番号 

 

 ２ 死亡年月日         年  月  日 

 

 ３ 貸与を受けたときの学校・養成所名等 

  ⑴ 学校・養成所名 

  ⑵ 課  程  名 

  ⑶ 卒業年又は学年 

 

 

 

 

 



 
 
 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
） 

２ 

埼
玉
県
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和 

 

三
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
総
長
」
を
「
セ
ン
タ
ー
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
ロ
中
「
登
記

簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
及
び
同
条
第
七
項
中
「
総
長
」
を
「
セ

ン
タ
ー
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
中
「
総
長
」
を
「
セ
ン

タ
ー
長
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
（
一
）
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「

」 

を
「

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
八
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
等
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
等
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
等
検
査
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
六
十
六
条
」
を
「
第
六
十
六
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
十
六
条
及
び
」
を
「
第
五

十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
五
十

三
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、」
に
改
め
、「
第
百
十
一
条
」
の
下
に
「
、
犯
罪

に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
十
四
条
並
び
に

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
加
え
、「
の
業
務
又
は

会
計
の
状
況
に
つ
い
て
」
を
「
に
対
し
て
知
事
が
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
六
号
中
「
第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
組
合
の
子
会
社
及
び
」
を
「
第
九
十
四

条
第
五
項
の
組
合
の
子
会
社
等
、
信
用
事
業
受
託
者
及
び
共
済
代
理
店
、」
に
、「
第
百
二
十
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
組
合
の
子
会
社
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
五
項
の
組
合
の
子
法
人
等
、
信
用

事
業
受
託
者
及
び
共
済
代
理
店
並
び
に
森
林
組
合
法
第
百
十
一
条
第
五
項
の
組
合
の
子
会
社
等
」

に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
六
十
五
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
六
十
六
条
第
二
項
の
」
に
、「
第

五
十
五
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
十
六
条
第
二
項
の
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
「
立
ち
会
わ
せ
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
監
事
、
監
査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
の
立
会
い
を
求
め
る
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
条
第
二
号
中
「
第
八
条
に
規
定
す
る
者
」
を
「
理
事
、
清
算
人
そ
の
他
の
責
任
者
の
う
ち

一
人
以
上
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「

 

」
を
「

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
（
表
面
）
中
「

」
を
「

」
に
、「

」 

を
「

 

」
に
改
め
、「

」
の
次
に
「

  

」
を
加
え
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号



 
 

 

附 

則 

 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



附
図
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

標 
 

 
 

 
 

旗 

         

  

備
考 

寸
法
は
標
準
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
用
途
に
応
じ
、
適
宜
変
更
し
て
も
差
し
支
え

な
い
。 

規 
 

則 

 
水
防
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

水
防
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

水
防
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
十
八
条
の
」
に
、
「
の
と
お
り
」
を

「
に
示
す
標
旗
及
び
赤
色
の
警
光
灯
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
車
馬
」
を
「
車
両
」
に
改
め

る
。 

 

第
四
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
中
「
所
轄
土
木
工
営
所
を
経
由
し
て
、」
を
削
る
。 

 

第
六
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
図
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

   

  

別
表
（
表
）
中 

 
 

 

を 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
同
表
（
裏
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

「
次
」
 

「
下
記
」
 

「
第
３
６
条
の
他
人
の
」
 

「
水
 
防
 
法
 
抜
 
す
 
い
」

規
定
に
よ
り
必
要
な
」
 

「
第
４
９
条
第
１
項
の
 

「
水
防
法
 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
号



 
 
 
 

」
に
、 

 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 

を 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 

を 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 

を 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 
 

附 
則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 （
抜
粋
）
 
「
第
３
６
条
」

「
あ
る
」

「
第
４
９
条
」

「
あ
る
と
認
め
る
」

「
担
任
」
「
提
出
」
「
又
当
該
職
員
」
 
「
又
は
当
該
職
員
」
 
「
も
の
」

「
若
し
く
は
消
防
機
関
に
属
す
る
者
」
 

「
呈
示
し
」

「
提
示
し
」

「
又
は
消
防
機
関
に
属
す
る
者
」
 

「
者
」



規 
 

則 

 
埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
知
事
又
は
」
の
下
に
「
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
、
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
の
備
考
二
中
「
（
大
宮
公
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を 

 
 

 
 

 
 

 

第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
削
り
、
同
表
第
八
号
中
「
、
シ
ャ
ワ
ー
室
及
び
ロ
ッ
カ
ー
」
を
「
及
び 

 
 

 
 

 
 

 

シ
ャ
ワ
ー
室
」
に
改
め
、
同
号
の
表
硬
式
野
球
場
の
項
摘
要
の
欄
中
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ロ
ッ
カ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

硬
式
野
球
場
（
別

表
第
一
第
二
号

の
入
場
料
又
は

こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
徴
収
す

る

場

合

を

除

く
。） 

公
園
施
設
の
種
類 

一
面 

数
量 

単 
 

 
 

 
 

位 

夜
間
（
午 

後
五
時
三 

十
分
か
ら 

午
後
九
時 

ま
で
） 

一 
 

日 

半 
 

日 

期 
  

間 

六
、
四
二
〇
円 

一
四
、
七
〇
〇
円 

七
、
三
五
〇
円 

金 
 

 
 

額 
一 
県
外
に
住
所
を

有
す
る
者
に
係
る

使
用
料
は
、
上
記
の

金
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
金
額
の
百
分

の
五
十
に
相
当
す

る
額
を
加
え
た
額

と
す
る
。 

二 

小
学
校
就
学
前

の
者
、
小
学
生
、
中

学
生
又
は
高
校
生

が
主
た
る
利
用
者

で
あ
る
場
合
は
、
上

記
の
金
額
の
半
額

と
す
る
。 

三 

照
明
を
使
用
す

る
場
合
は
、
別
途
実

費
相
当
額
を
徴
収

す
る
。 

摘 
 

 
 

 
 

要 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
一
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

          

ー
及
び
シ
ャ
ワ
ー
室
を
除
き
、」
を
削
り
、
同
号
の
表
中 

            

     
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

大
宮
公

園
ギ
ャ

ラ
リ
ー 

水 

泳

競
技
場 

テ
ニ
ス

コ
ー
ト 

第
二
集
会
室 

第
一
集
会
室 

電
光
掲
示
板 

放

送

施

設 

第
二
集
会
室 

第
一
集
会
室 

シ
ャ
ワ
ー
室 

ロ

ッ

カ

ー 

放

送

施

設 

一 半 一 半 一 半 一 半 一 半 一 半 一 一 二 

時 

日  

日  

日  

回  

回  

間  

日  

二
、
四
六
〇
円  

一
〇
、
一
〇
〇
円  

五
、
〇
六
〇
円  

一
〇
〇
円  

一
〇
〇
円  

八
九
〇
円  

 

 

第
二
集
会
室 

第
一
集
会
室 

 

半 

日 

一 

日 

半 

日 

 

二
、 

一
〇
、 

五
、 

[ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

に
改
め
、
同
号
を
別
表
第
二
第
六
号
と
し
、
同
表
第
九
号
を
同
表
第
七
号
と
す 

 
 

     
 

る
。 

附 

則 
 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

 

電
光
掲
示
板 

放

送

施

設 

 

一 

日 

半 

日 

一 

日 

半 

日 

一 

日 

四
、 

二
、 

四
、 

二
、 

四
、 

日  

日  

日  

日  

日  

日  

日  

日  
日  

二
、
四
〇
〇
円  

一
、
二
〇
〇
円  

八
〇
〇
円  

四
〇
〇
円  

四
、
九
三
〇
円  

二
、
四
六
〇
円  

四
、
九
三
〇
円  
二
、
四
六
〇
円  

四
、
九
三
〇
円  

九
三
〇
円  

四
六
〇
円  

九
三
〇
円  

四
六
〇
円  

九
三
〇
円  

四
六
〇
円  

一
〇
〇
円  

〇
六
〇
円  

」 

 

」 

水 

泳 

競
技
場 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
開
発
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
開
発
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
開
発
審
査
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
十
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
」
を
「
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

        

埼
玉
県
規
則
第
六
十
二
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
審
議
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
」
を
「
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

         

埼
玉
県
規
則
第
六
十
三
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
、
第
六
条
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
中
「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指

導
課
長
」
を
「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
四
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

                            

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
六
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
を 

 
 

 

に
改
め
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
次
に 

 
 

 
を
加
え
る
。 

  

様
式
第
九
号
（
一
）
及
び
様
式
第
九
号
（
二
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

   
 

 
 

 
 

 
         

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

       
 

    

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
号
（
一
）
及
び
様
式
第
十
号
（
二
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

「（
あ
て
先
）
 

  
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
に
」
 

玉
県
知
事
に
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
 
□印
」
 
「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
 

築
安
全
課
長
 
□印
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
」
 

「（
あ
て
先
）
 

  
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
」
 

「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
」
 
「
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
 

課
長
」
 

「
第
22条
の
２
第
２
項
（
」
 
「
同
法
」
 

「
埼
 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
四
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る 

 
 

 

規
則 

 

埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県

規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
六
号
の
二
（
裏
面
）
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

        

県
開
発
指
導
課

県
都
市
計
画
課

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号



規

則

建
設
業
及
び
不
動
産
鑑
定
業
者
の
許
可
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

建
設
業
及
び
不
動
産
鑑
定
業
者
の
許
可
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
設
業
及
び
不
動
産
鑑
定
業
者
の
許
可
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則

第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長
」
を
「
企
画
財
政
部
土
地
水
政
策
課
長
」

に
改
め
る
。

様
式
第
七
号
中｢

埼
玉

県
都

市
整

備
部

開
発

指
導

課
長

｣

を｢
埼

玉
県

企
画

財
政

部
土

地
水

政

策
課

長
｣

に
、｢

開
指

証
第

号
｣

を｢
土

水
政

証
第

号
｣

に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
中｢

埼
玉

県
都

市
整

備
部

開
発

指
導

課
長

」
を｢

埼
玉

県
企

画
財

政
部

土
地

水
政

策
課

長
｣

に
、｢

開
指

確
第

号
｣

を｢
土

水
政

確
第

号
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号



規 
 

則 

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定 

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式 

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
記
様
式
（
裏
）
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
加
え
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
」
を
「 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
、 

「 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
、「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
加
え 

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     

特
定
建
築
主
等
 
 
 
第
一
種
特
定
建
築
主
等
若
し
く
は
第
二
種
特
定
 

建
築
主
 
 
 
 
 
 
若
し
く
は
第
７
５
条
第
５
項
 
 
 
 
 
若
し
く
は
第
７
５
条
の
２
第
３
 

項
 
 
 
 
 
 
第
７
条
第
２
項
、
第
１
７
条
第
２
項
 
 
 
第
７
条
第
３
項
、
第
１
９
条
第
２
 

項
 
 
 
 
又
は
第
７
５
条
第
１
項
 
 
 
、
第
７
５
条
第
１
項
又
は
第
７
５
条
の
２
第
１
項
」
 

 
 
 
第
１
５
条
（
第
１
８
条
第
１
項
 
 
 
第
１
５
条
第
１
項
（
第
１
９
条
の
２
第
１
項
 

第
５
６
条
 
 
 
第
５
６
条
第
１
項
 
 
 
 
含
む
）。
第
６
３
条
 
 
 
 含
む
。）、
第
６
３
 

条
第
１
項
 
 
 
 
 
 
、
第
７
５
条
第
５
項
 
 
 
 
 
、
第
７
５
条
の
２
第
３
項
 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
七
号



規

則

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
七

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
申
請
取
下
げ
書
」
を
「
申
請
取
下
書
」
に

「
知
事
」
を
「
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

、

所
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
知
事
」
を
「
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
る
。

あ

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に

申
請

取
下

げ
書

申
請

取
下

書

、
「
（

を

に
改
め
る
。

て
先

あ
て
先

）

「

）

（

」

ー

」
埼
玉
県
知
事

埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ

所
長

「
（

）

「
（

）

様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
規
定
中

を
あ
て
先

あ
て
先

埼
玉
県
知
事

埼
玉
県

」

に
改
め
る
。

ー

」

建
築
安
全
セ
ン
タ

所
長

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
規
則
第
六
十
八
号



規 
 

則 
 

埼
玉
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

                                        

埼
玉
県
議
会
議
長 

小
谷
野 

五
雄 

 
 

 

 

埼
玉
県
議
会
規
則
第
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
議
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
議
案
調
査
等
）
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第

一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

議
員
は
、
会
期
中
の
そ
の
出
席
す
べ
き
会
議
、
委
員
会
の
会
議
及
び
第
八
十
四
条
の
協
議
又

は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
が
開
か
れ
な
い
日
（
県
の
休
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
議
案
の

審
議
等
の
た
め
に
必
要
な
調
査
に
努
め
る
と
と
も
に
、
常
に
会
議
の
緊
急
な
開
催
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

第
十
条
中
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
す
る
。 

第
十
一
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

県
立
特
別
支
援
学
校
の
通
学
区
域
の
設
定
又
は
変
更
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
一
条
の
二
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同

条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

二 

県
立
学
校
部
副
部
長
（
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
及
び
高
校
改
革
推
進
課
を
所
管

す
る
副
部
長
に
限
る
。
）
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
四
条
第
二
十
五
号
中
「
並
び
に
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
の
職
務
」
を

削
り
、
「
、
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
、
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
全

国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
に
所
属
す
る
職
員
」
を
削
る
。 

 

第
十
九
条
の
表
埼
玉
県
教
育
局
東
部
教
育
事
務
所
の
項
担
当
区
域
の
欄
中
「
、
北
埼
玉
郡
」
を

削
る
。 

 

第
二
十
二
条
を
削
り
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
五
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、

第
二
十
六
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
七
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条
中
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の

授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
三
及
び
様
式
第
四
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
信
教
育
規
程
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
信
教
育
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
中
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授

業
料
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業

料
等
に
関
す
る
条
例
」
に
、「
に
規
定
す
る
」
を
「
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、」
に
改
め
る
。 

 
 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

教
育
長
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
授
業
料
等
の
徴
収
猶
予
を
希
望
す
る
旨
の
申
出

が
あ
つ
た
と
き
は
、
授
業
料
等
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成

二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
中
埼

玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
第
四
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正 

規
定
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
様
式
第
三
及
び
様
式
第
四
に
よ
る
用
紙

、
授
業
料
は
も
と
よ
り
 



は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
号
中
「
、
四
月
分
か
ら
九
月
分
ま
で
及
び
十
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月
分
ま
で
の
二

期
に
分
け
て
」
を
削
り
、「
対
し
て
」
の
下
に
「
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
方
法
で
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

イ 

高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
者
（
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。） 

四
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月

分
ま
で
を
一
括
し
て
貸
与 

 
 

ロ 

前
条
に
規
定
す
る
者 

四
月
分
か
ら
九
月
分
ま
で
及
び
十
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月
分
ま

で
の
二
期
に
分
け
て
貸
与 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

           



規 
 

則 
 

学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号 

学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
二
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

ホ 

下
水
道
事
業
職
員
（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
） 

 

第
三
条
第
三
号
イ
中
「
前
号
チ
」
を
「
前
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
職
員
（
」
を
「
役
職

員
（
」
に
改
め
、
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
の
下
に
「
又
は
同
条
例
第
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
役
員
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
ト
ま
で
」
を
「
チ
ま
で
」
に
改
め
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、

ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ニ 

下
水
道
事
業
職
員 

 

第
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
前
号
ト
」
を
「
前
号
チ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
職
員
」
を
「
役

職
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
並
び
に
」
を
「
、
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
、
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



34
35
36
37
37
38
38
39
39
40

33
34
34
35
35
36
36
37
38
39

規 
 

則 
 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 

別
表
第
十
七
ハ
の
表
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改 

 

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   

」

」 

「

「 



規 
 

則 
 

学
校
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号 

学
校
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則（
平
成
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）

の
全
部
を
改
正
す
る
。 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三

十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
） 

第
二
条 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二

十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
以
下
「
県
職
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
埼

玉
県
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
割
合
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す
る
。 

一 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
勤
務 

百
分
の
百
二
十
五 

二 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
勤
務 

百
分
の
百
三
十
五 

２ 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
三
項
の
教
育
委
員

会
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
二
十
五
と
す
る
。 

 

（
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
） 

第
三
条 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第

四
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
は
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第

二
項
た
だ
し
書
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
一
週
間
の
正
規
の
勤

務
時
間
（
以
下
「
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
が
三
十
八
時
間
四
十
五

分
に
満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間

と
す
る
。 



一 

勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
の
振
替
等
が
な
さ
れ
た
場
合
の
一
週
間

の
正
規
の
勤
務
時
間
（
以
下
「
割
振
り
変
更
後
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
が
三
十

八
時
間
四
十
五
分
以
下
の
場
合 

割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し

た
時
間 

二 

割
振
り
変
更
後
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
三
十
八
時
間
四
十
五
分
を
超
え
る
場
合 

割
振

り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
時
間
の
う
ち
三
十
八
時
間
四
十
五
分

か
ら
当
該
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
減
じ
て
得
た
時
間
数
に
相
当
す
る
時
間 

 

（
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
四
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
勤
務
） 

第
四
条 

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
県
職
員
条
例
第
十
四
条
第
四
項
の
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
に
お
け
る
勤
務
と
す
る
。 

一 

正
規
の
勤
務
時
間
（
勤
務
時
間
条
例
第
八
条
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
勤
務
し
た
月
に
お
い
て
そ
の
期
間
の
全
部
を
勤
務
時
間
条

例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
者
（
埼
玉
県
教
育

委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
学
校
職
員
を
除
く
。
） 

次
に
掲

げ
る
日 

イ 

当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日 

ロ 

当
該
月
に
お
け
る
週
休
日
の
振
替
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）

第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
週
休
日
の
振
替
を
い
い
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
が
日
曜

日
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
週
休
日
（
勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
週
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
変
更
さ
れ
た
日 

二 

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
月
に
お
い
て
そ
の
期
間
の
全
部
を
勤
務
時
間
条

例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
者
（
当
該
月
に
お

け
る
週
休
日
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
と
さ
れ
た
日
に
限
る
。
以
下
「
原
週
休
日
」
と

い
う
。
）
の
日
数
が
当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
に
満
た
な
い
学
校
職
員
そ
の
他
教
育

委
員
会
が
定
め
る
学
校
職
員
を
除
く
。
） 

次
に
掲
げ
る
日 

イ 

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日 

⑴ 

当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
四
で
あ
る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の

原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
四
番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週

休
日 

⑵ 

当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
五
で
あ
る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の

原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
五
番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週

休
日 



ロ 

当
該
月
に
お
け
る
週
休
日
の
振
替
（
勤
務
時
間
規
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
週
休

日
の
振
替
を
い
い
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
が
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
週
休
日
に
変
更
さ
れ
た
日 

⑴ 

当
該
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
四
で
あ

る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
四

番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休
日 

⑵ 

当
該
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
五
で
あ

る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
五

番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休
日 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員 

前
二
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
と
の
権

衡
を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
日 

 

（
雑
則
） 

第
五
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育

委
員
会
が
埼
玉
県
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

２ 

学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

学
校
職
員
が
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
時
間
外

勤
務
代
休
時
間
に
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
支
給
す
る
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定

に
代
え
ら
れ
た
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る
時
間
外
勤
務
手
当
に
対
す
る
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
翌
月
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」と
す
る
。 

 

   



規

則

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

松

居

和

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
埼
玉
県
立
川
越
特
別
支
援
学
校
の
項
定
員
数
の
欄
、
埼
玉
県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校
の
項

定
員
数
の
欄
及
び
埼
玉
県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
の
項
定
員
数
の
欄
中
「
一
六
」
を
「
四
八
」

に
改
め
る
。

附
○
則
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

 
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

和 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号 

 

 
 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

 
 

 
 

 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
中
「
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
学
校

職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
条
第
二
項
中
「
第
七
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
） 

第
六
条
の
三 

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
職
員
給
与
条

例
」
と
い
う
。）
第
十
四
条
第
四
項
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
係
る
月
（
次

項
に
お
い
て
「
六
十
時
間
超
過
月
」
と
い
う
。）
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
を
起
算
日
と
す
る

二
月
後
の
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。 

２ 

教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
（
同

項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
前

項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
（
学
校
職
員
の
休
日(

条
例
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
学
校
職
員
の
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
学
校
職
員
の
休
日
の
代
休
（
条
例
第
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
休
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同

じ
。）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
よ
う
と

す
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る
六
十
時
間
超
過
月
に
お
け
る
職
員
給
与
条
例
第
十
四

条
第
四
項
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
六
十
時
間
超
過
時
間
」

と
い
う
。）
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
時
間
を
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に



お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間
（
第
三
号
又
は
第
五
号
に

掲
げ
る
時
間
を
除
く
。） 

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分

の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

 

二 
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す
る

六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

 

三 

職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
二
項
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に

係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
五
十
を
乗

じ
て
得
た
時
間
数 

 

四 

職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
三
項
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務

に
係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
二
十
五

を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

 

五 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
（
育
児
休
業
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
職
員
給

与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
育
児
休
業
条
例
第
十
六
条(

育
児
休
業
条
例
第
二
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規

定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当

す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
は
、
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分
（
年
次
休
暇
の
時

間
に
連
続
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
次
休
暇
の
時

間
数
と
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
時
間
数
を
合
計
し
た
時
間
数
が
四
時
間
又
は
七
時
間

四
十
五
分
と
な
る
時
間
）
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ

た
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規

定
す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
の
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続

す
る
勤
務
時
間
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
、
業
務
の
運

営
並
び
に
学
校
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

５ 

教
育
委
員
会
は
、
学
校
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い

旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。 



６ 

教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
六
十
時
間
超
過
時
間
の
勤

務
を
し
た
学
校
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
に
特
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん

が
み
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
学
校
職
員
に
対
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を

指
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
県
教
育
委
員
会
が
別
に
定

め
る
。 

第
七
条
第
一
項
中
「
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
休
（
以
下
「
学
校
職
員
の
休
日

の
代
休
」
と
い
う
。
）
」
を
「
学
校
職
員
の
休
日
の
代
休
」
に
改
め
、
「
（
条
例
第
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
学
校
職
員
の
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
（
学
校
職
員
の
休

日
」
を
「
（
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た

勤
務
日
等
及
び
学
校
職
員
の
休
日
」
に
改
め
る
。 

第
九
条
中
「
（
半
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
と
す
る
。
）
」
を

削
る
。 

第
十
条
第
一
項
中
「
週
休
日
、
学
校
職
員
の
休
日
」
を
「
週
休
日
、
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ

れ
た
勤
務
日
等
（
以
下
「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
」
と
い
う
。
）
、
学
校
職
員
の
休

日
」
に
改
め
、
「
当
該
週
休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
」
を
加
え
、

同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
三
十
分
」

を
「
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
次
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合 

に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
三
条
中
「
週
休
日
、
学
校
職
員
の
休
日
」
を
「
週
休
日
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
、

学
校
職
員
の
休
日
」
に
改
め
、「
当
該
週
休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定

日
」
を
加
え
る
。 

第
十
九
条
中
「
週
休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 
 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

和 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
中
「
、
「
補
償
基
礎
額
」
又
は
「
実
施
機
関
」
」
を
「
又
は
「
補
償
基
礎
額
」
」
に
、

「
条
例
第
二
条
又
は
条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
又
は
条
例
第
二
条
」
に
、
「
、
補
償
基
礎

額
又
は
実
施
機
関
」
を
「
又
は
補
償
基
礎
額
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
実
施
機
関
」
を
「
埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」

に
改
め
る
。 

 

第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
七
条
中
「
実
施

機
関
」
を
「
教
育
委
員
会
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
、
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
九
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」

を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
四
号
か
ら
様
式
第
十
九
号
ま
で
の
規
定
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 

様
式
第
二
十
号
及
び
様
式
第
二
十
一
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

（
実
施
機
関
名
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会

 

所
轄
社
会
保
険
事
務
所
等

 

所
轄
年
金
事
務
所
等

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
 

「
（
実
施
機
関
名
）

（
実
施
機
関
名
）

 
（
あ
て
先
）

 

（
実
施
機
関
名
）

 「
（
あ

 

実
施
機
関
 
 

玉
県
教
育
委
員
会
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
 
 
 
 
□印

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□印
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

埼
 

埼
 
 
 
 

 て
先
）

 

玉
県
教
育
委
員
会
」
 
 
 
 
 
 
 



 

様
式
第
二
十
二
号
中
「 

 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
「
（ 

 
 
 

を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

様
式
第
二
十
三
号
か
ら
様
式
第
二
十
五
号
ま
で
の
規
定
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に 

 

改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

玉
県
教
育
委
員
会
」

（
あ
て
先
）

（
実
施
機
関
名
）

 
「
（
あ

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
 

所
轄
年
金
事
務
所
等

 

実
施
機
関
 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
 

所
轄
社
会
保
険
事
務
所
等

 

実
施
機
関
 

 
 
 
 
 
 
 
 
」

 

 て
先
）

 

埼
 

名
）
」

 



規  則 

埼玉県公安委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

 

  平成22年３月30日 

              埼玉県公安委員会委員長 髙 梨  彦    

 

埼玉県公安委員会規則第６号 

埼玉県公安委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に

関する規則の一部を改正する規則 

 埼玉県公安委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関する

規則（平成17年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条、第４条第２項及び第５条第２項中「県の機関」を「県の機関等」に改め

る。 

   附 則 

 この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
｜
五
六 

 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会

規
則
一
｜
五
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



規 
 

則 

 
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
｜
五
七 

 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
｜
四
八
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
、
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
県
の
機
関
」
を
「
県

の
機
関
等
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



規 
 

則 

 
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
〇
八 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
、
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
」
を
「
及
び
別
表
第
四
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
第
四
号
中
「
（
肥
飼
料
検
査
担
当
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。 

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
し
、
第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
を
第
五
条
と
す

る
。 附

則
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
一
中
「
（
第
四
条
関
係
）
」
を
「
（
第
三
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
表
医
師
の
項
中
「
福

祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
歯
科
医
師
の
項
中
「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
「
保

健
所
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
中
「
（
第
五
条
関
係
）
」
を
「
（
第
四
条
関
係
）
」
に
改
め
、
「
福
祉
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
」
を
削
る
。 

別
表
第
三
中
「
（
第
六
条
関
係
）
」
を
「
（
第
五
条
関
係
）
」
に
改
め
、
「
福
祉
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
」
を
削
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

２ 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
二
四
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
五
条
第
四
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。 



規 
 

則 

 
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
〇
九 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二

二
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を

ヘ
と
す
る
。 

第
十
四
条
第
一
項
中
「
大
学
職
給
料
表
及
び
」
を
削
る
。 

第
十
七
条
第
一
号
中
「
教
授
、
准
教
授
、
」
を
削
る
。 

第
三
十
六
条
中
「
大
学
職
給
料
表
及
び
」
を
削
る
。 

別
表
第
一
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。 

別
表
第
二
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
同
表
ヘ
の
表
中 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

歯
科
衛
生
士 

 

高
校
専
攻

科
卒 

短
大
卒 

 

〇 

 

〇 

 

 

四 

四 

二
・
五 

二
・
五 

 

九 

五 

八 

五 

 

十
二 

三 

十
一 

三 

 

十
六 

四 

十
五 

四 

 

歯
科
衛
生
士 

 

高
校
専
攻

科
卒 

短
大
二
卒 

短
大
三
卒 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

四 

四 

二
・
五 

二
・
五 

一 

一 

 

九 

五 

八 

五 

六 

五 

 

十
二 

三 

十
一 

三 

九 

三 

 

十
六 

四 

十
五 

四 

十
三 

四 

「 
」 

を 

「 

」 

に 



     

 

   

  

 

 

   
 

（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
埼
玉
県

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
六
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
二
項
中
「
大
学
職
給
料
表
及
び
」
を
削
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

歯
科
衛
生
士 

高
校
専
攻
科
卒 

短
大
卒 

一
級
十
一
号
給 

一
級
十
五
号
給 

歯
科
衛
生
士 

高
校
専
攻
科
卒 

短
大
二
卒 

短
大
三
卒 

一
級
十
一
号
給 

一
級
十
五
号
給 

一
級
二
十
一
号
給 

34 

35 

36 

「 

」 

に 

「 

を 

」 

改
め
、
同
表
中
へ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。 

「 

」 

別
表
第
七
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
同
表
ヘ
の
表
中 

を 「 

に
改
め
、
同
表
中
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。 

別
表
第
六
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
同
表
ヘ
の
表
中 
改
め
、
同
表
中
へ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
す
る
。 

」 

37 

37 

38 

38 

39 

39 

40 

33 

34 

34 

35 

35 

36 

36 

37 

38 

39 



規 
 

則 

 
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
〇 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
七
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。 

 
 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
一

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七

一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

－

正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
支
給
額
）

第
二
条

管
理
職
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当
該

職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
員
の
占
め
る
職
に
係
る
管
理
職
手
当
の
区
分
に
応

じ
、
別
表
第
二
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い

う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年

埼
玉
県
条
例
第
二
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
が
適
用
さ
れ
る
者
（
以
下
こ

の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
勤
務
時

間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い

う
。
）
が
適
用
さ
れ
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例

適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得

た
数
（
次
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
数
を
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
適
用
職

員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務



時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
学
校
職
員
勤
務
時
間
条

例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ

ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）

二

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員

当
該
職
員
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
員
の
占
め
る
職
に
係

る
管
理
職
手
当
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
第
三
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
法
第
二
十

八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
、

勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、

学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で

除
し
て
得
た
数
を
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出
率
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨

て
た
額
と
す
る
。
）

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

組

織

職

区

分

議
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

二
種

参
事

課
長

三
種

図
書
室
長

副
課
長

四
種

知
事
部
局

本
庁
部
長

一
種

知
事
室
長

総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

会
計
管
理
者

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

特
別
参
与



東
京
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

本
庁
副
部
長

二
種

参
事

報
道
長

総
合
調
整
幹

改
革
政
策
局
長

地
域
政
策
局
長

税
務
局
長

契
約
局
長

少
子
化
対
策
局
長

食
品
安
全
局
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

県
税
事
務
所
長
（
浦
和
、
川
口
、
大
宮
）

自
動
車
税
事
務
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
局
長

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

中
央
児
童
相
談
所
長

保
健
所
長
（
川
口
、
春
日
部
、
狭
山
）

衛
生
研
究
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
室
長
（
人
事
委
員
会
が
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

農
業
大
学
校
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

県
土
整
備
事
務
所
長
（
さ
い
た
ま
、
川
越
、
秩
父
、

熊
谷
、
越
谷
）



総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

大
宮
公
園
事
務
所
長

本
庁
課
（
所
）
長

三
種

総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

政
策
幹

行
政
監
察
幹

技
術
評
価
幹

危
機
対
策
幹

主
席
協
同
組
合
検
査
員

副
参
事

東
京
事
務
所
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
防
災
幹

川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所
長

北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所
長

県
税
事
務
所
長

自
動
車
税
事
務
所
支
所
長

県
営
競
技
事
務
所
長

平
和
資
料
館
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

消
防
学
校
長

防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
所
長

福
祉
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
副
局

長総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
医
療



安
全
管
理
幹

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

児
童
相
談
所
長

埼
玉
学
園
長

保
健
所
長

保
健
所
副
所
長
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

衛
生
研
究
所
副
所
長

高
等
看
護
学
院
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
北
部
支
所
長

計
量
検
定
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
室
長
（
人
事
委
員
会
が

定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

高
等
技
術
専
門
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

病
害
虫
防
除
所
長

家
畜
保
健
衛
生
所
長

秩
父
高
原
牧
場
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
森
林
・
緑
化
研
究
所
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
所
長

県
土
整
備
事
務
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
幹

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
合
技
術
幹



総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
主
席
工
事
検
査
員

西
関
東
連
絡
道
路
建
設
事
務
所
長

総
合
治
水
事
務
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
長

本
庁
副
課
（
所
）
長

四
種

知
事
室
長
付
副
室
長

副
報
道
長

副
総
合
調
整
幹

調
整
幹

主
席
県
民
相
談
員

出
納
審
査
幹

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
調
整
幹

県
税
事
務
所
副
所
長

自
動
車
税
事
務
所
副
所
長

県
営
競
技
事
務
所
副
所
長

平
和
資
料
館
副
館
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
副
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
支
所
長

消
防
学
校
副
校
長

主
席
講
師

環
境
管
理
事
務
所
副
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
副
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
副
所
長

福
祉
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
復
帰
部
長

児
童
相
談
所
副
所
長

越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
長

埼
玉
学
園
副
園
長



保
健
所
副
所
長

衛
生
研
究
所
地
域
保
健
企
画
室
長

衛
生
研
究
所
微
生
物
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
室
長

衛
生
研
究
所
食
品
媒
介
感
染
症
室
長

衛
生
研
究
所
化
学
検
査
室
長

衛
生
研
究
所
支
所
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
南
支
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
副
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
技
術
支
援
交

流
室
長

高
等
技
術
専
門
校
副
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
部
長

家
畜
保
健
衛
生
所
副
所
長

農
業
大
学
校
副
校
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
室
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
部
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
副
研
究
所
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
副
所
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
副
所
長

県
土
整
備
事
務
所
副
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
副
主
席
工
事
検
査
員

総
合
治
水
事
務
所
副
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
副
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
副
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
（
人
事

五
種

委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

教
育
委
員
会
事
務
局

副
教
育
長

一
種

本
局
部
長

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

本
局
副
部
長

二
種



参
事

教
育
事
務
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
長

ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長

図
書
館
長

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
長

本
局
課
長

三
種

副
参
事

報
道
幹

学
校
管
理
幹

学
校
評
価
幹

教
育
指
導
幹

教
育
事
務
所
副
所
長

北
部
教
育
事
務
所
支
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
副
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
企
画
幹

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
支
所
長

図
書
館
副
館
長

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
副
館
長

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
長

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
副
館
長

自
然
の
博
物
館
長

川
の
博
物
館
長

文
書
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
所
長

武
道
館
長

本
局
副
課
長

四
種

総
務
幹

調
整
幹

管
理
主
幹

主
席
指
導
主
事



主
席
社
会
教
育
主
事

教
育
事
務
所
室
長

主
席
管
理
主
事

教
育
主
幹

主
席
司
書
主
幹

主
席
学
芸
主
幹

ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
副
所
長

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
副
館
長

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
副
館
長

自
然
の
博
物
館
副
館
長

川
の
博
物
館
副
館
長

文
書
館
副
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
副
所
長

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
長

五
種

県
立
学
校
事
務
部
長

六
種

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
次
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
次
長

県
立
学
校
事
務
室
長

県
立
学
校
事
務
長

七
種

警
察
本
部

財
務
局
長

一
種

組
織
犯
罪
対
策
局
長

二
種

方
面
本
部
長

運
転
免
許
本
部
長

参
事

参
事
官

理
事
官

警
察
学
校
長

警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
西
、
大
宮
、
大
宮
東
、

蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、
新
座
、
草
加
、
上
尾
、

鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、
所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、

飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、
熊
谷
、
春
日
部
、
越
谷
、

吉
川
）

警
察
本
部
の
課
（
室
・
所
・
隊
）
長

三
種



監
察
官

聴
聞
官

管
理
官

訟
務
官

主
席
師
範

総
括
調
査
官

市
警
察
部
副
部
長

市
警
察
部
の
課
長

方
面
本
部
副
本
部
長

警
察
学
校
副
校
長

警
察
署
長

警
察
署
副
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大

宮
、
大
宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝

霞
、
新
座
、
草
加
、
上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入

間
、
所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、
飯
能
、
東
松
山

、

秩
父
、
熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、
岩
槻
、
春
日
部

、

越
谷
、
久
喜
、
吉
川
）

主
席
調
査
官

四
種

主
席
指
導
官

主
席
専
門
官

公
安
委
員
会
室
長

取
調
べ
監
督
室
長

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

音
楽
隊
長

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
長

監
査
室
長

装
備
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

照
会
セ
ン
タ
ー
所
長

留
置
セ
ン
タ
ー
所
長

採
用
セ
ン
タ
ー
所
長

犯
罪
被
害
者
支
援
室
長

企
画
調
整
室
長

現
任
教
養
推
進
室
長

生
活
安
全
指
導
室
長



防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

生
活
安
全
特
別
捜
査
隊
長

環
境
犯
罪
対
策
室
長

航
空
隊
長

刑
事
指
導
室
長

検
視
調
査
室
長

暴
力
団
排
除
対
策
室
長

交
通
安
全
対
策
推
進
室
長

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
所
長

放
置
駐
車
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
所
長

外
事
特
別
捜
査
隊
長

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
長

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

特
別
機
動
警
察
隊
長

次
席
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

初
任
教
養
部
長

警
察
署
副
署
長

次
席

五
種

副
隊
長

術
科
教
養
部
長

監
査
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

主
席
監
査
員

四
種

人
事
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

副
課
長

四
種

労
働
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種



課
長

副
課
長

四
種

収
用
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

三
種

別
表
第
二
中
三
を
削
り
、
四
を
三
と
し
、
五
を
四
と
し
、
六
を
五
と
し
、
七
を
六
と
す
る
。

別
表
第
三
中
三
を
削
り
、
四
を
三
と
し
、
五
を
四
と
し
、
六
を
五
と
し
、
七
を
六
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

 
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
二 

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
二
項
中
「
、
大
学
職
給
料
表
」
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
三 

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
一
九
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
あ
る
職
員
」
の
下
に
「
（
そ
の
日
に
減
額
改
定
対
象
外
職
員
（
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
四

号
）
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
減
額
改
定
対
象
外
職
員
を
い
う
。
第
五
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
つ
た
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
同
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
「
に
受
け
て

い
た
」
を
「
「
受
け
て
い
た
」
に
、
「
に
係
る
」
を
「
係
る
」
に
、
「
以
下
「
平
成
二
十
一
年
」

を
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
」
に
、
「
条
例
及
び
」
を
「
条
例
の
規
定
並
び
に
」

に
、
「
。
以
下
「
平
成
十
八
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
）
附
則
第
八
項
、
第
九
項
及

び
第
十
項
」
に
、
「
及
び
当
該
各
号
に
」
を
「
の
月
額
並
び
に
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第

一
号
中
「
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
四
号
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
当
該
定
め
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
当
該

定
め
る
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
並
び
に
同
日
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
前
項
各
号
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
（
第
二
項
を
前
項
第
四
号
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
「
給
料
及
び
当
該
各
号
」
）
と
あ
る
の

は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
（
第
二
項
を
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
「
、
給
料
の
月
額
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
当
該
各
号
」
）
」

を
「
と
、
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
」
と
あ
る
の

は
「
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
並
び
に
」
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
と
あ
る
の
は
、
」



を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
当
該
定
め
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
当
該
定
め
る
日
に
お
け
る
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得
た
額
並
び
に
同
日
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
四
号
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
当
該
定
め
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
当
該
定

め
る
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）

第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤

務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得
た
額
並
び
に
同
日
」と
す
る
」

に
改
め
る
。 

第
五
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
四

号
中
「
職
員
」
の
下
に
「
（
そ
の
日
に
減
額
改
定
対
象
外
職
員
で
あ
つ
た
者
を
除
く
。
）
」
を
加

え
、
「
平
成
二
十
一
年
改
正
条
例
の
」
を
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
改

正
条
例
」
と
い
う
。
）
の
」
に
、
「
条
例
及
び
」
を
「
条
例
の
規
定
並
び
に
」
に
、
「
平
成
十
八

年
改
正
条
例
」
を
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
埼

玉
県
条
例
第
二
号
）
附
則
第
八
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項
」
に
、
「
給
料
及
び
条
例
」
を
「
給
料

の
月
額
並
び
に
条
例
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
と
あ
る

の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の

移
転
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転

の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤

務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
並
び
に
同
日
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
前
項
各
号
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
、
「
（
第
二
項
を
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
「
給
料
及
び
条
例
」
）
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」

に
、
「
（
第
二
項
を
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
「
、

給
料
の
月
額
」
を
「
と
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び

に
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
」
に
、
「
額
及
び
条
例
」
）
」
を
「
額
並
び
に
条
例
」
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年



埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得
た
額

並
び
に
同
日
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、

「
と
す
る
」
を
「
と
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
項
中
「
並
び
に

条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
を
条
例

第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て

得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得
た
額
並
び
に
同
日
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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則 

 
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
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事
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埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
四 

時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

時
間
外
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
三
一
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
の
見
出
し
中
「
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
時
間
か
ら
除
か
れ
る
時
間
」
を
「
条
例

第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
」
に
改
め
、
同
条
中
「
条
例
第
十

四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
条
例
第
十
四
条
第
四
項
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
勤
務
） 

第
三
条 

条
例
第
十
四
条
第
四
項
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
に
お
け
る
勤
務
と
す
る
。 

一 

正
規
の
勤
務
時
間
（
勤
務
時
間
条
例
第
七
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
八

条
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
勤
務
し
た

月
に
お
い
て
そ
の
期
間
の
全
部
を
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間

条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
者
（
埼
玉
県
人
事
委

員
会
（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
） 

次
に
掲
げ
る
日 

イ 

当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日 

ロ 

当
該
月
に
お
け
る
週
休
日
の
振
替
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
埼

玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
八
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。）
第
三
条
第

二
項
又
は
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委

員
会
規
則
第
九
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
週
休
日
の
振
替
を
い
い
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
が
日
曜
日
で
あ
る
も
の
に

限
る
。
）
に
よ
り
週
休
日
（
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条

例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
週
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
変
更
さ
れ
た
日 

二 

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
月
に
お
い
て
そ
の
期
間
の
全
部
を
勤
務
時
間
条
例

第
四
条
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
と
し
て
勤
務
し
た
者
（
当
該
月
に
お
け
る
週
休
日
（
勤
務
時
間
条
例
第
四
条
又
は
学
校
職



員
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
と
さ
れ
た
日
に
限
る
。
以
下
「
原
週
休
日
」

と
い
う
。
）
の
日
数
が
当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
に
満
た
な
い
職
員
そ
の
他
人
事
委

員
会
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
） 

次
に
掲
げ
る
日 

イ 
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日 

⑴ 
当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
四
で
あ
る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原

週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
四
番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休

日 

⑵ 

当
該
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
五
で
あ
る
場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原

週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
五
番
目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休

日 

ロ 

当
該
月
に
お
け
る
週
休
日
の
振
替
（
勤
務
時
間
規
則
第
三
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤

務
時
間
規
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
週
休
日
の
振
替
を
い
い
、
勤
務
時
間
を
割
り
振

る
日
が
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
に
よ
り
週
休
日
に
変
更
さ
れ
た
日 

⑴ 

当
該
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
四
で
あ
る

場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
四
番

目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休
日 

⑵ 

当
該
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
日
曜
日
の
日
数
が
五
で
あ
る

場
合 

当
該
月
に
お
け
る
最
初
の
原
週
休
日
か
ら
、
当
該
原
週
休
日
か
ら
数
え
て
五
番

目
の
原
週
休
日
ま
で
の
間
の
原
週
休
日 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て

人
事
委
員
会
が
定
め
る
日 

（
雑
則
） 

第
四
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
が
定
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

２ 

給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
〇
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
四
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

職
員
が
勤
務
時
間
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
に
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
支



給
す
る
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
ら
れ
た
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係

る
時
間
外
勤
務
手
当
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
翌
月
」
と
あ

る
の
は
「
勤
務
時
間
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と

す
る
。 

 



 

規 
 

則 

 
休
日
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
五 

休
日
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

休
日
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
四
一
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
二
号
中
「
代
休
日
。
」
を
「
代
休
日
）
又
は
勤
務
時
間
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時

間
を
指
定
さ
れ
た
日
（
」
に
改
め
る
。 

 
 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
一
六 

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
中
「
規
則
」
を
「
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と

し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ホ 

下
水
道
事
業
職
員
（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
） 

第
三
条
第
三
号
イ
中
「
前
号
チ
」
を
「
前
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
職
員
（
」
を
「
役
職

員
（
」
に
改
め
、
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
の
下
に
「
又
は
同
条
例
第
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
役
員
」
を
加
え
る
。 

第
四
条
中
「
規
則
」
を
「
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
の
三
の
見
出
し
中
「
支
給
割
合
」
を
「
加
算
割
合
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
定
め

る
も
の
」
を
「
定
め
る
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
職
員
に
係
る
」
を
削
り
、
同

条
第
三
項
を
削
る
。 

第
五
条
の
四
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
規
則
」
を
「
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
及
び
第
二
号
」
を
削
り
、
「
前
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
、
「
前
項
第
四
号
及
び
第
五

号
」
を
「
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
ト
ま
で
」
を
「
チ
ま
で
」
に
改
め
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、

ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ニ 

下
水
道
事
業
職
員 

第
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
前
号
ト
」
を
「
前
号
チ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
職
員
」
を
「
役

職
員
」
に
改
め
る
。 

第
九
条
第
一
項
中
「
規
則
」
を
「
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。 



第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
「
週
休
日
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
条
例
第
七

条
の
二
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代

休
時
間
（
次
号
に
お
い
て
「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
週

休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
一
大
学
職
給
料
表
の
項
を
削
り
、
同
表
備
考
第
一
項
中
「
、
大
学
職
給
料
表
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
一
一
九 

 
 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

知
事
及 

び
会
計 

管
理
者 

     

議
会
事
務
局 

    

機
関 

本
庁 

     

部
長 

知
事
室
長 

会
計
管
理
者 

改
革
政
策
局
長 

地
域
政
策
局
長 

税
務
局
長 

契
約
局
長 

食
品
安
全
局
長 

副
部
長 

参
事 

特
別
参
与 

報
道
長 

総
合
調
整
幹 

尐
子
化
対
策
局
長 

課
（
所
）
長 

調
整
幹 

政
策
幹 

行
政
監
察
幹 

技
術
評
価
幹 

危
機
対
策
幹 

主
席
協
同
組
合
検
査
員 

部
の
副
参
事 

副
報
道
長 

副
総
合
調
整
幹 

副
課
（
所
・
室
）
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
又
は
秘
書
事

務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

出
納
審
査
幹 

主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
又
は
秘
書
事
務
を
所
掌
す
る 

事
務
局
長 

副
事
務
局
長 

参
事 

課
（
室
）
長 

総
務
課
の
主
幹
及
び
主
査
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌

す
る
も
の
に
限
る
。
） 

秘
書
課
の
主
幹
及
び
主
査 

職 



 

地
域 

機
関 

 

産
業
技
術 

総
合
セ
ン 

タ
ー 

精
神
保
健 

福
祉
セ
ン 

タ
ー 

 

総
合
リ
ハ 

ビ
リ
テ
ー 

シ
ョ
ン
セ 

ン
タ
ー 

環
境
科
学 

国
際
セ
ン 

タ
ー 

県
営
競
技 

事
務
所 

地
域
振
興 

セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

副
セ
ン
タ
ー
長 

室
長 

セ
ン
タ
ー
長 

副
セ
ン
タ
ー
長 

管
理
業
務
部
長 

セ
ン
タ
ー
長 

局
長 

副
局
長 

医
療
安
全
管
理
幹 

管
理
・
業
務
部
長 

担
当
課
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
の
企
画
を
所
掌
す
る
も
の

に
限
る
。
） 

総
長 

事
務
局
長 

研
究
所
長 

室
長 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

所
長 

副
所
長 

主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

所
長 

副
所
長 

地
域
防
災
幹 

東
松
山
事
務
所
長 

本
庄
事
務
所
長 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

も
の
に
限
る
。
） 

総
合
調
整
幹
付
、
秘
書
課
、
人
事
課
、
文
書
課
及
び
財
政
課
の 

主
幹 

部
及
び
会
計
管
理
者
の
補
助
組
織
の
主
管
課
及
び
秘
書
課
の
主

査
（
課
の
庶
務
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

秘
書
課
の
主
査
及
び
主
任
（
秘
書
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

人
事
課
の
主
査
、
主
任
及
び
主
事
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務

の
企
画
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

改
革
推
進
課
の
主
査
、
主
任
及
び
主
事
（
労
働
関
係
に
関
す
る

事
務
の
企
画
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

文
書
課
の
主
査
（
法
規
審
査
又
は
訴
訟
等
に
関
す
る
事
務
を
所

掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

財
政
課
の
主
査 

税
務
課
の
主
査
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
の
企
画
を
所
掌
す

る
も
の
に
限
る
。
） 

管
財
課
の
主
査
（
庁
中
取
締
り
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も

の
に
限
る
。
） 

企
画
総
務
課
、
広
聴
広
報
課
、
危
機
管
理
課
、
環
境
政
策
課
、

福
祉
政
策
課
、
保
健
医
療
政
策
課
、
産
業
労
働
政
策
課
、
農
業

政
策
課
、
県
土
整
備
政
策
課
、
都
市
整
備
政
策
課
及
び
出
納
総

務
課
の
主
査
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
の
企
画
を
所
掌
す
る

も
の
に
限
る
。
） 

出
納
総
務
課
の
主
査
（
支
出
負
担
行
為
に
関
す
る
事
前
審
査
に

関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

会
計
管
理
課
の
主
査
（
歳
計
現
金
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
所

掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 



                                  

教
育
委 

員
会 

 

教
育
局 

 

本
局 

そ
の
他
の 

地
域
機
関 

総
合
技
術 

セ
ン
タ
ー 

農
林
総
合 

研
究
セ
ン 

タ
ー 

 

教
育
長 

副
教
育
長 

部
長 

副
部
長 

参
事 

課
長 

報
道
幹 

学
校
管
理
幹 

学
校
評
価
幹 

教
育
指
導
幹 

副
参
事 

副
課
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
、
秘
書
事
務
又
は
教
育
政
策

の
企
画
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

総
務
幹 

調
整
幹 

管
理
主
幹 

主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
、
秘
書
事
務
又
は
教
育
政
策
の

企
画
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

主
任
管
理
主
事 

管
理
主
事 

総
務
課
の
主
査
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
、
秘
書
事
務
又
は
法

規
審
査
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
主

任
、
主
事
及
び
専
門
員
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
の
企
画
を
所

掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

教
育
政
策
課
の
主
査 

財
務
課
の
主
査
（
予
算
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

教
職
員
課
の
主
査
、
主
任
、
主
事
及
び
専
門
員
（
労
働
関
係
に
関

す
る
事
務
の
企
画
又
は
訴
訟
等
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の

に
限
る
。
） 

県
立
学
校
人
事
課
及
び
小
中
学
校
人
事
課
の
主
査
（
労
働
関
係
に 

機
関
の
長 

支
所
長 

副
所
長 

副
園
長 

副
館
長 

副
校
長 

次
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

部
長
及
び
担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も

の
に
限
る
。
） 

課
長
及
び
担
当
課
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も

の
に
限
る
。
） 

所
長 

技
術
指
導
幹 

総
合
技
術
幹 

主
席
工
事
検
査
員 

主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

所
長 

副
所
長 

研
究
所
長 

畜
産
研
究
所
長 

森
林
・
緑
化
研
究
所
長 

総
務
部
長 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

北
部
研
究
所
長 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 



                               

備
考 

 
 

１ 

こ
の
表
中
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
職
は
、
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ 

 
 

か
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
条
例
、
規
則
又
は
規
程
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

収
用
委
員
会
事
務
局 

選
挙
管
理
委
員
会 

労
働
委
員
会
事
務
局 

人
事
委
員
会
事
務
局 

監
査
事
務
局 

 
 

そ
の
他
の 

教
育
機
関 

（
支
所
を 

含
む
。
） 

学
校 

教
育
事
務 

所 

 

事
務
局
長 

副
事
務
局
長 

書
記
長 

書
記
長
補
佐 

事
務
局
長 

参
事 

副
事
務
局
長 

課
長 

主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

事
務
局
長 

参
事 

副
事
務
局
長 

課
長 

副
課
長 

主
幹 

主
査 

主
任 

事
務
局
長 

副
事
務
局
長 

課
長 

主
席
監
査
員 

主
任
監
査
員
及
び
監
査
員
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す

る
も
の
に
限
る
。
） 

機
関
の
長 

副
所
長
、
副
館
長
、
教
育
主
幹
及
び
担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関

す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

校
長 

副
校
長 

教
頭 

事
務
局
長 

事
務
局
次
長 

事
務
部
長 

事
務
室
長 

事
務
長 

所
長 

副
所
長 

室
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

主
席
管
理
主
事 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

主
任
管
理
主
事 

管
理
主
事 

担
当
課
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限

る
。
） 

関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
主
任
、
主
事

及
び
専
門
員
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
の
企
画
を
所
掌
す
る
も

の
に
限
る
。
） 



 
 

一 

埼
玉
県
議
会
事
務
局
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
） 

 
 

二 

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
） 

 
 

三 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
） 

 
 

四 
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
） 

 
 

五 
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
） 

 
 

六 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
） 

 
 

七 

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
） 

 
 

 
 

八 

埼
玉
県
立
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八 

 
 

 

号
） 

 
 

 
 

九 
 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
九
号
） 

 
 
 
 

十 
 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
） 

 
 
 
 

十
一 

 

埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
） 

 
 
 
 

十
二 

 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号
） 

 
 
 
 

十
三 

 

埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
） 

 
 
 
 

十
四 

 

埼
玉
県
立
文
書
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
） 

 
 

十
五 

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
） 

 
 
 

十
六 

 

埼
玉
県
立
武
道
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
） 

 
 

十
七 

埼
玉
県
監
査
事
務
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号
） 

 
 

十
八 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則 

 
 

 
 

 
 

 

一
―
一
三
） 

 
 

十
九 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
二 

 
 

 

号
） 

 
 

二
十 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号
） 

 
 

二
十
一 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
十
五
号
） 

 

２ 

こ
の
表
中
「
労
働
関
係
」
と
は
、
人
事
、
給
与
、
服
務
、
職
員
定
数
、
行
政
組
織
又
は
職
員
団
体
に
関
す 

 
 

る
も
の
を
い
う
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



規 
 

則 

 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
三
―
三
八 

 
 

 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
八
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
） 

第
四
条
の
二 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。）

第
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
係
る
月
（
次
項
に
お

い
て
「
六
十
時
間
超
過
月
」
と
い
う
。）
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
を
起
算
日
と
す
る
二
月
後

の
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。 

２ 

任
命
権
者
は
、
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
（
同
項

に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
前
項

に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
（
職
員
の
休
日
（
条
例
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職

員
の
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
代
休
日
（
条
例
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の

う
ち
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
よ
う
と
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る

六
十
時
間
超
過
月
に
お
け
る
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
（
以

下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
六
十
時
間
超
過
時
間
」
と
い
う
。）
の
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
時
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間
（
次
号
に
掲
げ
る
時
間

を
除
く
。）
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
に

係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
二
十
五
を

乗
じ
て
得
た
時
間
数 

 

二 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
十
五
条
（
同

条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読



み
替
え
ら
れ
た
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
七
時
間

四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間

超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

 

 

三 
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間 

当
該
時
間
に
該
当
す

る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
は
、
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分
（
年
次
休
暇
の
時

間
に
連
続
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
次
休
暇
の
時

間
の
時
間
数
と
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
時
間
数
を
合
計
し
た
時
間
数
が
四
時
間
又
は

七
時
間
四
十
五
分
と
な
る
時
間
）
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

任
命
権
者
は
、
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た

勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定

す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
の
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す

る
勤
務
時
間
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
が
、
業
務
の
運
営
並

び
に
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

５ 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い
旨
申
し

出
た
場
合
に
は
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

６ 

任
命
権
者
は
、
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
六
十
時
間
超
過
時
間
の
勤
務

を
し
た
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
に
特
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
前

項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
職
員
に
対
し
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
任
命
権
者
が
委
員
会
と
協

議
し
て
定
め
る
。 

第
五
条
第
一
項
中
「
職
員
の
休
日
の
代
休
日
（
以
下
「
代
休
日
」
と
い
う
。）」
を
「
代
休
日
」

に
改
め
、「（
条
例
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、

「
勤
務
日
等
（
」
の
下
に
「
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が

指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
」
を
加
え
る
。 

第
八
条
中
「（
半
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）」
を
削
る
。 

第
九
条
第
一
項
中
「
職
員
の
休
日
又
は
」
を
「
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
割
り

振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
（
以
下

「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
」
と
い
う
。）、
職
員
の
休
日
又
は
」
に
改
め
、「
当
該
週
休
日
」

の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第

四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
三
十
分
」
を
「
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
次
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。 

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
中
「
週
休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定

日
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本

庁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

域

機

関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
緊
急
経
済
対
策
本
部 

 
 

 

 

埼
玉
県
緊
急
経
済
対
策
本
部
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
緊
急
経
済
対
策
本
部
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
緊
急
経
済
対
策
本
部
設
置
規
程
（
平
成
十
年
埼
玉
県
訓
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
中
「
病
院
事
業
管
理
者
」
の
下
に
「
、
下
水
道
事
業
管
理
者
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

       

埼
玉
県
訓
令
第
三
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 

域 

機 

関 

 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
訓
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
項
中
「
企
業
局
」
の
下
に
「
、
下
水
道
局
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

         

埼
玉
県
訓
令
第
四
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地

域

機

関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を
「（
休
日
、
時
間
外
等
勤
務
命
令
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
週

休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
休
日
・
時

間
外
勤
務
命
令
簿
」
を
「
休
日
・
時
間
外
等
勤
務
命
令
簿
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
、
第
百
九
十
二
条
及
び
第
百
九
十
六
条
」
を
「
及
び
第
百
九
十
二
条
」

に
改
め
、「（
助
教
を
除
く
。）」
を
削
る
。 

 

様
式
第
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                

埼
玉
県
訓
令
第
五
号



 
 

                                 

様式第17号（第２１条関係）

備考　命令欄の職名等は、適宜変更又は増減できること。

休日・時間外等勤務命令簿
職名 氏名

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

・ ・・

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分から

　時間　　分

　　　時　　分まで

・ ・ ・

　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分

　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から 　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から
・ ・ ・ ・ ・・ ・・

　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分
　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から

・ ・
　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

・

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

・ ・・

　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

・
　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

・ ・ ・ ・
・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・
　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

勤務区分

勤務の内容

+25(125)

休日
勤務

時間外勤

務代休時

間の勤務

時間外勤務
印 備考

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

60H前
　時間　　分

・

開始時刻
うち休憩時間

命令時間 命令時間（変更）
開始時刻

うち休憩時間

終了時刻

命　　　　令
命令（変更）

・

　時間　　分

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

・

決裁権者

終了時刻

　時間　　分

　時間　　分

・

　時間　　分

勤務命令年月日

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

・

　時間　　分

100/100 125/100 135/100

　時間　　分

・

160/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

・

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

150/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

+50(100) +15(135)

・

　時間　　分

・

　時間　　分 　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

+50(125) +25(150) +15(160)

175/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

 



 
 
 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

訓 
 

令 

 

         

本 
 
 
 
 
 
 
 

庁 
 
 
 

地 
  

域 
 

機 
  

関 
 
 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局  

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局  

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

 
 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
企
業
立
地
課
の
項
を
削
り
、
就
業
支
援
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      
 

別
表
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

     

別
表
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「 
 
 

」
、
「 

」及
び「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」

を
「 

 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
表
中
県
立
大
学
の
項
を
削
り
、
高
等
看
護
学
院
の
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

     

 
 

 
上
に
同
じ
。
 

消
費
生

活
支
援

セ
ン
タ

ー
 

若
年
者
の

就
業
相
談

の
業
務
に

従
事
す
る

職
員
 

上
に
同
じ
。
 上
に
同
じ
。
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 

高
等
看

護
学
院
 

全
職
員
 
１
週
間
に
つ

き
３
８
時
間

４
５
分
。
た

だ
し
、
週
休

の
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 

全
職
員
 

８
時
間
４
５
分
 

４
週
間
を
平
均
し
て
１
週
間
に
つ
い
て
３
 

４
週
間
に
つ
い
て
８
日
と
し
、
業
務
の
実
情
に
応
じ
所
属
長
が
定
め
る
。
 

上
に
同
じ
。
 

就
業
支

援
課
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 

埼
玉
県
訓
令
第
六
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

別
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

       
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

日
の
振
替
を

行
う
場
合

は
、
４
週
間

を
平
均
し
て

１
週
間
に
つ

い
て
３
８
時

間
４
５
分
 

農
林
総

合
研
究

セ
ン
タ

ー
 

 

畜
産
業
務

に
従
事
す

る
職
員
 

４
週
間
を
平

均
し
て
１
週

間
に
つ
い
て

３
８
時
間
４

５
分
 

上
に
同
じ
。
 
４
週
間
に
つ
い

て
８
日
と
し
、

業
務
の
実
情
に

応
じ
所
属
長
が

定
め
る
。
 

上
に
同
じ
。
 



 
 

 
 

 
 

訓 
 

令 

 

         

本 
 
 
 
 
 
 
 

庁 
 
 
 

地 
  

域 
 

機 
  

関 
 
 
 

 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

 
 
 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

          
 
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

農
林
総

合
研
究

セ
ン
タ

ー
 

 

畜
産
業
務

に
従
事
す

る
職
員
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
勤
務
時
間
が

７
時
間
４
５

分
の
場
合
は

１
時
間
又
は

４
５
分
と
し
、

そ
の
時
限
は
、

業
務
の
実
情

に
応
じ
所
属

長
が
定
め
る
。
 

埼
玉
県
訓
令
第
七
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 

域 

機 

関 

 

職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

別
表
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同

表
第
十
五
号
中
「
自
動
車
公
害
監
察
業
務
」
を
「
自
動
車
公
害
対
策
業
務
」
に
改
め
、
同
号
を
同

表
第
十
四
号
と
し
、
同
表
第
十
六
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
第
四

十
号
中
「
食
品
監
視
業
務
、
特
定
建
築
物
監
視
業
務
」
を
「
特
定
建
築
物
監
視
業
務
、
食
品
監
視

業
務
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
九
号
と
し
、
同
表
中
第
四
十
一
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
五
十
一
号
を
削
り
、
第
五
十
二
号
を
第
五
十
号
と
し
、
第
五
十
三
号
か 

ら
第
五
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
第
五
十
七
号
中 

 
防 
 

 
 

寒 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

衣 

一 

四 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
同
号
を
同 

 

表
第
五
十
五
号
と
し
、
同
表
第
五
十
八
号
か
ら
第
六
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表 

第
六
十
二
号
中 

 

白 
 

 
 

 
 

 
 

 

衣 

一 

一 
 

を 
 

白 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

衣 

一 

二 
 

に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
六
十
号
と
し
、
同
表
第
六
十
三
号
か
ら
第
七
十 

二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「 

」 

 

防 
 

 
 

寒 
 

 
 

衣 

一 

四 

 

雨 
 

 
 

 
 

 
 

 

衣 

一 

三 

 「 

」 

「 

」 

「 

」 

埼
玉
県
訓
令
第
八
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本

庁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

域

機

関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

労

働

委

員

会

事

務

局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

収

用

委

員

会

事

務

局 

 

埼
玉
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
四
号
（
一
）
及
び
様
式
第
四
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
訓
令
第
九
号



様式第４号（１）（第２１条関係）                                   

診 断 書          

                                        埼玉県職員健康審査会  

 所 属 所   職  名  

 氏  名   性   別 男 ・ 女 

 住  所   生年月日     年  月  日（  歳） 

       病   名    発病年月 発見方法（注３） 

 

 

ＩＣＤ10カテゴリー：Ｆ－（   .   ) 

 ※精神に係る疾患の場合のみ記入（注２） 

    年   月  

 

 

 

       既 往 症           発病年月 治療期間 

 

 

     年    月 

 

  年  月 ～  年  月 

 

 

 

発病以来の 

症状及び経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

治 

 

療 

 

経 

 

過 

 

 

医療を受けたこと  有・無 

入院したこと  有・無 

入 院 し て いる・いない 

主 要 検 査 成 績 

年月日 項目 成績 

   

 

 

 現在の症状 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

 特に問題と 

 なる点 

 

 

 療養・休養 

 期間 

 

     向後          か月の間 

将来の見込

み（療養・休養

及び勤務に関す

る意見も記入） 

 

   上記のとおり診断します。   

        年  月  日 

                           所 在 地                               

                                         医療機関名                               

                                               医師の氏名                           印 

   

注１ 太枠内は、所属であらかじめ記入してください。    

注２ 病名と ICD10 カテゴリーとは整合させてください。 

注３ ｢発見方法｣欄は、精神に係る疾患の場合、｢受診に至つた経路・動機｣を記入してください。 

注４ 復職の場合は、「将来の見込み」欄に「○年○月○日から復職可能」と記入してください。 



様式第４号（２）（第２１条関係）            

診 断 書          

（結核性疾患用）                                埼玉県職員健康審査会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所 属 所       職  名  

 氏  名   性   別      男 ・ 女 

 住  所   生年月日     年  月  日（  歳） 

       病   名 発病年月      発見方法      

 

 

    年  月 

 

 

 

       既 往 症    発病年月      治療期間      

 

 

    年    月 

 

  年  月 ～  年  月 

 

  最終ツベルクリン反応   陰性   陽性   強陽性  （    年  月 実施） 

  クォンティフェロン検査     陰性   擬陽性  陽性   （    年  月 実施） 

    Ｂ Ｃ Ｇ 接 種              なし    有り        （    年  月 接種） 

 

 

現在までの

治 療 経 過      

 

入院治療    年  月  日～   年  月 日 

通院治療       年  月  日～   年  月 日 

抗結核薬 

 

 

 

結核菌検査（喀
か く

痰
た ん

・その他） 

 年月日 方 法(注２) 成 績 

   

   

   

   

   

 

 

現在の所見 

 

 

レントゲン所見 

 

 

    (    年 月 日)   (    年 月 日)   (    年 月 日) 

その他の所見 

特に問題と

なる点 

 

 

療養・休養 

期間 

 

     向後          か月の間 

将来の見込

み(療養・休養及

び勤務に関する

意見も記入) 

 

 

 

 

  上記のとおり診断します。   

        年  月  日 

                           所 在 地                             

                                         医療機関名                               

                                               医師の氏名                           印 

 注１ 太枠内は、所属であらかじめ記入してください。 

 注２ 検体（喀痰
か く た ん

等）と方法（塗
と

沫
ま つ

等）について、記入してください。 

 注３ 復職の場合は、「将来の見込み」欄に「○年○月○日から復職可能」と記入してださい。 



 
 

 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

訓

令

本

庁

地

域

機

関

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第

四
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
様
式
第
十
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
埼

玉
県
報
に
登
載
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
第
六
条

第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
様
式
第
十
一
号
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
発
送
す
る
場
合
に
お
い
て
」
を
「
発
送
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
」
に
、
「
当
該
発
送
す
る
」
を
「
発
送
す
る
文
書
等
に
当
該
」
に
、
「
主
務
課
の
」
を
「
添

え
て
主
務
課
の
」
に
、
「
に
提
示
し
、
文
案
の
余
白
に
様
式
第
十
号
の
主
務
課
発
送
印
の
押
印
」

を
「
の
確
認
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
様
式
第
十
一
号
」
を
「
様
式
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
中
「
当
該
発
送
す
る
」
を
「
発
送
す
る
文
書
等
に
当
該
」
に
改
め
、
「
決
裁
文
書

を
」
の
下
に
「
添
え
て
」
を
加
え
、
「
に
提
示
し
、
文
案
の
余
白
に
主
務
課
発
送
印
の
押
印
」
を

「
の
確
認
」
に
改
め
る
。

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
中

青
空
再
生
課

青
空

を

大
気
環
境
課

大
環

に
、

高
齢
者
福
祉
課

高
福

を

高
齢
介
護
課

高

介

に
改
め
、
同
表
介
護
保
険
課
の
項
を
削
り
、
同
表
中

福
祉
施
設
監
査
課

福
監

を

福
祉
監
査
課

福
祉
監

に
改
め
、
同
表
下
水
道
課
の
項
及
び
開
発
指
導
課
の
項
を
削
る
。

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
中
埼
玉
県
北
足
立
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
か
ら
埼
玉
県
埼

北
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
ま
で
を
削
り
、
埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所
の
項
か
ら
埼
玉
県
所
沢
保

埼
玉
県
秩
父
福
祉
事
務
所

埼
玉
県
北
部
福
祉
事
務
所

埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務
所

埼
玉
県
東
部
中
央
福
祉
事
務
所

秩
福

北
福

西
福

東
中
福

埼
玉
県
訓
令
第
十
号



健
所
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
埼
玉
県
秩
父
保
健
所
の
項
か
ら
埼
玉
県
幸
手
保
健
所
の
項
ま
で
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
埼
玉
県
立
大
学
の
項
、
埼
玉
県
伊
奈
新
都
市
建
設
事
務
所
の
項
及
び

埼
玉
県
荒
川
左
岸
南
部
下
水
道
事
務
所
の
項
か
ら
埼
玉
県
中
川
下
水
道
事
務
所
の
項
ま
で
を
削

る
。様

式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
鴻
巣
保
健
所

埼
玉
県
草
加
保
健
所

埼
玉
県
春
日
部
保
健
所

鴻
保

草
保

春
保

埼
玉
県
秩
父
保
健
所

埼
玉
県
本
庄
保
健
所

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所

埼
玉
県
幸
手
保
健
所

埼
玉
県
加
須
保
健
所

埼
玉
県
狭
山
保
健
所

埼
玉
県
坂
戸
保
健
所

秩
保

本
保

熊
保

幸
保

加
保

狭
保

坂
保



様式第１０号（第２８条関係）

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課

埼玉県訓令 公 布

件

名

令達先

主務課



様
式
第
十
二
号
を
削
り
、
様
式
第
十
一
号
を
様
式
第
十
二
号
と
し
、
様
式
第
十
号
の
次
に
次
の

一
様
式
を
加
え
る
。



様式第１１号（第２８条関係）

告示番号 件 名
告 示

年 月 日

定期、号

外 の 別

発 送

年 月 日
備 考

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日

第 号

年

月 日

定 期

号 外

年

月 日



附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

埼
玉
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
二
項
中
「
者
は
」
の
下
に
「
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平

成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
り
管
理
者
又
は
責
任
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
い
と
き
は
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
埼
玉
県
県
税
事
務
所
長
印
の
項
中
「

」
を
「

 

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
印
の
項
中
「

 

 

」
を
「

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
福
祉
保
 

健
総
合
セ
ン
タ
 

ー
所
長
印
 

「 

」 

埼
玉
県
 

福
祉
事
務
 

所
長
印
 

「 

」 

埼
玉
県
訓
令
第
十
一
号



訓 
 

令 

 

環

境

部 

埼
玉
県
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会 

 

埼
玉
県
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
規
程
の 

 

 
 

 

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
規
程
（
平
成

五
年
埼
玉
県
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

令
達
先
中
「
環
境
防
災
部
」
を
「
環
境
部
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
「
七
十
一
人
」
を
「
五
十
五
人
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
」
を
「
同
法
」

に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
「
環
境
防
災
部
青
空
再
生
課
」
を
「
環
境
部
大
気
環
境
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
十
二
号



訓 
 

令 

                          
 

 
 

 
 

 
 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庁 
 

 
 

                         
 

 
 

 
 

 
 

地 
  

 

域 
 

 

機  
 

 

関 
 

 
 

                         
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
雇
用
・
中
小
企
業
対
策
本
部 

 
 

 

  

埼
玉
県
雇
用
・
中
小
企
業
対
策
本
部
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
雇
用
・
中
小
企
業
対
策
本
部
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
雇
用
・
中
小
企
業
対
策
本
部
設
置
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
中
「
病
院
事
業
管
理
者
」
の
下
に
「
、
下
水
道
事
業
管
理
者
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
十
三
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農  
 

林  
 

部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

 

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 

「
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

 
 

 
 

農

林

事

務

所
」 

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
検
査
の
方
法
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
現

金
、
有
価
証
券
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
及
び
当
該
組
合
の
役
員
又
は
職
員
か
ら
の

説
明
の
聴
取
に
よ
り
」
を
加
え
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、「
身
分
証
明
書
」
の
下
に
「
及

び
様
式
第
二
号
の
検
査
命
令
書
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
条
中
「
身
分
証
明
書
」
の
下
に
「
及
び
検
査
命
令
書
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次

の
一
様
式
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
番
 
 
 
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 

 
検
査
命
令
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職
 
 
名
 
 
氏
 
 
名
 

  
農
業
災
害
補
償
法
第
１
４
２
条
の
 
の
規
定
に
基
づ
き
、
 
 
 
 
農
業
共
済
組
合

の
検
査
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
命
ず
る
。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
埼
玉
県
知
事
 
 
氏
 
 
名
 
 
□印
 

 

様
式
第
２
号
（
第
９
条
関
係
）
 

埼
玉
県
訓
令
第
十
四
号



 

訓 
 

令 

埼

玉

県 
埼

玉

県

公

営

企

業 

埼

玉

県

病

院

事

業
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼

玉

県

警

察

本

部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                

 
   

本

庁 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

企

業

局 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼

玉

県

病

院

局 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

教

育

局 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

県

立

教

育

機

関 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼
玉
県
警
察
本
部 

 

埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

知

事 

上 

田 

清 

司 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 
樋 

口 

和 

男 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 
和 

 
 

肇 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

警

察

本

部

長 

松 

本 

治 
男 

     

埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
  

 

埼

玉

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

公

営

企

業 

埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
設
置
規
程
（
平
成
十
六
年
埼

玉

県

病

院

事

業
訓
令
第
一
号
）
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

警

察

本

部 

廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



 

訓 
 

令 

埼

玉

県 
埼

玉

県

公

営

企

業 

埼

玉

県

病

院

事

業 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼

玉

県

警

察

本

部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                

 
   

本

庁 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

企

業

局 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼

玉

県

病

院

局 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼
玉
県
下
水
道
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼

玉

県

教

育

局 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

県

立

教

育

機

関 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

埼
玉
県
警
察
本
部 

 

埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
設
置
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

知

事 

上 
田 

清 

司 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 
和 

男 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 
肇 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

警

察

本

部

長 

松 

本 

治 

男 

     

埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
設
置
規
程 

 

（
設
置
） 

第
一
条 

県
民
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
故
等
（
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
災
害
を
除
く
。
）
、

県
民
の
生
活
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
案
又
は
県
の
産
業
若
し
く
は
経
済
に
重
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
事
案
（
以
下
「
危
機
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
埼
玉
県
危
機
対
策
本
部
（
以
下
「
本

部
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
二
条 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
所
掌
す
る
。 

 

一 

危
機
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
基
本
方
針
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二 

被
害
者
の
救
助
、
医
療
救
護
、
防
疫
、
公
共
施
設
の
復
旧
等
の
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。 

訓
令
第
一
号 



 

 

三 

そ
の
他
危
機
の
発
生
の
防
御
又
は
被
害
の
拡
大
の
防
止
に
関
す
る
こ
と
。 

 
（
本
部
長
、
副
本
部
長
及
び
本
部
員
） 

第
三
条 

本
部
に
、
危
機
対
策
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。
）
、
危
機
対
策
副
本
部
長 

 

（
以
下
「
副
本
部
長
」
と
い
う
。
）
及
び
危
機
対
策
本
部
員
（
以
下
「
本
部
員
」
と
い
う
。
） 

 

を
置
く
。 

２ 

本
部
長
は
、
知
事
と
す
る
。 

３ 

本
部
長
は
、
本
部
の
事
務
を
統
括
し
、
本
部
を
代
表
す
る
。 

４ 

副
本
部
長
は
、
副
知
事
及
び
危
機
管
理
防
災
部
長
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

５ 

副
本
部
長
は
、
本
部
長
を
補
佐
し
、
本
部
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
副
本
部
長
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
部
長
が
定

め
た
順
序
で
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

６ 

本
部
員
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

７ 

本
部
員
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
、
本
部
の
事
務
に
従
事
す
る
。 

  

（
協
力
要
請
） 

第
四
条 

本
部
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
協
力

を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

（
部
） 

第
五
条 

本
部
長
は
、
第
二
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
部
に
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
部
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
所
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

部
に
、
部
長
及
び
副
部
長
を
置
き
、
本
部
員
そ
の
他
の
職
員
の
う
ち
か
ら
本
部
長
の
指
名
す

る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

３ 

部
長
は
、
部
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 

４ 

副
部
長
は
、
部
長
を
補
佐
し
、
部
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
副
部
長
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
部
長
が
定
め
た
順
序
で
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

 

（
現
地
危
機
対
策
本
部
） 

第
六
条  

本
部
長
は
、
現
地
に
お
い
て
第
二
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
現
地
危
機
対
策
本
部
（
以
下
「
現
地
本
部
」
と
い
う
。
）

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

現
地
本
部
に
、
現
地
危
機
対
策
本
部
長
（
以
下
「
現
地
本
部
長
」
と
い
う
。
）
、
現
地
危
機

対
策
副
本
部
長
及
び
現
地
危
機
対
策
本
部
員
を
置
き
、
副
本
部
長
、
本
部
員
そ
の
他
の
職
員
の

う
ち
か
ら
本
部
長
の
指
名
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

３ 

現
地
本
部
長
は
、
現
地
本
部
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 



 

 

（
活
動
期
間
等
） 

第
七
条 

本
部
長
は
、
危
機
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

危
機
に
係
る
対
策
を
推
進
す
る
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
本
部
を
開
設
し
、

当
該
危
機
が
解
消
し
た
と
認
め
る
と
き
に
閉
鎖
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
庶
務
担
当
課
） 

第
八
条 

本
部
の
庶
務
は
、
危
機
管
理
防
災
部
危
機
管
理
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

（
そ
の
他
） 

第
九
条 

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
本
部
長
が 

 

 

別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
） 

      

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
） 

  

別
表
第
三
（
第
五
条
関
係
） 

        

公
営
企
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
、
下
水
道
事
業
管
理
者
、
教
育
長
、
警
察
本
部
長
、

知
事
室
長
、
企
画
財
政
部
長
、
総
務
部
長
、
県
民
生
活
部
長
、
環
境
部
長
、
福
祉
部
長
、
保

健
医
療
部
長
、
産
業
労
働
部
長
、
農
林
部
長
、
県
土
整
備
部
長
、
都
市
整
備
部
長
、
会
計
管

理
者
、
報
道
長 

 

議
会
事
務
局
長
、
監
査
事
務
局
長
、
人
事
委
員
会
事
務
局
長
、
労
働
委
員
会
事
務
局
長 

報
道
部 

１ 

報
道
提
供
資
料
の
作
成 

２ 

報
道
機
関
へ
の
対
応 

３ 

県
民
等
へ
の
広
報 

渉
外
部 

１ 

国
等
へ
の
要
望 

２ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
調
整 

応
急
対
策
部 

応
急
対
策
の
検
討
及
び
実
施 



訓 
 

令 

埼

玉

県 
埼
玉
県
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本

庁 

地

域

機

関 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生
推
進
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼

玉

県

知

事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 

 
 

 

埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生
推
進
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生
推
進
本
部
設
置
規
程
（
平
成
二
十
年 

  
 

 
 

  
 

 

訓
令
第 



訓 
 

令 

埼

玉

県 
 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本

庁 

地

域

機

関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生
推
進
本
部
設
置
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

知

事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 

 
 

 

埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生
推
進
本
部
設
置
規
程 

（
設
置
） 

第
一
条 

本
県
の
み
ど
り
と
川
の
再
生
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
や
す
く
環
境

に
や
さ
し
い
ゆ
と
り
の
田
園
都
市
埼
玉
を
実
現
す
る
た
め
、
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四

十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
み
ど
り
と
川
の
再
生

推
進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。 

（
所
掌
事
務
） 

第
二
条 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
所
掌
す
る
。 

一 

み
ど
り
と
川
の
再
生
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

み
ど
り
と
川
の
再
生
を
総
合
的
に
図
る
た
め
に
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
施
策
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
。 

三 

そ
の
他
み
ど
り
と
川
の
再
生
の
総
合
的
な
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。 

（
構
成
） 

第
三
条 

本
部
に
、
本
部
長
、
副
本
部
長
及
び
本
部
員
を
置
く
。 

２ 

本
部
長
は
、
知
事
と
す
る
。 

３ 

副
本
部
長
は
、
副
知
事
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

４ 

本
部
員
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

（
協
力
要
請
） 

第
四
条 

本
部
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
協
力

を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
部
会
） 



第
五
条 

本
部
長
は
、
特
定
の
事
項
を
審
議
さ
せ
る
た
め
、
本
部
に
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 
部
会
は
、
本
部
長
が
指
名
す
る
本
部
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

３ 

部
会
に
、
部
会
長
を
置
き
、
本
部
長
が
指
名
す
る
副
本
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
。 

（
会
議
） 

第
六
条 

本
部
の
会
議
は
、
本
部
長
が
招
集
し
、
及
び
主
宰
す
る
。 

２ 

部
会
の
会
議
は
、
部
会
長
が
招
集
し
、
及
び
主
宰
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
会
議
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
議
の
主
宰
者
が
定
め
る
。 

（
庶
務
） 

第
七
条 

本
部
の
庶
務
は
、
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

（
そ
の
他
） 

第
八
条 

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、本
部
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、本
部
長
が
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
） 

   

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
） 

    

公
営
企
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
、
警
察
本
部
長
、
危
機
管
理
防
災
部
長
、
福
祉
部
長
、

保
健
医
療
部
長
、
会
計
管
理
者 

下
水
道
事
業
管
理
者
、
教
育
長
、
知
事
室
長
、
企
画
財
政
部
長
、
総
務
部
長
、
県
民
生
活
部

長
、
環
境
部
長
、
産
業
労
働
部
長
、
農
林
部
長
、
県
土
整
備
部
長
、
都
市
整
備
部
長
、
総
合

調
整
幹
（
本
部
長
が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。） 



訓 
 

令 

埼

玉

県 
埼
玉
県
病
院
事
業 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼
玉
県
警
察
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
警
察
本
部 

 

埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

知

事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 
名 

和 
 

 

肇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 
松 
居 

 
 

和 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

警

察

本

部

長 

松 
本 

治 

男 

 
 

 

埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令 

  

埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程
（
平
成
十
七
年 

 
 

 
 

 
 

 

  

訓
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

  

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

訓
令
第
一
号 

埼

玉

県 

埼
玉
県
病
院
事
業 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼
玉
県
警
察
本
部 



訓 
 

令 

埼

玉

県 
埼

玉

県

公

営

企

業 

埼

玉

県

病

院

事

業 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼

玉

県

警

察

本

部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
企
業
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
下
水
道
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
警
察
本
部 

埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

知

事 

上 
田 

清 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

� 

口 
和 

男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 
肇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼

玉

県

警

察

本

部

長 

松 

本 

治 

男 

 
 

 

埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程 

 

（
設
置
） 

第
一
条 

本
県
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼

玉
県
規
則
第
一
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推

進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
二
条 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
所
掌
す
る
。 

 

一 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
基
本
方
針
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
と
し
て
重
点
的
に
実 

 
 

施
す
べ
き
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 

三 

そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進
に
関 

訓
令
第
二
号 



 
 

し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。 

 
（
本
部
長
、
副
本
部
長
及
び
本
部
員
） 

第
三
条 

本
部
に
、
本
部
長
、
副
本
部
長
及
び
本
部
員
を
置
く
。 

２ 

本
部
長
は
、
知
事
と
す
る
。 

３ 

副
本
部
長
は
、
保
健
医
療
部
を
所
管
す
る
副
知
事
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

４ 

本
部
員
は
、
別
表
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

（
部
会
） 

第
四
条 

本
部
長
は
、
特
定
の
事
項
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
本
部
に
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

部
会
に
部
会
長
及
び
部
員
を
置
き
、
本
部
長
が
指
名
す
る
職
員
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

（
活
動
期
間
） 

第
五
条 

本
部
長
は
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
本
部
を
開
設

し
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
に
本
部
を
閉
鎖
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
庶
務
） 

第
六
条 

本
部
の
庶
務
は
、
保
健
医
療
部
疾
病
対
策
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

（
そ
の
他
） 

第
七
条 

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
本
部
長
が 

 

別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

  

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
（
第
三
条
関
係
） 

 
 

副
知
事
（
保
健
医
療
部
を
所
管
す
る
副
知
事
を
除
く
。
）
、
公
営
企
業
管
理
者
、
病
院
事 

 
 

業
管
理
者
、
下
水
道
事
業
管
理
者
、
教
育
長
、
警
察
本
部
長
、
知
事
室
長
、
企
画
財
政
部 

 
 

長
、
総
務
部
長
、
県
民
生
活
部
長
、
危
機
管
理
防
災
部
長
、
環
境
部
長
、
福
祉
部
長
、
保 

 
 

健
医
療
部
長
、
産
業
労
働
部
長
、
農
林
部
長
、
県
土
整
備
部
長
、
都
市
整
備
部
長
、
報
道 

 
 

長
、
東
京
事
務
所
長 

 



訓

令

埼
玉
県
議
会
訓
令
第
一
号

埼
玉
県
議
会
事
務
局

埼
玉
県
議
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
議
会
議
長

小
谷
野

五

雄

埼
玉
県
議
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
議
会
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
議
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

「

」

「

」

、

「

」

「
、

第
五
条
中

な
つ
印

を

押
印

に
改
め

同
条
第
一
項
中

認
め
た
と
き
は

の
下
に

当
該
決
裁
文
書
の
余
白
に
「
公
印
使
用
」
と
押
印
し
、
認
印
し
た
後
」
を
加
え
る
。

第
八
条
中
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
廃
止
も
」
を
「
廃
止

を
」
に

「
引
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同

、

条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
印
影
の
印
刷
）

第
六
条

公
印
の
印
影
を
印
刷
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
務
局
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

第
十
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
印
の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
埼
玉

県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
号
）
の
例
に
よ
る
。

「

埼
玉

県
議

会
埼

玉
県

同
議

会
副

同
同

別
表
中

副
議

長
印

議
長

印

」

「

埼
玉

県
議

会
埼

玉
県

一
般

を

に
改
め

方
議

会
副

同
27

副
議

長
印

議
長

印
文

書
用

」

る
。様

式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

な
つ

印
数

押
印

数



附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

                
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
教

育
局
○
○

部
○
○

課
（
室
）
長
印

埼
玉
県
教
育
局
 

課
（
室
）
長
印
 

 

方
 
21 

 一
般
文
書
用
 

 

 課
 
 
 
長
 

 

別
表
中 

「

 課
（
室
）
長
 

」
を

「

埼
玉
県
教
育
局
 

課
   長
   印
 

 

方
 
21 

 
埼
玉
県
教

育
局
○
○

部
○
○

課
長
印

 一
般
文
書
用
 

 課
 
 
 
長
 

」
に
改
め
る
。 

 

 課
（
室
）
長
  



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の 

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
中
「
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
九
条
中
「
、
副
室
長
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
一
委
任
事
務
の
欄
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

四 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
時

間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と

し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
表
特
別
支
援
教
育
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

          
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

特別支援教育課 

一 

県
立
特
別

支
援
学
校
の

通
学
区
域
に

関
す
る
事
務

 
 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理

規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
通
学

区
域
を
定
め
る
こ
と
。 

二 

県
立
特
別

支
援
学
校
の

教
育
課
程
に

関
す
る
事
務 

 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理

規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
教
育

課
程
の
編
成
の
報
告
を
受
理
す
る

こ
と
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員

会
教
育
長
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

歴
史
的
資
料
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 
 

 
 

 
 

 

歴
史
的
資
料
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

歴
史
的
資
料
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
「
又
は
病
院
事
業
管
理
者
」
を
「
、
病
院
事
業
管
理
者
又
は
下
水
道
事
業
管

理
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
学
校 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の 

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学 

料
の
減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の 

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第 

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一

号
を
加
え
る
。 

一 

規
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
授
業
料
等
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県 

立 

学 

校 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

島 

村 

和 

男 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

別
表
第
一
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
県
立
蓮
田
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

に
改
め
、
県
立
栗
橋
高
等
学
校
の
項
及
び
県
立
川
本
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
県
立
上
尾
か
し
の
木
特
別
支
援
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    
 

 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

        

県
立
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援
学
校 

 
 

 
 

所 

お 

特 

県
立
菖
蒲
高
等
学
校 

 
 

 
 

菖 
 

 

高 

」 

県
立

田
松
韻
高 

 

 
 
 

等
学
校 

松 

韻 

高 

」 

県
立
北
川 
 

 
 

 
 
 
 

 

県
立
北 

辺
高
等
学
校 

 
 

 
 

北 

川 

高 
 

県
立
栗
橋
北
彩
高
等
学
校 

 
 

 
 

」 

北 

彩 

高 
 」 

県
立
吹
上
高 

 
 

 

吹 
 

 

高 

県
立
吹
上 

 

等
学
校 

 
 

 
 

 

」 

県
立
吹
上
秋
桜
高
等
学
校 

 
 

 
 秋 

桜 

高 

」 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 

 
 

 

訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県

教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
中
「
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
、
副
室
長
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                

別
表
第
一
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

六 

教
育
委
員

会
規
則
及
び

教
育
委
員
会

訓
令
の
制
定

教
育
委
員
会
規

則
及
び
教
育
委
員

会
訓
令
の
制
定
又

は
改
廃
（
法
令
又
は

教
育
委
員
会
規

則
及
び
教
育
委
員

会
訓
令
の
法
令
又

は
条
例
に
よ
り
当

 

一 

県
教
育
行
政

の
基
本
方
針
を

決
定
す
る
こ
と
。 

１ 

教
育
振
興
基
本

計
画
を
定
め
る
こ

と
。 

２ 

教
育
行
政
重
点

施
策
を
定
め
る
こ

と
。 

３ 

主
要
な
新
規
事

業
の
計
画
を
樹
立

し
、
そ
の
実
施
方

針
を
定
め
る
こ

と
。 

 

１ 

県
教
育
行
政
の

運
営
に
関
す
る
基

本
方
針
並
び
に
主

要
な
新
規
事
業
の

計
画
及
び
そ
の
実

施
方
針
に
基
づ

き
、
事
務
の
実
施

計
画
を
定
め
る
こ

と
。 

２ 

主
要
な
も
の
を

除
く
事
業
の
計
画

を
樹
立
し
、
及
び

そ
の
実
施
方
針
を

定
め
る
こ
と
。 

重
要
な
事
務
処
理

の
基
準
、
要
領
等
を
制

定
し
、
改
廃
す
る
こ

と
。 

 



          

別
表
第
一
第
十
三
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

２ 

法
第
四
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
棄
却
又
は
処
分
の
取
消
し

若
し
く
は
変
更
の
決
定
を
行
う
こ
と
。 

 

別
表
第
一
第
十
三
号
教
育
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
、
第
二
項
又
は
第
三
項
本
文
」
及
び
「
、

棄
却
又
は
処
分
の
取
消
し
若
し
く
は
変
更
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
教
育
総
務
部
の
表
総
務
課
の
項
第
二
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中
24
を
25
と

し
、
２
か
ら
23
ま
で
を
３
か
ら
24
ま
で
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

２ 

職
員
の
人
事
に
関
す
る
基
本
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
一
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中

23
を
24
と
し
、
１
か
ら
22
ま
で
を
２
か
ら
23
ま
で
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 １ 

職
員
の
人
事
に
関
す
る
基
本
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
市
町
村
支
援
部
の
表
小
中
学
校
人
事
課
の
項
第
一
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中

22
を
23
と
し
、
１
か
ら
21
ま
で
を
２
か
ら
22
ま
で
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 １ 

負
担
法
第
一
条
に
規
定
す
る
職
員
の
人
事
に
関
す
る
基
本
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
市
町
村
支
援
部
の
表
義
務
教
育
指
導
課
の
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      

六 

教
育
委
員

会
規
則
及
び

教
育
委
員
会

訓
令
の
制
定

又
は
改
廃
を

行
う
こ
と
。 

教
育
委
員
会
規

則
及
び
教
育
委
員

会
訓
令
の
制
定
又

は
改
廃
（
法
令
又
は

条
例
に
よ
り
当
然

必
要
と
す
る
改
廃

そ
の
他
軽
易
な
事

項
に
係
る
改
廃
を

除
く
。
）
を
行
う
こ

と
。 

教
育
委
員
会
規

則
及
び
教
育
委
員

会
訓
令
の
法
令
又

は
条
例
に
よ
り
当

然
必
要
と
す
る
改

廃
そ
の
他
軽
易
な

事
項
に
係
る
改
廃

を
行
う
こ
と
。 

 

 

二 

教
科
用
図
書

採
択
地
区
の
設

定
等
を
行
う
こ

と
。 

義
務
教
育
諸
学

校
の
教
科
用
図
書

の
無
償
措
置
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百

八
十
二
号
）
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
教
科
用

 

教
科
書
の
発
行

に
関
す
る
臨
時
措

置
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
三
十

二
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
文
部
科
学
大
臣

の
指
定
す
る
時
期

  



       
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

設
定
等
を
行
う

こ
と
。 

の
無
償
措
置
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百

八
十
二
号
）
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
教
科
用

図
書
採
択
地
区
を

設
定
す
る
こ
と
。 

置
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
三
十

二
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
文
部
科
学
大
臣

の
指
定
す
る
時
期

に
教
科
書
展
示
会

を
開
催
す
る
こ
と
。 

 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
休
日
、
時
間
外
等
勤
務
命
令
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
週

休
日
」
の
下
に
「
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
休
日
・
時

間
外
勤
務
命
令
簿
」
を
「
休
日
・
時
間
外
等
勤
務
命
令
簿
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                   



様式第24号（第２４条関係）

備考　命令欄の職名等は、適宜変更又は増減できること。

　時間　　分

・

+50(125) +25(150) +15(160)

175/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

+50(100) +15(135)

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

150/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

160/100

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

・

・

　時間　　分

・

　時間　　分

100/100 125/100 135/100

　時間　　分

・

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

決裁権者

終了時刻

　時間　　分

　時間　　分

・

　時間　　分

勤務命令年月日

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

　時間　　分

・

命　　　　令
命令（変更）

・

　時間　　分

　時間　　分

・

開始時刻
うち休憩時間

命令時間 命令時間（変更）
開始時刻

うち休憩時間

終了時刻

印 備考

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

60H前
　時間　　分

・
　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

勤務区分

勤務の内容

+25(125)

休日
勤務

時間外勤

務代休時

間の勤務

時間外勤務

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

　　　時　　分まで

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分

・

　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

・ ・ ・ ・ ・
　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

・ ・・

　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

・ ・ ・
　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

・ ・ ・ ・ ・・ ・・

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から

　　　時　　分から
　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで

・ ・ ・

　時間　　分 　時間　　分 　時間　　分

　　　時　　分まで 　　　時　　分まで

・ ・・

　　　時　　分から 　　　時　　分から

　　　時　　分から

休日・時間外等勤務命令簿
職名 氏名

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分まで

　　　時　　分から

 
 

                                 



 
 
 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    



訓 
 

令 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

松 

居 
 

 

和 
 

 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
表
第
九
号
中
「
ゴ
ム
長
靴
」
の
下
に
「
又
は
ズ
ッ
ク
靴
」
を
加
え
、 

 
 

 
 

 
 

 

「
又
は
三
角
布
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 」

 

」 

白
衣 

 
 

 
 

 
 

 

一

一

「

ゴ
ム
長
靴
又
は
ズ
ッ
ク
靴

 

白
衣 

 
 

 
 

 
 

 
 

調
理
帽 

 
 

 
 

 
 

 
  

一 

一 

   

一 

一 

一 

一 

 

「



訓  令 

 

埼玉県警察本部訓令第10号 

埼玉県警察本部長の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

平成22年３月30日 

                  埼玉県警察本部長 松 本 治 男    

埼玉県警察本部長の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用

に関する規程の一部を改正する訓令 

埼玉県警察本部長の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る規程（平成17年埼玉県警察本部訓令第６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条、第４条第２項及び第５条第２項中「県の機関」を「県の機関等」に改め

る。 

   附 則 

この訓令は、平成22年４月１日から施行する。 

 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

香 

川 
 

實 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
三
の
一 

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
12
中

「
第
十
条
第
六
項
」
を
「
第
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
12
を
13
と
し
、
６
か
ら
11
ま
で

を
７
か
ら
12
ま
で
と
し
、
同
欄
５
中
「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
５
を
６
と
し
、
同
欄
４
中
「
第
六
条
第
四
項
」
を
「
第
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
４
を

５
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

４ 

勤
務
時
間
規
則
第
四
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定

の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
場
合
の
協
議
に
応
ず
る
こ
と
。 

別
表
第
四 

課
長
共
通
専
決
事
項
の
欄
18
中
「
代
休
日
」
を
「
休
日
の
代
休
日
及
び
時
間
外
勤

務
代
休
時
間
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
一
号

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年

埼
玉
県
条
例
第
七
十
号
。
以
下
「
設
置
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
に
規
定
す
る
下
水
道
局
（
以

下
「
局
」
と
い
う
。
）
の
組
織
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
流
域
下
水
道
事
業
の
能

率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
課
及
び
そ
の
所
掌
事
務
）

第
二
条

局
に
、
下
水
道
管
理
課
を
置
く
。

２

下
水
道
管
理
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

局
の
事
務
の
企
画
、
調
整
及
び
効
率
化
に
関
す
る
こ
と
。

二

議
会
に
関
す
る
こ
と
。

三

広
聴
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

四

文
書
及
び
公
印
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五

法
規
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

六

下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
及
び
局
長
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

組
織
、
定
数
及
び
職
務
権
限
に
関
す
る
こ
と
。

八

職
員
の
任
免
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
、
分
限
、
懲
戒
、
服
務
、
研
修
、

福
利
厚
生
及
び
そ
の
他
の
身
分
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。

九

職
員
の
人
材
開
発
に
関
す
る
こ
と
。

十

労
働
協
約
そ
の
他
労
働
関
係
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

職
員
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
基
づ
く
職
員
の
児
童
手
当
に
関

す
る
こ
と
。

十
三

位
勲
、
褒
賞
及
び
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

予
算
及
び
経
理
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

決
算
の
調
製
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

業
務
状
況
の
公
表
に
関
す
る
こ
と
。



十
七

資
金
管
理
、
資
金
運
用
及
び
支
払
に
関
す
る
こ
と
。

十
八

資
産
に
関
す
る
事
務
の
統
括
に
関
す
る
こ
と
。

十
九

物
品
に
関
す
る
事
務
の
統
括
に
関
す
る
こ
と
。

二
十

契
約
に
関
す
る
事
務
の
統
括
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
一

出
納
取
扱
金
融
機
関
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二

監
査
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三

流
域
下
水
道
の
計
画
、
建
設
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四

流
域
下
水
道
事
業
負
担
金
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
五

下
水
道
事
務
所
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六

埼
玉
県
下
水
道
公
社
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
流
域
下
水
道
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

（
局
長
等
）

第
三
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
本
庁
の
組
織
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
職
を
置

き
、
そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

組
織

職

職

務

局

局
長

上
司
の
命
を
受
け
、
局
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

契
約
局
長

上
司
の
命
を
受
け
、
入
札
契
約
制
度
の
企
画
調
整
並
び
に

入
札
資
格
審
査
及
び
局
の
建
設
工
事
の
う
ち
特
に
指
定
さ

れ
た
建
設
工
事
並
び
に
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
委

託
に
係
る
入
札
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

総
合
技
術
セ

上
司
の
命
を
受
け
、
建
設
工
事
に
係
る
総
合
評
価
（
技
術

ン
タ
ー
所
長

評
価
幹
が
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
運
営
並
び
に
監

督
及
び
検
査
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

技
術
評
価
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
建
設
工
事
に
係
る

総
合
評
価
の
運
営
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務

を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

課

課
長

上
司
の
命
を
受
け
、
課
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
本
庁
の
組
織
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
職
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ



る
と
お
り
と
す
る
。

組
織

職

職

務

局

副
参
事

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
務
を
処
理
す
る

と
と
も
に
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
局
長
を
助
け
、
職

員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。

総
合
技
術
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
総
合
評
価
等
に
係
る
総
合
調
整
に
関

す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
。

主
席
工
事
検

上
司
の
命
を
受
け
、
工
事
の
監
督
及
び
検
査
の
事
務
に
従

査
員

事
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
務
の
総
轄
の
事
務
に
従
事
す

る
。

副
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
す
る

と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
上
司
を
助
け
、

こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。

副
主
席
工
事

上
司
の
命
を
受
け
、
工
事
の
監
督
及
び
検
査
の
事
務
に
従

検
査
員

事
す
る
と
と
も
に
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、

当
該
事
項
に
つ
い
て
、
主
席
工
事
検
査
員
を
助
け
、
職
員

の
担
任
す
る
事
務
を
監
理
す
る
。

主
任
工
事
検

上
司
の
命
を
受
け
、
工
事
の
監
督
及
び
検
査
の
事
務
に
従

査
員

事
す
る
と
と
も
に
、
主
席
工
事
検
査
員
を
助
け
、
職
員
の

担
任
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。

工
事
検
査
員

上
司
の
命
を
受
け
、
工
事
の
監
督
及
び
検
査
の
事
務
に
従

事
す
る
。

局
付

上
司
の
命
を
受
け
、
局
の
特
定
事
項
に
従
事
す
る
。

局
及
び

主
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、

課

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

主
査

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
の
指
揮
監
督
を
す
る
。

課

副
課
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
す
る

と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
課
長
を
助
け
、

こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。



課
付

上
司
の
命
を
受
け
、
課
の
特
定
事
項
に
従
事
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、
契
約
局
長
に
副
参
事
、
技
術
評
価
幹
、
副

室
長
、
主
幹
又
は
主
査
を
付
け
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
に
総
合
技
術

幹
、
主
席
工
事
検
査
員
、
副
室
長
、
副
主
席
工
事
検
査
員
、
主
幹
、
主
任
工
事
検
査
員
、
主
査

又
は
工
事
検
査
員
を
付
け
る
。

（
主
任
、
主
事
、
技
師
等
）

第
四
条

第
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
課
に
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二

の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、
契
約
局
長
及
び
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

に
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
付
け
る
。

（
職
の
任
命
）

第
五
条

前
二
条
に
規
定
す
る
職
は
、
職
員
の
う
ち
か
ら
管
理
者
が
命
ず
る
。

（
地
域
機
関
の
名
称
等
）

第
六
条

課
の
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
地
域
機
関
と
し
て
下
水
道
事
務
所
を
置
き
、
そ
の
名
称
、

位
置
及
び
分
掌
事
務
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

名

称

位

置

分

掌

事

務

一

荒
川
左
岸
南
部
流
域
下
水
道
事
業
に
係

埼
玉
県
荒
川
左
岸
南

さ
い
た
ま
市

る
用
地
取
得
及
び
工
事
に
関
す
る
こ
と
。

部
下
水
道
事
務
所

二

荒
川
左
岸
南
部
流
域
下
水
道
の
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

一

荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
用

埼
玉
県
荒
川
右
岸
下

和
光
市

地
取
得
及
び
工
事
に
関
す
る
こ
と
。

水
道
事
務
所

二

荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
の
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

一

荒
川
左
岸
北
部
流
域
下
水
道
事
業
、
古

利
根
川
流
域
下
水
道
事
業
、
荒
川
上
流
流

域
下
水
道
事
業
、
市
野
川
流
域
下
水
道
事

埼
玉
県
荒
川
左
岸
北

業
及
び
利
根
川
右
岸
流
域
下
水
道
事
業
に

部
下
水
道
事
務
所

行
田
市

係
る
用
地
取
得
及
び
工
事
に
関
す
る
こ
と
。

二

荒
川
左
岸
北
部
流
域
下
水
道
、
古
利
根

川
流
域
下
水
道
、
荒
川
上
流
流
域
下
水
道
、

市
野
川
流
域
下
水
道
及
び
利
根
川
右
岸
流



域
下
水
道
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

一

中
川
流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
用
地
取

埼
玉
県
中
川
下
水
道

三
郷
市

得
及
び
工
事
に
関
す
る
こ
と
。

事
務
所

二

中
川
流
域
下
水
道
の
管
理
に
関
す
る
こ

と
。

（
所
長
等
）

第
七
条

下
水
道
事
務
所
に
所
長
を
置
く
。

２

所
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
当
該
下
水
道
事
務
所
が
分
掌
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
下
水
道
事
務
所
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
職
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

職

職

務

副
所
長

所
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、
当
該
下
水
道

事
務
所
が
所
掌
す
る
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

担
当
部
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

担
当
課
長

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

所
付

上
司
の
命
を
受
け
、
所
の
特
定
事
務
に
従
事
す
る
。

（
主
任
等
の
規
定
の
準
用
）

第
八
条

第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
地
域
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
四
条
、
第
八
条
関
係
）

職

職

務

主
任

上
司
の
命
を
受
け
、
事
務
又
は
技
術
で
相
当
困
難
な
も
の
に
従
事
す
る
。

主
事

上
司
の
命
を
受
け
、
事
務
に
従
事
す
る
。

技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
技
術
に
従
事
す
る
。

別
表
第
二
（
第
四
条
、
第
八
条
関
係
）

職

職

務



専
門
員

上
司
の
命
を
受
け
、
事
務
又
は
技
術
で
知
識
、
経
験
等
を
必
要
と
す
る

も
の
に
従
事
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
そ
の
他
の

法
令
並
び
に
条
例
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
就
業
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
下
水
道
局
の
職
員
の
う
ち
地
方
公
営
企
業
法
（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
十
五
条
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
を

い
う
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
所
属
長
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。

一

下
水
道
局
長

下
水
道
事
業
管
理
者

二

契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
下
水
道
管
理
課
長
及
び
地
域
機
関
の
長

下
水

道
局
長

三

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
下
水
道

管
理
課
長
及
び
地
域
機
関
の
長

（
勤
務
時
間
）

第
三
条

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
一
週
間
に
つ
い
て
、
三
十
八
時
間
四
十
五
分
と
す
る
。

２

前
項
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
四
十
五
分
間
と
し
た
職
員
の
勤
務

時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

３

所
属
長
は
、
前
項
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
と
し
た
職
員
に
対
し
、
勤
務
時
間
の
開
始
前
に
特
に
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休

業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤

務
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
た
職
員
（
育
児
休
業
法
第
十
七



条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤

務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
承
認
を
受
け
た
育
児
短
時
間
勤
務
の
内
容
（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た

短
時
間
勤
務
の
内
容
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
下
水
道

事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
。

５

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
育
児
休
業
法

第
十
条
第
一
項
の
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
が
定
め
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
勤
務
の

形
態
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
勤
務
形
態
と
す
る
。

一

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

と
し
、
週
休
日
以
外
の
日
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
当
該
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤

務
時
間
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
勤
務
す
る
こ
と
。

二

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
週
休
日
と
し
、
週
休
日
以
外
の
日
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
当
該
職

員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
勤
務
す
る
こ

と
。

三

日
曜
日
及
び
土
曜
日
並
び
に
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
の
う
ち
の
二
日
を
週

休
日
と
し
、
週
休
日
以
外
の
日
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
当
該
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常

の
勤
務
時
間
に
五
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
勤
務
す
る
こ
と
。

四

日
曜
日
及
び
土
曜
日
並
び
に
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
の
う
ち
の
二
日
を
週

休
日
と
し
、
週
休
日
以
外
の
日
の
う
ち
、
二
日
に
つ
い
て
は
一
日
に
つ
き
当
該
職
員
の
一
週

間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
五
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
、
一
日
に
つ
い
て
は
一
日

に
つ
き
当
該
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時

間
勤
務
す
る
こ
と
。

６

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の

六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

と
い
う
。
）
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間

に
つ
き
一
週
間
当
た
り
、
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
管
理
者

が
定
め
る
。

７

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
任
期
付
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週
間
を
超

え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
管
理
者
が
定
め
る
。

８

前
三
項
の
勤
務
時
間
は
、
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
業
務
の
実
情
に
応
じ
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、



当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
）
、
所
属
長
が
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
）

第
四
条

職
員
の
休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
。

２

所
属
長
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を

午
後
零
時
か
ら
四
十
五
分
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
し
た
職

員
の
当
該
勤
務
日
に
お
け
る
休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
か
ら
一
時
間
と
す
る
。

４

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
休

憩
時
間
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
実
情
に
応
じ
、
所
属
長
が
定
め
る
。

５

前
四
項
の
休
憩
時
間
は
、
勤
務
時
間
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
に
お
け
る
勤
務
命
令
）

第
五
条

所
属
長
は
、
職
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対
し
、

前
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
長
は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、
当
該
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
の
時

限
と
は
異
な
る
時
限
を
定
め
て
、
当
該
職
員
に
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
週
休
日
）

第
六
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
所
属
長
は
、
育
児
短
時
間
勤
務

職
員
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
こ
れ
ら
の
日

に
加
え
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
も
の
と
し
、
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加

え
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
週
休
日
の
振
替
）

第
七
条

前
条
に
規
定
す
る
週
休
日
に
お
い
て
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
の
あ
る
場

合
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
「
勤
務
日
」
と
い
う
。
）
を
週
休
日

に
変
更
し
、
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
を
命
ず
る
必
要
の
あ
る
日

に
割
り
振
る
こ
と
（
以
下
「
週
休
日
の
振
替
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
。

２

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
が
前

項
の
週
休
日
の
振
替
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
四
週
間
を
平
均
し
て

一
週
間
に
つ
い
て
第
三
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
で
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
時
間

と
す
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
ほ
か
、
週
休
日
の
振
替
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
に
基
づ
き
行
う
週
休
日
の
振
替
の
例
に
よ
る
。



（
休
日
）

第
八
条

職
員
の
休
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
同
法
に
規
定
す

る
休
日
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

職
員
は
、
職
員
の
休
日
に
は
、
特
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
な
い
限
り
、
正
規
の
勤
務
時
間
に

お
い
て
も
、
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
）

第
九
条

管
理
者
は
、
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手

当
を
支
給
す
べ
き
職
員
に
対
し
て
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に
代
わ
る
措
置
の

対
象
と
な
る
べ
き
時
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」

と
い
う
。
）
と
し
て
、
第
三
条
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次

条
第
一
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一

部
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
は
、
当
該
時
間
外
勤
務
代

休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い

て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
休
日
の
代
休
日
）

第
十
条

管
理
者
は
、
職
員
に
職
員
の
休
日
で
あ
る
勤
務
日
等
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全

部
（
次
項
に
お
い
て
「
職
員
の
休
日
の
全
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
特
に
勤
務
す
る

こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
休
日
前
に
、
当
該
職
員
の
休
日
に
代
わ
る
日
（
次
項

に
お
い
て
「
代
休
日
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
当
該
職
員
の
休
日
後
の
勤
務
日
等
（
職
員
の
休

日
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
を
除

く
。
）
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ
た
職
員
は
、
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
の
休
日
の

全
勤
務
時
間
を
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
休
日
に
は
、
特
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
と

き
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い
事
項
）

第
十
一
条

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
及
び
休
日
の
代
休
日
の
指
定
に
関
し
こ
の
規
程
に
定
め
が
な

い
事
項
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
例
に
よ
る
。

（
休
暇
）

第
十
二
条

職
員
の
休
暇
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
休

暇
の
例
に
よ
る
。

（
部
分
休
業
）



第
十
三
条

管
理
者
は
、
職
員
が
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め

一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
勤
務

し
な
い
こ
と
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

部
分
休
業
の
承
認
は
、
当
該
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
が
産
前
の
休
業
（
前
条
の
規
定
に

基
づ
き
職
員
の
休
暇
に
つ
い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
出
産
の
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
休
暇
の
期
間
の
う
ち
、
出
産
予
定
日
前
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
い
う
。
）
を
始
め
、
若
し
く
は
出
産
し
た
場
合
、
当
該
職
員
が

休
職
若
し
く
は
停
職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
部
分
休
業
に
係
る
子
が
死
亡
し
、
若
し

く
は
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３

管
理
者
は
、
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
が
当
該
部
分
休
業
に
係
る
子
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
場
合
又
は
当
該
部
分
休
業
に
係
る
子
を
当
該
職
員
以
外
の
当
該
子
の
親
が
常
態
と
し
て
養

育
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
部
分
休
業

の
承
認
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

４

職
員
は
、
部
分
休
業
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

（
給
与
）

第
十
四
条

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
旅
費
）

第
十
五
条

職
員
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
二
十
号
）
及
び
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
旅
費
の
例
に
よ
る
。

（
職
員
の
責
務
）

第
十
六
条

職
員
は
、
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
法
令
を
守
り
、
か
つ
、
進
ん
で
災
害
の
防
止
及

び
疾
病
の
予
防
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
健
康
診
断
）

第
十
七
条

職
員
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
一

年
埼
玉
県
訓
令
第
十
三
号
）
に
よ
る
健
康
診
断
の
例
に
よ
る
。

（
安
全
衛
生
推
進
者
）

第
十
八
条

下
水
道
事
務
所
（
埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水

道
事
業
管
理
規
程
第
一
号
）
第
六
条
に
掲
げ
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
、
職
員

の
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
安
全
衛
生
推
進
者
を
置
く
。

（
表
彰
）

第
十
九
条

職
員
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
職
員
表
彰
規
則
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
規
則
第



六
十
四
号
）
に
よ
る
表
彰
の
例
に
よ
る
。

（
服
務
）

第
二
十
条

職
員
の
服
務
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉

県
条
例
第
六
号
）
及
び
埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
に
よ

る
服
務
の
例
に
よ
る
。

（
研
修
）

第
二
十
一
条

職
員
に
対
し
て
は
、
職
員
の
資
質
及
び
教
養
の
向
上
に
よ
る
勤
務
能
率
の
発
揮
及

び
増
進
を
図
る
た
め
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
研
修
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
被
服
の
貸
与
）

第
二
十
二
条

職
員
に
対
し
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
被
服
を
貸
与
す
る
。

（
公
舎
の
使
用
）

第
二
十
三
条

職
員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
舎
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
常
時
勤
務
を
要
す
る
者
以
外
の
も
の
の
就
業
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条

職
員
の
う
ち
常
時
勤
務
を
要
す
る
者
以
外
の
も
の
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及

び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
の
就
業
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
二
十
五
条

こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
三
号

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め

る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
特
例
政
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
調
達
契
約
（
特
例
政
令
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す

る
調
達
契
約
を
い
う
。
）
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
物
品
等
」
、
「
特
定
役
務
」
、
「
一
連
の
調
達
契
約
」
又
は
「
特

定
調
達
契
約
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
例
政
令
第
二
条
又
は
第
四
条
に
規
定
す
る
物
品
等
、
特
定

役
務
、
一
連
の
調
達
契
約
又
は
特
定
調
達
契
約
を
い
う
。

（
競
争
入
札
の
参
加
者
の
資
格
に
関
す
る
審
査
等
）

第
三
条

下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は

第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
者
に
必
要
な
資
格
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
特
定
調
達
契
約
の
締
結
が
見
込
ま
れ
る
と

き
は
、
随
時
に
、
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
申
請
を
ま

っ
て
、
そ
の
者
が
当
該
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
者
又

は
資
格
が
な
い
と
認
め
た
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
の
資

格
を
審
査
し
た
と
き
は
、
当
該
資
格
を
有
す
る
者
の
名
簿
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

３

特
例
政
令
第
四
条
の
公
示
は
、
埼
玉
県
報
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

４

管
理
者
は
、
前
項
の
公
示
に
お
い
て
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
百
六
十
七

条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
資
格
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

調
達
を
す
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
種
類

二

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
の
方
法

三

政
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
資
格



の
有
効
期
間
及
び
当
該
期
間
の
更
新
手
続

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
た
資
格
が
政
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
資
格
と
同
一
で

あ
る
等
の
た
め
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
の
資
格
の
審
査
及
び
名
簿
の
作
成
を
要
し
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
資
格
の
審
査
及
び
名
簿
の
作
成
は
行
わ
ず
、
一
般
競
争
入
札

に
参
加
す
る
者
の
資
格
の
審
査
及
び
名
簿
の
作
成
を
も
っ
て
代
え
る
も
の
と
す
る
。

（
一
般
競
争
入
札
の
公
告
）

第
四
条

特
例
政
令
第
六
条
の
公
告
は
、
一
般
競
争
入
札
の
入
札
期
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
少

な
く
と
も
四
十
日
前
（
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争

入
札
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
日
前
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
期
間
を
十
日
ま
で
に

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
公
告
は
、
埼
玉
県
報
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

４

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程

第
十
七
号
。
以
下
「
財
務
規
程
」
と
い
う
。
）
第
百
七
十
八
条
の
規
定
は
、
特
定
調
達
契
約
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
指
名
競
争
入
札
の
公
示
等
）

第
五
条

特
例
政
令
第
七
条
の
公
示
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
た
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
を
指
名
す
る
場
合
の

基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
公
示
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
基
準
に
基
づ
く
指
名
競
争
入
札
に
お
い

て
指
名
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
（
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
名
さ
れ
る
た
め
に
必
要

な
要
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
公
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

特
定
調
達
契
約
に
係
る
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
競
争
入
札
に
つ
い
て
公
告
又
は
公
示
を
す
る
事
項
）

第
六
条

管
理
者
は
、
第
四
条
第
一
項
の
公
告
又
は
前
条
第
一
項
の
公
示
に
お
い
て
、
当
該
公
告

又
は
公
示
に
係
る
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
契
約
の
手

続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
英
語
に
よ
り
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

調
達
を
す
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

二

入
札
期
日



三

公
告
又
は
公
示
に
係
る
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称

（
公
告
又
は
公
示
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
取
扱
い
）

第
七
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
公
告
を
し
、
又
は
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
特
例
政
令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
後
、
当
該
公
告
又
は
公
示
に
係
る

一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
第
三
条
第
一
項
の
申
請

が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
者
が
政
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
百
六
十

七
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
開
始
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

管
理
者
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
開
札
の
日
時
ま
で
に
、
前
項
の
審
査

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

旨
を
当
該
申
請
を
行
っ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
審
査

の
結
果
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

の
う
ち
か
ら
、
指
名
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
名

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
指
名
す
る
者
に
対
し
、
入
札
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

４

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
第
一
項
の
申
請
を
行
っ
た
者
か
ら
入
札
書
が
第
一
項
又

は
第
二
項
の
審
査
の
終
了
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
開
札
の
時
に
お
い

て
、
一
般
競
争
入
札
の
場
合
に
あ
っ
て
は
政
令
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
資
格

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
指
名
競
争
入
札
の
場
合
に
あ
っ
て
は
前
項
の
規
定
に
よ
り

指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
入
札
書
を
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
郵
便
に
よ
る
入
札
）

第
八
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
郵
便
に
よ
る
入
札
を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
入
札
の
無
効
）

第
九
条

財
務
規
程
第
百
七
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
入

札
書
が
指
定
の
日
時
ま
で
に
指
定
の
場
所
に
到
達
し
な
か
っ
た
も
の
（
財
務
規
程
第
百
七
十
五

条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁

的
記
録
が
指
定
し
た
日
時
に
管
理
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
）
は
無
効
と
す
る
。

（
入
札
説
明
書
の
記
載
事
項
）

第
十
条

特
例
政
令
第
八
条
に
規
定
す
る
入
札
を
行
う
た
め
必
要
な
事
項
と
し
て
定
め
る
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
例
政
令
第
六
条
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
又
は
公
示
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る



事
項
（
特
例
政
令
第
六
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

二

調
達
を
す
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
仕
様
そ
の
他
の
明
細

三

開
札
に
立
ち
会
う
者
に
関
す
る
事
項

四

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

五

契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
再
度
の
入
札
の
通
知
）

第
十
一
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す

る
再
度
の
入
札
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
当
該
入
札
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

（
落
札
決
定
の
通
知
等
）

第
十
二
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
付
し

た
場
合
に
お
い
て
、
落
札
者
を
決
定
し
た
と
き
は
そ
の
旨
、
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に

落
札
金
額
を
、
落
札
者
が
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
速
や
か
に
当
該
入
札
者
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

２

管
理
者
は
、
落
札
者
を
決
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
入
札
者
か
ら

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
が
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
（
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
の
入
札
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
無
効
と

さ
れ
た
理
由
）
を
、
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
に
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
落
札
者
等
の
公
示
）

第
十
三
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
一
般
競
争
入
札
若
し
く
は
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
と
き
、
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
十
二
日
以
内
に
、
埼
玉
県
報
に
よ
り
特
例
政
令
第
十
一
条
の
公
示
を
す

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
公
示
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

落
札
又
は
随
意
契
約
に
係
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

三

落
札
者
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

四

落
札
者
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

五

落
札
金
額
又
は
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

七

一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
特
例
政
令
第
六
条

の
公
告
又
は
特
例
政
令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日

八

随
意
契
約
に
よ
る
場
合
に
は
そ
の
理
由



九

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
競
争
入
札
に
関
す
る
記
録
）

第
十
四
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
付
し

た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
落
札
者
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
、
記
録
を
作
成
し
、
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一

入
札
者
及
び
開
札
に
立
ち
会
っ
た
者
の
氏
名

二

入
札
者
の
申
込
み
に
係
る
価
格

三

落
札
者
の
氏
名
、
落
札
金
額
及
び
落
札
者
の
決
定
の
理
由

四

無
効
と
さ
れ
た
入
札
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
入
札
の
内
容
及
び
無
効
と
さ
れ
た
理
由

五

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
場
合
に
は
、
当
該
通
知
に
関
す
る
事
項

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
随
意
契
約
に
関
す
る
記
録
）

第
十
五
条

管
理
者
は
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
随
意
契
約
に
よ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
随
意

契
約
の
内
容
及
び
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
記
録
を
作
成
し
、
保
管
す

る
も
の
と
す
る
。

（
財
務
規
程
の
読
替
え
）

第
十
六
条

特
定
調
達
契
約
に
つ
き
財
務
規
程
第
二
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
執
行
伺
を
す

る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
請
負
人
選

定
案
」
と
あ
る
の
は
「
指
名
競
争
入
札
執
行
公
示
案
、
請
負
人
選
定
案
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
四
号

埼
玉
県
下
水
道
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
十
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
委
任
及
び
決
裁
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

決
裁

事
案
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
を
い
う
。

二

専
決

事
案
に
つ
い
て
、
常
時
、
管
理
者
又
は
管
理
者
か
ら
事
務
の
委
任
を
受
け
た
者
に

代
わ
っ
て
決
裁
す
る
こ
と
を
い
う
。

三

代
決

事
案
に
つ
い
て
、
管
理
者
、
管
理
者
か
ら
事
務
の
委
任
を
受
け
た
者
又
は
専
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
が
不
在
の
場
合
に
、
臨
時
に
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
わ
っ
て
決
裁
す
る
こ

と
を
い
う
。

（
事
務
の
委
任
）

第
三
条

別
表
第
一
受
任
者
の
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
同
表
委
任
事
務
の
欄
に
掲
げ
る
事
務
を

委
任
す
る
。

（
委
任
事
務
の
処
理
）

第
四
条

管
理
者
か
ら
事
務
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
当
該
委
任
さ
れ
た
事
務
を
処
理
す
る
場
合

に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
事
案
に
つ
い
て

速
や
か
に
上
司
に
報
告
し
、
及
び
そ
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
上
司
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

事
案
の
内
容
が
異
例
で
あ
り
、
又
は
重
要
な
先
例
に
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

事
案
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、
又
は
現
に
紛
議
を
生
じ
、
若
し
く
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

管
理
者
か
ら
事
務
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
案
及
び



委
任
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
あ
ら
か
じ
め
上
司
が
指
定
し
た
も
の
を
処
理
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
そ
の
内
容
を
上
司
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
者
の
決
裁
事
項
）

第
五
条

管
理
者
の
決
裁
す
る
事
項
は
、
別
表
第
二
の
管
理
者
決
裁
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

（
下
水
道
局
長
の
専
決
事
項
）

第
六
条

下
水
道
局
長
（
以
下
「
局
長
」
と
い
う
。
）
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
別
表

第
二
の
局
長
の
専
決
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
管
理
者
が
決
裁
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
項
の
う
ち
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
と
す
る
。

（
契
約
局
長
及
び
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
の
専
決
事
項
）

第
七
条

契
約
局
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
別
表
第
二
の
契
約
局
長
の
専
決
事
項

の
欄
に
掲
げ
る
も
の
及
び
局
長
が
自
己
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
し
た
事
項
と
す
る
。

２

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
別
表
第
二
の
総
合
技
術
セ

ン
タ
ー
所
長
の
専
決
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
及
び
局
長
が
自
己
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
項
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
と
す
る
。

（
課
長
の
専
決
事
項
）

第
八
条

課
長
（
埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理

規
程
第
一
号
。
以
下
、
本
条
及
び
第
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の

課
長
を
い
い
、
副
参
事
、
技
術
評
価
幹
、
総
合
技
術
幹
及
び
主
席
工
事
検
査
員
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
規
程
第
二
条
第
二
項
で
、
第
五
条
の
規
定
に
よ

り
管
理
者
の
決
裁
す
る
事
項
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
局
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、

前
条
各
号
の
規
定
に
よ
り
契
約
局
長
及
び
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
事
項
以
外
の
事
項
と
す
る
。

（
主
幹
等
の
専
決
事
項
）

第
九
条

主
幹
（
副
課
長
、
副
室
長
、
副
主
席
工
事
検
査
員
及
び
主
任
工
事
検
査
員
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
課
長
（
課
に
属
さ
な
い
主
幹
に
あ
っ
て
は
局

長
、
契
約
局
長
付
き
主
幹
に
あ
っ
て
は
契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
付
き
主
幹
に
あ

っ
て
は
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）
が
自
己
の
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
事
項
及
び
専
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
項
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
課
長
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

課
の
内
部
管
理
的
な
事
項

二

軽
易
又
は
定
例
的
な
事
項



三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
局
長
の
承
認
を
得
た
事
項

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
局
長
又
は
契
約
局
長
若
し
く
は
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
が
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

内
部
管
理
的
な
事
項

二

軽
易
又
は
定
例
的
な
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
局
長
又
は
契
約
局
長
若
し
く
は
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長
が
必
要
と
認
め
た
事
項

４

課
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
局
長
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
地
域
機
関
の
長
の
専
決
事
項
）

第
十
条

地
域
機
関
の
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
別
表
第
三
の
専
決
事
項
の
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
類
推
に
よ
る
専
決
）

第
十
一
条

地
域
機
関
の
長
は
、
前
条
の
規
定
に
お
い
て
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
事
案
の
内
容
に
よ
り
専
決
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
に
準
じ
て
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
担
当
部
長
の
専
決
事
項
）

第
十
二
条

地
域
機
関
の
担
当
部
長
（
副
所
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
事
項
は
、
地
域
機
関
の
長
が
、
自
己
の
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
事
項
及
び
専
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
事
項
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
機
関
の
長
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

地
域
機
関
の
内
部
管
理
的
な
事
項

二

軽
易
又
は
定
例
的
な
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
局
長
の
承
認
を
得
た
事
項

３

地
域
機
関
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
局
長

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

（
専
決
の
制
限
）

第
十
三
条

専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
上
司
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
事
案
に
つ
い
て
速
や
か

に
上
司
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
案
の
内
容
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。



二

事
案
の
内
容
が
異
例
で
あ
り
、
又
は
重
要
な
先
例
に
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三

事
案
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、
又
は
現
に
紛
議
を
生
じ
、
若
し
く
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

事
案
に
つ
い
て
特
に
上
司
が
了
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
専
決
の
報
告
）

第
十
四
条

専
決
事
項
の
う
ち
あ
ら
か
じ
め
上
司
が
指
定
し
た
も
の
を
専
決
し
た
者
は
、
速
や
か

に
そ
の
内
容
を
上
司
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
代
決
）

第
十
五
条

管
理
者
の
決
裁
す
る
事
項
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
不
在
の
と
き
は
、
規

程
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
局
長
が
当
該
事
務
を
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

局
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
、
局
長
が
不
在
の
と
き
は
、

課
長
が
当
該
事
務
を
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

課
長
の
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
事
項
及
び
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
係
る
事
案
に

つ
い
て
、
課
長
が
不
在
の
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
順
序
に

従
い
、
こ
れ
を
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

代
決
す
る
事
案
が
、
副
課
長
の
職
務
と
し
て
指
定
さ
れ
た
事
務
の
範
囲
に
あ
る
場
合
は
当

該
副
課
長

二

前
号
に
掲
げ
る
者
が
不
在
の
場
合
は
他
の
副
課
長

三

代
決
す
る
事
案
が
、
あ
ら
か
じ
め
課
長
か
ら
指
定
さ
れ
た
事
務
を
所
管
し
て
い
る
主
幹
（
副

課
長
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
務
の
範
囲
に
あ
る
場
合
は
当

該
主
幹

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
が
不
在
の
場
合
は
他
の
主
幹

４

地
域
機
関
の
長
の
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
事
項
及
び
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
係

る
事
案
に
つ
い
て
、
地
域
機
関
の
長
が
不
在
の
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
順
序
に
従
い
、
こ
れ
を
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

副
所
長

二

代
決
す
る
事
案
が
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
機
関
の
長
か
ら
指
定
さ
れ
た
事
務
を
所
管
し
て
い

る
担
当
部
長
の
事
務
の
範
囲
に
あ
る
場
合
は
当
該
担
当
部
長

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
が
不
在
の
場
合
は
他
の
担
当
部
長

５

契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
主
幹
及
び
地
域
機
関
の
担
当
部
長
の
専
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
項
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
不
在
の
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
上
司

が
こ
れ
を
代
決
す
る
も
の
と
す
る
。

（
代
決
の
制
限
）

第
十
六
条

第
十
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
か
ら



第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め

処
理
の
方
針
を
指
示
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
代
決
の
報
告
）

第
十
七
条

代
決
し
た
者
は
、
当
該
代
決
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
管
理
者
、
管
理
者
か
ら
事
務
の

委
任
を
受
け
た
者
又
は
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
代
決
し
た
場
合
及
び
あ
ら
か
じ
め

報
告
を
要
し
な
い
旨
の
指
示
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
合
議
の
決
定
）

第
十
八
条

第
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
前
二
条
の
規
定
は
、
合
議
を
受
け
た
場
合

の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

委
任
事
務

受

任

者

委

任

事

務

下
水
道
管
理
課
長

職
員
の
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
こ
と
。

１

通
勤
の
確
認
及
び
通
勤
手
当
の
月
額
の
決
定
、
改
定
等

２

扶
養
手
当
の
支
給
に
関
し
、
扶
養
親
族
と
し
て
の
要

件
に
つ
い
て
の
認
定

３

住
居
届
に
係
る
事
実
の
確
認
並
び
に
住
居
手
当
の
月
額

の

決
定
及
び
改
定

４

単
身
赴
任
手
当
に
係
る
事
実
の
確
認
並
び
に
単
身
赴

任

手
当
の
月
額
の
決
定
及
び
改
定

地
域
機
関
の
長

一

職
員
の
旅
行
（
地
域
機
関
の
長
の
県
外
旅
行
に
あ
っ

て
は
、
三
日
未
満
の
旅
行
に
限
る
。
）
を
命
令
し
、
及

び
復
命
を
受
け
る
こ
と
。

二

工
事
請
負
代
金
に
係
る
債
権
の
譲
渡
を
承
認
す
る
こ

と
。

三

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
（
法

第
二
十
五
条
の
十
及
び
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
協
議
に
よ
り
、

他
の
工
作
物
の
管
理
者
に
公
共
下
水
道
の
施
設
に
関
す

る
工
事
を
施
工
さ
せ
、
又
は
当
該
公
共
下
水
道
の
施
設



を
維
持
さ
せ
る
こ
と
。

四

法
第
十
六
条
（
法
第
二
十
五
条
の
十
及
び
第
三
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
共
下
水
道
、
流
域
下
水
道
又
は
都
市
下
水
路

の
施
設
に
関
す
る
工
事
等
を
行
う
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
。

五

法
第
十
七
条
（
法
第
二
十
五
条
の
十
及
び
第
三
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
兼
用
工
作
物
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に

つ
い
て
協
議
し
て
定
め
る
こ
と
。

六

法
第
十
八
条
（
法
第
二
十
五
条
の
十
及
び
第
三
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
工
事
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
さ
せ
る

こ
と
。

七

法
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
流

域
下
水
道
の
施
設
の
使
用
を
一
時
制
限
す
る
こ
と
。

八

法
第
二
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
流

域
下
水
道
の
施
設
の
機
能
を
妨
げ
る
お
そ
れ
等
が
あ
る

場
合
に
、
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
調
査
の
結
果
を
報
告

す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

九

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下

水
道
若
し
く
は
都
市
下
水
路
に
関
す
る
調
査
等
の
た
め
、

又
は
流
域
下
水
道
若
し
く
は
都
市
下
水
路
の
維
持
の
た

め
、
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
り
、
若
し
く
は
他
人
の
土

地
を
一
時
使
用
す
る
こ
と
。

十

地
域
機
関
の
所
管
に
係
る
不
動
産
の
登
記
を
請
求
し
、

又
は
嘱
託
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
関
係
）

決
裁
事
項
・
専
決
事
項

事
務
の
種

管
理
者
決
裁
事

局
長
専
決
事
項

契
約
局
長
専

総
合
技
術
セ

類

項

決
事
項

ン
タ
ー
所
長

専
決
事
項

一

流
域

１

流
域
下
水

１

流
域
下
水
道



下
水
道

道
事
業
の
運

事
業
の
運
営
に

事
業
の

営
に
関
す
る

関
す
る
基
本
方

運
営
方

基
本
方
針
に

針
並
び
に
主
要

針
、
事

関
す
る
こ
と
。

な
事
業
の
計
画

業
計
画

２

主
要
な
事

及
び
そ
の
実
施

等
に
関

業
の
計
画
の

方
針
に
基
づ
き

す
る
事

樹
立
及
び
そ

事
務
の
実
施
計

務

の
実
施
方
針

画
を
定
め
る
こ

に
関
す
る
こ

と
。

と
。

２

主
要
な
も
の

を
除
く
事
業
の

計
画
を
樹
立
し

及
び
そ
の
実
施

方
針
を
定
め
る

こ
と
。

二

県
議

条
例
、
予
算
、

会
に
関

決
算
そ
の
他
議

す
る
事

会
の
議
決
、
承

務

認
、
認
定
若
し

く
は
同
意
又
は

報
告
を
要
す
る

事
項
の
原
案
説

明
書
、
資
料
を

作
成
し
、
知
事

へ
送
付
す
る
こ

と
。

三

流
域

流
域
下
水
道

重
要
又
は
異
例

下
水
道

事
業
に
関
す
る

な
告
示
を
す
る
こ

事
業
に

規
則
の
原
案
作

と
。

関
す
る

成
並
び
に
管
理

規
則
等

規
程
又
は
要
綱

の
原
案

等
の
制
定
及
び

作
成
等

改
廃
を
す
る
こ

に
関
す

と
。



る
事
務

四

請
願
、

陳
情
書
、
要

陳
情
等

望
書
等
を
提
出

に
関
す

す
る
こ
と
。

る
事
務

五

許
可

１

重
要
又
は

等
の
申

異
例
な
事
項

請
協
議

に
関
し
、
許

等
に
関

可
、
認
可
、

す
る
事

承
認
等
を
求

務

め
る
こ
と
。

２

重
要
又
は

異
例
な
事
項

に
関
し
、
協

議
し
、
協
力

を
依
頼
し
、

又
は
意
見
を

求
め
、
若
し

く
は
意
見
を

述
べ
る
こ
と
。

六

補
助

国
に
対
し
て
補

金
等
に

助
金
等
の
交
付
を

関
す
る

申
請
す
る
こ
と
。

事
務

七

管
理

１

管
理
者
が

不
服
申
立
て
に

者
が
当

そ
の
当
事
者

関
し
、
弁
明
書
及

事
者
で

で
あ
る
審
査

び
反
論
書
を
提
出

あ
る
不

請
求
そ
の
他

す
る
こ
と
。

服
申
立

の
不
服
申
立

て
、
訴

て
、
訴
え
の

訟
等
に

提
起
、
和
解
、

関
す
る

あ
っ
せ
ん
、

事
務

調
停
及
び
仲

裁
に
関
す
る



こ
と
。

２

不
服
申
立

て
、
訴
訟
及

び
調
停
に
関

し
代
理
人
を

選
任
し
、
又

は
解
任
す
る

こ
と
。

八

職
員

１

職
員
の
採

障
害
者
の
雇
用

の
任
免

用
、
転
任
、

の
促
進
等
に
関
す

等
に
関

昇
給
、
派
遣
、

る
法
律
（
昭
和
三

す
る
事

辞
職
、
昇
任

十
五
年
法
律
第
百

務

及
び
昇
格
を

二
十
三
号
）
第
三

決
定
す
る
こ

十
八
条
第
一
項
及

と
。

び
第
三
十
九
条
第

２

国
又
は
他

一
項
の
規
定
に
基

の
地
方
公
共

づ
き
、
身
体
障
害

団
体
に
対
し
、

者
又
は
知
的
障
害

職
員
の
割
愛

者
の
採
用
に
関
す

を
依
頼
し
、

る
計
画
を
作
成
し
、

又
は
承
認
す

並
び
に
当
該
計
画

る
こ
と
。

及
び
そ
の
実
施
状

３

地
方
公
務

況
を
厚
生
労
働
大

員
法
（
昭
和

臣
に
通
報
す
る
こ

二
十
五
年
法

と
。

律
第
二
百
六

十
一
号
。
以

下
こ
の
項
に

お
い
て
「
地

公
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十

八
条
第
一
項

の
規
定
に
基

づ
き
、
職
員



を
そ
の
意
に

反
し
て
降
任

し
、
又
は
免

職
す
る
こ
と
。

４

地
公
法
第

二
十
八
条
第

二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、

職
員
を
そ
の

意
に
反
し
て

休
職
す
る
こ

と
。

５

地
公
法
第

二
十
九
条
第

一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、

職
員
に
対
し

懲
戒
処
分
す

る
こ
と
。

九

非
常

地
方
公
務
員
法

勤
職
員

第
三
条
第
三
項
第

の
任
免

三
号
に
規
定
す
る

等
に
関

者
の
う
ち
、
調
査

す
る
事

員
、
嘱
託
員
及
び

務

こ
れ
ら
に
類
す
る

者
を
任
免
し
、
並

び
に
勤
務
条
件
を

決
定
す
る
こ
と
。

十

職
員

１

地
方
公
務

１

地
公
法
第
三

１

契
約
局

１

総
合
技

の
服
務

員
法
（
以
下

十
四
条
第
二
項

長
、
副
参

術
セ
ン
タ

等
に
関

こ
の
項
に
お

の
規
定
に
基
づ

事
及
び
技

ー
所
長
、

す
る
事

い
て
「
地
公

き
、
職
員
（
局

術
評
価
幹

総
合
技
術

務

法
」
と
い

長
、
契
約
局
長

の
次
に
掲

幹
及
び
主

う
。
）
第
三

及
び
総
合
技
術

げ
る
場
合

席
工
事
検



十
四
条
第
二

セ
ン
タ
ー
所
長

（
契
約
局

査
員
の
次

項
の
規
定
に

を
除
く
。
）
が

長
に
あ
っ

に
掲
げ
る

基
づ
き
、
局

職
務
上
の
秘
密

て
は
、
イ

場
合
（
局

長
、
契
約
局

に
属
す
る
事
項

及
び
ロ
の

長
に
あ
っ

長
及
び
総
合

を
発
表
す
る
こ

場
合
の
う

て
は
、
イ

技
術
セ
ン
タ

と
に
つ
い
て
許

ち
引
き
続

及
び
ロ
の

ー
所
長
が
職

可
す
る
こ
と
。

き
三
日
未

場
合
の
う

務
上
の
秘
密

２

地
公
法
第
三

満
の
場
合

ち
引
き
続

に
属
す
る
事

十
八
条
第
一
項

の
も
の
、

き
三
日
未

項
を
発
表
す

の
規
定
に
基
づ

ニ
の
場
合

満
の
場
合

る
こ
と
に
つ

き
、
職
員
（
局

並
び
に
ト

の
も
の
、

い
て
許
可
す

長
、
契
約
局
長

の
場
合
の

ニ
の
場
合

る
こ
と
。

及
び
総
合
技
術

う
ち
永
年

並
び
に
ト

２

地
公
法
第

セ
ン
タ
ー
所
長

勤
続
表
彰

の
場
合
の

三
十
八
条
第

を
除
く
。
）
の

受
賞
に
係

う
ち
永
年

一
項
の
規
定

営
利
企
業
等
へ

る
場
合
に

勤
続
表
彰

に
基
づ
き
、

の
従
事
を
許
可

つ
い
て
は
、

受
賞
に
係

局
長
、
契
約

す
る
こ
と
。

引
き
続
き

る
場
合
に

局
長
及
び
総

３

職
員
（
局
長
、

三
日
未
満

つ
い
て
は
、

合
技
術
セ
ン

契
約
局
長
及
び

の
場
合
に

引
き
続
き

タ
ー
所
長
の

総
合
技
術
セ
ン

限
り
、
副

三
日
未
満

営
利
企
業
等

タ
ー
所
長
を
除

参
事
及
び

の
場
合
に

へ
の
従
事
を

く
。
）
の
次
に

技
術
評
価

限
り
、
総

許
可
す
る
こ

掲
げ
る
場
合
に

幹
長
に
あ

合
技
術
幹

と
。

お
け
る
職
務
に

っ
て
は
、

及
び
主
席

３

局
長
、
契

専
念
す
る
義
務

イ
及
び
ロ

工
事
検
査

約
局
長
及
び

を
免
除
す
る
こ

の
場
合
の

員
に
あ
っ

総
合
技
術
セ

と
。

う
ち
引
き

て
は
、
イ

ン
タ
ー
所
長

イ

職
務
に
関

続
き
三
日

及
び
ロ
の

の
職
務
に
専

連
の
あ
る
国

未
満
の
場

場
合
の
う

念
す
る
義
務

家
公
務
員
又

合
の
も
の
、

ち
引
き
続

を
免
除
す
る

は
他
の
地
方

ニ
の
場
合

き
三
日
未

こ
と
。
た
だ

公
共
団
体
の

並
び
に
ト

満
の
場
合

し
、
次
に
掲

公
務
員
と
し

の
場
合
の

の
も
の
、



げ
る
場
合
を

て
の
職
を
兼

う
ち
永
年

ニ
の
場
合

除
く
。

ね
、
そ
の
職

勤
続
表
彰

並
び
に
ト

イ

引
き
続

に
属
す
る
事

受
賞
に
係

の
場
合
の

き
三
日
未

務
を
行
う
場

る
場
合
に

う
ち
永
年

満
の
研
修

合

つ
い
て
は
、

勤
続
表
彰

を
受
け
る

ロ

地
方
公
務

引
き
続
き

受
賞
に
係

場
合

員
災
害
補
償

三
日
未
満

る
場
合
に

ロ

引
き
続

法
（
昭
和
四

の
場
合
を

つ
い
て
は
、

き
三
日
未

十
二
年
法
律

除
く
）
に

引
き
続
き

満
の
厚
生

第
百
二
十
一

お
け
る
職

三
日
未
満

に
関
す
る

号
）
第
五
十

務
に
専
念

の
場
合
を

計
画
の
実

一
条
又
は
第

す
る
義
務

除
く
）
に

施
に
参
加

六
十
条
第
一

を
免
除
す

お
け
る
職

す
る
場
合

項
の
規
定
に

る
こ
と
。

務
に
専
念

ハ

選
挙
権

基
づ
き
、
審

イ

研
修

す
る
義
務

そ
の
他
公

査
請
求
若
し

を
受
け

を
免
除
す

民
と
し
て

く
は
再
審
査

る
場
合

る
こ
と
。

の
権
利
を

請
求
を
し
、

ロ

厚
生

イ

研
修

行
使
す
る

又
は
審
査
請

に
関
す

を
受
け

場
合

求
人
と
し
て

る
計
画

る
場
合

ニ

管
理
者

出
頭
す
る
場

の
実
施

ロ

厚
生

が
特
に
必

合

に
参
加

に
関
す

要
と
認
め

ハ

労
働
組
合

す
る
場

る
計
画

人
事
委
員

法
（
昭
和
二

合

の
実
施

会
の
承
認

十
四
年
法
律

ハ

裁
判

に
参
加

を
受
け
た

第
百
七
十
四

員
、
証

す
る
場

場
合
の
う

号
）
第
七
条

人
、
鑑

合

ち
引
き
続

の
規
定
に
違

定
人
、

ハ

裁
判

き
三
日
未

反
し
た
旨
の

参
考
人

員
、
証

満
の
永
年

申
立
て
を
し
、

等
と
し

人
、
鑑

勤
続
表
彰

及
び
こ
れ
に

て
官
公

定
人
、

受
賞
に
係

関
し
、
労
働

署
に
出

参
考
人

る
場
合

委
員
会
が
行

頭
す
る

等
と
し

４

職
務
に
専

う
審
問
の
た

場
合

て
官
公



念
す
る
義
務

め
出
頭
す
る

ニ

選
挙

署
に
出

の
特
例
に
関

場
合

権
そ
の

頭
す
る

す
る
規
則
第

ニ

国
若
し
く

他
公
民

場
合

二
条
第
十
三

は
公
共
団
体

と
し
て

ニ

選
挙

号
の
規
定
に

又
は
公
共
的

の
権
利

権
そ
の

基
づ
き
、
管

団
体
の
依
頼

を
行
使

他
公
民

理
者
が
必
要

を
受
け
て
講

す
る
場

と
し
て

と
認
め
人
事

演
、
講
義
、

合

の
権
利

委
員
会
の
承

演
技
等
を
行

ホ

法
令

を
行
使

認
を
得
る
こ

う
場
合

又
は
条

す
る
場

と
。

ホ

県
行
政
と

例
に
基

合

５

局
長
、
契

密
接
な
関
係

づ
い
て

ホ

法
令

約
局
長
及
び

を
有
し
、
県

設
置
さ

又
は
条

総
合
技
術
セ

が
指
導
育
成

れ
た
職

例
に
基

ン
タ
ー
所
長

を
行
う
こ
と

員
の
厚

づ
い
て

の
引
き
続
き

を
必
要
と
す

生
福
利

設
置
さ

三
日
以
上
の

る
団
体
の
事

を
目
的

れ
た
職

県
外
旅
行
を

務
に
従
事
す

と
す
る

員
の
厚

命
令
し
、
及

る
場
合

団
体
の

生
福
利

び
復
命
を
受

４

局
長
、
本
庁

事
業
又

を
目
的

け
る
こ
と
。

の
課
長
及
び
地

は
事
務

と
す
る

６

局
長
、
契

域
機
関
の
長
の

に
従
事

団
体
の

約
局
長
及
び

次
に
掲
げ
る
場

す
る
場

事
業
又

総
合
技
術
セ

合
（
局
長
に
あ

合

は
事
務

ン
タ
ー
所
長

っ
て
は
、
イ
及

ヘ

本
県

に
従
事

の
引
き
続
き

び
ロ
の
場
合
の

の
行
う

す
る
場

三
日
以
上
の

う
ち
引
き
続
き

任
用
試

合

休
暇
に
関
す

三
日
未
満
の
場

験
又
は

ヘ

本
県

る
こ
と
。

合
の
も
の
、
ニ

職
務
の

の
行
う

７

地
方
公
務

の
場
合
並
び
に

遂
行
に

任
用
試

員
の
育
児
休

ト
の
場
合
の
う

必
要
な

験
又
は

業
等
に
関
す

ち
永
年
勤
続
表

資
格
試

職
務
の

る
法
律
（
平

彰
受
賞
に
係
る

験
を
受

遂
行
に

成
三
年
法
律

場
合
に
つ
い
て

け
る
場

必
要
な



第
百
十
号
。

は
、
引
き
続
き

合

資
格
試

以
下
こ
の
表

三
日
未
満
の
場

ト

管
理

験
を
受

に
お
い
て
「
育

合
に
限
り
、
本

者
が
特

け
る
場

児
休
業
法
」

庁
の
課
長
に
あ

に
必
要

合

と
い
う
。
）

っ
て
は
、
イ
及

と
認
め

ト

管
理

第
二
条
第
三

び
ロ
の
場
合
の

人
事
委

者
が
特

項
（
同
法
第

う
ち
引
き
続
き

員
会
の

に
必
要

三
条
第
三
項

三
日
未
満
の
場

承
認
を

と
認
め

に
お
い
て
準

合
の
も
の
、
ニ

受
け
た

人
事
委

用
す
る
場
合

の
場
合
並
び
に

場
合

員
会
の

を
含
む
。
）

ト
の
場
合
の
う

２

契
約
局

承
認
を

の
規
定
に
基

ち
永
年
勤
続
表

長
（
県
外

受
け
た

づ
き
、
局
長
、

彰
受
賞
に
係
る

の
旅
行
に

場
合

契
約
局
長
及

場
合
に
つ
い
て

あ
っ
て
は
、

２

総
合
技

び
総
合
技
術

は
、
引
き
続
き

引
き
続
き

術
セ
ン
タ

セ
ン
タ
ー
所

三
日
未
満
の
場

三
日
以
上

ー
所
長
（
県

長
の
育
児
休

合
を
、
地
域
機

の
旅
行
を

外
の
旅
行

業
又
は
育
児

関
の
長
に
あ
っ

除
く
。
）
、

に
あ
っ
て

休
業
の
期
間

て
は
、
イ
、
ロ

並
び
に
副

は
、
引
き

の
延
長
の
承

及
び
ニ
の
場
合

参
事
及
び

続
き
三
日

認
を
す
る
こ

並
び
に
ト
の
場

技
術
評
価

以
上
の
旅

と
。

合
の
う
ち
永
年

幹
の
旅
行

行
を
除

８

育
児
休
業

勤
続
表
彰
受
賞

を
命
令
し
、

く
。
）
、
並

法
第
五
条
第

に
係
る
場
合
に

及
び
復
命

び
に
技
術

二
項
の
規
定

つ
い
て
は
、
引

を
受
け
る

評
価
幹
及

に
基
づ
き
、

き
続
き
三
日
未

こ
と
。

び
主
席
工

７
の
承
認
を

満
の
場
合
を
そ

３

契
約
局

事
検
査
員

取
り
消
す
こ

れ
ぞ
れ
除
く
。
）

長
（
引
き

の
旅
行
を

と
。

に
お
け
る
職
務

続
き
三
日

命
令
し
、

９

育
児
休
業

に
専
念
す
る
義

以
上
の
休

及
び
復
命

法
第
十
条
第

務
を
免
除
す
る

暇
を
除

を
受
け
る

三
項
（
同
法

こ
と
。

く
。
）
、
並

こ
と
。

第
十
一
条
第

イ

研
修
を
受

び
に
副
参

３

総
合
技

二
項
に
お
い

け
る
場
合

事
及
び
議

術
セ
ン
タ



て
準
用
す
る

ロ

厚
生
に
関

技
術
評
価

ー
所
長
（
引

場
合
を
含

す
る
計
画
の

幹
の
休
暇

き
続
き
三

む
。
）
の
規

実
施
に
参
加

に
関
す
る

日
以
上
の

定
に
基
づ
き
、

す
る
場
合

こ
と
。

休
暇
を
除

局
長
、
契
約

ハ

裁
判
員
、

４

契
約
局

く
。
）
、
並

局
長
及
び
総

証
人
、
鑑
定

長
の
休
日

び
に
総
合

合
技
術
セ
ン

人
、
参
考
人

及
び
時
間

技
術
幹
及

タ
ー
所
長
の

等
と
し
て
官

外
勤
務
を

び
主
席
工

育
児
短
時
間

公
署
に
出
頭

命
ず
る
こ

事
検
査
員

勤
務
又
は
育

す
る
場
合

と
。

の
休
暇
に

児
短
時
間
勤

ニ

選
挙
権
そ

５

契
約
局

関
す
る
こ

務
の
期
間
の

の
他
公
民
と

長
の
週
休

と
。

延
長
の
承
認

し
て
の
権
利

日
の
振
替

４

総
合
技

を
す
る
こ
と
。

を
行
使
す
る

及
び
半
日

術
セ
ン
タ

育
児
休
業

場
合

勤
務
時
間

ー
所
長
の

10
法
第
十
二
条

ホ

法
令
又
は

の
割
振
り

休
日
及
び

に
お
い
て
準

条
例
に
基
づ

変
更
を
行

時
間
外
勤

用
す
る
第
五

い
て
設
置
さ

う
こ
と
。

務
を
命
ず

条
第
二
項
の

れ
た
職
員
の

６

契
約
局

る
こ
と
。

規
定
に
基
づ

厚
生
福
利
を

長
の
休
日

５

総
合
技

き
、
９
の
承

目
的
と
す
る

の
代
休
日

術
セ
ン
タ

認
を
取
り
消

団
体
の
事
業

を
指
定
す

ー
所
長
の

す
こ
と
。

又
は
事
務
に

る
こ
と
。

週
休
日
の

育
児
休
業

従
事
す
る
場

振
替
及
び

11
法
第
十
七
条

合

半
日
勤
務

の
規
定
に
基

ヘ

本
県
の
行

時
間
の
割

づ
き
、
局
長
、

う
任
用
試
験

振
り
変
更

契
約
局
長
及

又
は
職
務
の

を
行
う
こ

び
総
合
技
術

遂
行
に
必
要

と
。

セ
ン
タ
ー
所

な
資
格
試
験

６

総
合
技

長
の
育
児
短

を
受
け
る
場

術
セ
ン
タ

時
間
勤
務
の

合

ー
所
長
の

承
認
が
失
効

ト

管
理
者
が

休
日
の
代

し
た
場
合
等

特
に
必
要
と

休
日
を
指



に
お
け
る
育

認
め
人
事
委

定
す
る
こ

児
短
時
間
勤

員
会
の
承
認

と
。

務
の
例
に
よ

を
受
け
た
場

る
短
時
間
勤

合

務
を
行
わ
せ

５

局
長
（
県
外

る
こ
と
。

旅
行
に
あ
っ
て

埼
玉
県
下

は
、
引
き
続
き

12
水
道
局
職
員

三
日
以
上
の
旅

就
業
規
程
（
平

行
を
除
く
。
）
、

成
二
十
二
年

並
び
に
課
長
及

埼
玉
県
流
域

び
地
域
機
関
の

下
水
道
事
業

長
の
引
き
続
き

管
理
規
程
第

三
日
以
上
の
旅

二
号
。
以
下

行
を
命
令
し
及

こ
の
表
並
び

び
復
命
を
受
け

に
別
表
第
三

る
こ
と
。

第
七
項
及
び

６

局
長
の
休
暇

第
十
二
項
に

（
引
き
続
き
三

お
い
て
「
就

日
以
上
の
休
暇

業
規
程
」
と

を
除
く
。
）
、
並

い
う
。
）
第

び
に
課
長
及
び

十
一
条
第
一

地
域
機
関
の
長

項
の
規
定
に

の
引
き
続
き
三

基
づ
き
、
局

日
以
上
の
休
暇

長
、
契
約
局

に
関
す
る
こ
と
。

長
及
び
総
合

７

局
長
の
休
日

技
術
セ
ン
タ

及
び
時
間
外
勤

ー
所
長
の
部

務
を
命
ず
る
こ

分
休
業
の
承

と
。

認
を
す
る
こ

８

局
長
の
週
休

と
。

日
の
振
替
及
び

就
業
規
程

半
日
勤
務
時
間

13
第
十
一
条
第

の
割
振
り
変
更

三
項
の
規
定

を
行
う
こ
と
。



に
基
づ
き
、

９

局
長
の
休
日

の
承
認
を

の
代
休
日
を
指

12取
り
消
す
こ

定
す
る
こ
と
。

と
。

育
児
休
業
法

10
第
二
条
又
は
第

三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
課
長
、

副
参
事
、
技
術

評
価
幹
、
総
合

技
術
幹
、
主
席

工
事
検
査
員
及

び
地
域
機
関
の

長
の
育
児
休
業

又
は
育
児
休
業

の
期
間
の
延
長

の
承
認
を
す
る

こ
と
。

育
児
休
業
法

11
第
五
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ

き
、

の
承
認

10

を
取
り
消
す
こ

と
。育

児
休
業
法

12
第
十
条
又
は
第

十
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
課

長
、
副
参
事
、

技
術
評
価
幹
、

総
合
技
術
幹
、

主
席
工
事
検
査

員
及
び
地
域
機

関
の
長
の
育
児

短
時
間
勤
務
又



は
育
児
短
時
間

勤
務
の
期
間
の

延
長
の
承
認
を

す
る
こ
と
。

育
児
休
業
法

13
第
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る

第
五
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ

き
、

の
承
認

12

を
取
り
消
す
こ

と
。育

児
休
業
法

14
第
十
七
条
の
規

定
に
基
づ
き
、

課
長
、
副
参
事
、

技
術
評
価
幹
、

総
合
技
術
幹
、

主
席
工
事
検
査

員
及
び
地
域
機

関
の
長
の
育
児

短
時
間
勤
務
の

承
認
が
失
効
し

た
場
合
等
に
お

け
る
育
児
短
時

間
勤
務
の
例
に

よ
る
短
時
間
勤

務
を
行
わ
せ
る

こ
と
。

就
業
規
程
第

15
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ

き
、
課
長
、
副

参
事
、
技
術
評



価
幹
、
総
合
技

術
幹
、
主
席
工

事
検
査
員
及
び

地
域
機
関
の
長

の
部
分
休
業
の

承
認
を
す
る
こ

と
。就

業
規
程
第

16
十
一
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ

き
、

の
承
認

15

を
取
り
消
す
こ

と
。

十
一

職

１

埼
玉
県
下

員
の
給

水
道
局
職
員

与
に
関

給
与
規
程
（

す
る
事

平
成
二
十
二

務

年
埼
玉
県
流

域
下
水
道
事

業
管
理
規
程

第
五
号
。
以

下
こ
の
項
に

お
い
て
「
給

与
規
程
」
と

い
う
。
）
第

十
四
条
の
規

定
で
そ
の
例

に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
る
職

員
の
給
与
に

関
す
る
条
例



（
昭
和
二
十

七
年
埼
玉
県

条
例
第
十
九

号
）
第
十
九

条
の
三
第
一

項
（
同
条
例

第
十
九
条
の

四
第
五
項
及

び
第
二
十
一

条
第
七
項
に

お
い
て
準
用

す
る
場
合
を

含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ

き
、
期
末
手

当
又
は
勤
勉

手
当
の
支
給

を
一
時
差
し

止
め
る
処
分

を
行
う
こ
と
。

２

給
与
規
程

第
十
四
条
の

規
定
で
そ
の

例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る

職
員
の
給
与

に
関
す
る
条

例
第
十
九
条

の
三
第
三
項

又
は
第
四
項

（
同
条
例
第

十
九
条
の
四

第
五
項
及
び

第
二
十
一
条



第
七
項
に
お

い
て
準
用
す

る
場
合
を
含

む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、

期
末
手
当
又

は
勤
勉
手
当

の
支
給
を
一

時
差
し
止
め

る
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
。

３

埼
玉
県
流

域
下
水
道
事

業
企
業
職
員

の
給
与
の
種

類
及
び
基
準

に
関
す
る
条

例
（
平
成
二

十
一
年
埼
玉

県
条
例
第
七

十
一
号
。
以

下
こ
の
項
に

お
い
て
「
給

与
条
例
」
と

い
う
。
）
第

十
九
条
第
二

項
の
規
定
に

基
づ
き
、
退

職
手
当
の
全

部
又
は
一
部

を
支
給
し
な

い
こ
と
と
す

る
処
分
を
行

う
こ
と
。



４

給
与
規
程

第
十
四
条
の

規
定
で
そ
の

例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る

職
員
の
退
職

手
当
に
関
す

る
条
例
（
昭

和
三
十
八
年

埼
玉
県
条
例

第
十
八
号
。

以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「

退
職
手
当
条

例
」
と
い

う
。
）
第
十

六
条
第
一
項

か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定

に
基
づ
き
、

退
職
手
当
の

支
払
を
差
し

止
め
る
処
分

を
行
う
こ
と
。

５

給
与
規
程

第
十
四
条
の

規
定
で
そ
の

例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る

退
職
手
当
条

例
第
十
六
条

第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で

の
規
定
に
基



づ
き
、
退
職

手
当
の
支
払

を
差
し
止
め

る
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
。

６

給
与
条
例

第
十
九
条
第

三
項
の
規
定

で
準
用
す
る

退
職
手
当
条

例
第
十
七
条

第
一
項
又
は

第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、

退
職
手
当
の

全
部
又
は
一

部
を
支
給
し

な
い
こ
と
と

す
る
処
分
を

行
う
こ
と
。

７

給
与
条
例

第
十
九
条
第

三
項
の
規
定

で
準
用
す
る

退
職
手
当
条

例
第
十
八
条

第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、

退
職
手
当
の

全
部
又
は
一

部
の
返
納
を

命
ず
る
処
分

を
行
う
こ
と
。

８

給
与
条
例



第
十
九
条
第

三
項
の
規
定

で
準
用
す
る

退
職
手
当
条

例
第
十
九
条

第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、

退
職
手
当
の

全
部
又
は
一

部
の
返
納
を

命
ず
る
処
分

を
行
う
こ
と
。

９

給
与
条
例

第
十
九
条
第

三
項
の
規
定

で
準
用
す
る

退
職
手
当
条

例
第
二
十
条

第
一
項
か
ら

第
五
項
ま
で

の
規
定
に
基

づ
き
、
退
職

手
当
の
全
部

又
は
一
部
に

相
当
す
る
額

の
納
付
を
命

ず
る
処
分
を

行
う
こ
と
。

給
与
条
例

10
第
十
九
条
第

三
項
の
規
定

で
準
用
す
る

退
職
手
当
条

例
第
二
十
一



条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ

き
、
人
事
委

員
会
に
諮
問

す
る
こ
と
。

十
二

労

地
方
公
営
企

労
働
組
合
と
の

働
組
合

業
等
の
労
働
関

団
体
交
渉
に
関
し
、

に
関
す

係
に
関
す
る
法

必
要
な
事
項
を
決

る
事
務

律
（
昭
和
二
十

定
し
、
及
び
書
面

七
年
法
律
第
二

に
よ
る
協
定
を
締

百
八
十
九
号
）

結
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
労

働
組
合
の
役
員

と
し
て
労
働
組

合
の
業
務
に
も

っ
ぱ
ら
従
事
す

る
こ
と
の
許
可

及
び
取
消
し
を

行
う
こ
と
。

十
三

人

１

職
員
の
任
用

事
委
員

に
関
す
る
規
則

会
に
関

（
昭
和
四
十
六

す
る
事

年
人
事
委
員
会

務

規
則
六－

十
一

号
）
に
よ
り
、

人
事
委
員
会
へ

申
請
し
、
協
議

し
、
請
求
し
、

又
は
報
告
し
、

及
び
人
事
委
員

会
か
ら
の
通
知

書
を
受
理
す
る

こ
と
。



２

初
任
給
、
昇

格
、
昇
給
等
の

基
準
に
関
す
る

規
則
（
昭
和
四

十
六
年
人
事
委

員
会
規
則
七－

二
百
二
十
一
号
）

に
よ
り
、
人
事

委
員
会
へ
承
認

申
請
す
る
こ
と
。

十
四

叙

１

埼
玉
県
表
彰

位
、
叙

規
則
（
平
成
二

勲
及
び

十
年
埼
玉
県
規

表
彰
に

則
第
六
十
四
号
）

関
す
る

及
び
埼
玉
県
職

事
務

員
表
彰
規
程
（

昭
和
三
十
一
年

埼
玉
県
訓
令
第

二
十
二
号
）
に

基
づ
き
、
候
補

者
を
知
事
に
推

薦
す
る
こ
と
。

２

位
階
令
（
大

正
十
五
年
勅
令

第
三
百
二
十
五

号
）
及
び
勲
章

制
定
の
件
（
明

治
八
年
太
政
官

布
告
第
五
十
四

号
）
に
規
定
す

る
叙
位
及
び
叙

勲
候
補
者
を
知

事
に
推
薦
す
る

こ
と
。



十
五

職

職
員
の
旅
費

員
の
旅

に
関
す
る
条
例

費
に
関

（
昭
和
二
十
七

す
る
事

年
埼
玉
県
条
例

務

第
二
十
号
）
第

三
十
六
条
の
規

定
に
基
づ
き
、

外
国
旅
行
に
係

る
旅
行
手
当
の

支
給
を
受
け
る

者
の
範
囲
、
額
、

支
給
条
件
及
び

支
給
方
法
に
つ

い
て
知
事
に
協

議
す
る
こ
と
。

十
六

職

埼
玉
県
職
員

員
定
数

定
数
条
例
（
昭

に
関
す

和
三
十
年
埼
玉

る
事
務

県
条
例
第
二
号
）

第
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
職
員

の
定
数
配
分
を

定
め
る
こ
と
。

十
七

職

職
員
の
衛
生
管

員
の
福

理
に
関
す
る
計
画

利
厚
生

を
決
定
し
、
実
施

に
関
す

す
る
こ
と
。

る
事
務

十
八

地

１

法
第
十
七

１

法
第
三
十
一

方
公
営

条
の
二
の
規

条
の
規
定
に
基

企
業
法

定
に
基
づ
く

づ
き
、
試
算
表

（
昭
和

出
資
金
及
び

等
を
作
成
し
、

二
十
七

補
助
金
に
関

知
事
に
提
出
す

年
法
律

す
る
こ
と
。

る
こ
と
。



第
二
百

２

法
第
十
七

２

施
行
令
第
二

九
十
二

条
の
三
の
規

十
二
条
の
五
の

号
。
以

定
に
基
づ
く

規
定
に
基
づ
き
、

下
こ
の

補
助
金
に
関

出
納
取
扱
金
融

項
に
お

す
る
こ
と
。

機
関
等
に
つ
い

い
て

３

法
第
十
八

て
地
方
公
営
企

「
法
」

条
の
二
の
規

業
の
業
務
に
係

と
い

定
に
基
づ
く

る
公
金
の
収
納

う
。
）

長
期
貸
付
に

等
の
事
務
に
つ

及
び
地

関
す
る
こ
と
。

い
て
検
査
す
る

方
公
営

４

法
第
二
十

こ
と
。

企
業
法

二
条
の
規
定

施
行
令

に
基
づ
く
企

（
昭
和

業
債
に
関
す

二
十
七

る
こ
と
。

年
政
令

５

法
第
二
十

第
四
百

七
条
の
規
定

三
号
。

に
基
づ
き
、

以
下
こ

指
定
金
融
機

の
項
に

関
を
指
定
し
、

お
い
て

公
金
の
出
納

「
施
行

事
務
の
一
部

令
」
と

を
取
り
扱
わ

い
う
。
）

せ
る
こ
と
。

に
関
す

６

法
第
二
十

る
事
務

七
条
の
二
の

規
定
に
基
づ

き
、
指
定
金

融
機
関
が
取

り
扱
う
公
金

の
収
納
又
は

支
払
の
事
務

に
つ
い
て
監

査
委
員
に
監



査
の
要
求
を

す
る
こ
と
。

７

法
第
二
十

九
条
の
規
定

に
基
づ
く
一

時
借
入
金
に

関
す
る
こ
と
。

８

法
第
三
十

四
条
の
規
定

で
準
用
す
る

地
方
自
治
法

第
二
百
四
十

三
条
の
二
第

三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、

監
査
委
員
に

対
し
て
賠
償

責
任
の
有
無

及
び
賠
償
額

を
決
定
す
る

こ
と
を
求
め
、

そ
の
決
定
に

基
づ
き
期
限

を
定
め
て
賠

償
を
命
ず
る

こ
と
。

９

法
第
三
十

四
条
の
規
定

で
準
用
す
る

地
方
自
治
法

第
二
百
四
十

三
条
の
二
第

八
項
の
規
定

に
基
づ
き
、



職
員
の
賠
償

責
任
の
全
部

又
は
一
部
を

免
除
す
る
こ

と
。法

第
四
十

10
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、

地
方
公
営
企

業
の
業
務
の

状
況
を
説
明

す
る
書
類
を

知
事
に
提
出

す
る
こ
と
。

十
九

競

埼
玉
県
流
域

争
入
札

下
水
道
事
業
財

に
関
す

務
規
程
（
平
成

る
事
務

二
十
二
年
埼
玉

県
流
域
下
水
道

事
業
管
理
規
程

第
十
七
号
）
第

百
六
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、

地
方
自
治
法
施

行
令
第
百
六
十

七
条
の
四
第
二

項
各
号
の
一
に

該
当
す
る
者
を

一
般
競
争
入
札

（
同
規
程
第
百

八
十
六
条
に
お

い
て
本
条
を
準

用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
か
ら



排
除
す
る
こ
と
。

二
十

下

法
第
三
十
一

１

法
第
二
十
五

水
道
法

条
の
二
第
一
項

条
の
二
第
一
項

（
昭
和

の
規
定
に
基
づ

の
規
定
に
基
づ

三
十
三

き
、
公
共
下
水

き
、
流
域
下
水

年
法
律

道
又
は
流
域
下

道
の
設
置
等
を

第
七
十

水
道
に
よ
り
利

行
う
こ
と
。

九
号
。

益
を
受
け
る
市

２

法
第
二
十
五

以
下
こ

町
村
に
対
し
、

条
の
三
第
一
項

の
項
に

そ
の
設
置
等
に

（
同
条
第
四
項

お
い
て

要
す
る
費
用
を

に
お
い
て
準
用

「
法
」

負
担
さ
せ
る
こ

す
る
場
合
を
含

と
い

と
。

む
。
）
の
規
定

う
。
）

に
基
づ
き
、
事

の
施
行

業
計
画
を
定
め
、

に
関
す

国
土
交
通
大
臣

る
事
務

の
認
可
を
受
け

る
こ
と
。

３

法
第
三
十
一

条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
基
づ

き
、
公
共
下
水

道
又
は
流
域
下

水
道
の
設
置
等

に
要
す
る
費
用

の
負
担
に
つ
い

て
、
市
町
村
の

意
見
を
求
め
る

こ
と
。

二
十
一

１

法
第
五
十
九

都
市
計

条
第
二
項
の
規

画
法
（
昭

定
に
基
づ
き
、

和
四
十

特
別
な
事
情
が

三
年
法

あ
る
場
合
に
お



律
第
百

い
て
、
国
土
交

号
。
以

通
大
臣
の
認
可

下
こ
の

を
受
け
て
都
市

項
に
お

計
画
事
業
を
施

い
て

行
す
る
こ
と
。

「
法
」

２

法
第
六
十
三

と
い

条
第
一
項
の
規

う
。
）
の

定
に
基
づ
き
、

施
行
に

国
土
交
通
大
臣

関
す
る

に
都
市
計
画
事

事
務

業
の
事
業
計
画

の
変
更
の
認
可

を
申
請
す
る
こ

と
。

別
表
第
三
（
第
十
条
関
係
）

地
域
機
関
の
長
の
専
決
事
項

専

決

事

項

一

専
決
事
項
に
係
る
審
査
、
検
査
、
調
査
、
指
導
、
助
言
、
技
術
的
援
助
、
監
督
、

報
告
の
徴
取
等
を
行
う
こ
と
。

二

地
域
機
関
の
事
務
の
分
掌
に
関
す
る
こ
と
。

三

所
属
職
員
（
辞
令
等
に
よ
り
、
そ
の
配
置
及
び
事
務
分
掌
が
定
め
ら
れ
て
い
る
職

員
を
除
く
。
）
の
配
置
及
び
事
務
分
掌
を
定
め
る
こ
と
。

四

臨
時
職
員
の
任
免
及
び
勤
務
条
件
の
決
定
を
行
う
こ
と
。

五

職
員
の
休
暇
（
地
域
機
関
の
長
に
あ
っ
て
は
、
三
日
未
満
の
休
暇
に
限
る
。
）
に

関
す
る
こ
と
。

六

職
員
の
次
に
掲
げ
る
場
合
（
地
域
機
関
の
長
に
あ
っ
て
は
、
１
及
び
２
の
場
合
の

う
ち
引
き
続
き
三
日
未
満
の
も
の
、
４
の
場
合
並
び
に
８
の
場
合
の
う
ち
永
年
勤
続

表
彰
受
賞
に
係
る
引
き
続
き
三
日
未
満
の
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
職
務
に
専
念

す
る
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
。

１

研
修
を
受
け
る
場
合

２

厚
生
に
関
す
る
計
画
の
実
施
に
参
加
す
る
場
合

３

裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
官
公
署
に
出
頭
す
る
場
合

４

選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合



５

法
令
又
は
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
職
員
の
厚
生
福
利
を
目
的
と
す
る
団

体
の
事
業
又
は
事
務
に
従
事
す
る
場
合

６

本
県
の
行
う
任
用
試
験
又
は
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
資
格
試
験
を
受
け
る
場
合

７

労
働
組
合
の
代
表
者
又
は
委
任
を
受
け
た
者
と
し
て
当
局
と
適
法
な
交
渉
を
行

う
場
合

８

管
理
者
が
特
に
必
要
と
認
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合
（
苦
情
処
理

共
同
調
整
会
議
の
場
合
を
除
く
。
）

七

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管

理
規
程
第
二
号
。
第
十
二
号
に
お
い
て
「
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
職
員
（
地
域
機
関
の
長
を
除
く
。
）
の
部
分
休
業
の
承
認
を
し
、
又
は
そ

の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
。

八

職
員
の
休
日
及
び
時
間
外
の
勤
務
を
命
令
す
る
こ
と
。

九

職
員
の
週
休
日
の
振
替
及
び
四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
を
行
う
こ
と
。

十

職
員
の
休
日
の
代
休
日
及
び
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
。

十
一

職
員
の
育
児
又
は
介
護
を
行
う
場
合
の
時
間
外
勤
務
の
制
限
に
関
す
る
請
求
に

対
し
て
通
知
す
る
こ
と
。

十
二

就
業
規
程
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
休
憩
時
間
の
時
限
に
お
け
る
勤

務
を
命
ず
る
こ
と
。

十
三

地
域
機
関
の
所
管
に
係
る
動
産
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
第
百
六
十
四
条
の
監
督
員
等
の
指
定
に
関

す
る
こ
と
。

十
五

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車
の
継
続
検
査
を
申
請
す
る
こ
と
。

十
六

次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
資
格
者
を
選
任
又
は
解
任
す
る
こ
と
。

１

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
防

火
管
理
者

２

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
三
条
の
規
定
に
基

づ
く
主
任
技
術
者

十
七

埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
。
次
号
か
ら

第
二
十
八
号
ま
で
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
開
示
の
請
求
及
び
条

例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
開
示
の
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
八

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。

十
九

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示

す
る
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。



二
十

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
全
部
を
開
示
し
な
い
決

定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

二
十
一

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す

る
こ
と
。

二
十
二

条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

二
十
三

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
開
示
請

求
者
に
通
知
し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。

二
十
四

条
例
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
し
、
及
び
意

見
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

二
十
五

条
例
第
十
七
条
第
三
項
（
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

二
十
六

条
例
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
を
開
示
す

る
こ
と
。

二
十
七

条
例
第
十
八
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

二
十
八

条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。

二
十
九

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
（
平

成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
八
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
文
書
の
閲
覧
、
聴
取
又
は
視
聴
の
中
止
又
は
禁
止
を
命
ず
る
こ
と
。

三
十

埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
。
次
号

か
ら
第
六
十
号
ま
で
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
措
置
要
求
を
す
る
こ
と
。

三
十
一

条
例
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
の
保
有
等
に
関
す
る
事
前
通
知
を
す
る
こ
と
。

三
十
二

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
開
示
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。

三
十
三

条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る

こ
と
。

三
十
四

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は

一
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

三
十
五

条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開

示
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

三
十
六

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知

す
る
こ
と
。

三
十
七

条
例
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

三
十
八

条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
開
示



請
求
者
に
通
知
し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。

三
十
九

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
し
、
及
び

意
見
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

四
十

条
例
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

四
十
一

条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報

を
開
示
す
る
こ
と
。

四
十
二

条
例
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

四
十
三

条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
開
示
請
求
を
受
理
し
、
及
び
同

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
す
る
こ
と
。

四
十
四

条
例
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
訂
正
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。

四
十
五

条
例
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訂
正
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る

こ
と
。

四
十
六

条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訂
正
す
る
旨
の
決
定
を
し
、

及
び
通
知
す
る
こ
と
。

四
十
七

条
例
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定
を

し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

四
十
八

条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知

す
る
こ
と
。

四
十
九

条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

五
十

条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
訂
正
請

求
者
に
通
知
し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。

五
十
一

条
例
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

五
十
二

条
例
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
利
用
停
止
請
求
を
受
理
す
る
こ

と
。

五
十
三

条
例
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
請
求
書
の
補
正
を

求
め
る
こ
と
。

五
十
四

条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定

を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

五
十
五

条
例
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決

定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。

五
十
六

条
例
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す

る
こ
と
。

五
十
七

条
例
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。

五
十
八

条
例
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。



五
十
九

条
例
第
六
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
す
る
情
報
の
提
供
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
十

条
例
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情
処
理
を
す
る
こ
と
。

六
十
一

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
。
次
号
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
第
二
十
五
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
道
の
供
用
開
始
を
流
域

関
連
公
共
下
水
道
の
管
理
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

六
十
二

法
第
二
十
五
条
の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
管
理
者

に
対
し
、
原
因
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
、
又
は
必
要
な
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

六
十
三

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第

三
項
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十

六
条
並
び
に
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
の
申
請
を
行
う
こ
と
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
五
号

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
流
域
下
水
道
事
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
（
以
下
「
流
域
下
水
道
事
業

企
業
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
給
与
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
給
料
表
）

第
二
条

流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
で
常
時
勤
務
を
要
す
る
者
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
に
適
用
す
る
給
料
表
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と

し
、
給
料
表
の
適
用
範
囲
は
、
当
該
給
料
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

前
項
の
給
料
表
に
定
め
る
職
務
の
級
に
該
当
す
る
職
員
の
職
務
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と

す
る
。

第
三
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ

れ
た
職
員
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用
す
る
。

第
四
条

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育

児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時

間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額

は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
二
十

二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号
。
以
下
「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務

号給 給料月額
円

1 376,000
2 425,000
3 478,000
4 544,000
5 621,000
6 726,000
7 850,000



時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の

六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い

う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
第
二
条
第
一
項
の
給
料
表
の
再
任
用
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
給
料
月
額

の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

３

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
の

給
料
月
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
就
業
規
程

第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

４

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
任
期
付
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
就
業
規

程
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
管
理
職
手
当
）

第
五
条

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
管

理
職
手
当
を
支
給
す
る
職
及
び
そ
の
職
に
あ
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
区
分
は
、
別

表
第
三
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
に
係

る
同
表
の
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
（
以
下
「
当
該
職
の
区
分
」
と
い
う
。
）
に
応
じ
、
別
表
第

四
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
、
就

業
規
程
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額

に
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
額

は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
区
分
に
応

じ
、
別
表
第
五
の
管
理
職
手
当
額
の
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

（
地
域
手
当
）

第
六
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が

定
め
る
地
域
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
第

九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
域
手
当
が
支
給
さ
れ
る
地
域
及
び
公
署
と
す
る
。



２

地
域
手
当
の
月
額
は
、
給
料
、
管
理
職
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

埼
玉
県
の
区
域
並
び
に
前
項
の
管
理
者
が
定
め
る
地
域
及
び
公
署
（
次
号
に
掲
げ
る
地
域

及
び
公
署
を
除
く
。
）

百
分
の
七

二

管
理
者
が
定
め
る
地
域
及
び
公
署

百
分
の
十

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
）

第
七
条

条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
に
支
給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

土
木
作
業
手
当

二

下
水
道
施
設
検
査
手
当

三

用
地
交
渉
等
手
当

四

特
殊
現
場
作
業
手
当

（
土
木
作
業
手
当
）

第
八
条

土
木
作
業
手
当
は
、
職
員
が
交
通
の
頻
繁
な
道
路
上
で
行
う
測
量
、
調
査
、
検
査
又
は

監
督
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
四
十
円
と
す
る
。

（
下
水
道
施
設
検
査
手
当
）

第
九
条

下
水
道
施
設
検
査
手
当
は
、
職
員
が
下
水
道
の
管
渠き

ょ

及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
（
供
用
開
始
後

の
も
の
に
限
る
。
）
内
で
行
う
調
査
、
工
事
又
は
検
査
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
の
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
二
十
円
と
す
る
。

（
用
地
交
渉
等
手
当
）

第
十
条

用
地
交
渉
等
手
当
は
、
職
員
が
用
地
の
取
得
等
の
た
め
に
行
う
交
渉
又
は
事
業
の
施
行

に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
補
償
の
た
め
に
行
う
交
渉
（
用
地
の
取
得
等
の
た
め
に
行
う
交
渉
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
の
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
五
十
円
と
す
る
。

３

第
一
項
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
又
は
休
日
等
（
条

例
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
休
日
等
を
い
う
。
）
に
お
い
て
行
わ
れ

た
業
務
に
従
事
し
た
も
の
に
支
給
す
る
用
地
交
渉
等
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
百
六
十
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
特
殊
現
場
作
業
手
当
）

第
十
一
条

特
殊
現
場
作
業
手
当
は
、
職
員
が
地
上
又
は
水
面
上
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
足
場
の
不

安
定
な
箇
所
で
行
う
工
事
、
測
量
、
調
査
、
検
査
又
は
監
督
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
七
十
円
と
す
る
。

（
特
殊
勤
務
手
当
の
併
給
禁
止
）



第
十
二
条

特
殊
現
場
作
業
手
当
の
支
給
さ
れ
る
日
に
つ
い
て
は
、
土
木
作
業
手
当
は
支
給
し
な

い
。

（
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
日
）

第
十
三
条

特
殊
勤
務
手
当
は
、
当
該
月
分
を
翌
月
の
給
料
支
給
日
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
職

員
が
離
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
離
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
ま
で
の
分
を
す

み
や
か
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
又
は
非
常
勤
職
員
の
給
与
）

第
十
四
条

流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
で
職
員
以
外
の
も
の
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
給

与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
日
額
又
は
月
額
を
も
っ
て
管
理
者
が
定
め

る
。

（
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い
事
項
）

第
十
五
条

職
員
の
給
与
に
関
し
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
、

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に

派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
、
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
及
び
技
能
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
に
基
づ
き
、
支
給
さ
れ
る
給
与
の
例

に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
下
水
道
局
の
職
に
任
命
さ
れ
た

職
員
に
つ
い
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
又
は
単
身
赴

任
手
当
に
関
し
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た
届
出

（
施
行
日
に
お
い
て
届
出
の
内
容
に
異
動
の
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
施
行
日
に
お
い
て
管

理
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
扶
養
手
当
に
係
る
届
出
に
基
づ
き
知
事
が
認
定
し
て
い
た
事
実
及
び
手

当
の
月
額
は
、
施
行
日
に
お
い
て
管
理
者
が
認
定
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
又
は
単
身
赴
任
手
当
に
係
る
届
出
に
基
づ

き
知
事
が
確
認
し
て
い
た
事
実
及
び
決
定
し
て
い
た
手
当
の
月
額
は
、
施
行
日
に
お
い
て
管
理



者
が
確
認
し
、
決
定
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）

５

職
員
で
そ
の
者
の
受
け
る
給
料
月
額
が
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
日

の
前
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
（
管
理
者
が
定
め
る

職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
給
料
月
額
の
ほ
か
、
そ
の
差
額

に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十

九
条
第
五
項
（
同
条
例
第
十
九
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
第
十
九
条
第
五
項
中
「
給
料
月

額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県

流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
五
号
）
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」

と
す
る
。

７

別
表
第
三
の
職
の
欄
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
区
分
が
一
種
と
さ
れ
て
い
る
職
に
あ
る
職
員
の
管

理
職
手
当
の
月
額
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
は
、
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
管
理
職

手
当
の
額
か
ら
そ
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

８

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
別
に
定
め
る
。



別表第一（第二条関係）
下水道企業職給料表

職務の級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10級
号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
135,600 185,800 222,900 261,900 289,200 320,600 366,200 413,700 467,500 532,800
136,700 187,600 224,800 264,000 291,500 322,900 368,800 416,200 470,600 536,000
137,900 189,400 226,700 266,000 293,800 325,200 371,400 418,700 473,700 539,200
139,000 191,200 228,500 268,100 296,100 327,500 374,000 421,200 476,800 542,400

140,100 192,800 230,200 270,200 298,200 329,800 376,600 423,500 479,800 545,600
141,200 194,600 232,100 272,300 300,500 331,900 379,200 425,900 482,900 548,100
142,300 196,400 234,000 274,400 302,800 334,100 381,800 428,300 486,000 550,600
143,400 198,200 235,800 276,500 305,100 336,300 384,400 430,700 489,100 553,100

144,500 200,000 237,500 278,600 307,300 338,600 387,000 433,000 492,100 555,600
145,900 201,800 239,400 280,700 309,600 340,800 389,700 435,300 495,200 557,500
147,200 203,600 241,200 282,800 311,900 343,000 392,400 437,600 498,300 559,300
148,500 205,400 243,100 284,900 314,200 345,200 395,100 439,800 501,400 561,200

149,800 207,000 244,900 287,000 316,400 347,200 397,700 442,000 504,400 563,000
151,300 208,900 246,800 289,100 318,600 349,300 400,000 444,000 506,800 564,500
152,800 210,800 248,600 291,200 320,800 351,400 402,400 446,000 509,200 566,000
154,400 212,700 250,400 293,300 323,000 353,500 404,800 448,000 511,600 567,500

155,700 214,600 252,200 295,400 325,200 355,700 407,100 450,000 514,100 569,000
157,200 216,500 254,200 297,500 327,300 357,700 409,200 451,800 515,600 570,200
158,700 218,400 256,200 299,600 329,400 359,700 411,300 453,600 517,100 571,400
160,200 220,300 258,200 301,700 331,400 361,700 413,400 455,400 518,600 572,600

161,600 222,000 260,100 303,800 333,500 363,800 415,500 457,200 519,800 573,800
164,300 223,900 262,000 305,900 335,600 365,700 417,500 458,700 521,300
166,900 225,800 263,900 308,000 337,700 367,700 419,500 460,200 522,800
169,500 227,700 265,700 310,100 339,800 369,700 421,500 461,700 524,300

172,200 229,300 267,700 312,100 341,700 371,800 423,600 463,200 525,600
173,900 231,100 269,600 314,200 343,700 373,800 425,200 464,600 526,800
175,600 232,800 271,500 316,300 345,700 375,800 426,800 466,000 528,000
177,300 234,600 273,400 318,400 347,700 377,800 428,400 467,400 529,200

178,800 236,100 275,300 320,400 349,600 379,800 430,100 468,600 530,400
180,600 237,600 277,200 322,500 351,500 381,700 431,400 469,400 531,300
182,400 239,100 279,100 324,600 353,400 383,600 432,700 470,200 532,200
184,200 240,600 281,000 326,700 355,300 385,500 434,000 471,000 533,100

185,800 242,100 282,700 328,600 357,200 387,300 435,300 471,800 534,000
187,300 243,600 284,600 330,600 359,000 389,000 436,600 472,600 534,900
188,800 245,100 286,500 332,700 360,800 390,700 437,900 473,400 535,800
190,300 246,700 288,400 334,800 362,600 392,400 439,100 474,200 536,700

191,600 248,000 290,100 336,700 364,500 394,100 440,400 475,000 537,600
192,900 249,600 291,900 338,700 365,900 395,300 441,300 475,800 538,500
194,200 251,200 293,700 340,700 367,400 396,500 442,200 476,600 539,400
195,500 252,800 295,500 342,700 368,900 397,700 443,100 477,400 540,300

196,900 254,200 297,400 344,600 370,400 398,900 443,900 478,200 541,200
198,200 255,600 299,100 346,500 371,600 400,100 444,700 478,900
199,500 257,000 300,800 348,400 372,800 401,300 445,500 479,700
200,800 258,400 302,500 350,300 374,000 402,500 446,300 480,500

202,000 259,700 304,200 352,200 375,000 403,500 447,100 481,300
203,300 261,100 305,900 353,800 375,900 404,200 447,900
204,600 262,500 307,600 355,400 376,800 404,900 448,700
205,900 263,900 309,300 357,000 377,700 405,600 449,500

207,100 265,200 310,800 358,700 378,700 406,400 450,100
208,200 266,400 312,400 359,900 379,500 407,100 450,900
209,300 267,700 314,000 361,100 380,300 407,800 451,700
210,400 269,000 315,600 362,300 381,100 408,500 452,500

211,600 270,100 317,300 363,300 382,000 409,300 453,100
212,600 271,400 318,900 364,400 382,700 410,000 453,900
213,600 272,700 320,500 365,400 383,400 410,700 454,700
214,600 274,000 322,100 366,500 384,100 411,400 455,500

215,400 275,200 323,600 367,400 384,800 412,100 456,100
216,400 276,300 324,800 368,100 385,500 412,800 456,900
217,300 277,400 326,000 368,800 386,200 413,500 457,700
218,300 278,500 327,200 369,500 386,900 414,200 458,500

219,200 279,700 328,300 370,100 387,400 414,800 459,100

職員の
区分

1
2

再任用
職員以

3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

13
14
15
16

17
18
19
20

21
22
23
24

25
26
27
28

29
30
31
32

33
34
35
36

37
38
39
40

41
42
43
44

45
46
47
48

49
50
51
52

53
54
55
56

57
58
59
60

61



220,200 280,700 329,300 370,800 388,100 415,500
221,200 281,700 330,200 371,500 388,800 416,200
222,200 282,700 331,200 372,200 389,500 416,900

223,000 283,700 332,100 372,700 390,000 417,400
224,000 284,600 332,900 373,400 390,700 418,000
225,000 285,500 333,700 374,100 391,400 418,700
226,100 286,400 334,500 374,800 392,100 419,400

226,900 287,400 335,400 375,300 392,600 419,900
227,700 288,200 336,100 376,000 393,300 420,600
228,500 289,000 336,800 376,700 394,000 421,300
229,300 289,800 337,500 377,400 394,700 422,000

230,100 290,600 338,000 377,900 395,200 422,500
230,800 291,100 338,600 378,600 395,900 423,200
231,500 291,600 339,200 379,300 396,600 423,900
232,200 292,100 339,800 380,000 397,300 424,600

233,000 292,500 340,200 380,500 397,800 425,100
233,800 292,900 340,700 381,100 398,500
234,600 293,300 341,200 381,700 399,200
235,400 293,700 341,700 382,300 399,900

236,100 294,000 342,200 383,000 400,400
236,800 294,400 342,700 383,600 401,100
237,500 294,800 343,200 384,200 401,800
238,200 295,200 343,700 384,800 402,500

239,000 295,500 344,200 385,500 403,000
239,700 295,900 344,700 386,100
240,400 296,300 345,200 386,700
241,100 296,700 345,700 387,300

241,900 297,000 346,100 388,000
242,400 297,400 346,600 388,600
242,900 297,800 347,100 389,200
243,400 298,200 347,600 389,800

243,700 298,400 347,900 390,500
298,800 348,400
299,200 348,900
299,600 349,400

299,800 349,700
300,200 350,200
300,600 350,700
301,000 351,200

301,200 351,500
301,600 351,900
302,000 352,300
302,400 352,700

302,600 353,200
303,000 353,600
303,400 354,000
303,800 354,400

304,000 354,900
304,400 355,300
304,800 355,700
305,200 356,100

305,400 356,600
305,800
306,200
306,600

306,800
307,100
307,400
307,700

308,100
308,400
308,700
309,000

309,400
再任用
職員

186,500 214,200 258,600 278,900 294,500 320,600 363,600 398,000 450,400 532,800

備 考

62
63
64

65
66
67
68

69
70
71
72

73
74
75
76

77
78
79
80

81
82
83
84

85
86
87
88

89
90
91
92

93
94
95
96

97
98
99
100

101
102
103
104

105
106
107

114
115

108

109
110
111

116

117
118

外の職
員

119
120

121
122

112

113

この表は、第三条及び第十三条に規定する職員を除くすべての職員に適用する。

123
124

125



別表第三（第五条関係）
職 区分

局長 一種

局長 二種

契約局長

総合技術センター所長

課長

技術評価幹

総合技術幹

主席工事検査員

副参事

所長

副課長

副室長

副主席工事検査員

副所長

二種

三種

四種

別表第四（第五条関係）
区分 管理職手当額

一種 136,000円
一種 130,300円
二種 110,300円
三種 91,500円
四種 75,500円

備 考

７級
６級

職務の級
10級
９級
８級

下位の職務の級欄に対応する区分とする。

別表第三に掲げるその者の占める職に対応する同表の区分欄に掲げる区
分がその者の属する職務の級に係るこの表の職務の級欄に掲げる級に対応
する同表の区分欄にない職員については、その者の属する職務の級の一級

別表第五（第五条関係）
職務の級 区分 管理職手当額

10級 一種 133,600円
９級 一種 112,900円
８級 二種 91,800円
７級 三種 72,900円
６級 四種 57,800円

地 域 機 関

本 庁

各 機 関 共 通

機 関 の 区 分

職 務 の 級 十 級

局 付
局 長

九 級

局 付
所 長

セ ン タ ー

総 合 技 術

契 約 局 長

局 長
八 級

所 長
局 付

副 参 事

検 査 員

主 席 工 事

幹
総 合 技 術

幹
技 術 評 価

課 長
七 級

所 付
担 当 部 長

副 所 長

課 付
検 査 員

主 任 工 事

事 検 査 員

副 主 席 工

副 室 長

主 幹
副 課 長

六 級

所 付
担 当 課 長

担 当 部 長

課 付
員

工 事 検 査

検 査 員

主 任 工 事

主 査
主 幹

五 級

所 付
担 当 課 長

課 付
員

工 事 検 査

主 査
専 門 員

主 任
四 級

所 付
担 当 課 長

課 付
員

工 事 検 査

主 査
専 門 員

主 任
三 級

技 師
主 事

二 級

技 師
主 事

一 級

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 給 料 表 級 別 職 務 区 分 表

備 考 現 に 一 級 上 位 の 職 に 決 定 さ れ て い る 職 に つ い て は 、 本 表 に か か わ ら ず 、 従 前 の 例 に よ る 。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
六
号

埼
玉
県
下
水
道
局
公
印
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
公
印
規
程

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
下
水
道
局
の
公
印
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

第
二
条

下
水
道
局
に
お
け
る
公
印
の
名
称
、
寸
法
、
ひ
な
形
、
使
用
区
分
等
は
、
別
表
の
と
お

り
と
す
る
。

第
三
条

公
印
の
新
調
、
改
刻
又
は
廃
止
は
、
下
水
道
管
理
課
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
印
の
管
理
そ
の
他
公
印
に
関
し
、
必
要
な
事
項

は
、
埼
玉
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
訓
令
第
二
号
）
の
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



別 表 （ 第 二 条 関 係 ）

名称
寸法（ミリ

メートル）
ひな形 使用区分 管理者

埼玉県下水道

事業管理者印
方 ２５ 一般文書用

下水道管理課長

下水道事務所長

埼玉県下水道

事業管理者印
方 ２７ 表彰状用 下水道管理課長

埼玉県下水道

事業管理者印
方 １５

埼玉県職員

証用
同

埼玉県下水道

事業管理者職

務代理者印

方 ２５ 一般文書用 同

埼玉県下水道

局長印
方 ２３ 同 同

埼玉県下水道

局下水道管理

課長印

方 ２１ 同 同

埼玉県何下水

道事務所長印
同 同 下水道事務所長

埼玉県下水道局

下水道管理課

企業出納員印

方 １８
企業出納事

務用

下水道局下水道

管理課企業出納

員

埼玉県何下水

道事務所企業

出納員印

同 同
下水道事務所企

業出納員

埼 玉 県

下水道事業

管 理 者 印

埼玉県下水道

事業管理者職

務代理者印

埼 玉 県

下 水 道

局 長 印

埼玉県下水

道局下水道

管理課長印

埼 玉 県 何

下 水 道 事

務 所 長 印

埼玉県下水道局

下水道管理課

企業出納員印

埼玉県何下

水道事務所

企業出納員印

埼 玉 県

下水道事業

管 理 者 印

埼

玉

県

下
水
道
事
業

管

理

者

印



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
七
号

埼
玉
県
下
水
道
局
文
書
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
文
書
管
理
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
下
水
道
局
（
以
下
「
局
」
と
い
う
。
）
の
文
書
の
管
理
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

課

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程

第
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
掲
げ
る
機
関
を
い
う
。

二

所

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
第
六
条
に
掲
げ
る
機
関
を
い
う
。

（
文
書
管
理
責
任
者
）

第
三
条

文
書
管
理
責
任
者
は
、
課
に
あ
っ
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
、
所
に
あ
っ
て
は
第
二

号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

総
務
を
担
当
す
る
副
課
長
若
し
く
は
主
幹
の
職
に
あ
る
者
又
は
課
長
が
指
定
す
る
者

二

総
務
を
担
当
す
る
副
所
長
若
し
く
は
担
当
部
長
の
職
に
あ
る
者
又
は
所
長
が
指
定
す
る

者
（
文
書
管
理
補
助
者
）

第
四
条

文
書
管
理
補
助
者
は
、
課
に
あ
っ
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
、
所
に
あ
っ
て
は
第
二

号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

総
務
を
担
当
す
る
主
査
の
職
に
あ
る
者
又
は
課
長
が
指
定
す
る
者

二

総
務
を
担
当
す
る
担
当
課
長
の
職
に
あ
る
者
又
は
所
長
が
指
定
す
る
者

（
文
書
の
管
理
）

第
五
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
局
の
文
書
の
管
理
に
関
し
て
は
、
埼
玉
県
文
書
管

理
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
一
号
）
並
び
に
埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十

三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
及
び
埼
玉
県
公
文
例
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
訓
令
第

三
十
号
）
の
例
に
よ
る
。

（
文
書
記
号
）

第
六
条

局
の
課
及
び
所
の
文
書
記
号
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。



（
保
存
文
書
の
管
理
委
任
等
）

第
七
条

局
の
第
一
種
文
書
で
あ
っ
て
、
当
該
文
書
が
完
結
文
書
と
な
っ
て
か
ら
十
年
を
経
過
し

た
も
の
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
長
の
職
に
あ
る
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
に
そ
の
管
理
を
委

任
す
る
も
の
と
す
る
。

（
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
任
命
）

第
八
条

埼
玉
県
立
文
書
館
長
の
職
に
あ
る
者
は
、
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
に
任
命
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
六
条
関
係
）

埼
玉
県
中
川
下
水
道
事
務
所

埼
玉
県
荒
川
左
岸
北
部
下
水
道
事
務
所

埼
玉
県
荒
川
右
岸
下
水
道
事
務
所

埼
玉
県
荒
川
左
岸
南
部
下
水
道
事
務
所

下
水
道
管
理
課

課

所

名

中
下

荒
北
下

荒
右
下

荒
南
下

下
管文

書

記

号



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
八
号

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程

（
委
任
）

第
一
条

下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
職
に
あ
る
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
に
対
し
、
埼
玉
県
情
報
公
開
条

例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
七
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
実
施
機
関

と
し
て
の
事
務
の
う
ち
、
条
例
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
文
書
の
検
索
資
料
を
一
般
の

利
用
に
供
す
る
事
務
を
委
任
す
る
。

（
請
求
書
等
の
提
出
先
）

第
二
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
開
示
請
求
は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報

セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
開
示
請
求
の
手
続
）

第
三
条

埼
玉
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六

年
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行

う
条
例
第
八
条
第
一
項
の
開
示
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

公
文
書
開
示
請
求
シ
ス
テ
ム
（
開
示
請
求
を
受
け
る
た
め
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）

に
入
力
す
る
と
と
も
に
、
開
示
請
求
者
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
開
示
の
実
施
の
方
法

二

前
号
の
開
示
の
実
施
の
方
法
の
う
ち
、
実
施
す
る
開
示
の
実
施
の
方
法

三

県
の
事
務
所
に
お
い
て
開
示
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
開
示
を
実
施
す
る
日
時
及
び
場
所

四

写
し
、
第
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た
も
の
又
は

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
媒
体
に
複
写
し
た
も
の
の
送
付
の
方
法
に
よ
る
開

示
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
準
備
に
要
す
る
期
間
及
び
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
を

納
付
す
べ
き
旨

（
第
三
者
に
通
知
す
る
事
項
）

第
五
条

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。



一

開
示
請
求
に
係
る
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容

二

開
示
請
求
が
あ
っ
た
日

三

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

第
六
条

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

開
示
請
求
に
係
る
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容

二

開
示
請
求
が
あ
っ
た
日

三

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
の
適
用
の
区
分
及
び
当
該
規
定
を

適
用
す
る
理
由

四

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

（
電
磁
的
記
録
の
開
示
方
法
）

第
七
条

条
例
第
十
八
条
第
一
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

電
磁
的
記
録
（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
録
音
テ
ー
プ
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）

を
印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
交
付

二

電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
閲
覧
、
聴
取
若
し
く
は
視
聴
又
は
電

磁
的
記
録
媒
体
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付
が
容
易
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
閲

覧
、
聴
取
若
し
く
は
視
聴
又
は
複
写
し
た
も
の
の
交
付

（
開
示
の
実
施
の
請
求
）

第
八
条

条
例
第
十
八
条
第
三
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
事
項
は
、
求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法

及
び
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
領
し
た
日
と
す
る
。

２

条
例
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法
が
条
例
第
十

四
条
第
一
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
実
施
す
る
開
示
の
実
施
の

方
法
と
異
な
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
改
め
て
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
開
示
の
日
時
の
変
更
）

第
九
条

管
理
者
は
、
開
示
請
求
者
又
は
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
示
の
申
出

を
し
た
も
の
（
以
下
「
開
示
請
求
者
等
」
と
い
う
。
）
が
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
又
は

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
開
示
の
日
時
に
つ
い
て
変
更
を
申
し
出
た
場
合
に

お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
開
示
の
日
時
を
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
後
の
開
示
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
が
条
例
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
開
示
の
日
か
ら
三
十
日
後
の
日
ま
で
と

す
る
。

３

管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
示
の
日
時
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
開
示
請

求
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
開
示
の
中
止
等
）



第
十
条

管
理
者
は
、
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
決
定
を
受
け
た
も
の
又
は

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
も
の
で
公
文
書
の
閲
覧
、
聴
取
又
は
視
聴
を
す
る
も

の
が
、
当
該
閲
覧
、
聴
取
又
は
視
聴
に
係
る
公
文
書
を
破
損
し
、
汚
損
し
、
又
は
改
ざ
ん
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
公
文
書
の
閲
覧
、
聴
取
又
は
視
聴
の
中
止
又
は
禁
止

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
文
書
の
開
示
の
申
出
に
対
す
る
通
知
）

第
十
一
条

管
理
者
は
、
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
開
示
の
申
出
に
係
る
公
文
書
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
又
は
当
該
公
文
書
の
全
部
を
開
示
し
な
い
こ
と
と

し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
申
出
を
行
っ
た
も
の
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
出
資
法
人
）

第
十
二
条

管
理
者
は
、
条
例
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
法
人
を
定
め
、
又
は
変

更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
様
式
等
）

第
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
面
の
様
式
は
、
知
事
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
例
に
よ

る
。

一

条
例
第
八
条
第
一
項
の
書
面

二

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
文
書
の
全
部
の
開
示
を
決
定
し
た
場
合
の
書
面

三

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
文
書
の
一
部
の
開
示
を
決
定
し
た
場
合
の
書
面

四

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
書
面

五

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
書
面

六

条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
書
面

七

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
書
面

八

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
書
面

九

条
例
第
十
七
条
第
三
項
（
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
書

面

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
出
等
は
、
規
則
に
定
め
る
例
に
よ
る
。

一

条
例
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

二

第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

三

条
例
第
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

四

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
開
示
の
申
出

五

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
通
知

六

条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
通
知

（
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
任
命
）



第
十
四
条

埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
職
に
あ
る
者
は
、
流
域
下
水
道
事

業
企
業
職
員
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
九
号

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
、
下
水
道
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理

者
」
と
い
う
。
）
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
等
に
関
す
る
事
前
通
知
）

第
二
条

条
例
第
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
同
項
第
十
号
の
規
則
等
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
開
始
の
予
定
年
月
日

二

条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由

三

条
例
第
二
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
特
別
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
他
の
法
令
の
名
称
、
条
項

及
び
そ
の
内
容

２

条
例
第
十
三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
通
知
に
係
る
同
項
第
十
号
の
規
則
等
で

定
め
る
事
項
は
、
当
該
変
更
の
予
定
年
月
日
と
す
る
。

（
条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
規
則
等
で
定
め
る
数
）

第
三
条

条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
規
則
等
で
定
め
る
数
は
、
千
人
と
す
る
。

（
条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
の
規
則
等
で
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
）

第
四
条

条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
の
規
則
等
で
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
は
、
次
に
掲

げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人

事
、
給
与
若
し
く
は
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る

も
の
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
の
採
用
又
は
選
定
の
た
め
の
試
験
に
関
す
る
個
人
情
報
フ

ァ
イ
ル
を
含
む
。
）

イ

実
施
機
関
の
職
員
以
外
の
公
務
員
で
あ
っ
て
、
管
理
者
の
任
命
（
推
薦
を
含
む
。
）

に
係
る
も
の



ロ

イ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

ハ

条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
者
又
は
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の

被
扶
養
者
又
は
遺
族

二

条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
者
及
び
前
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者

を
併
せ
て
記
録
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人
事
、
給
与
若
し
く
は

福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る
も
の

（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
作
成
及
び
公
表
）

第
五
条

管
理
者
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
条
例
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
は
、
管
理
者
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
通
じ
て
一
の

帳
簿
と
す
る
。

３

管
理
者
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち

に
、
当
該
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

管
理
者
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
を
や
め
た
と

き
、
又
は
そ
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
に
該
当
す
る
に
至
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
の
記
載
を
消
除
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

管
理
者
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
管
理
者
が

必
要
と
認
め
る
箇
所
に
備
え
て
置
き
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
）

第
六
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
又
は
同
項
第
二
号
に
係
る
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
別

二

条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
次
条
に
規
定
す

る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

三

第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

（
条
例
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
則
等
で
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
）

第
七
条

条
例
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
則
等
で
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
は
、
条
例
第

二
条
第
四
項
第
二
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
、
そ
の
利
用
目
的
及
び
記
録
範
囲
が
条

例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
係
る
個
人



情
報
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的
及
び
記
録
範
囲
の
範
囲
内
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
開
示
請
求
書
の
記
載
事
項
）

第
八
条

開
示
請
求
書
に
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
求
め
る
開
示
の
実

施
の
方
法
及
び
開
示
の
実
施
を
希
望
す
る
日
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
、
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
十
六
条
第
一
号
に
お
い
て

「
開
示
の
実
施
の
方
法
」
と
は
、
文
書
又
は
図
画
に
記
録
さ
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
に
つ

い
て
は
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
を
い
い
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
方
法
を
い
う
。

（
開
示
請
求
に
お
け
る
本
人
確
認
手
続
等
）

第
九
条

開
示
請
求
を
す
る
者
は
、
管
理
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
有
効
期
間
を
有
す
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し
、
又
は

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

イ
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
一
。
た
だ
し
、
イ
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ロ
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
二

イ

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成

十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）
別
記
様
式
第
二
に
規
定
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
船
員
手
帳
、
海
技
免
状
、
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
総
理
府
令
第
十
六
号
）
別
記
様
式
第
三
十
号
に
規
定
す
る

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六

十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
戦
傷
病
者
手
帳
、
宅
地
建
物
取
引
業

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
証
、
電
気
工
事
士
免
状
、
無
線
従
事
者
規
則
（
平
成
二
年
郵
政
省
令
第
十
八

号
）
別
表
第
十
三
号
様
式
に
規
定
す
る
無
線
従
事
者
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
そ
の

他
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
法
人
及
び
地
方
独
立
行
政
法

人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政

法
人
を
含
む
。
）
が
発
行
し
た
写
真
の
は
り
付
け
ら
れ
た
身
分
証
明
書
若
し
く
は
資
格

証
明
書
又
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

学
校
、
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
若
し
く
は
同
法
第
百
三
十
四
条
に

規
定
す
る
各
種
学
校
（
次
の
ロ
及
び
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
を

「
学
校
」
と
い
う
。
）
が
発
行
し
た
写
真
の
は
り
付
け
ら
れ
た
身
分
証
明
書

ロ

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
厚

生
省
令
第
四
十
号
）
に
規
定
す
る
年
金
手
帳
（
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て



「
年
金
手
帳
」
と
い
う
。
）
、
年
金
証
書
、
在
学
し
て
い
る
学
校
の
在
学
証
明
書
そ
の

他
当
該
開
示
請
求
を
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
管
理
者
が
適
当
と

認
め
る
書
類

二

前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
提
示
し
、
又
は
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
示
請
求
を
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
書
類

２

開
示
請
求
書
を
管
理
者
に
送
付
し
て
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
開
示
請
求
を
す
る
者

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
二
を
複
写
機

に
よ
り
複
写
し
た
も
の
及
び
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
又
は
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
（
開

示
請
求
を
す
る
日
前
三
十
日
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
管
理
者
が
適
当

と
認
め
る
書
類
を
管
理
者
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

３

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
定
代
理
人
が
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該

法
定
代
理
人
は
、
戸
籍
謄
本
そ
の
他
の
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
管
理
者
が
適
当

と
認
め
る
も
の
を
管
理
者
に
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
定
代
理
人
が
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該

法
定
代
理
人
は
、
開
示
請
求
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
又
は
居
所
及
び

連
絡
先

二

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
の
別

三

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
が
未
成
年
者
で
あ
っ
て
十
五
歳
以
上
の
と
き

は
、
法
定
代
理
人
が
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
該
本
人
の
同
意
の
有
無

５

開
示
請
求
を
し
た
法
定
代
理
人
は
、
当
該
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け

る
前
に
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
書
面
で
そ
の
旨
を
管
理
者
（
条
例
第
二

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
移
送
を
受
け
た
実
施
機

関
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
開
示
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

（
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
）

第
十
条

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
開
示
の
実
施
の
方

法
二

県
の
事
務
所
に
お
い
て
開
示
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
開
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
日
、
時
間
及
び
場
所
並
び
に
条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
際

に
開
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
の
う
ち
か
ら
開
示
の
実
施
を
希
望
す
る
日
を
選
択



す
べ
き
旨

三

開
示
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
べ
き
旨
そ
の
他
当
該
開
示
の
実
施
に
必
要
な
事

項

２

開
示
請
求
書
に
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
に
お
け
る
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と

す
る
。

一

開
示
請
求
書
に
記
載
さ
れ
た
開
示
の
実
施
の
方
法
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
（
開
示
請
求
書
に
開
示
の
実
施
を
希
望
す
る
日
が
記
載
さ
れ

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
限
る
。
）

そ
の
旨
及
び
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

そ
の
旨
及
び
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
第
三
者
に
対
す
る
通
知
に
当
た
っ
て
の
注
意
）

第
十
一
条

管
理
者
は
、
条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
三
者
に
対

し
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
を
通
知
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
開
示
請
求
に
係
る

保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
）

第
十
二
条

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

開
示
請
求
の
年
月
日

二

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

（
条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
）

第
十
三
条

条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

開
示
請
求
の
年
月
日

二

条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別
及
び
そ
の
理
由

三

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
開
示
の
実
施
の
方
法
）

第
十
四
条

条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
則
等
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す

る
。

一

電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
交
付

二

電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
閲
覧
、
聴
取
若
し
く
は
視
聴
又
は

電
磁
的
記
録
媒
体
（
録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
フ
レ
キ
シ
ブ



ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
等
を
い
う
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

三

前
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
開
示
の
実
施
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
管
理
者
が

適
当
と
認
め
る
方
法

（
開
示
の
実
施
の
方
法
等
の
申
出
）

第
十
五
条

条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
書
面
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
旨
の
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
項
を
変
更
し
な
い
と
き
は
、
条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
）

第
十
六
条

条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
則
等
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法
（
開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
部
分
ご
と
に
異
な

る
方
法
に
よ
る
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
部
分
ご
と

の
開
示
の
実
施
の
方
法
）

二

開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
一
部
に
つ
い
て
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
部
分

三

開
示
の
実
施
を
希
望
す
る
日

（
開
示
の
実
施
に
お
け
る
本
人
確
認
手
続
等
）

第
十
七
条

開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
管
理
者
に
対
し
、
次

に
掲
げ
る
書
類
（
有
効
期
間
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限

る
。
）
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
一
。
た
だ
し
、
同
号
イ
に
掲
げ

る
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
在
学
し
て
い
る
学
校
の
在
学
証
明
書
そ
の
他
当
該
開
示

を
受
け
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
書
類
の
い

ず
れ
か
二

二

前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
提
示
し
、
又
は
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
示
を
受
け
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
書
類

２

写
し
の
送
付
の
方
法
に
よ
り
開
示
の
実
施
を
求
め
る
者
は
、
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
に
係
る
書
面
そ
の
他
の
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。



３

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
開
示
請
求
を
し
た
法
定
代
理
人
が
開
示
を
受
け
る
場

合
に
は
、
当
該
法
定
代
理
人
は
、
戸
籍
謄
本
そ
の
他
の
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
管
理
者
に
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
費
用
負
担
等
）

第
十
八
条

条
例
第
二
十
八
条
の
規
則
等
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

文
書
及
び
図
画
を
複
写
機
に
よ
り
用
紙
（
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
三
番
、
Ａ
列
四
番
又
は

Ｂ
列
四
番
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

用
紙
一
枚
に
つ
き
十
円

二

電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
の
交
付

用
紙
一
枚
に
つ
き
十
円

三

電
磁
的
記
録
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二

三
に
適
合
す
る
幅
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

一
枚
に
つ
き
四
十
円

四

前
三
号
に
掲
げ
る
方
法
以
外
の
方
法
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

当
該

複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
作
成
に
要
す
る
費
用
の
額

２

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
用
紙
の
両
面
に
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
片
面
に
つ
き
用
紙
一
枚
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
用
紙
に
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た

も
の
を
交
付
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
用
紙
の
部
数
は
、
一
部
と
す
る
。

４

開
示
の
実
施
に
要
す
る
費
用
は
、
前
納
と
す
る
。

（
訂
正
請
求
等
に
関
す
る
開
示
請
求
に
お
け
る
本
人
確
認
手
続
等
に
係
る
規
定
の
準
用
）

第
十
九
条

第
九
条
（
第
四
項
第
三
号
、
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
訂
正
請

求
及
び
利
用
停
止
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第

四
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
訂
正
請
求
に
つ
い
て
は
「
第
二
十
九
条
第
二

項
」
と
、
利
用
停
止
請
求
に
つ
い
て
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
出
資
法
人
）

第
二
十
条

管
理
者
は
、
条
例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
法
人
を
定
め
、
又
は
変

更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
任
命
）

第
二
十
一
条

埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
職
に
あ
る
者
は
、
流
域
下
水
道

事
業
企
業
職
員
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
二
十
二
条

管
理
者
は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
職
に
あ
る
流
域
下



水
道
事
業
企
業
職
員
に
対
し
、
条
例
に
基
づ
く
実
施
機
関
と
し
て
の
事
務
の
う
ち
、
条
例
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
管
理
者
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い

て
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
し
、
公
表
す
る
事
務
（
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規

定
に
基
づ
く
事
務
を
含
む
。
）
を
委
任
す
る
。

（
開
示
請
求
等
に
係
る
書
面
の
提
出
先
）

第
二
十
三
条

条
例
第
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
書
面
の
提
出
は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
様
式
）

第
二
十
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
面
の
様
式
は
、
知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に

関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
三
号
）
に
定
め
る
例
に
よ
る
。

一

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
書
面

二

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
の
開
示
を
決
定
し
た
場

合
の
書
面

三

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
の
一
部
の
開
示
を
決
定
し
た
場

合
の
書
面

四

条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
の
書
面

五

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
の
書
面

六

条
例
第
二
十
二
条
第
三
項
の
書
面

七

条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
書
面

八

条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
の
書
面

九

条
例
第
二
十
四
条
第
三
項
（
条
例
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
書
面

十

条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
書
面

十
一

条
例
第
三
十
条
第
一
項
の
書
面

十
二

条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
の
書
面

十
三

条
例
第
三
十
二
条
第
二
項
の
書
面

十
四

条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
の
書
面

十
五

条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
の
書
面

十
六

条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
の
書
面

十
七

条
例
第
三
十
五
条
の
書
面

十
八

条
例
第
三
十
七
条
第
一
項
の
書
面

十
九

条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
の
書
面

二
十

条
例
第
三
十
九
条
第
二
項
の
書
面



二
十
一

条
例
第
四
十
条
第
二
項
の
書
面

二
十
二

条
例
第
四
十
条
第
三
項
の
書
面

二
十
三

条
例
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
書
面

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
号

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

下
水
道
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
手
続
等
に
関
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
規

程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
法
令
」
、
「
条
例
等
」
、
「
県
の
機
関
等
」
、
「
書
面
等
」
、

「
電
磁
的
記
録
」
、
「
申
請
等
」
、
「
処
分
通
知
等
」
、
「
縦
覧
等
」
、
「
作
成
等
」
又
は
「
手

続
等
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
埼
玉
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
又
は
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
規
定
す
る
法
令
、
条
例
等
、
県

の
機
関
等
、
書
面
等
、
電
磁
的
記
録
、
申
請
等
、
処
分
通
知
等
、
縦
覧
等
、
作
成
等
又
は
手
続

等
を
い
う
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

電
子
署
名

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。

二

電
子
証
明
書

申
請
等
を
す
る
者
又
は
県
の
機
関
等
が
電
子
署
名
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
項
が
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。

（
手
続
等
の
告
示
）

第
三
条

下
水
道
事
業
管
理
者
は
、
下
水
道
事
業
管
理
者
又
は
こ
れ
に
置
か
れ
る
機
関
（
以
下
「
下

水
道
事
業
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
が
こ
の
規
程
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
手
続
等
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
根
拠
と
な
る
法
令
又
は
条
例
等
の
名
称
及
び
条
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）



第
四
条

電
子
情
報
処
理
組
織
（
条
例
第
三
条
第
一
項
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
申
請
等
を
す
る
者
は
、
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り

行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
そ
の
他
下
水
道
事
業
管
理
者
が
必
要
と

認
め
る
事
項
を
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用

に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

下
水
道
事
業
管
理
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

す
る
機
能

二

下
水
道
事
業
管
理
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
通
信
す
る
機
能

２

前
項
の
申
請
等
を
す
る
者
は
、
入
力
す
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
電
子
署
名
を
行
い
、

当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と

併
せ
て
こ
れ
を
下
水
道
事
業
管
理
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
当

該
申
請
等
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
と
き
、
又
は
県
の
機
関
等
が
申
請

等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書

二

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書

三

前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
管
理
者
が
定
め
る
電
子
証
明
書

３

条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
は
、
前
項
に
規
定

す
る
措
置
と
す
る
。

４

第
一
項
の
申
請
等
を
す
る
者
は
、
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出

す
べ
き
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
、
又
は
当
該
書
面
等
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

下
水
道
事
業
管
理
者
等
は
、
第
一
項
の
申
請
等
に
際
し
て
、
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り

行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
に
つ
い
て
、
下
水
道
事
業
管
理

者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
書
面
等
の
提
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

数
通
の
同
一
の
書
面
等
の
提
出
を
必
要
と
す
る
申
請
等
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
請
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
等
に
必
要
な
数

の
書
面
等
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
）



第
五
条

下
水
道
事
業
管
理
者
等
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
条
例
第
四
条
第
一
項
の
電
子
情
報

処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
し
て
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知
等
を
書
面

等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

下
水
道
事
業
管
理
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
通
知
等
を
行
う
場
合
は
、
当
該
事
項

に
つ
い
て
の
情
報
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
と
併
せ
て
記
録

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
県
の
機
関
等
に
対
し
て
処
分
通
知
等
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３

条
例
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
は
、
前
項
に
規
定

す
る
措
置
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
）

第
六
条

下
水
道
事
業
管
理
者
等
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
又
は
当
該
事
項
を

記
載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
縦
覧

等
に
供
す
る
方
法
、
下
水
道
事
業
管
理
者
に
置
か
れ
る
機
関
の
事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算

機
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
し
た
書

類
に
よ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
作
成
等
）

第
七
条

下
水
道
事
業
管
理
者
等
は
、
電
磁
的
記
録
の
作
成
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
項
を
下

水
道
事
業
管
理
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方

法
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く

こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
は
、
作
成
等
を
し

た
電
磁
的
記
録
に
記
録
し
た
情
報
に
つ
い
て
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子

証
明
書
を
併
せ
て
記
録
す
る
こ
と
又
は
下
水
道
事
業
管
理
者
の
定
め
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
作
成
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
一
号

埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
公
用
車
管
理
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
公
用
車
の
適
正
な
管
理
及
び
運
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

公
用
車

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
自
動
車
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
で
、
埼
玉
県
が
所
有
し

運
行
の
用
に
供
す
る
も
の
の
う
ち
下
水
道
局
が
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。

二

保
有
機
関

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管

理
規
程
第
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
下
水
道
管
理
課
及
び
第
六
条
に
規
定
す
る
地

域
機
関
の
う
ち
公
用
車
を
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。

三

所
属
長

保
有
機
関
の
長
を
い
う
。

（
所
属
長
の
責
務
）

第
三
条

所
属
長
は
、
そ
の
管
理
す
る
公
用
車
を
安
全
か
つ
適
正
に
運
行
す
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
車
両
取
扱
監
督
者
）

第
四
条

保
有
機
関
に
、
車
両
取
扱
監
督
者
を
置
く
。

２

車
両
取
扱
監
督
者
は
、
下
水
道
管
理
課
に
あ
っ
て
は
総
務
を
担
当
す
る
副
課
長
、
地
域
機
関

に
あ
っ
て
は
総
務
を
担
当
す
る
担
当
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

車
両
取
扱
監
督
者
は
、
公
用
車
の
管
理
及
び
運
行
に
関
し
所
属
長
を
補
佐
し
、
次
条
及
び
第

六
条
に
規
定
す
る
車
両
責
任
者
、
安
全
運
転
管
理
者
等
及
び
整
備
管
理
者
を
指
導
監
督
す
る
。

（
車
両
責
任
者
）

第
五
条

保
有
機
関
に
、
車
両
責
任
者
を
置
く
。

２

車
両
責
任
者
は
、
所
属
長
が
そ
の
管
理
す
る
公
用
車
ご
と
に
指
定
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

車
両
責
任
者
は
、
指
定
に
係
る
公
用
車
を
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



（
安
全
運
転
管
理
者
等
及
び
整
備
管
理
者
）

第
六
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四

項
に
規
定
す
る
安
全
運
転
管
理
者
及
び
副
安
全
運
転
管
理
者
は
、
所
属
長
が
指
定
す
る
者
を
も

っ
て
充
て
る
。

２

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

整
備
管
理
者
は
、
所
属
長
の
指
定
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
使
用
承
認
手
続
）

第
七
条

下
水
道
管
理
課
ま
た
は
地
域
機
関
で
管
理
す
る
公
用
車
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
様
式
第
一
号
の
公
用
車
運
行
管
理
簿
に
よ
り
、
所
属
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
使
用
す
る
場
合
は
、

口
頭
に
よ
り
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
公
用
車
の
使
用
後
速

や
か
に
前
項
に
定
め
る
手
続
を
と
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
公
用
車
の
使
用
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
そ
の
旨
を
、
速
や
か
に
所
属
長
に
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

（
運
転
者
）

第
八
条

公
用
車
の
運
転
者
は
、
専
任
の
自
動
車
運
転
職
員
の
ほ
か
、
使
用
申
込
の
都
度
所
属
長

か
ら
公
用
車
の
運
転
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
者
と
す
る
。

（
運
転
者
の
義
務
）

第
九
条

運
転
者
は
、
公
用
車
の
運
行
に
当
た
っ
て
は
、
所
属
長
の
命
令
及
び
道
路
交
通
法
そ
の

他
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
安
全
か
つ
適
正
な
運
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
常
点
検
）

第
十
条

所
属
長
は
、
運
転
者
に
様
式
第
二
号
の
日
常
点
検
表
に
所
定
の
事
項
を
記
入
さ
せ
、
保

存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
報
告
等
）

第
十
一
条

運
転
者
は
、
公
用
車
の
運
転
終
了
後
、
公
用
車
運
行
管
理
簿
に
よ
り
所
属
長
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
属
長
は
、
様
式
第
三
号
の
公
用
車
運
行
実
績
表
に
所
定
の
事
項
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
交
通
事
故
の
報
告
）

第
十
二
条

運
転
者
及
び
同
乗
者
は
、
公
用
車
に
つ
い
て
道
路
交
通
法
第
七
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
交
通
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
同
条
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
運
転
者
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
所
属
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
運
転
者
が
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
報
告
で
き
な
い
と
き
は
、
同
乗
者
が
報
告
し
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
十
三
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
用
車
の
管
理
及
び
運
行
に
関
し
、
必
要
な
事

項
は
所
属
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



様式第 1 号

公用車運行管理簿 月分

登録番号

所属長

車両取扱

監 督 者

担 当

主 査 等

使 用

責 任 者

使用日 開始時間 使 用

時 間

用 務

運転者

走行 ㎞ 燃 料 ㍑

備 考曜 日 終了時間 用 務 先 延走行㎞ オイル ㍑

計 計 計

計



様式第 2 号

日 常 点 検 表

年 月（１日～15日） （表） 登 録 番 号

点検箇所 点 検 内 容
点 検 日

１２３４５６７８９10 1112 13 14 15

ブレーキ

１ ブレーキ・ペダルの踏みしろが適当で、ブレーキのききが十分であること。
２ ブレーキの液量が適当であること。
３ 空気圧力の上がり具合が不良でないこと。
４ ブレーキ・ペダルを踏み込んで放した場合にブレーキ・バルブからの排気音が正常であること。
５ 駐車ブレーキ・レバーの引きしろが適当であること。

タ イ ヤ

６ タイヤの空気圧が適当であること。
７ き裂及び損傷がないこと。
８ 異状な摩耗がないこと。
９ 溝の深さが十分であること。

バッテリ 10 液量が適当であること。

原 動 機

11 冷却水の量が適当であること。
12 ファンベルトは、張り具合が適当であり、かつ、損傷がないこと。
13 エンジン・オイルの量が適当であること。
14 原動機のかかり具合が不良でなく、かつ、異音がないこと。
15 低速及び加速の状態が適当であること。

灯火装置
及び方向
指 示 器

16 点灯又は点滅具合が不良でなく、かつ、汚れ及び損傷がないこと。

ウ イ ン
ド・ウォ
ッシャ及
びワイパ
ー

17 ウインド・ウォッシャの液量が適当であり、かつ、噴射状態が不良でないこと。

18 ワイパーの払しよく状態が不良でないこと。

エ ア ・タ
ン ク

19 エア・タンクに凝水がないこと。

運行にお
いて異状
が認めら
れた箇所

20 当該箇所に異状がないこと。

注１ 異状なしの場合はレ印、不良の場合は×印を付けること。
２ 不良箇所は、直ちに車両責任者に申し出て指示を受け、処置すること。
３ 修理を行う際には、概要を摘要欄に記入し、検印を受けること。
４ ３、４及び19の点検は、エアブレーキが装着されている自動車について行うこと。

点 検 者 印
車両責任者印

摘 要



年 月（16日～31日） （裏） 登 録 番 号

点検箇所 点 検 内 容
点 検 日

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
28

28 29 30 31

ブレーキ

１ ブレーキ・ペダルの踏みしろが適当で、ブレーキのききが十分であること。
２ ブレーキの液量が適当であること。
３ 空気圧力の上がり具合が不良でないこと。
４ ブレーキ・ペダルを踏み込んで放した場合にブレーキ・バルブからの排気音が正常であること。
５ 駐車ブレーキ・レバーの引きしろが適当であること。

タ イ ヤ

６ タイヤの空気圧が適当であること。
７ き裂及び損傷がないこと。
８ 異状な摩耗がないこと。
９ 溝の深さが十分であること。

バッテリ 10 液量が適当であること。

原 動 機

11 冷却水の量が適当であること。
12 ファンベルトは、張り具合が適当であり、かつ、損傷がないこと。
13 エンジン・オイルの量が適当であること。
14 原動機のかかり具合が不良でなく、かつ、異音がないこと。
15 低速及び加速の状態が適当であること。

灯火装置
及び方向
指示器

16 点灯又は点滅具合が不良でなく、かつ、汚れ及び損傷がないこと。

ウ イ ン
ド・ウォ
ッシャ及
びワイパ
ー

17 ウインド・ウォッシャの液量が適当であり、かつ、噴射状態が不良でないこと。

18 ワイパーの払しよく状態が不良でないこと。

エ ア ・タ
ン ク

19 エア・タンクに凝水がないこと。

運行にお
いて異状
が認めら
れた箇所

20 当該箇所に異状がないこと。

注１ 異状なしの場合はレ印、不良の場合は×印を付けること。
２ 不良箇所は、直ちに車両責任者に申し出て指示を受け、処置すること。
３ 修理を行う際には、概要を摘要欄に記入し、検印を受けること。
４ ３、４及び19の点検は、エアブレーキが装着されている自動車について行うこと。

点 検 者 印
車両責任者印

摘 要



様式第 3 号

保有機関

年度

公 用 車 運 行 実 績 表

登録番号 車 種 車 名 年式

月 別 使用日数

使 用

延 回 数

使 用 時 間

走 行 距 離 数 給 油 量 経 費

前月末走行距離 当月走行 燃 料 修繕料等 備 品 費

当月末走行距離 距 離 数 オ イ ル 燃 料 費 合 計

４
日 回 時間 分 ㎞ ㎞ ㍑ 円 円

㎞ ㍑ 円 円

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

計



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
二
号

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
職
務
を
行
う
職
員
を
指
定
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
職
務
を
行
う
職
員
を
指
定
す
る
規
程

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
下
水
道
事
業
管
理
者
が
指
定
す
る
上
席
の
職
員
は
、
下
水
道
局
長
の
職
に
あ
る
職
員
と

す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
三
号

埼
玉
県
下
水
道
局
人
事
事
務
取
扱
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
人
事
事
務
取
扱
規
程

下
水
道
局
の
人
事
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
昭

和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
八
号
）
に
定
め
る
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
四
号

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
倫
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
倫
理
規
程

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
職
員
が
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
自
覚
す
べ
き
事
項
、
入
札
談
合
等

関
与
行
為
の
防
止
に
関
し
て
遵
守
す
べ
き
事
項
、
公
費
支
出
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
留
意

す
べ
き
事
項
、
関
係
業
者
等
と
の
接
触
に
関
し
て
遵
守
す
べ
き
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
も
っ
て
公
務
の
公
正
さ
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
流
域
下
水
道
事
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員

の
う
ち
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十

九
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。

２

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
公
費
支
出
事
務
」
と
は
、
支
出
予
算
の
執
行
に
関
す
る
事
務
を

い
う
。

３

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
関
係
業
者
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

当
該
職
員
の
職
務
に
利
害
関
係
の
あ
る
業
者
（
営
利
を
目
的
と
し
て
事
業
を
行
う
も
の

（
業
者
の
集
合
体
で
あ
っ
て
法
人
格
を
有
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
個
人
（
個
人
の
集
合
体
で
あ
っ
て
法
人
格
を
有
し
な
い
も
の
を
含
む
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

職
員
の
地
位
等
の
客
観
的
な
事
情
か
ら
当
該
職
員
が
事
実
上
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る

と
考
え
ら
れ
る
他
の
職
員
の
職
務
に
利
害
関
係
の
あ
る
業
者
及
び
個
人

三

設
立
に
行
政
庁
の
許
可
又
は
認
可
を
要
す
る
法
人
で
県
の
行
政
運
営
と
関
連
を
有
す

る
も
の
の
役
員
及
び
職
員

４

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
所
属
長
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。

一

下
水
道
局
長

下
水
道
事
業
管
理
者

二

契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
技
術
評
価
幹
、
下
水
道
管
理
課
長
及
び
地
域

機
関
の
長

下
水
道
局
長

三

前
各
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長
、
下
水
道
管
理
課
長



四

地
域
機
関
の
職
員
（
地
域
機
関
の
長
を
除
く
。
）

所
属
す
る
地
域
機
関
の
長

（
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
）

第
三
条

職
員
は
、
県
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
こ
と
を
強

く
自
覚
し
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
県
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
有
利
な
取
扱
い
を
す
る
等
県
民
に
対
し
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
ず
、
常
に
公
正
な
職
務
の
執
行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

職
員
は
、
法
律
又
は
条
例
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
の

疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
法
令
等
の
遵
守
）

第
四
条

職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
法
令
等
に
従
い
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
入
札
談
合
等
関
与
行
為
の
禁
止
）

第
五
条

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

事
業
者
又
は
事
業
者
団
体
の
会
合
に
出
席
し
、
事
業
者
毎
の
年
間
受
注
目
標
額
を
提
示

し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
調
整
を
指
示
す
る
こ
と
。

二

事
業
者
若
し
く
は
事
業
者
団
体
の
働
き
か
け
に
応
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
自
ら
働
き

か
け
、
受
注
者
を
指
名
し
、
又
は
受
注
を
希
望
す
る
業
者
名
を
教
示
し
、
若
し
く
は
示
唆

す
る
こ
と
。

三

事
業
者
又
は
事
業
者
団
体
に
対
し
、
本
来
公
開
し
て
い
な
い
予
定
価
格
を
漏
洩
す
る
こ

と
。

四

事
業
者
又
は
事
業
者
団
体
以
外
の
第
三
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
本
来
公
開
し
て
い
な
い

予
定
価
格
を
漏
洩
す
る
こ
と
。

五

入
札
談
合
等
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
、
事
業

者
若
し
く
は
事
業
者
団
体
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
自
ら
働
き
か
け
、

特
定
の
事
業
者
を
入
札
参
加
者
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
。

六

入
札
談
合
等
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
又
は
事
業
者
団
体
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、
こ
れ
ら
が
作
成
し
た
割
付
表
を
承
認
す
る
こ
と
。

七

入
札
談
合
等
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
若
し
く
は
事
業
者
団
体
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
自
ら
働
き
か
け
、
分
割
発
注
を
実
施
し
、
発
注

基
準
を
引
き
下
げ
る
等
発
注
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
談
合
等
に
関
与
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
入
札
等

の
公
正
を
害
す
べ
き
一
切
の
行
為
を
行
う
こ
と
。



（
公
費
支
出
事
務
処
理
上
の
留
意
事
項
）

第
六
条

職
員
は
、
公
費
支
出
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
金
は
、
料
金
そ
の
他
の
貴
重
な
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
効
率
的
な

執
行
に
努
め
る
こ
と
。

二

安
易
に
前
例
又
は
慣
習
を
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
適
正
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

三

旅
費
、
雑
費
等
の
事
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
特
に
県
民
に
不
信
又
は
誤
解
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
正
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

四

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
手
続
が
形
骸
化
し
な
い
よ
う
、
常
に
契
約
、
工
事
等
の
実
態
を

十
分
把
握
し
、
適
正
な
事
務
手
続
に
努
め
る
こ
と
。

五

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
、
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
、
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
七
号
）
等
に
定
め
る
公
費
支
出
に
関
す
る
諸
規

定
に
つ
い
て
、
正
確
な
知
識
の
習
得
に
努
め
る
こ
と
。

六

管
理
又
は
監
督
の
立
場
に
あ
る
職
員
は
、
適
正
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
常
に
注

意
を
払
う
こ
と
。

（
職
務
や
地
位
の
私
的
利
用
の
禁
止
）

第
七
条

職
員
は
、
自
ら
の
行
動
が
公
務
の
信
用
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
日
常
の
行
動
に
つ
い
て
常
に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
職
務
又
は
そ
の
地
位
を
私

的
な
利
益
の
た
め
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
関
係
業
者
等
と
の
接
触
に
関
す
る
禁
止
事
項
）

第
八
条

職
員
は
、
関
係
業
者
等
と
の
接
触
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
（
家
族
関
係
等
に

基
づ
く
私
生
活
面
に
お
け
る
行
為
で
あ
っ
て
職
務
に
関
係
の
な
い
も
の
を
除
く
。
）
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

一

関
係
業
者
等
か
ら
飲
食
物
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
。

二

関
係
業
者
等
か
ら
遊
技
（
ゴ
ル
フ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
。
）
又
は
旅
行
の
供
与
を
受

け
る
こ
と
。

三

関
係
業
者
等
か
ら
転
任
、
海
外
出
張
等
に
伴
う
せ
ん
別
等
を
受
け
る
こ
と
。

四

関
係
業
者
等
か
ら
中
元
、
歳
暮
、
年
賀
等
の
贈
答
品
を
受
け
る
こ
と
。

五

関
係
業
者
等
か
ら
金
銭
（
祝
儀
等
を
含
む
。
）
、
商
品
券
、
物
品
等
の
贈
与
を
受
け
る

こ
と
。

六

自
ら
が
負
担
す
べ
き
債
務
を
関
係
業
者
等
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
。

七

関
係
業
者
等
か
ら
適
正
な
対
価
を
支
払
わ
ず
に
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
。

八

関
係
業
者
等
か
ら
適
正
な
対
価
を
支
払
わ
ず
に
不
動
産
、
物
品
、
会
員
権
等
の
貸
与
を



受
け
る
こ
と
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
業
者
等
か
ら
一
切
の
利
益
又
は
便
宜
の
供
与
を

受
け
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

一

関
係
業
者
等
が
主
催
す
る
公
式
行
事
と
し
て
の
定
期
総
会
、
賀
詞
交
換
会
等
に
職
務
上

の
必
要
性
か
ら
出
席
す
る
際
に
、
立
食
又
は
通
常
の
弁
当
程
度
の
食
事
の
提
供
を
受
け
る

場
合

二

社
会
一
般
の
接
遇
と
し
て
容
認
さ
れ
る
緑
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
茶
菓
子
等
の
提
供

を
受
け
る
場
合

三

広
く
一
般
に
配
布
さ
れ
る
宣
伝
広
告
用
の
物
品
で
あ
る
タ
オ
ル
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
手
帳
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
の
提
供
を
受
け
る
場
合

（
官
公
庁
等
と
の
接
触
）

第
九
条

職
員
は
、
官
公
庁
の
職
員
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
国
若
し

く
は
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い
る
も
の
の
役
員
若
し
く
は
職
員
と
接
触
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
の
趣
旨
に
配
慮
の
上
、
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
所
属
長
の
責
務
）

第
十
条

所
属
長
は
、
管
理
監
督
者
と
し
て
の
責
務
を
自
覚
し
、
自
ら
が
所
属
職
員
の
模
範

と
な
る
よ
う
率
先
垂
範
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
属
長
は
、
職
場
に
お
い
て
、
こ
の
規
程
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
、
所
属
職
員
に
対
す
る

指
導
及
び
監
督
に
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
絶
え
ず
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
倫
理
推
進
員
の
指
定
）

第
十
一
条

所
属
長
は
、
管
理
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
の
中
か
ら
倫
理
推
進
員
を
指
定
す

る
も
の
と
す
る
。

２

倫
理
推
進
員
は
、
職
場
の
業
務
の
実
情
に
応
じ
て
、
公
務
員
倫
理
の
保
持
及
び
増
進
に

関
す
る
取
組
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
違
反
し
た
者
に
対
す
る
処
分
等
）

第
十
二
条

下
水
道
事
業
管
理
者
又
は
そ
の
命
を
受
け
た
者
は
、
職
員
に
こ
の
規
程
に
違
反

す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
、
当
該
職
員
に

対
し
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
懲
戒
処
分
又
は
訓
告
、
注
意
そ
の
他
人
事
管
理
上
必
要
な

措
置
を
厳
正
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
職
員
か
ら
辞
職
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
を
懲
戒
処
分
に
付
す
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認



め
る
と
き
は
、
辞
職
の
承
認
を
留
保
し
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
十
三
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
倫
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
下

水
道
局
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
五
号

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
流
域
下
水
道
事
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）

が
職
務
に
関
し
て
し
た
発
明
、
考
案
及
び
意
匠
の
創
作
の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
権
利
の
承
継
及
び
取
得
）

第
二
条

埼
玉
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。
）
は
、
職
務
発
明
に
つ
い
て
、
こ
の
規
程
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特
許
権
を
承
継
し
、
又
は
専
用
実
施
権
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
発
明
の
届
出
）

第
三
条

職
員
は
、
職
務
に
関
し
て
発
明
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
発
明
届
（
様
式
第
一
号
）

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
、
所
属
長
（
契
約
局
長
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
、
下

水
道
管
理
課
長
及
び
地
域
機
関
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
経
て
下
水
道
事
業
管
理
者
（
以

下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

発
明
の
内
容
を
詳
記
し
た
書
面

二

発
明
を
す
る
に
至
っ
た
経
過
を
詳
記
し
た
書
面

２

所
属
長
は
、
前
項
の
発
明
届
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
当
該
発
明
に
係
る
権
利
の

承
継
又
は
取
得
に
関
す
る
意
見
書
を
添
え
、
管
理
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
利
の
承
継
及
び
取
得
の
決
定
）

第
四
条

管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
発
明
届
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当

該
届
出
に
係
る
発
明
が
職
務
発
明
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
を
し
、
職
務
発
明
で
あ
る
と
認
定

を
し
た
と
き
は
、
当
該
発
明
に
つ
い
て
県
が
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特
許
権
を
承
継
す

る
か
ど
う
か
、
又
は
専
用
実
施
権
を
取
得
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
許
出
願
の
制
限
）

第
五
条

職
務
に
関
し
て
発
明
を
し
た
職
員
（
以
下
「
発
明
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
発
明
に

つ
い
て
、
管
理
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
職
務
発
明
で
な
い
と
認
定
を
し
、
又
は
特
許
を
受
け

る
権
利
を
県
が
承
継
し
な
い
と
決
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
特
許
出
願
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



２

発
明
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
特
許
出
願
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
特
許
出
願

届
に
当
該
出
願
に
関
す
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
、
所
属
長
を
経
て
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
第
三
者
へ
の
権
利
譲
渡
等
に
対
す
る
制
限
）

第
六
条

発
明
者
は
、
そ
の
発
明
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
職
務
発
明
で
な

い
と
認
定
し
、
又
は
県
が
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特
許
権
を
承
継
し
な
い
と
決
定
し
、

若
し
く
は
専
用
実
施
権
を
取
得
し
な
い
と
決
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
特
許
を
受
け
る
権
利
若

し
く
は
特
許
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
、
又
は
第
三
者
の
た
め
に
専
用
実
施
権
を
設
定
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
権
利
の
譲
渡
等
の
義
務
）

第
七
条

発
明
者
は
、
管
理
者
が
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
県
が
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特

許
権
を
承
継
し
、
又
は
専
用
実
施
権
を
取
得
す
る
と
決
定
し
た
と
き
は
、
特
許
を
受
け
る
権
利

若
し
く
は
特
許
権
を
県
に
譲
渡
し
、
又
は
県
の
た
め
に
専
用
実
施
権
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
特
許
の
出
願
）

第
八
条

管
理
者
は
、
県
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
発
明
者
か
ら
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た

と
き
は
、
直
ち
に
特
許
出
願
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
出
願
補
償
金
）

第
九
条

県
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
発
明
者
か
ら
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、

当
該
発
明
者
に
対
し
、
出
願
補
償
金
と
し
て
当
該
権
利
一
件
に
つ
き
五
千
円
を
支
払
う
も
の
と

す
る
。

（
登
録
補
償
金
）

第
十
条

県
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
発
明
者
か
ら
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
て
特

許
権
を
取
得
し
た
と
き
は
当
該
権
利
一
件
に
つ
き
一
万
円
を
、
特
許
権
を
承
継
し
、
又
は
専
用

実
施
権
を
取
得
し
た
と
き
は
当
該
権
利
一
件
に
つ
き
一
万
五
千
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
補
償
金

と
し
て
当
該
発
明
者
に
対
し
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
実
施
補
償
金
）

第
十
一
条

県
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
承
継
し
、
又
は
取
得
し
た
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し

く
は
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
収
入
を
得
た
と
き
は
、
当
該
発
明
者
に
対
し
、
毎
年

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
収
入
金
額
の
百
分
の
五
十
以
内
の
金

額
（
当
該
収
入
金
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
収
入
金
額
の
う
ち
百
万
円

を
超
え
る
部
分
の
金
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
五
十
万
円
を
加
え
た
額
以
内
の

金
額
）
を
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
実
施
補
償
金
と
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

２

管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
率
を
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
別



に
適
当
な
実
施
補
償
金
の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
願
費
用
等
の
支
払
）

第
十
二
条

県
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特
許
権
を
承
継
し
、

又
は
専
用
実
施
権
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
明
者
が
既
に
出
願
手
数
料
、
特
許
料
そ
の

他
出
願
及
び
権
利
の
設
定
保
全
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
た
と
き
は
、
発
明
者
の
申
出
に
よ

り
、
当
該
費
用
を
発
明
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
共
同
発
明
者
に
対
す
る
補
償
金
の
支
払
）

第
十
三
条

第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る
補
償
金
は
、
当
該
補
償
金
を
受
け
る
発
明

者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
持
分
に
応
じ
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
退
職
又
は
死
亡
し
た
と
き
の
補
償
）

第
十
四
条

第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る
補
償
金
及
び
第
十
二
条
に
規
定
す
る
費
用

の
支
払
を
受
け
る
権
利
は
、
当
該
権
利
を
有
す
る
発
明
者
が
退
職
し
た
後
も
存
続
す
る
。

２

前
項
の
権
利
を
有
す
る
発
明
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
権
利
は
、
そ
の
相
続
人
が
承
継

す
る
。

（
通
知
）

第
十
五
条

管
理
者
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
認
定
若
し
く
は
決
定
を
し
た
と
き
、
又
は
第
十
一

条
に
規
定
す
る
補
償
金
の
額
を
決
定
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
所
属
長
を
経
て
当

該
発
明
者
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
服
の
申
立
て
）

第
十
六
条

発
明
者
は
、
そ
の
発
明
に
係
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
若
し
く
は
決
定
又
は
第

十
一
条
に
規
定
す
る
補
償
金
の
額
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
通
知
を
受
け
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
管
理
者
に
対
し
、
不
服
申
立
書
（
様
式
第
二
号
）
を

も
っ
て
不
服
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

管
理
者
は
、
前
項
の
申
立
て
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
行
い
、
不

服
の
申
立
て
を
受
け
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
そ
の
結
果
を
申
立
人
に
対
し
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
考
案
及
び
意
匠
の
創
作
に
関
す
る
準
用
）

第
十
七
条

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
職
員
が
職
務
に
関
し
て
し
た
考
案
及
び
意
匠
の

創
作
の
取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
五
千
円
」
と
あ
る

の
は
「
三
千
円
」
と
、
第
十
条
中
「
一
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
円
」
と
、
「
一
万
五
千
円
」

と
あ
る
の
は
「
八
千
円
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
審
査
会
の
設
置
）

第
十
八
条

管
理
者
の
諮
問
に
応
じ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
職

務
発
明
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。



一

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

二

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
実
施
補
償
金
の
額
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

三

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
の
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
職
務
に
関
す
る
発
明
、
考
案
及
び
意
匠
の
創
作
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
。

（
審
査
会
の
組
織
）

第
十
九
条

審
査
会
は
、
会
長
、
副
会
長
及
び
委
員
若
干
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

会
長
は
、
下
水
道
局
長
を
も
っ
て
充
て
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

３

副
会
長
は
、
下
水
道
管
理
課
長
を
も
っ
て
充
て
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

４

委
員
は
、
職
員
の
中
か
ら
管
理
者
が
任
命
す
る
。

（
審
査
会
の
会
議
）

第
二
十
条

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２

会
長
は
、
会
議
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。

３

職
務
に
関
し
て
発
明
、
考
案
又
は
意
匠
の
創
作
を
し
た
者
は
、
会
長
の
承
認
を
得
て
、
会
議

に
出
席
し
、
意
見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
会
の
運
営
事
項
の
委
任
）

第
二
十
一
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長

が
定
め
る
。

（
審
査
会
の
庶
務
）

第
二
十
二
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
下
水
道
管
理
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
秘
密
の
保
持
）

第
二
十
三
条

職
務
に
関
し
て
発
明
、
考
案
又
は
意
匠
の
創
作
を
し
た
者
、
審
査
会
の
会
長
、
副

会
長
及
び
委
員
そ
の
他
関
係
者
は
、
当
該
発
明
、
考
案
及
び
意
匠
の
創
作
の
内
容
そ
の
他
職
務

に
関
し
て
発
明
、
考
案
若
し
く
は
意
匠
の
創
作
を
し
た
者
又
は
県
の
利
害
に
関
係
あ
る
事
項
に

つ
い
て
、
相
当
な
期
間
そ
の
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
）

第
二
十
四
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
が
職
務
に
関
し
て
し
た
発
明
、
考
案
及

び
意
匠
の
創
作
の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

こ
の
規
程
の
施
行
前
に
、
県
が
職
員
か
ら
承
継
し
た
特
許
を
受
け
る
権
利
、
実
用
新
案
の
登
録

を
受
け
る
権
利
及
び
意
匠
の
登
録
を
受
け
る
権
利
は
こ
の
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
承
継
し



た
も
の
と
み
な
す
。



様式第１号（第３条関係）

備考：考案及び意匠の創作の場合は、この様式に準ずること。

発 明 届

年 月 日

埼玉県下水道事業管理者 様

所属所名

職  名 氏       名 ㊞ 

職務に関して下記のとおり発明したので届け出ます。

記

１ 発明の名称

２ 発明の内容

３ 添付書類



様式第２号（第16条関係）

備考：考案及び意匠の創作の場合は、この様式に準ずること。

不 服 申 立 書

年 月 日

埼玉県下水道事業管理者 様

所属所名

職  名 氏       名 ㊞ 

職務に関する発明について下記のとおり不服があるので、不服の申立てをします。

記

１ 認定又は決定があったことを知った年月日

２ 不服申立ての趣旨

３ 不服申立ての理由



管

理

規

程

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
六
号

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
被
服
貸
与
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
被
服
貸
与
規
程

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
下
水
道
局
に
常
時
勤
務
す
る
職
員
そ
の
他
下
水
道
事
業
管
理
者
が
定
め

る
流
域
下
水
道
事
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
労
務
の
安
全
と

業
務
の
能
率
を
図
る
た
め
、
作
業
被
服
の
貸
与
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
被
服
の
種
類
等
）

第
二
条

貸
与
す
る
被
服
の
被
貸
与
者
、
種
類
、
員
数
及
び
貸
与
期
間
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す

る
。

２

貸
与
期
間
は
、
月
を
も
っ
て
計
算
し
、
貸
与
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

（
被
服
の
貸
与
及
び
台
帳
）

第
三
条

被
服
の
貸
与
は
、
所
属
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

所
属
長
は
、
様
式
第
一
号
の
職
員
別
被
服
貸
与
簿
を
備
え
、
所
要
事
項
を
整
理
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
着
用
等
の
義
務
）

第
四
条

被
貸
与
者
は
、
作
業
中
貸
与
を
受
け
た
被
服
を
着
用
し
、
常
に
被
服
の
清
潔
に
留
意
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
貸
与
の
申
請
及
び
損
害
賠
償
）

第
五
条

被
貸
与
者
は
、
貸
与
を
受
け
た
被
服
を
滅
失
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
被
服
が
き
損
に
よ

り
使
用
に
堪
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
様
式
第
二
号
の
被
服
再
貸
与
申
請
書
を
所
属
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

被
貸
与
者
は
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
被
服
を
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、

そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
賠
償
額
は
、
そ
の
損
害
の
程
度
に
よ
り
、
下
水
道
局
長
が
定
め
る
。

（
返
納
）

第
六
条

被
貸
与
者
は
、
職
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
休
職
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、

貸
与
を
受
け
た
被
服
に
様
式
第
三
号
の
被
服
返
納
書
を
添
え
て
、
所
属
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。



（
共
用
品
）

第
七
条

所
属
長
は
、
下
水
道
局
長
の
承
認
を
得
て
、
別
表
に
掲
げ
る
被
服
の
う
ち
職
務
遂
行
上

必
要
な
も
の
を
備
え
付
け
、
職
員
に
共
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

所
属
長
は
、
様
式
第
一
号
の
職
員
別
被
服
貸
与
簿
に
よ
り
、
所
要
事
項
を
整
理
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
現
に
職
員
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
四

号
）
の
規
定
に
よ
り
貸
与
さ
れ
て
い
る
被
服
は
、
こ
の
規
程
の
相
当
規
定
に
よ
り
貸
与
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

別
表
（
第
二
条
、
第
七
条
関
係
）

地
域

機
関

本
庁

被
貸
与
者

工
事
の
設
計
、
現
場

監
督
、
検
査
業
務
に

従
事
す
る
者

実
地
測
量
、
調
査
業

務
に
従
事
す
る
者

工
事
の
設
計
、
現
場

監
督
、
検
査
業
務
に

従
事
す
る
者

安
全
靴

防
寒
衣

作
業
服

安
全
靴

防
寒
衣

作
業
服

安
全
靴

作
業
服

種
類

ズ
ボ
ン

冬
用
上
衣

夏
用
上
衣

ズ
ボ
ン

冬
用
上
衣

夏
用
上
衣

ズ
ボ
ン

冬
用
上
衣

夏
用
上
衣

一一二一一一一二一一一二一一
員
数

三四二二二三四二二二三二二二

貸
与
期
間

（
年
）



様式第１号（第３条、第７条関係）

職 員 別 被 服 貸 与 簿

所属所名 職名 氏名

貸与品名 員数
貸与(再貸与)年

月日
受領印

返納、亡失(き損)年

月日

所属
長印 備考



様式第２号（第５条関係）

被 服 再 貸 与 申 請 書

年 月 日

様

職 氏 名 ○印

下記のとおり滅失（き損）しましたので再貸与されるよう申請します。

記

１ 貸与被服名

滅失（き損）年月日

滅失（き損）の理由



様式第３号（第６条関係）

被 服 返 納 書

年 月 日

様

職 氏 名 ○印

下記のとおり返納します。

記

１ 貸与品名



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
水
道
建
設
課
」
を
「
水
道
整
備
課
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
第
二
項
第
十
五
号
中
「
浄
水
場
」
を
「
地
域
整
備
事
務
所
、
浄
水
場
」
に
、
「
水
道
建

設
事
務
所
」
を
「
水
道
整
備
事
務
所
」
に
、
「
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
事
務
に
係
る
も
の

を
除
く
。
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務

に
係
る
も
の
に
限
る
。
」
に
改
め
、
第
十
六
号
を
削
除
し
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と
し
、
同
条

第
五
項
第
七
号
中
「
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
二

号
中
「
前
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
」
を
「
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
事
務

に
係
る
も
の
を
除
く
。
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
水
道
建
設
課
」
を
「
水
道
整
備
課
」
に
改

め
、
第
二
号
を
削
り
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

水
道
整
備
事
務
所
と
の
連
絡
調
整
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
事
務
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

浄
水
場
及
び
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
（
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
三
条
第
二
項
の
表
主
席
工
事
検
査
員
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

副
主
席
工
事
検
査
員

上
司
の
命
を
受
け
、

工
事
の
監
督
及
び
検
査
並
び
に
工
事

の
設
計
に
係
る
基
準
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
と
と
も

に
、

特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、

当
該
事
項
に
つ

い
て
、

主
席
工
事
検
査
員
を
助
け
、

職
員
の
担
任
す
る
事

務
を
監
理
す
る
。

 

第
八
条
中
「
浄
水
場
、
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
、
水
道
建
設
事
務
所
及
び
地
域
整
備
事
務
所
」
を

「
地
域
整
備
事
務
所
、
浄
水
場
、
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条

の
表
中
「
埼
玉
県
第
一
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
埼
玉
県
第
一
水
道
整
備
事
務
所
」
に
、「
埼
玉
県

第
二
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
埼
玉
県
第
二
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
埼
玉
県
地
域
整
備
事

務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
中 



「 

埼
玉
県
大
久
保

浄
水
場

さ
い
た
ま

市

 
総
務
部

 
運
用
管
理
部

 
電
気
施
設
部

 
機
械
施
設
部

 
水
質
部

 
工
務
部

一
　
工
業
用
水
の
給
水
及
び
水

　
道
用
水
の
供
給
に
関
す
る
こ

　
と
。

二
　
工
業
用
水
道
施
設
及
び
水

　
道
施
設
の
管
理
に
関
す
る
こ

　
と
。

」
を 

「
埼
玉
県
大
久
保

浄
水
場

埼
玉
県
地
域
整

備
事
務
所

さ
い
た
ま

市 さ
い
た
ま

市

　
総
務
部

　
運
用
管
理
部

　
電
気
施
設
部

　
機
械
施
設
部

　
水
質
部

 
工
務
部

一
　
工
業
用
水
の
給
水
及
び
水

　
道
用
水
の
供
給
に
関
す
る
こ

　
と
。

二
　
工
業
用
水
道
施
設
及
び
水

　
道
施
設
の
管
理
に
関
す
る
こ

　
と
。

一
　
地
域
整
備
事
業
の
建
設
工

　
事
の
施
工
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
係
る
用
地
の
取
得

　
並
び
に
用
地
及
び
施
設
の
管

　
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

」  

に
改
め
る
。 

別
表
第
四
中
「
埼
玉
県
第
一
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
埼
玉
県
第
一
水
道
整
備
事
務
所
」
に
、

「
埼
玉
県
第
二
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
埼
玉
県
第
二
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
埼
玉
県
第

二
水
道
整
備
事
務
所
の
項
中
「
、
北
埼
玉
郡
、
菖
蒲
町
、
栗
橋
町
、
鷲
宮
町
」
を
削
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
の
所
管
区

域
の
欄
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
次
の
表
の
上
覧
に
掲
げ
る
機
関
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
は
、

別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
表
の
上
欄
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
職
を
命

ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。 

埼
玉
県
第
二
水
道
建
設
事
務
所

埼
玉
県
第
一
水
道
建
設
事
務
所

企
業
局
水
道
建
設
課

埼
玉
県
第
二
水
道
整
備
事
務
所

埼
玉
県
第
一
水
道
整
備
事
務
所

企
業
局
水
道
整
備
課

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管

理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

本
則
及
び
別
表
中
「
水
道
建
設
課
長
」
を
「
水
道
整
備
課
長
」
に
、
「
水
道
建
設
事
務
所
長
」

を
「
水
道
整
備
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
第
一
項
中
「
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
の
管
理
担
当
部
長
の
専
決
事
項
の
欄
及
び
水
道

担
当
部
長
の
専
決
事
項
の
欄
」
を
「
管
理
担
当
部
長
に
あ
っ
て
は
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
の
管

理
担
当
部
長
の
専
決
事
項
の
欄
に
、
水
道
担
当
部
長
に
あ
っ
て
は
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
の
水

道
担
当
部
長
の
欄
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
中
「
及
び
第
十
七
条
」
を
削
る
。 

第
十
七
条
中
「
規
程
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
」
を
削
る
。 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

四 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
「
主
席
工
事

検
査
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
副
主
席
工
事
検
査
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

別
表
第
三
局
長
及
び
参
事
の
専
決
事
項
の
欄
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十

三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

７ 

局
に
置
く
主
幹
及
び
主
査
の
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
中
「
水
道
建
設
課
」
を
「
水
道
整
備
課
」
に
、
「
買
戻
す
」
を
「
買
い
戻
す
」
に
改

め
る
。 

別
表
第
五
中
「
地
域
機
関
の
課
」
を
「
地
域
機
関
の
担
当
」
に
改
め
、
「
休
日
の
代
休
日
」
の

下
に
「
及
び
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
を
加
え
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
六
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。 

別
表
第
三
中
「
第
一
水
道
建
設
事
務
所
」
を
「
第
一
水
道
整
備
事
務
所
」
に
、
「
第
二
水
道
建

設
事
務
所
」
を
「
第
二
水
道
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
地
域
整
備
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同 

  
 

「 

表
中 

地
域
機
関
共
通

担
当
部
長

所

（
場

）
付

担
当

担
当

所

（

 

部
長

課
長

場

）
付

担
当
課
長

所

（
場

）
付

担
当
課
長

所

（
場

）
付

」

を 

「

地
域
整
備
事
務
所

地
域
機
関
共
通

所
長

副
所
長

担
当
部
長

所

（
場

）
付

担
当
部
長

担
当
課
長

所

（
場

）
付

 

担
当
課
長

所

（
場

）
付

担
当
課
長

所

（
場

）
付

」

に
改
め
る
。 



同
表
本
庁
の
項
六
級
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

      

 

同
表
の
備
考
中
「
五
級
及
び
六
級
の
職
の
う
ち
、
」
を
削
る
。 

「 
 

 
 

 
 

 
 

「 

  

別
表
第
五
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

副
課
長 

調
整
幹 

主
幹 

副
室
長 

副
主
席
工
事
検
査
員 

主
任
工
事
検
査
員 

課
付 

副
課
長 

副
室
長 

副
場
長 

副
所
長 

 

副
課
長 

副
室
長 

副
主
席
工
事
検
査
員 

副
場
長 

副
所
長 

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
主
席
工
事
検
査
員
」
を
「
、
主
席
工
事
検
査
員
」
に
、
同
項
第
四

号
中
「
水
道
建
設
課
長
」
を
「
水
道
整
備
課
長
」
に
、
「
水
道
建
設
事
務
所
長
」
を
「
水
道
整
備

事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
振
替
え
」
を
「
振
替
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
。
以
下
「
祝
日
法
」
と
い
う
。
」
及
び
「
年
末
年
始
の
休
日
（
」
を
削

り
、
「
祝
日
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
祝
日
法
に
規
定
す
る
休
日
又
は
年
末
年
始
の
」
を
削
り
、
「
第
三

条
、
第
六
条
、
第
七
条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
日
等
」
に
、
「
当
該
休
日
」
を
「
当
該

職
員
の
休
日
」
に
、
「
次
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、
「
休
日
を
除
く
」
を｢
休
日
及
び
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
を
除
く｣

に
改
め
、
同
条

を
第
十
二
条
の
三
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
） 

第
十
二
条
の
二 

管
理
者
は
、
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す

べ
き
職
員
の
う
ち
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
勤
務
の
時
間
（
管
理
者
が
別

に
定
め
る
時
間
を
除
く
。
）
が
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
者
に
対
し
て
、
当
該
時

間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に
代
わ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
べ
き
時
間
（
以
下
「
時
間
外
勤

務
代
休
時
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
第
三
条
、
第
六
条
、
第
七
条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に

よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
（
休

日
及
び
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
除
く
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又

は
一
部
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
は
、
当
該
時
間
外
勤
務
代

休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い

て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 



 

第
十
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い
事
項
） 

第
十
二
条
の
四 

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
及
び
代
休
日
の
指
定
に
関
し
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
例
に
よ
る
。 

 

第
十
三
条
及
び
第
十
三
条
の
二
中
「
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
四
項
第
三
号
中
「
主
席
工
事
検
査
員
」
を
「
、
主
席
工
事
検
査
員
」
に
改
め
、
同
項 

第
四
号
中
「
水
道
建
設
課
長
」
を
「
水
道
整
備
課
長
」
に
、
「
水
道
建
設
事
務
所
長
」
を
「
水
道

整
備
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
四

項
第
三
号
及
び
第
五
号
中
「
主
席
工
事
検
査
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
副
主
席
工
事
検
査
員
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規

程
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
第
一

項
中
「
主
席
工
事
検
査
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
副
主
席
工
事
検
査
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
七
号 

埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

企
局
建

を

に
、

水
道
整
備
課

埼
玉
県
第
二
水
道
建
設

埼
玉
県
第
一
水
道
建
設

　
別
表
中

水
道
建
設
課

」

」

「

「

「

企
局
整

 
」 　
に
改
め
る
。

事
務
所

事
務
所

」
を
「

埼
玉
県
第
二
水
道
整
備
事
務
所

埼
玉
県
第
一
水
道
整
備
事
務
所

 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
八
号 

埼
玉
県
企
業
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

埼
玉
県
企
業
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。 

         

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
中

水
道
建
設
事
務
所
長
印
方
21
埼
玉
県
何
水

道
建
設
事
務

所
　
長
　
印
同
水
道
建
設
事
務
所
長

　
を

「

」

水
道
整
備
事
務
所
長
印
方
21
埼
玉
県
何
水

道
整
備
事
務

所
　
長
　
印
同
水
道
整
備
事
務
所
長

　
に
改
め
る
。

「

」



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
九
号 

埼
玉
県
企
業
局
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

埼
玉
県
企
業
局
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
局
公
用
車
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
「
主
席
工
事

検
査
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
副
主
席
工
事
検
査
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
号 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
公

営
企
業
管
理
規
程
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
号
イ
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
一
号 

公
営
企
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

樋 

口 

和 

男 

公
営
企
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

公
営
企
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

規
程
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

「
県
の
機
関
」
を
「
県
の
機
関
等
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
課
」
を
「
局
及
び
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る 

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー 

名
称 

地
域
医
療
連
携
室 

看
護
部 

循
環
器
内
科 

心
臓
血
管
外
科 

放
射
線
科 

呼
吸
器
内
科 

呼
吸
器
外
科 

脳
神
経
外
科 

消
化
器
外
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

麻
酔
科 

病
理
診
断
科 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

実
験
検
査
部 

理
学
療
法
部 

臨
床
工
学
部 

部
科
室
及
び
セ
ン
タ
ー
名 

組
織 

   

担
当
名 



                                  

が
ん
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

治
験
管
理
室 

看
護
部 

血
液
内
科 

乳
腺
腫
瘍
内
科 

緩
和
ケ
ア
科 

精
神
腫
瘍
科 

消
化
器
内
科 

内
視
鏡
科 

消
化
器
外
科 

呼
吸
器
内
科 

胸
部
外
科 

乳
腺
内
科 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

形
成
外
科 

婦
人
科 

頭
頸
部
外
科 

皮
膚
科 

泌
尿
器
科 

歯
科
口
腔
外
科 

麻
酔
科 

放
射
線
科 

病
理
診
断
科 

腫
瘍
診
断
・
予
防
科 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

事
務
局 

管
理
部 

 

業
務
部 

   

総
務
・
職
員
担
当 

管
財
担
当 

会
計
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 



                                  

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

総
合
診
療
科 

未
熟
児
・
新
生
児
科 

代
謝
・
内
分
泌
科 

腎
臓
科 

感
染
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科 

血
液
・
腫
瘍
科 

遺
伝
科 

精
神
科 

神
経
科 

循
環
器
科 

放
射
線
科 

外
科 

整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科 

形
成
外
科 

脳
神
経
外
科 

心
臓
血
管
外
科 

皮
膚
科 

泌
尿
器
科 

眼
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

歯
科 

麻
酔
科 

事
務
局 

図
書
館 

臨
床
腫
瘍
研
究
所 

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

管
理
部 

  

業
務
部 

 

総
務
・
職
員
担
当 

管
財
担
当 

会
計
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 

   



                                  

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

事
務
局 

看
護
部 

検
査
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

第
一
精
神
科 

第
二
精
神
科 

第
三
精
神
科 

第
五
精
神
科 

第
六
精
神
科 

外
来
・
地
域
支
援
課 

療
養
援
助
部 

事
務
局 

 

看
護
部 

病
理
診
断
科 

保
健
発
達
部 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

臨
床
工
学
部 管

理
業
務
部 

管
理
部 

  
業
務
部 

 

総
務
・
職
員
担
当 

管
財
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

会
計
担
当 

用
度
担
当 

   
総
務
・
職
員
担
当 

管
財
担
当 

会
計
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 

  



 

第
九
条
第
二
項
の
表
中 

 
「 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

  

「 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
」 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

図
書
館 

主
査 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

を 

図
書
館 

主
査 

主
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を

掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。 

に
改
め
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
振
替
え
」
を
「
振
替
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
第
二
項
中
「
。
以
下
「
祝
日
法
」
と
い
う
。
」
及
び
「
年
末
年
始
の
休
日
（
」
を
削

り
、
「
祝
日
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
） 

第
十
五
条
の
二 

管
理
者
は
、
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る 

 

条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手
当 

 

を
支
給
す
べ
き
職
員
の
う
ち
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
勤
務
の
時
間
（
管 

 

理
者
が
別
に
定
め
る
時
間
を
除
く
。）が
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
者
に
対
し
て
、 

 

当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に
代
わ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
べ
き
時
間
（
以
下
「
時 

 

間
外
勤
務
代
休
時
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
第
三
条
、
第
七
条
又
は
第
十
二
条
か
ら
第
十
四 

 

条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と 

 

い
う
。
）
（
休
日
及
び
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
除
く
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務 

 

時
間
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
職
員
は
、
当
該
時
間
外
勤
務
代 

 

休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い 

 

て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
祝
日
法
に
規
定
す
る
休
日
又
は
年
末
年
始
の
」
を
削
り
、
「
第
三
条
、

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」

と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
日
等
」
に
、
「
当
該
休
日
」
を
「
当
該
職
員
の
休
日
」
に
、
「
次
項
に

お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、
「
休
日
を
除
く
」
を｢

休
日
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外

勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
を
除
く｣

に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い
事
項
） 

第
十
六
条
の
二 

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
及
び
代
休
日
の
指
定
に
関
し
こ
の
規
程
に
定
め
が
な
い



事
項
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第

二
号
）
の
例
に
よ
る
。 

 
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
中
「
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
」
を
削
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 





管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 

肇 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
備
考
中
「
五
級
及
び
六
級
の
職
の
う
ち
、
」
を
削
り
、
「
病
院
研
究
職
給
料
表
の

三
級
、
病
院
医
療
職
給
料
表(

二)

の
五
級
及
び
六
級
、
病
院
医
療
職
給
料
表(

三)

の
五
級
の

職
」
を
「
他
の
給
料
表
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
七
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
部
中 

  

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

に
改
め
る
。 

  

別
表
第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
八
（第
四
条
関
係
）

調
整
基
本
額
表

イ
　
病
院
企
業
職
給
料
表
(一
)

職
務
の
級

調
整
基
本
額

１
級

6,500円
２
級

8,500円
３
級

9,600円
４
級

10,200円
５
級

10,600円
６
級

11,200円
７
級

12,100円
８
級

12,700円
９
級

14,400円
10級

16,000円

 

医
師
、
歯
科
医
師
及
び
診
療
放
射

線
技
師 

医
師
、
歯
科
医
師
、
診
療
放
射
線

技
師
及
び
物
理
工
学
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
医

療
技
術
職
員 



  

ロ
　
病
院
医
療
職
給
料
表
(一
)

職
務
の
級

調
整
基
本
額

１
級

10,800円
２
級

13,100円
３
級

14,500円
４
級

15,500円

ハ
　
病
院
医
療
職
給
料
表
(二
)

職
務
の
級

調
整
基
本
額

１
級

6,200円
２
級

8,000円
３
級

9,100円
４
級

9,700円
５
級

11,500円
６
級

12,200円
７
級

12,200円
８
級

13,900円

ニ
　
病
院
医
療
職
給
料
表
(三
)

職
務
の
級

調
整
基
本
額

１
級

8,000円
２
級

9,400円
３
級

9,700円
４
級

10,000円
５
級

10,400円
６
級

11,600円
７
級

12,600円

 

附
則
第
六
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
、
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
県
の
機
関
」
を
「
県

の
機
関
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
七
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 

肇 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
病
院
事
業
管
理
規
程
第
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
七
条
第
一
項
中
「
候
補
者
が
あ
る
と
き
」
の
下
に
「
（
当
該
候
補
者
の
採
用
が
再
任
用
の
場

合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
育
児
休
業
承
認
請
求
書
等
の
提
出
） 

第
二
十
条 

所
属
長
は
、
職
員
か
ら
服
務
規
程
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業 

 

承
認
請
求
書
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書（
以
下「
育 

 

児
休
業
承
認
請
求
書
等
」
と
い
う
。
）
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
育
児
休
業
若
し
く
は
育 

 

児
短
時
間
勤
務
（
以
下
「
育
児
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
職
員
か
ら
服
務
規
程
第
十 

 

四
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
変
更
届
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
育 

 

児
休
業
承
認
請
求
書
等
又
は
育
児
休
業
等
変
更
届
を
埼
玉
県
病
院
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に 

 

関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号
）
に
お
い
て
決
裁
又
は
専
決
す
る
こ 

 

と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

所
属
長
は
、
職
員
か
ら
育
児
休
業
承
認
請
求
書
等
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

育
児
休
業
承
認
請
求
書
等
に
係
る
育
児
休
業
の
期
間
中
臨
時
的
に
任
用
す
べ
き
適
当
な
候
補
者

が
あ
る
と
き
は
、
第
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
そ
の
旨
を
課
長
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

所
属
長
は
、
育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
育
児
休
業
の
期
間
の
満
了
に
よ
り
職
務
に
復
帰
し
た 

 

場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
課
長
に
報 

 

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
育
児
休
業
等
通
知
書
の
交
付
） 

第
二
十
一
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
号 

 

様
式
の
育
児
休
業
等
通
知
書
を
交
付
す
る
。 

 

一 

育
児
休
業
等
を
承
認
す
る
場
合 

 

二 

育
児
休
業
等
を
承
認
し
な
い
場
合 

 

三 

育
児
休
業
等
の
期
間
の
延
長
を
承
認
す
る
場
合 



 

四 

育
児
休
業
等
の
期
間
の
延
長
を
承
認
し
な
い
場
合 

 
五 

育
児
休
業
等
の
承
認
が
失
効
し
た
場
合 

 
六 

育
児
休
業
等
の
承
認
を
取
り
消
す
場
合 

 

七 
育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
（
育
児
休
業
の
期
間
の
満
了
に
よ
り
職 

 
 

務
に
復
帰
し
た
場
合
を
除
く
。
） 

 

八 

育
児
短
時
間
勤
務
が
終
了
し
た
場
合
（
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
を
除 

 
 

く
。
） 

 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
一
（
第
五
条
、
第
六
条
関
係
）

区
分

発
令
事
由

通
知
書
の
記
載
形
式

備
考

採
用

(１
) 職
員
に
採
用
す
る
場
合
埼
玉
県
「
ａ
」
に
任
命
す
る

「
ｂ
」
を
命
ず
る

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
給
を
給
す
る

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

(２
) 法
第
22条
第
２
項
又
は
地

方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

110号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」

と
い
う
。
）
第
６
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
臨
時
的
任
用
を
行

う
場
合

地
方
公
務
員
法
第
22条
第
２
項

（
又
は
）
地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
職
員
に

任
命
す
る

ア
 新
規
の
場
合

「
ｂ
」
を
命
ず
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
給
を
給
す
る

イ
 更
新
の
場
合

臨
時
的
任
用
を
更
新
す
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

(３
) 育
児
休
業
法
第
６
条
第
１

項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
任
期

を
定
め
て
職
員
を
採
用
す
る
場

合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
第
６
条
第
１
項
第
１
号

の
規
定
に
よ
り
埼
玉
県
「
ａ
」
に

任
命
す
る

ア
 新
規
の
場
合

「
ｂ
」
を
命
ず
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
給
を
給
す
る

イ
 更
新
の
場
合

任
期
を
更
新
す
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

（
４
）
育
児
休
業
法
第
18条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定

め
て
職
員
を
採
用
す
る
場
合

  ア
　
新
規
の
場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
第
18条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
埼
玉
県
「
ａ
」
に
任
命
す

る「
ｂ
」
を
命
ず
る

週
○
○
時
間
○
○
分
勤
務
と
す
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
職
（
　
）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
級
を
給
す
る

 

 



　
イ
　
更
新
の
場
合

任
期
を
更
新
す
る

〔
週
○
○
時
間
○
○
分
勤
務
と
す

る
〕
任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

　
勤
務
時
間
を
変
更

し
な
い
場
合
は
、
〔

〕
の
部
分
は
省
略
す

る
。

(５
) 国
、
他
の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
を
そ
の
身
分
を
保
有
し

た
ま
ま
職
員
に
採
用
す
る
場
合

埼
玉
県
「
ａ
」
に
併
任
す
る
給
料
を
支
給
す
る
場

合
は
、
〔
 〕
の
部

分
は
省
略
す
る
。

「
ｂ
」
を
命
ず
る

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
給
を
給
す
る

〔
た
だ
し
給
料
は
支
給
し
な
い
〕

(６
) 地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
12年
法
律

第
51号
）
第
３
条
の
規
定
に
よ

り
任
期
を
定
め
て
職
員
を
採
用

す
る
場
合

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期

付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
第
１
号
（
第
２

号
）
の
規
定
に
よ
り
埼
玉
県

「
ａ
」
に
任
命
す
る

ア
 新
規
の
場
合

「
ｂ
」
を
命
ず
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
円
を
給
す
る

イ
 更
新
の
場
合

任
期
を
更
新
す
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

(７
) 地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す

る
法
律
（
平
成
14年
法
律
第
48

号
）
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
任

期
を
定
め
て
職
員
を
採
用
す
る

場
合

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
第

３
条
第
１
項
（
第
２
項
）
の
規
定

に
よ
り
埼
玉
県
「
ａ
」
に
任
命
す

る

ア
 新
規
の
場
合

「
ｂ
」
を
命
ず
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
円
を
給
す
る

（
又
は
）

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

○
○
号
給
を
給
す
る

イ
 更
新
の
場
合

任
期
を
更
新
す
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

昇
任
及
び
昇

格
「
ｂ
」
を
命
ず
る

昇
任
の
み
の
発
令
の

場
合
は
、
〔
 〕
の

部
分
は
省
略
す
る
。

昇
格
の
み
の
発
令
の

場
合
は
、
「
「
b」

を
命
ず
る
」
の
部
分

は
省
略
す
る
。

〔
○
○
職
（
 ）
○
級
に
昇
格
さ

せ
る
○
○
号
給
を
給
す
る
〕

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
に
よ
り
給

料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置

を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
に
よ
る
給
料
○

○
円
を
給
す
る

 



降
任
及
び
降

格
(１
) 法
第
28条
第
１
項
の
処
分

と
し
て
行
う
場
合

地
方
公
務
員
法
第
28条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
「
ｂ
」
を
命

ず
る

降
任
の
み
の
発
令
の

場
合
は
、
〔
 〕
の

部
分
は
省
略
す
る
。

〔
○
○
職
（
 ）
○
級
に
降
格
さ

せ
る
○
○
号
給
を
給
す
る
〕

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

(２
) (１
)以
外
の
場
合

処
分
の
根
拠
の
記
載
を
除
き
、

(１
)に
定
め
る
記
載
形
式
の
例
に

よ
る
。

転
任

任
命
換
え
職
員
の
種
類
を
異
に
し
て
異
動

す
る
場
合

埼
玉
県
「
ａ
」
に
任
命
換
え
す
る
〔
 〕
の
部
分
は
、

給
料
表
の
適
用
を
異

に
す
る
異
動
の
場
合

に
用
い
る
。

「
ｂ
」
を
命
ず
る

〔
○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す

る○
○
号
給
を
給
す
る
〕

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

配
置
換
え
勤
務
課
所
を
異
に
し
て
異
動
す

る
場
合

「
ｂ
」
を
命
ず
る

〔
○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す

る○
○
号
給
を
給
す
る
〕

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

転
入

管
理
者
以
外
の
者
を
任
命
権
者

と
す
る
県
の
職
員
を
、
職
員
の

職
に
任
命
す
る
場
合

採
用
の
場
合
の
(１
)に
定
め
る
記

載
形
式
の
例
に
よ
る
。

出
向

職
員
を
管
理
者
以
外
の
者
を
任

命
権
者
と
す
る
県
の
職
員
に
転

出
さ
せ
る
場
合

「
ｃ
」
へ
出
向
を
命
ず
る

併
任

管
理
者
以
外
の
者
を
任
命
権
者

と
す
る
県
の
職
員
を
、
そ
の
職

を
保
有
し
た
ま
ま
職
員
の
職
に

任
命
す
る
場
合

採
用
の
場
合
の
(４
)に
定
め
る
記

載
形
式
の
例
に
よ
る
。

併
任
の
解

任
埼
玉
県
「
ａ
」
併
任
を
命
ず
る

兼
職

異
な
る
職
員
の
種
類
の
職
及
び

他
の
課
所
の
職
を
兼
ね
る
場
合
兼
ね
て
埼
玉
県
「
ａ
」
に
任
命
す

る兼
ね
て
「
ｂ
」
を
命
ず
る

兼
職
の
解

任
兼
職
の
項
の
兼
職
を
解
く
場
合
埼
玉
県
「
ａ
」
兼
任
を
免
ず
る

「
ｂ
」
兼
職
を
免
ず
る

 



昇
給

(１
) 給
与
条
例
第
４
条
第
６
項

及
び
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
特

定
職
員
を
昇
給
さ
せ
る
場
合

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
７
―

221第
○
条
第
○
項
第
○
号
の
規

定
に
準
じ
○
号
該
当
昇
給
区
分
に

決
定
し
た

〔
 〕
の
部
分
は
、

五
号
該
当
昇
給
区
分

の
場
合
に
用
い
る
。

○
○
職
（
 ）
○
級
○
○
号
給
を

給
す
る

〔
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
７
―

221第
○
条
第
○
項
の
規
定
に
準

じ
昇
給
し
な
い
〕

（
又
は
）

人
委
第
981号
第
○
条
関
係
第
○

項
○
の
規
定
に
準
じ
○
号
該
当
昇

給
区
分
に
決
定
し
た

○
○
職
（
 ）
○
級
○
○
号
給
を

給
す
る

〔
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
７
―

221第
○
条
第
○
項
の
規
定
に
準

じ
昇
給
し
な
い
〕

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

(２
) 給
与
条
例
第
４
条
第
６
項

及
び
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
特

定
職
員
以
外
の
職
員
を
昇
給
さ

せ
る
場
合

○
○
職
（
 ）
○
級
○
○
号
給
を

給
す
る

（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
７
―

860附
則
第
２
項
第
１
号
準
用
）

（
注
）
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給

与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
平
成
18年
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
）
附
則
の
規
定
に

よ
り
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経

過
措
置
を
受
け
る
場
合

平
成
18年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
４
号
附
則
の
規
定
に
よ
る

給
料
○
○
円
を
給
す
る

(３
) そ
の
他
の
場
合

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
７
―

221第
○
条

〔
後
段

（
又
は
）

第
○
項
及
び
第
○
項
〕

の
規
定
に
準
じ
昇
給
し
な
い

給
料
表
の
改

定
に
伴
う
給

料
の
額
の
変

更

(1) 埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与

規
程
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成

18年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
４

号
）
附
則
の
規
定
に
よ
る
給
料

の
額
が
変
更
さ
れ
た
場
合
（
(2)

に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

平
成
○
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
○
号
の
施
行
に
伴
い
、
平

成
18年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
４

号
附
則
の
規
定
に
よ
る
給
料
と
し

て
給
す
る
額
を
○
○
円
と
す
る

(2) 埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与

規
程
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成

18年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
４

号
）
附
則
の
規
定
に
よ
る
給
料

の
額
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
た
場
合

平
成
○
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理

規
程
第
○
号
の
施
行
に
伴
い
、
平

成
18年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
４

号
附
則
の
規
定
に
よ
る
給
料
は
支

給
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

事
務
取
扱

職
員
に
他
の
同
等
又
は
下
位
の

職
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
場

合

「
ｂ
」
何
某
海
外
出
張
中

ア
 外
国
出
張
中
事
務
取
扱
を
命

ず
る
場
合

「
ｂ
」
事
務
取
扱
を
命
ず
る

イ
 病
気
療
養
中
事
務
取
扱
を
命

ず
る
場
合

「
ｂ
」
何
某
病
気
療
養
中

「
ｂ
」
事
務
取
扱
を
命
ず
る

ウ
 研
修
中
事
務
取
扱
を
命
ず
る

場
合

「
ｂ
」
何
某
○
○
に
お
い
て
研
修

中「
ｂ
」
事
務
取
扱
を
命
ず
る

エ
 ア
、
イ
及
び
ウ
以
外
の
場
合
「
ｂ
」
事
務
取
扱
を
命
ず
る

 



事
務
取
扱
免

事
務
取
扱
の
項
エ
の
場
合

「
ｂ
」
事
務
取
扱
を
免
ず
る

心
得

職
員
に
他
の
上
位
の
職
の
事
務

を
取
り
扱
わ
せ
る
場
合

「
ｂ
」
心
得
を
命
ず
る

心
得
免

「
ｂ
」
心
得
を
免
ず
る

派
遣

(１
) 地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
に
基
づ
く
場
合
地
方
自
治
法
第
252条
の
17の
規

定
に
基
づ
き
○
○
へ
派
遣
す
る
派

遣
期
間
は
平
成
○
年
○
月
○
日
か

ら
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
と
す

る

地
方
自
治
法
第
292

条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む

（
派
遣
期
間
の
延
長
）

派
遣
期
間
を
平
成
○
年
○
月
○
日

ま
で
延
長
す
る

(２
) 外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

63年
埼
玉
県
条
例
第
１
号
）
に

基
づ
く
場
合

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等

に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に

関
す
る
条
例
第
２
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
○
○
（
△
△
）
へ
派

遣
す
る

○
○
に
は
派
遣
先
の

機
関
の
名
称
を
、
△

△
に
は
そ
の
所
在
地

を
記
入
す
る
。

派
遣
期
間
は
平
成
○
年
○
月
○
日

か
ら
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
と

す
る
派
遣
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手

当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び

期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
100分
の

○
を
支
給
す
る

（
又
は
）

派
遣
期
間
中
給
与
を
支
給
し
な
い

（
派
遣
期
間
の
延
長
）

派
遣
期
間
を
平
成
○
年
○
月
○
日

ま
で
延
長
す
る

延
長
に
係
る
期
間
中
、
給
料
、
扶

養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当

及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
100

分
の
○
を
支
給
す
る

（
又
は
）

延
長
に
係
る
期
間
中
給
与
を
支
給

し
な
い

(３
) そ
の
他
の
場
合

(１
)の
例
に
準
ず
る

派
遣
の
解

任
・
職
務
復

帰

(１
) 地
方
自
治
法
に
基
づ
く
場

合
（
派
遣
の
解
任
）

○
○
へ
の
派
遣
を
解
く

(２
) 外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
場
合

（
派
遣
の
解
任
）

○
○
へ
の
派
遣
を
解
く

（
派
遣
期
間
満
了
に
よ
る
職
務
復

帰
）
派
遣
期
間
の
満
了
に
よ
り
職
務
に

復
帰
し
た

(３
) そ
の
他
の
場
合

(１
)の
例
に
準
ず
る
。

駐
在

○
○
駐
在
を
命
ず
る

駐
在
の
解
任

○
○
駐
在
を
解
く

休
職

(１
) 心
身
故
障
に
よ
り
休
職
す

る
場
合

地
方
公
務
員
法
第
28条
第
２
項
第

１
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
を
命
ず

る休
職
期
間
は
平
成
○
年
○
月
○
日

か
ら
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
と

す
る
（
休
職
期
間
の
延
長
）

休
職
期
間
を
平
成
○
年
○
月
○
日

ま
で
延
長
す
る

 



(２
) 刑
事
事
件
の
起
訴
に
よ
り

休
職
す
る
場
合

地
方
公
務
員
法
第
28条
第
２
項
第

２
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
を
命
ず

る休
職
期
間
は
当
該
刑
事
事
件
が
裁

判
所
に
係
属
す
る
間
と
す
る

休
職
期
間
中
の
給
与
は
病
院
事
業

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
第
23条
の
規
定

に
よ
り
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域

手
当
及
び
住
居
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ

100分
の
○
と
す
る

（
又
は
）

休
職
期
間
中
給
与
は
支
給
し
な
い

(３
) 分
限
条
例
第
２
条
の
規
定

に
よ
り
休
職
す
る
場
合

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
休
職
を
命
ず
る

休
職
期
間
は
平
成
○
年
○
月
○
日

か
ら
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
と

す
る
休
職
期
間
中
の
給
与
は
病
院
事
業

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
第
23条
の
規
定

に
よ
り
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域

手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当

の
そ
れ
ぞ
れ
100分
の
○
と
す
る

（
休
職
期
間
の
延
長
）

休
職
期
間
を
平
成
○
年
○
月
○
日

ま
で
延
長
す
る

復
職

(１
) 休
職
中
の
職
員
を
職
務
に

復
帰
さ
せ
る
場
合

復
職
を
命
ず
る

〔
 〕
の
部
分
は
、

休
職
処
分
後
に
公
務

災
害
又
は
通
勤
災
害

の
認
定
が
あ
っ
た
場

合
に
用
い
る
。

〔
平
成
○
年
○
月
○
日
か
ら
平
成

○
年
○
月
○
日
ま
で
の
休
職
期
間

中
の
給
与
は
病
院
事
業
企
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
第
23条
の
規
定
に
よ
り
全

額
支
給
す
る
こ
と
と
す
る

（
公
務
災
害
認
定
（
認
定
番
号
○

―
○
）
に
よ
る
）

な
お
、
上
記
の
場
合

で
既
に
復
職
し
て
い

る
場
合
に
は
、
〔

〕
の
部
分
の
み
発
令

す
る
。

（
又
は
）

（
通
勤
災
害
認
定
（
認
定
番
号
○

―
○
）
に
よ
る
）
〕

(２
) 休
職
期
間
の
満
了
に
よ
り

職
務
に
復
帰
し
た
場
合

休
職
期
間
の
満
了
に
よ
り
復
職
し

た
分
限
免
職

地
方
公
務
員
法
第
28条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
免
職
す
る

戒
告

地
方
公
務
員
法
第
29条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
戒
告
す
る

減
給

地
方
公
務
員
法
第
29条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
○
月
間
給
料

の
月
額
の
○
分
の
○
を
減
給
す
る

停
職

地
方
公
務
員
法
第
29条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
○
月
（
日
）

間
停
職
す
る

懲
戒
免
職

地
方
公
務
員
法
第
29条
第
１
項
第

○
号
の
規
定
に
よ
り
免
職
す
る

失
職

地
方
公
務
員
法
第
16条
第
○
号
に

該
当
し
た
の
で
同
法
第
28条
第
４

項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
た

 



免
職

法
第
29条
の
２
第
１
項
各
号
に

規
定
す
る
職
員
を
免
職
す
る
場

合

免
職
す
る
「
ｄ
」

退
職

(１
) 職
員
が
定
年
退
職
を
す
る

場
合

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
○
年
○

月
○
日
限
り
定
年
退
職

(２
) 職
員
が
そ
の
意
に
よ
り
退

職
す
る
場
合

辞
職
を
承
認
す
る

〔
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
38年
埼
玉
県
条
例
第
18

号
）
第
22条
第
○
項
の
規
定
に
よ

り
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
〕

(３
) 採
用
の
項
(４
)に
定
め
る

職
員
が
退
職
す
る
場
合

埼
玉
県
「
ａ
」
併
任
を
免
ず
る

勤
務
延
長

(１
) 勤
務
延
長
を
行
う
場
合
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
勤
務
延

長
す
る

(２
) 勤
務
延
長
の
期
限
を
延
長

す
る
場
合

勤
務
延
長
の
期
限
を
平
成
○
年
○

月
○
日
ま
で
延
長
す
る

(３
) 勤
務
延
長
の
期
限
を
繰
り

上
げ
る
場
合

勤
務
延
長
の
期
限
を
平
成
○
年
○

月
○
日
に
繰
り
上
げ
る

(４
) 勤
務
延
長
職
員
が
異
動

し
、
期
限
の
定
め
の
な
い
職
員

と
な
っ
た
場
合

期
限
の
定
め
の
な
い
職
員
と
な
っ

た

(５
) 勤
務
延
長
の
期
限
の
到
来

に
よ
り
職
員
が
当
然
退
職
す
る

場
合

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第

４
条
の
規
定
に
よ
る
期
限
の
到
来

に
よ
り
平
成
○
年
○
月
○
日
限
り

退
職

再
任
用

(１
) 再
任
用
を
行
う
場
合
地
方
公
務
員
法
第
28条
の
４
第
１

項
（
第
28条
の
５
第
１
項
、
第
28

条
の
６
第
１
項
、
第
28条
の
６
第

２
項
）
の
規
定
に
よ
り
埼
玉
県

「
ａ
」
に
任
命
す
る

地
方
公
務
員
法
第
28

条
の
４
第
１
項
、
第

28条
の
６
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
任
用
の

場
合
は
、
「
（
４
週

に
つ
き
○
○
時
間
○

○
分
勤
務
）
」
の
部

分
は
省
略
す
る
。

「
ｂ
」
（
４
週
に
つ
き
○
○
時
間

○
○
分
勤
務
）
を
命
ず
る

任
期
は
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で

と
す
る

○
○
職
（
 ）
○
級
に
決
定
す
る

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

４
条
第
12項
準
用
）

（
又
は
）

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

４
条
の
２
準
用
）

(２
) 再
任
用
の
任
期
を
更
新
す

る
場
合

再
任
用
の
任
期
を
平
成
○
年
○
月

○
日
ま
で
更
新
す
る

(３
) 再
任
用
職
員
が
異
動
し
、

任
期
の
定
め
の
な
い
職
員
と

な
っ
た
場
合

任
期
の
定
め
の
な
い
職
員
と
な
っ

た

(４
) 再
任
用
の
任
期
の
満
了
に

よ
り
職
員
が
当
然
退
職
す
る
場

合

地
方
公
務
員
法
第
28条
の
４
（
第

28条
の
５
、
第
28条
の
６
）
の
規

定
に
よ
る
任
期
の
満
了
に
よ
り
平

成
○
年
○
月
○
日
限
り
退
職

任
期
満
了
・

死
亡

通
知
書
の
交
付
は
し

な
い
。

一
般
職
に
属

す
る
臨
時
又

は
非
常
勤
の

職
員
の
任
免

等

別
に
定
め
る
。

 



注
１
　
記
載
形
式
の
欄
中
「
ａ
」
等
と
あ
る
の
は
、
次
の
区
分
に
よ
る
。

「
ａ
」
の
職
員
に
種
類
を
記
入
す
る
。

「
ｂ
」
組
織
等
及
び
職
の
名
称
を
記
入
す
る
。

（
例
）
病
院
局
経
営
管
理
課
長
、
埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
看

     護
部
技
師

「
ｃ
」
埼
玉
県
知
事
部
局
、
埼
玉
県
議
会
事
務
局
、
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
、

埼
玉
県
監
査
事
務
局
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局
、

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
、
埼
玉
県
警
察
本
部
、
埼
玉
県
企
業
局
又
は
埼

玉
県
下
水
道
局
と
記
入
す
る
。

「
ｄ
」
根
拠
法
令
又
は
理
由
を
記
入
す
る
。

２
　
１
人
の
職
員
に
つ
い
て
同
時
に
２
以
上
の
人
事
異
動
を
併
せ
て
行
う
場
合
、
通

  知
書
へ
の
記
載
は
、
次
の
順
に
よ
る
。

(１
)　
職
員
の
種
類
（
埼
玉
県
職
員
又
は
臨
時
的
職
員
）

(２
)　
職

(３
)　
任
期

(４
)　
給
料

(５
)　
そ
の
他

 

  

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
（
第
二
十
一
条
関
係
）

区
分

発
令
事
由

通
知
書
の
記
載
形
式

備
考

承
認

(１
)　
育
児
休
業
法
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
育
児
休
業
を
承
認
す
る
場
合
育
児
休
業
を
承
認
す
る

期
間
は
平
成
  年
  月
  日
か
ら
平

成
  年
  月
  日
ま
で
と
す
る

(２
)　
育
児
休
業
法
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
育
児
休
業
を
承
認
し
な
い
場
合
平
成
  年
  月
  日
付
け
で
請
求
の

あ
っ
た
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
承
認

し
な
い

（
理
由
）

〔
必
要
に
応
じ
て
記
入
〕

（
３
）
育
児
休
業
法
第
10条
の
規
定
に

よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
を
承
認
す
る
場

合

育
児
短
時
間
勤
務
（
ア
）
を
承
認
す

る期
間
は
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

か
ら
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま

で
と
す
る

「
ア
」
の
記
号
を

も
っ
て
表
示
す
る
事

項
は
、
「
週
○
○
時

間
勤
務
」
（
○
○
時

間
の
部
分
に
は
、
職

員
の
１
週
間
当
た
り

の
勤
務
時
間
を
表
示

す
る
。
）
と
す
る
。

（
４
）
育
児
休
業
法
第
10条
の
規
定
に

よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
を
承
認
し
な
い

場
合

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で

請
求
の
あ
っ
た
育
児
短
時
間
勤
務
に

つ
い
て
は
承
認
し
な
い

（
理
由
）

「
必
要
に
応
じ
て
記
入
」

（
５
）
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

職
員
に
つ
い
て
当
該
育
児
短
時
間
勤
務

と
異
な
る
内
容
の
育
児
短
時
間
勤
務
を

承
す
る
場
合

育
児
短
時
間
勤
務
（
ア
）
を
取
り
消

し
、
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付

で
請
求
の
あ
っ
た
育
児
短
時
間
勤
務

（
イ
）
を
承
認
す
る

育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
は
平
成

年
　
　
月
　
　
日
ま
で
と
す
る

「
ア
」
又
は
「
イ
」

の
記
号
を
も
っ
て
表

示
す
る
事
項
は
、
取

り
消
さ
れ
た
育
児
短

時
間
勤
務
又
は
取
消

し
後
に
承
認
さ
れ
る

育
児
短
時
間
勤
務
に

係
る
「
週
○
○
時
間

勤
務
」
（
○
○
時
間

の
部
分
に
は
、
職
員

の
１
週
間
当
た
り
の

勤
務
時
間
を
表
示
す

る
。
）
と
す
る
。

延
長

(１
) 育
児
休
業
法
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
を
承
認

す
る
場
合

育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
を
承
認
す

る期
間
は
平
成
  年
  月
  日
ま
で
と

す
る

 

 



(２
) 育
児
休
業
法
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
を
承
認

し
な
い
場
合

平
成
  年
  月
  日
付
け
で
請
求
の

あ
っ
た
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
承
認
し
な
い

（
理
由
）

〔
必
要
に
応
じ
て
記
入
〕

（
３
）
育
児
休
業
法
第
11条
の
規
定
に

よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
の
延
長
を
承
認

す
る
場
合

育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
平
成

年
　
　
月
　
　
日
ま
で
延
長
す
る
こ

と
を
承
認
す
る

（
４
）
育
児
休
業
法
第
11条
の
規
定
に

よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
の
延
長
を
承
認

し
な
い
場
合

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で

請
求
の
あ
っ
た
育
児
短
時
間
勤
務
の

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
承
認
し
な

い（
理
由
）

〔
必
要
に
応
じ
て
記
入
〕

失
効
等

(１
) 育
児
休
業
法
第
５
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
育
児
休
業
の
承
認
が
失
効

し
た
場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
平
成
  年
  月
  日
を
も
っ
て
育

児
休
業
の
承
認
は
失
効
し
た

(２
) 育
児
休
業
法
第
５
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
育
児
休
業
の
承
認
を
取
り

消
す
場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
第
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
平
成
  年
  月
  日
を
も
っ
て
育

児
休
業
の
承
認
を
取
り
消
す

(３
)育
児
休
業
法
第
12条
の
規
定
に
よ

り
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
が
失
効
し

た
場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
第
12条
の
規
定
に
よ
り
平
成

年
　
　
月
　
　
日
を
も
っ
て
育
児
短

時
間
勤
務
の
承
認
は
失
効
し
た

(４
)育
児
休
業
法
第
12条
の
規
定
に
よ

り
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
取
り
消

す
場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
第
12条
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
を
も
っ
て

育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
取
り
消

す

職
務
復
帰

(１
) 育
児
休
業
法
第
５
条
第
１
項
又

は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
の

承
認
の
失
効
又
は
取
消
し
に
よ
り
職
務

に
復
帰
し
た
場
合

平
成
  年
  月
  日
か
ら
職
務
に
復

帰
し
た

（
理
由
）

〔
必
要
に
応
じ
て
記
入
〕

（
２
）
育
児
休
業
法
第
12条
の
規
定
に

よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
の
失
効

又
は
取
消
し
に
よ
り
育
児
短
時
間
勤
務

が
終
了
し
た
場
合

育
児
短
時
間
勤
務
は
終
了
し
た

 

 

第
三
号
様
式
中
「
育
児
休
業
」
を
「
育
児
休
業
等
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並

び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.

saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
伊
佐
沼
工
房 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

齊
藤 

英
雄 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
問
屋
町
一
番
地
八 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
彫
刻
家
及
び
一
般
市
民
並
び
に
観
光
客
等
に
対
し
て
、
交
流
の
場
を
整
備
・ 

 

提
供
し
、
彫
刻
体
験
実
習
室
の
運
営
に
よ
り
、
彫
刻
芸
術
に
対
す
る
知
識
と
技
能
の
向
上
及
び 

 

そ
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
芸
術
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
川
越
市
内
の
街 

 

中
や
郊
外
等
随
所
へ
の
彫
刻
作
品
の
展
示
に
よ
り
、
観
光
客
の
郊
外
誘
導
・
市
内
回
遊
を
図
る 

 

な
ど
、彫
刻
の
街
づ
く
り
並
び
に
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
一
号



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第５－１グループ） 110 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  9,546,285 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第５－２グループ） 94 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社コジマ 栃木県宇都宮市星が丘２丁目１番８号 

５ 落札金額 

  7,570,017 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第５－３グループ） 81 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社コジマ 栃木県宇都宮市星が丘２丁目１番８号 

５ 落札金額 

  7,028,532 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第７－１グループ） 126 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社コジマ 栃木県宇都宮市星が丘２丁目１番８号 

５ 落札金額 

  11,945,367 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第７－２グループ） 106 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  8,247,435 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第７－３グループ） 116 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  8,032,290 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第７－４グループ） 128 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  11,028,045 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第９－１グループ） 124 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  9,405,900 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第９－２グループ） 121 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  9,367,365 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第９－３グループ） 176 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  9,670,290 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第９－４グループ） 81 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  8,574,405 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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田 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 11－１グループ） 98 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  8,093,925 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 11－２グループ） 105 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  9,448,740 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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田 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 11－３グループ） 133 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  11,433,030 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 11－４グループ） 134 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  10,070,550 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 12－１グループ） 85 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  6,018,600 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 12－２グループ） 86 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  5,555,970 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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上 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 12－３グループ） 100 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  7,801,395 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 12－４グループ） 99 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ヤマダ電機 群馬県高崎市栄町１番１号 

５ 落札金額 

  5,686,800 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号



１ 購入等件名及び数量 

  テレビ等（第 12－５グループ） 46 台 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局教育総務部財務課学校予算経理担当 埼玉県さいたま市浦和区高

砂３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日 

  平成 22 年２月８日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  日勝電機株式会社 埼玉県秩父市熊木町 12 番 21 号 

５ 落札金額 

  3,307,500 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年１月12日  



告 
 

示 

  
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り 

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 
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玉
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埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号



１  調達内容  

 ⑴  購入等件名及び数量  

   埼玉県危機管理防災センター（仮称）映像設備  一式  

 ⑵  調達案件の仕様等  

   入札説明書及び仕様書による。  

 ⑶  納入期限  

   平成 23 年３月 31 日（木）  

 ⑷  納入場所  

   埼玉県危機管理防災センター（仮称）  

   埼玉県さいたま市浦和区仲町３丁目５番８号  

 ⑸  入札方法  

  落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の５パーセント

に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その

端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするので、入札者は、

消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わ

ず、見積もった契約金額の 105 分の 100 に相当する金額を入札書に記載するこ

と。  

２  競争入札参加資格  

 ⑴  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しな

い者であること。  

 ⑵  物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な

資格等に関する公示（平成 20 年埼玉県告示第 1032 号）に基づき、業種区分「物

品の販売」のＡ等級に格付けされた者であること。  

 ⑶  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成 21 年３月 31 日付け入審第 513 号）に基づく入札参加

停止措置を受けていない者であること。  

 ⑷  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成 21 年４月１日付け入審第 97 号）に基づく入札参加除外措置

を受けていない者であること。  

⑸  納入しようとする物品が仕様書等に示す要求事項に適合することを認められ

た者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。  

３  入札書の提出場所等  

 ⑴  入札書の提出場所、契約条項を示す場所、入札説明書及び仕様書の交付場所

並びに問い合わせ先  



   〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  埼玉県総務部

入札執行課物品調達担当  小林  電話 048-830-5780（直通）  

 ⑵  入札説明書及び仕様書の交付方法  

   上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。  

 ⑶  入札・開札の場所及び日時  

   埼玉県庁本庁舎総務部地下会議室  平成 22 年５月 11 日（火）午後３時 30

分  

⑷  郵便による場合の入札書のあて先及び受領期限  

  埼玉県総務部入札執行課物品調達担当  平成 22 年５月 10 日（月）午後５時  

  なお、書留郵便によること。  

４  その他  

 ⑴  契約手続において使用する言語及び通貨  

   日本語及び日本国通貨  

 ⑵  入札保証金及び契約保証金  

  ア  入札保証金  

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（ 100 分の５以上）を乗

じた額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和 39 年埼玉県

規則第 18 号。以下「財務規則」という。）第 93 条第２項の規定に該当する

場合は、免除する。  

  イ  契約保証金  

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（ 100 分の 10 以上）を乗じた       

額を納付するものとする。ただし、財務規則第 81 条第２項の規定に該当す

る場合は、免除する。  

 ⑶  入札者に要求される事項  

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

上記３⑴の提出場所に平成 22 年４月 21 日（水）午後５時までに提出し、競争

入札参加資格（上記２⑸に定める競争入札参加資格を除く。）の確認を得なけれ

ばならない。また、入札事務の担当者から、提出した書類に関し説明を求めら

れた場合は、それに応じなければならない。  

 ⑷  入札の無効  

   次に掲げる入札書は、無効とする。  

  ア  この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書  

  イ  入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書  

  ウ  財務規則第 97 条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定



める規則（平成７年埼玉県規則第 106 号）第９条の規定に該当する入札書  

 ⑸  契約書作成の要否  

   要  

 ⑹  落札者の決定方法  

   財務規則第 94 条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最

低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。  

 ⑺  手続における交渉の有無  

   無  

 ⑻  競争入札参加資格の付与  

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、本県

所定の競争入札参加資格審査申請書に必要事項を記入した上、必要な書類を添

付して、平成 22 年４月 20 日（火）までに埼玉県総務部入札審査課入札参加資

格審査担当（〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  電話

048-830-5775（直通））へ提出すること。  

 ⑼  支払条件  

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から 30 日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。  

 ⑽  特記事項  

   本件入札は、入札の結果、落札者との契約の締結について、議会の議決に付   

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和 39 年埼玉県条例第 15

号）に基づき、県議会の議決に付さなければならない契約となる場合には、落

札者と仮契約を取り交わし、県議会の議決後に本契約を締結する。  

 ⑾  その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。  

 ⑿  この入札の執行は、一般公開する。  

   なお、傍聴については、入札当日に先着順で受け付ける。  

5   Summary 

(1) Name and quantity of the products to be purchased:A set of  

 An imaging system for the Saitama Crisis Management  

 and Disaster Preparedness Center (Provisional name). 

(2) Deadline for submission: 

 By registered mail: must be received by 5:00 p.m., May  10, 

 2010 

    In person: 3:30 p.m., May 11,2010 

(3) Contact point for the notice: 



 Bidding Enforcement Division,General Affairs Department 

 Saitama Prefectural Government. 

    Takasago 3-15-1,Urawa-ku,Saitama-Shi,Saitama-Ken 330-9301 

    Tel. 048-830-5780   
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１ 調達内容 

 ⑴  購入等件名及び予定数量 

参議院議員通常選挙投票用紙印刷業務 一式 

 ⑵  調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶  納入期限 

   平成 22 年６月 11 日（金） 

 ⑷  納入場所 

   県内各市区町村選挙管理委員会及び埼玉県企画財政部市町村課 

 ⑸  入札方法 

  落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の５パーセントに 

 相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数 

 金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするので、入札者は、消費税 

 及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、 見積も 

 った契約金額の 105 分の 100 に相当する金額を入札書に記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しない

者であること。 

 ⑵  物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な資

格等に関する公示（平成 20 年埼玉県告示第 1032 号）に基づき、業種区分「印刷

の請負」のＡ等級又はＢ等級に格付けされた者であること。 

 ⑶  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加停

止等の措置要綱（平成 21 年３月 31 日付け入審第 513 号）に基づく入札参加停止

措置を受けていない者であること。 

 ⑷  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排除

措置要綱（平成 21 年４月１日付け入審第 97 号）に基づく入札参加除外措置を受

けていない者であること。 

⑸  業務を遂行するに当たり、入札説明書・仕様書に示す要求事項に適合すること

を認められた者であること。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴  入札書の提出場所、契約条項を示す場所、入札説明書及び仕様書の交付場所並

びに問い合わせ先 



   〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号 埼玉県総務部入

札執行課物品調達担当 小林 電話 048-830-5778（直通） 

 ⑵  入札説明書及び仕様書の交付方法 

   上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶  入札・開札の場所及び日時 

   埼玉県庁本庁舎総務部地下会議室 平成 22 年５月 11 日（火）午後２時 

⑷  郵便による場合の入札書のあて先及び受領期限 

  埼玉県総務部入札執行課物品調達担当 平成 22 年５月 10 日（月）午後５時 

  なお、書留郵便によること。 

４ その他 

 ⑴  契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 ⑵  入札保証金及び契約保証金 

  ア  入札保証金 

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100 分の５以上）を乗じ 

   た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和 39 年埼玉県規則第 

   18 号。以下「財務規則」という。）第 93 条第２項の規定に該当する場合は、免 

   除する。 

  イ  契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100 分の 10 以上）を乗じた額 

   を納付するものとする。ただし、財務規則第 81 条第２項の規定に該当する場合 

   は、免除する。 

 ⑶  入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を上

記３⑴の提出場所に平成 22 年４月 21 日（水）午後５時までに提出し、競争入札

参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、提出した

書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

 ⑷  入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア  この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ  入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ  財務規則第 97 条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め



る規則（平成７年埼玉県規則第 106 号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸  契約書作成の要否 

   要  

 ⑹  落札者の決定方法 

   財務規則第 94 条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺  手続における交渉の有無 

   無  

 ⑻  競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、本県所

定の競争入札参加資格審査申請書に必要事項を記入した上、必要な書類を添付し

て、平成 22 年４月 20 日（火）までに埼玉県総務部入札審査課入札参加資格審査

担 当 （ 〒 330-9301  埼 玉 県 さ い た ま 市 浦 和 区 高 砂 ３ 丁 目 15 番 １ 号  電 話

048-830-5775（直通））へ提出すること。 

 ⑼  支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から 30 日以内に当該代金を受

注者に支払うものとする。 

 ⑽  その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

 ⑾  この入札の執行は、一般公開する。 

   なお、傍聴については、入札当日に先着順で受け付ける。 

５ Summary 

(1)  Nature and quantity of the Service Required: 

Printing of the ballots for the House of Councilors 

(2)  Deadline for submission 

   By mail: registered must be received by 5:00 pm, May 10, 2010 

     In person: 2:00 pm, May 11, 2010 

(3)  Contact Point for the notice: 

Bidding Enforcement Division, General Affairs Department Saitama      

Prefectural government.  

     Takasago 3-15-1, Urawa-ku, Saitama-shi, saitama-ken 330-9301 

     Tel. 048-830-5778 
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埼玉県地球温暖化対策に係る事業活動対策指針  

第１  趣旨  

  この指針は、埼玉県地球温暖化対策推進条例（平成 21年埼玉県条例第９号。以

下「条例」という。）第 11条第１項の規定に基づき、事業者がその事業活動にお

いて地球温暖化対策を総合的に実施するために必要な事項を定めるものである。  

第２  事業者が講ずるよう努めなければならない措置  

１  事業活動における温室効果ガスの排出の抑制に関すること  

    事業活動における温室効果ガスの排出抑制に関し、事業者が講ずべき措置

は、次に掲げる措置とする。  

⑴  温室効果ガス排出量の把握  

     別表第１に掲げる対策などによるエネルギー使用状況の把握その他の方

法により事業活動における温室効果ガスの排出量を把握すること。  

⑵  温室効果ガス排出量の削減に係る目標の設定  

⑶  省エネルギー対策の実施  

  ア  別表第２に掲げる対策などによる設備の運転方法の改善又は設備・機

器等の使用方法の工夫によりエネルギー消費を抑制すること。  

  イ  別表第３に掲げる対策などによる適切な設備の管理を行い、機能を維

持させること。  

ウ  別表第４に掲げる対策などによる高効率な設備への更新等の設備改善

をすること。  

エ  その他、効果的な省エネルギー対策を選択し、実施すること。  

⑷  排出係数（燃料等ごとに、当該燃料等の一単位当たりの使用に伴い排出

される二酸化炭素の量で表した係数。以下同じ。）の小さい燃料等を使用

した設備への更新  

⑸  建物の断熱強化  

⑹  対策の計画的な実施と継続的な改善  

⑺  その他必要な措置  

２  事業活動における再生可能エネルギーの利用に関すること  

    再生可能エネルギーの利用に関し、事業者が講ずべき措置は、次に掲げる

措置とする。  

⑴  再生可能エネルギーを利用するための設備の導入や他者からの再生可能

エネルギーの取得についての検討  

⑵  再生可能エネルギーを利用するための設備の導入  

⑶  他者からの再生可能エネルギーの取得  



 

⑷  再生可能エネルギーの導入に関する情報の収集  

３  その他事業活動における地球温暖化対策に関すること  

⑴  組織体制の整備  

     事業者は、事業活動における地球温暖化対策を着実かつ効果的に推進す

るため、次に掲げる措置を講ずるための組織体制を整備し、別表第５に掲

げる対策などを着実に実施する。  

    ア  地球温暖化対策の実施に関する目標、実施方針、計画等の作成  

    イ  地球温暖化対策の実施及び進行管理  

    ウ  地球温暖化対策の効果の確認及び検証  

    エ  地球温暖化対策の見直し  

オ  温室効果ガスの排出量及び温室効果ガスの排出量を算定する基となる

エネルギー使用量等の記録並びに当該エネルギー使用量等を証する書類

の管理  

    カ  各事業所におけるエネルギー消費設備・機器の稼働状況、エネルギー

の使用に関する数値等を定期的に記録する管理台帳の整理  

    キ  オ及びカに掲げるもののほか、各事業所におけるエネルギー消費設備・ 

機器の運転及び保全についての適正な管理  

    ク  事業所の従業員等に対する地球温暖化対策に関する理解及び認識を深

めるための地球温暖化対策に関する普及啓発及び教育活動の実施  

    ケ  地球温暖化対策の実施のための予算の管理  

    コ  他の事業者の温室効果ガスの削減量の取得等（以下「排出量取引」と

いう。）を行う場合にあっては、次に掲げる措置  

対策の実施による温室効果ガス排出量の削減見込を踏まえた、排出

量取引の予測その他の管理  

       他の事業者との排出量取引の実施に関する連絡、調整、契約等  

排出量取引の実施のための予算の管理  

⑵  他の事業者が実施する地球温暖化対策への協力  

     事業者は、他の事業者が地球温暖化対策を実施する場合には、当該対策

の実施に協力するよう努めるものとする。  

第３  大規模事業所における取組の促進  

   温室効果ガスを継続して多量に排出する大規模事業所については、環境に与

える影響が大きいことに鑑み、地球温暖化対策の実施にあたっては、第２に掲

げる措置のほか、次の事項を実施するものとする。  

１  目標の設定  



 

    特定事業者のうち、知事が別に定める量以上のエネルギーを知事が別に定

める期間連続して使用する大規模な事業所（以下「大規模事業所」という。）

を県内に設置している者（以下「大規模事業者」という。）は、知事が別に

定める期間（以下「削減計画期間」という。）における大規模事業所におけ

る温室効果ガスの削減量を、知事が別に定める方法により算定する当該大規

模事業所の基準となる温室効果ガス排出量（以下「基準排出量」という。）

に、削減計画期間において基準排出量に対して温室効果ガスを削減する必要

があるものとして知事が定める割合（以下「目標削減率」という。）を乗じ

て算定される量（以下「削減目標量」という。）以上とすることを目標とし

て定めるものとする。  

２  目標の達成  

  大規模事業者は、削減計画期間において目標を達成するよう努めるものと

する。  

３  目標達成の手段  

    大規模事業者においては、大規模事業所における削減計画期間の温室効果

ガス排出量を自ら削減するほか、大規模事業所における削減計画期間の温室

効果ガスの削減量が削減目標量と比較して不足している場合には、排出量取

引で取得した温室効果ガスの削減量を自らの削減量とみなすことができる。

この場合、大規模事業者は、排出量取引による温室効果ガスの削減量の取得

に優先して、大規模事業所の温室効果ガス排出量の削減に努めるものとする。 

４  排出量取引の実施  

    大規模事業者は、排出量取引を実施する必要があると判断した場合には、

排出量取引の方法について検討し、計画的な取得に努めるものとする。  

    また、削減計画期間の最終年度には、その前年度までの削減量及び最終年

度の削減量見込みの合計と最終的な削減目標量とを比較して、削減目標を達

成するため、削減計画期間終了の翌年度において必要な排出量取引の量を予

測し、当該排出量取引に係る適切な予算措置を講ずるよう努めるものとする。 

    排出量取引の実施方法等の詳細については、知事が別に定める。  

第４  地球温暖化対策計画  

   条例第 12条及び第 13条の規定に基づく地球温暖化対策計画は、次により作成

するものとする。  

１  温室効果ガスの排出量を削減するための定量的な目標の設定  

事業者は温室効果ガスの排出量を削減するための定量的な目標を定める

ものとする。  



 

２  目標水準  

    大規模事業者以外の事業者は、県が定める目標削減率等を参考にできるだ

け高い水準の目標を定めるよう努めるものとする。  

    大規模事業者は、技術的及び経済的に実施可能な対策の実施により削減目

標量以上の削減が見込まれる場合にあっては、削減目標量より高い目標を定

めるものとする。  

  ３  計画策定年度  

    計画は、次の⑴から⑶に掲げる計画期間ごとに当該⑴から⑶に定める年度

を目標年度として設定するものとする。ただし、計画期間内を区分し、より

短期的な目標を設定することについて妨げるものではない。  

    なお、大規模事業所については、当該事業所ごとに同様とする。  

⑴  第１計画期間（平成 22年度から平成 26年度まで）  平成 26年度  

⑵  第２計画期間（平成 27年度から平成 31年度まで）  平成 31年度  

⑶  平成 32年度以降の５年ごとの期間         当該期間の最終年度  

４  地球温暖化対策計画に記載すべき事項  

    地球温暖化対策計画は、次に掲げる事項を、知事が別に定める様式に記載

するものとする。  

⑴  過去の温室効果ガス排出量の推移  

⑵  温室効果ガス排出量の削減に係る目標（温室効果ガス排出量の総量の目

標又は生産量や床面積など事業者の活動規模を表す指標１単位当たりの温

室効果ガス排出量の目標）及び地球温暖化対策の推進に関する基本方針  

⑶  地球温暖化対策の計画期間、内容、当該対策による温室効果ガス排出量

削減効果の見込み及び当該対策の実施年度  

⑷  地球温暖化対策のために整備した組織体制の概要及び地球温暖化対策推

進者の氏名  

⑸  事業所の用途、事業所で実施される事業の概要、敷地面積、延べ床面積

その他温室効果ガス排出量に影響を与える事項  

⑹  ⑴から⑸までに掲げるもののほか、事業所外での温室効果ガス排出量の

削減に寄与する事業所の取組、温室効果ガス排出量の少ない製品の開発等

事業者として実施した地球温暖化対策の内容（記載を希望する場合に限

る。）  

⑺  温室効果ガス排出量の削減又は地球温暖化対策の実施の状況に関する自

己評価（記載を希望する場合に限る。）  

⑻  計画の公表方法  



 

５  地球温暖化対策実施状況報告書に記載すべき事項  

   条例第 14条の規定に基づく地球温暖化対策実施状況報告書は、次に掲げる事

項を、知事が別に定める様式に記載するものとする。  

⑴  把握した温室効果ガス排出量  

⑵  生産量や床面積など事業者の活動規模を表す指標１単位当たりの温室効果

ガス排出量  

⑶  実施した地球温暖化対策の内容、当該対策による温室効果ガス排出量削減

効果の見込み  

⑷  事業所外での温室効果ガス排出量の削減に寄与する事業所の取組、温室効

果ガス排出量の少ない製品の開発等事業者として実施した地球温暖化対策の

内容（記載を希望する場合に限る。）  

６  計画等の公表  

   条例第 15条の規定に基づく計画等の公表は、次に掲げる事項を含めるものと

する。  

⑴  温室効果ガスの削減目標（大規模事業者にあっては、基準排出量及び削減

目標量）  

⑵  計画期間  

⑶  削減目標を達成するための措置の計画及び実施状況  

⑷  前年度における温室効果ガス排出量  

 この指針に定めるもののほか、地球温暖化対策計画及び地球温暖化対策実施状況

報告書の作成に関しては、知事が別に定める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表（事業所等における地球温暖化の対策）  

第 １  エ ネ ル ギ ー の 使 用 状 況 の 把 握   

対 策 項 目  対 策 内 容  

１  エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 の 把 握  

⑴ 自 ら 把 握 可 能 な 情 報 に 基 づ き 、 事 業 所 等 の 全 体 の エ ネ ル ギ ー の 使 用
量 を 把 握 し 、 集 計 し 、 整 理 す る こ と 。  

⑵  自 ら 把 握 可 能 な 情 報 に 他 者 か ら 得 た 情 報 も 加 え 、 事 業 所 等 の 全 体 の
エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 を 把 握 し 、 集 計 し 、 整 理 す る こ と 。  

⑶  管 理 用 の 計 量 器 又 は 取 引 用 の 計 量 器 を 容 易 に 視 認 で き 、 又 は 設 置
し た 場 合 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 日 又 は 時 間 な ど の よ り 短 い 周 期 で エ ネ ル ギ
ー 使 用 量 を 記 録 し 、 集 計 し 、 整 理 す る こ と 。  

⑷  設 備 ご と に 管 理 用 の 計 量 器 を 設 置 し 、 エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 を 詳 細 に
記 録 し 、 集 計 し 、 整 理 す る こ と 。  

２  エ ネ ル ギ ー の 使 用 状 況 の 把
握  

⑴ エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 に つ い て 、 月 ご と に 前 年 度 の 使 用 量 と 比 較 し 、 エ
ネ ル ギ ー の 使 用 傾 向 を 把 握 す る こ と 。  

⑵  エ ネ ル ギ ー に つ い て 、 過 去 数 年 の 使 用 量 の 記 録 を 種 類 ご と に 比 較 し 、
使 用 の 傾 向 を 把 握 す る こ と 。  

⑶  管 理 用 の 計 量 器 で 把 握 し た 設 備 の エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 に よ り 、 主 要 な
設 備 の エ ネ ル ギ ー の 使 用 状 況 を 把 握 す る こ と 。  

⑷  事 業 所 等 ご と の エ ネ ル ギ ー の 使 用 状 況 を 把 握 し 、 地 球 温 暖 化 の 対 策
を 推 進 す る 指 標 と し て 活 用 す る こ と 。  

第 ２  運 用 対 策  

１  全 事 業 者   

対 策 項 目  対 策 内 容  

⑴ 執 務 室 、 共 用 部 等 の 照 明
設 備  

ｱ  点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 空 き 室 、 不 在 時 等 の 不 要 時 の 消 灯 を
こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

ｲ  執 務 室 の 点 灯 範 囲 が 分 割 で き る 場 合 、 点 灯 範 囲 の 現 状 を 把 握 し 、 使
用 者 が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 当 該 点 灯 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

ｳ  日 本 工 業 規 格 Z  9 1 1 0 （ 照 度 基 準 ） 及 び Z  9 1 2 5 （ 屋 内 作 業 場 の 照 明 基
準 ） 並 び に こ れ ら に 準 ず る 規 格 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 、 視 作 業 の 状 況 及
び 視 環 境 の 快 適 性 を 勘 案 の 上 、 適 正 な 照 度 レ ベ ル に 設 定 す る こ と 。  

ｴ  採 光 を 利 用 で き る 場 所 に お い て 、 採 光 の あ る 時 間 帯 は 積 極 的 に 採 光 を
利 用 し 、 消 灯 を 実 施 す る こ と 。  

ｵ  事 務 所 等 の 営 業 形 態 を 考 慮 し 、 昼 休 み 消 灯 （ 一 部 又 は 全 部 ） を 実 施
す る こ と 。  

⑵  執 務 室 、 共 用 部 等 の 空 調
設 備  

ｱ  冷 暖 房 温 度 に つ い て は 、 着 衣 の 工 夫 を 行 う と と も に 、 県 が 推 奨 す る 設 定
温 度 を 勘 案 し 、 設 定 す る こ と 。  

ｲ  空 調 の 運 転 範 囲 が 分 か れ て い る 場 合 、 使 用 者 が 認 識 す る よ う 室 内 機 ス
イ ッ チ に 運 転 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  



 

ｳ  温 度 計 等 を 活 用 し て 執 務 室 内 温 度 条 件 を 把 握 し 、 風 量 、 冷 暖 房 温 度
及 び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

ｴ  空 き 室 、 不 在 時 等 の こ ま め な 空 調 停 止 、 終 業 時 刻 よ り 早 め の 空 調 停 止
な ど 室 内 機 ス イ ッ チ 操 作 の 基 準 を 作 成 す る こ と 。  

ｵ  空 調 負 荷 の 低 減 を 図 る た め 、 予 熱 時 又 は 予 冷 時 の 外 気 導 入 量 の 停
止 等 を 実 施 す る こ と 。  

ｶ  空 調 負 荷 の 低 減 を 図 る た め 、 夏 季 及 び 冬 季 時 の 外 気 導 入 量 の 制 御 、
中 間 期 （ 春 季 及 び 秋 季 ） の 全 熱 交 換 器 の 運 転 停 止 等 を 実 施 す る こ と 。  

ｷ  中 間 期 （ 春 季 及 び 秋 季 ） に は 、 外 気 を 直 接 室 内 に 導 入 し て 冷 房 を 行 う
な ど 、 熱 源 エ ネ ル ギ ー の 削 減 を 図 る こ と 。  

⑶  事 務 用 機 器  

ｱ  複 写 機 （ 以 下 「 コ ピ ー 機 」 と い う 。 ） 、 印 刷 機 （ 以 下 「 プ リ ン タ ー 」 と い う 。 ） 、
フ ァ ク シ ミ リ 等 に 省 エ ネ モ ー ド の 設 定 が あ る 場 合 は 、 当 該 設 定 を 実 施 す る こ
と 。  

ｲ  コ ピ ー 機 及 び プ リ ン タ ー に つ い て 、 業 務 終 了 時 に 速 や か に 停 止 す る こ と 。  

ｳ  個 人 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー （ 以 下 「 パ ソ コ ン 」 と い う 。 ） 等 に つ い て
は 、 離 席 時 等 の 不 使 用 時 に は 、 待 機 電 力 の 削 減 の た め 電 源 を 切 る こ と を
徹 底 す る こ と 。  

⑷  共 用 設 備  

ｱ  共 用 設 備 で は 、 便 所 の 便 座 ヒ ー タ ー 、 給 湯 器 等 の 設 定 温 度 を 把 握 し 、
季 節 に 応 じ た 設 定 温 度 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  自 動 販 売 機 の 照 明 に つ い て は 、 夜 間 営 業 が な い 場 合 等 に は 、 夜 間 、 休
日 等 の タ イ マ ー に よ る 消 灯 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  飲 料 用 自 動 販 売 機 に つ い て は 、 夜 間 営 業 等 が な い 場 合 等 に は 、 夜
間 、 休 日 等 の タ イ マ ー に よ る 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

ｴ  屋 外 照 明 （ 屋 外 灯 ・ 駐 車 場 灯 ・ 看 板 灯 ） は 、 明 る さ に よ る 自 動 点 滅 器 、
タ イ マ ー 等 に よ る 季 節 に 応 じ た 点 灯 時 間 の 管 理 を 実 施 す る こ と 。  

ｵ  屋 内 駐 車 場 の 換 気 時 間 を 把 握 し 、 換 気 の 不 要 時 間 帯 に お け る 換 気 設
備 の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

２  運 用 対 策 （産 業 部 門 ）  

対 象 と な る 設 備  対 策 内 容  

⑴ 産 業 設 備 全 般  

ｱ  作 業 効 率 の 維 持 又 は 向 上 の た め 、 ４ S （ 整 理 、 整 と ん 、 清 潔 及 び 清 掃 ）
を 徹 底 す る こ と 。  

ｲ  作 業 効 率 が 最 適 と な る よ う 、 作 業 動 線 を 考 慮 し た 機 器 配 置 と す る こ と 。  

⑵  生 産 設 備  

ｱ  機 器 の 特 性 の 把 握 、 特 に 負 荷 に 対 す る 効 率 を 把 握 し 、 機 器 リ ス ト を 作
成 す る こ と 。  

ｲ  運 転 方 法 を ル ー ル 化 し 、 不 用 時 の 停 止 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

ｳ  生 産 設 備 の 日 常 的 な 運 転 時 の 電 流 、 電 圧 等 を 記 録 し 、 管 理 す る こ と 。  



 

ｴ  同 種 の 機 器 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 効 率 の 良 い 機 器 か ら 優 先 的 な 運 転
を 実 施 す る こ と 。  

ｵ  同 種 の 機 器 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 負 荷 に 応 じ て 最 も 効 率 の 良 い 運 転
台 数 で の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

⑶  受 変 電 設 備  

ｱ  最 大 負 荷 時 、 最 低 負 荷 時 な ど の 機 器 の 運 転 状 況 に 応 じ た 受 電 力 率 を
把 握 し 、 そ の 記 録 を 管 理 す る こ と 。  

ｲ  機 器 の 起 動 順 序 、 運 転 時 間 等 の 運 転 方 法 の 変 更 、 機 器 更 新 時 な ど
機 会 を と ら え 、 契 約 電 力 の 見 直 し を 行 う こ と 。  

⑷  コ ン プ レ ッ サ 設 備  

ｱ  通 常 の 運 転 状 態 の 把 握 の た め に 、 圧 縮 空 気 の 系 統 図 の 作 成 、 圧 縮 空
気 の 使 用 設 備 の リ ス ト を 作 成 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 の 基 本 デ ー タ と し て 整
備 す る こ と 。  

ｲ  配 管 系 統 か ら の 漏 れ に よ る 損 失 の 低 減 の た め 、 エ ア 漏 れ の 確 認 を 行 う こ
と 。  

ｳ  コ ン プ レ ッ サ 出 口 、 エ ア ド ラ イ ヤ 及 び タ ン ク の 前 後 並 び に 使 用 端 の 圧 力 を
日 常 的 に 記 録 し 、 圧 力 の 管 理 を す る こ と 。  

ｴ  吐 出 圧 力 に つ い て は 、 供 給 さ れ る 側 の 機 器 の 最 低 必 要 圧 力 を 確 認 し 、
配 管 ロ ス 等 を 考 慮 の 上 、 使 用 圧 力 に 応 じ た 適 正 な 吐 出 圧 力 に 調 整 す る
こ と 。  

ｵ  コ ン プ レ ッ サ が 複 数 台 設 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 負 荷 に 応 じ て 最 も 効 率
の 良 い 運 転 台 数 で の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  ボ イ ラ 設 備  

ｱ  通 常 の 運 転 状 態 の 把 握 の た め に 、 燃 料 使 用 量 、 給 水 量 、 運 転 時 間 の
日 常 的 な 記 録 、 蒸 気 の 系 統 図 の 作 成 、 蒸 気 の 使 用 設 備 の リ ス ト 作 成 、 ボ
イ ラ 単 体 効 率 の 把 握 を し 、 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 の 基 本 デ ー タ と し て 整 備 す る
こ と 。  

ｲ  蒸 気 を 用 い て 加 熱 等 を 行 う 設 備 に つ い て は 、 加 熱 設 備 内 部 及 び 蒸 気
管 で の 放 熱 を 防 止 す る た め 、 不 要 時 に は 蒸 気 供 給 バ ル ブ の 閉 止 を 実 施
す る こ と 。  

ｳ  生 産 設 備 が 稼 動 で き る よ う に な る ま で の ボ イ ラ の 暖 機 時 間 を 把 握 し 、 暖
機 運 転 時 間 の 短 縮 を す る こ と 。 ま た 、 季 節 に 応 じ た 暖 機 運 転 時 間 の 設 定
を 行 う こ と 。  

ｴ  ボ イ ラ の ブ ロ ー に つ い て は 、 過 剰 な ブ ロ ー 量 に よ る 熱 の 損 失 を 防 止 す る た
め 、 定 期 的 に 給 水 及 び ボ イ ラ 水 の 水 質 分 析 を 行 い 、 可 能 な 限 り ブ ロ ー 量
を 低 減 す る こ と 。  

ｵ  蒸 気 圧 力 に つ い て は 、 供 給 さ れ る 側 の 機 器 の 最 低 必 要 圧 力 を 確 認 し 、
配 管 ロ ス 等 を 考 慮 の 上 、 使 用 圧 力 に 応 じ た 適 正 な 圧 力 へ 調 整 す る こ と 。  

ｶ  熱 源 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 使 用 量 に 応 じ て 最 も 効 率 の 良 い 運 転 台 数
で の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

ｷ  空 気 比 を 確 認 し 、 燃 料 の 消 費 が 少 な く 、 最 適 な 燃 焼 効 率 が 得 ら れ る よ う
調 整 を 実 施 す る こ と 。  

⑹  給 排 水 設 備  

ｱ  漏 水 に よ る 無 駄 を 防 止 す る た め 、 終 業 時 及 び 始 業 時 に 使 用 量 を 計 量
器 で 確 認 し 、 漏 水 の 有 無 を 確 認 す る こ と 。  

ｲ  機 器 の 洗 浄 時 間 等 の 水 利 用 方 法 に 関 す る 基 準 を 作 成 し 、 水 使 用 量 の
抑 制 を 実 施 す る こ と 。  

⑺  ⑴か ら⑹ま で 以 外 の 業 務 用
設 備  

ｱ  ⑴か ら⑹ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 業 種 特 有 の 機 器 を 中 心
に 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時 の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  



 

ｲ  ⑴か ら⑹ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 業 種 特 有 の 機 器 を 中 心
に 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検 討 し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使
用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

３  運 用 対 策 （業 務 部 門 ）   

対 策 分 類  
対 策 内 容  

対 象 事 業 者  対 象 と な る 設 備  

⑴ 飲 食 系 の
業 種  

ｱ  ち ゅ う 房 ・ バ ッ
ク ヤ ー ド の 照 明
設 備  

( ｱ )  荷 物 等 が 照 明 の 障 害 と な り 、 照 度 低 下 が 発 生 し な い よ う 、 定 期 的 な 確
認 と と も に 、 整 理 整 と ん を 徹 底 す る こ と 。  

( ｲ )  バ ッ ク ヤ ー ド に つ い て は 、 点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 時 の 消
灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

ｲ  客 室 等 の 照
明 設 備  

( ｱ )  営 業 前 後 の 準 備 及 び 片 付 け の 時 間 帯 の 客 室 照 明 に つ い て は 、 点 灯
及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 箇 所 の 消 灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  客 数 の 少 な い 時 間 帯 に は 、 可 能 な 限 り 客 席 を 集 約 し 、 点 灯 範 囲 を 限
定 す る 等 の 点 灯 管 理 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  ち ゅ う 房 ・ バ ッ
ク ヤ ー ド の 空 調
設 備  

( ｱ )  空 調 の 吹 出 口 の 直 近 の 荷 物 等 に よ る 通 風 障 害 が 発 生 し な い よ う 、 定
期 的 な 確 認 と と も に 、 整 理 整 と ん を 徹 底 す る こ と 。  

( ｲ )  ち ゅ う 房 の 換 気 量 を 見 直 し 、 過 度 の 空 調 負 荷 に な ら な い よ う 換 気 量 の
適 正 化 を 図 る こ と 。  

ｴ  客 室 等 の 空
調 設 備  

( ｱ )  温 度 計 を 使 用 し て 室 内 温 度 状 態 を 把 握 し 、 風 量 、 冷 暖 房 温 度 及 び
湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｲ )  営 業 前 後 の 準 備 及 び 片 付 け の 時 間 帯 の 空 調 設 備 に つ い て は 、 作 業
エ リ ア に 限 定 す る な ど 基 準 を 作 成 し 、 不 要 箇 所 の 運 転 を こ ま め に 停 止 す
る こ と 。  

( ｳ )  客 数 の 多 寡 が 生 じ る 時 間 帯 に 応 じ た 、 空 調 の こ ま め な 運 転 管 理 を 実
施 す る こ と 。  

ｵ  ち ゅ う 房 設 備  

( ｱ )  加 熱 用 機 器 の 使 用 で は 、 適 切 な 加 熱 時 間 を 検 討 し 、 そ の 目 安 と な る
時 間 を 表 示 し て 無 駄 な 加 熱 の 抑 制 を 図 る こ と 。  

( ｲ )  加 熱 用 機 器 に つ い て は 、 加 熱 時 の 熱 損 失 を 低 減 す る た め 、 加 熱 時 は
ふ た を す る よ う 表 示 し 、 指 導 す る こ と 。  

( ｳ )  水 栓 器 具 の 近 傍 に 節 水 を 促 す 表 示 を し 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図
る こ と 。  

( ｴ )  調 理 用 機 器 、 食 器 用 洗 浄 機 等 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検
討 し 、 そ の 方 法 を 機 器 の 近 傍 に 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓
発 を 図 る こ と 。  

ｶ  冷 凍 冷 蔵 設
備  

( ｱ )  冷 凍 冷 蔵 庫 に つ い て は 、 内 容 物 に 適 し た 冷 凍 温 度 及 び 冷 蔵 温 度 を
把 握 し 、 適 正 な 温 度 設 定 を 行 う こ と で 過 冷 却 の 防 止 を 図 る こ と 。  

( ｲ )  冷 凍 及 び 冷 蔵 の 適 正 温 度 に つ い て は 、 庫 外 に 表 示 す る な ど 、 使 用 者
へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

( ｳ )  冷 凍 冷 蔵 庫 か ら の 材 料 出 し に つ い て は 、 材 料 の 収 納 位 置 を 庫 外 に 表
示 し 、 冷 凍 冷 蔵 庫 の 開 閉 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と 。  



 

ｷ  ア か ら カ ま で
以 外 の 業 務 用
設 備  

( ｱ )  ｱ か ら ｶ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時
の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ｱ か ら ｶ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検
討 し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ
と 。  

⑵  温 水 利 用
系 の 業 種  

ｱ  利 用 室 等 の
照 明 設 備  

( ｱ )  利 用 室 の 点 灯 範 囲 が 分 割 さ れ て い る 場 合 は 、 点 灯 範 囲 の 現 状 を 把
握 し 、 従 業 員 等 が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 当 該 点 灯 範 囲 を 表 示 す る こ
と 。  

( ｲ )  採 光 を 利 用 で き る 場 所 に お い て 、 採 光 の あ る 時 間 帯 は 積 極 的 に 採 光
を 利 用 し 、 消 灯 を 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  利 用 室 、 倉 庫 等 に つ い て は 、 点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 時
の 消 灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

ｲ  利 用 室 の 空
調 設 備  

( ｱ )  利 用 客 数 を 時 間 帯 別 に 把 握 し 、 客 の 多 寡 に よ り 空 調 温 度 の 設 定 の こ
ま め な 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  空 調 の 運 転 範 囲 が 分 か れ て い る 場 合 、 そ の 範 囲 を 把 握 し 、 従 業 員 等
が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 運 転 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

( ｳ )  終 業 時 刻 よ り 早 め の 空 調 停 止 が 可 能 な 場 合 は 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  温 度 計 等 を 活 用 し て 室 内 温 度 条 件 を 把 握 し 、 風 量 、 冷 暖 房 温 度 及
び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｵ )  空 き 室 、 不 在 時 等 の 不 要 時 の 空 調 停 止 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｶ )  中 央 熱 源 方 式 空 調 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季 節 に 応
じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  給 湯 設 備  

( ｱ )  季 節 に 応 じ た 設 定 温 度 の 見 直 し を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  配 管 で の 放 熱 損 失 が 少 な く な る よ う 設 定 温 度 と 使 用 場 所 と の 温 水 温
度 差 を 管 理 す る こ と 。  

( ｳ )  利 用 客 数 と ガ ス 消 費 量 と の 関 係 を 把 握 し 、 利 用 客 数 に 対 す る ガ ス 消
費 量 の 割 合 の 低 減 を 図 る こ と 。  

( ｴ )  熱 源 設 備 が 複 数 あ る 場 合 は 、 負 荷 に 応 じ て 最 も 効 率 の 良 い 運 転 台
数 で の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

ｴ  給 排 水 設 備  

( ｱ )  漏 水 に よ る 無 駄 を 防 止 す る た め 、 終 業 ・ 始 業 時 に 使 用 量 を 計 量 器 で
確 認 し 、 漏 水 の 有 無 を 確 認 す る こ と 。  

( ｲ )  利 用 客 数 と 水 道 使 用 量 と の 関 係 を 把 握 し 、 利 用 客 数 に 対 す る 水 道
使 用 量 の 割 合 の 低 減 を 図 る こ と 。  

ｵ  ア か ら エ ま で
以 外 の 業 務 用
設 備  

( ｱ )  ｱ か ら ｴ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時
の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ｱ か ら ｴ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検
討 し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ
と 。  



 

⑶  宿 泊 型 系
の 業 種  

ｱ  共 用 部 の 空
調 設 備  

( ｱ )  利 用 客 数 を 時 間 帯 別 に 把 握 し 、 客 の 多 寡 に よ り 空 調 温 度 の 設 定 の こ
ま め な 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  中 央 熱 源 方 式 空 調 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季 節 に 応
じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  ち ゅ う 房 設 備  

( ｱ )  加 熱 用 機 器 の 使 用 で は 、 適 切 な 加 熱 時 間 を 検 討 し 、 そ の 目 安 と な る
時 間 を 表 示 し て 無 駄 な 加 熱 を 抑 制 す る こ と 。  

( ｲ )  加 熱 用 機 器 に つ い て は 、 加 熱 時 の 熱 損 失 を 低 減 す る た め 、 加 熱 時 は
ふ た を す る よ う 表 示 し 、 指 導 す る こ と 。  

( ｳ )  水 栓 器 具 の 近 傍 に 節 水 を 促 す 表 示 を し 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図
る こ と 。  

( ｴ )  調 理 用 機 器 、 食 器 用 洗 浄 機 等 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 法 を 検 討
し 、 そ の 方 法 を 機 器 の 近 傍 に 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発
を 図 る こ と 。  

ｳ  給 湯 設 備  

( ｱ )  季 節 に 応 じ た 設 定 温 度 の 見 直 し を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  配 管 で の 放 熱 損 失 が 少 な く な る よ う 設 定 温 度 と 使 用 場 所 と の 温 水 温
度 差 を 管 理 す る こ と 。  

( ｳ )  利 用 客 数 と ガ ス 消 費 量 と の 関 係 を 把 握 し 、 利 用 客 数 に 対 す る ガ ス 消
費 量 の 割 合 の 低 減 を 図 る こ と 。  

( ｴ )  熱 源 設 備 が 複 数 あ る 場 合 は 、 負 荷 に 応 じ て 最 も 効 率 の 良 い 運 転 台
数 で の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

ｴ  給 排 水 設 備  

( ｱ )  漏 水 に よ る 無 駄 を 防 止 す る た め 、 終 業 ・ 始 業 時 に 使 用 量 を 計 量 器 で
確 認 し 、 漏 水 の 有 無 を 確 認 す る こ と 。  

( ｲ )  利 用 客 数 と 水 道 使 用 量 と の 関 係 を 把 握 し 、 利 用 客 数 に 対 す る 水 道
使 用 量 の 割 合 の 低 減 を 図 る こ と 。  

ｵ  ア か ら エ ま で
以 外 の 業 務 用
設 備  

( ｱ )  ｱ か ら ｴ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時
の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ア か ら エ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検
討 し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ
と 。  

⑷  ⑴か ら⑶ま
で 以 外 の サ
ー ビ ス 系 の
業 種  

ｱ  客 室 等 の 照
明 設 備  

( ｱ )  点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 時 の 消 灯 を こ ま め に 実 施 す る こ
と 。  

( ｲ )  採 光 を 利 用 で き る 場 所 に お い て 、 採 光 の あ る 時 間 帯 は 積 極 的 に 採 光
を 利 用 し 、 消 灯 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  客 室 等 の 空
調 設 備  

( ｱ )  利 用 客 数 を 時 間 帯 別 に 把 握 し 、 客 の 多 寡 に よ り 空 調 温 度 の 設 定 の こ
ま め な 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  空 調 の 運 転 範 囲 が 分 か れ て い る 場 合 、 そ の 範 囲 を 把 握 し 、 従 業 員 等
が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 運 転 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  



 

( ｳ )  終 業 時 刻 よ り 早 め の 空 調 停 止 が 可 能 な 場 合 は 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  温 度 計 等 を 活 用 し て 室 内 温 度 条 件 を 把 握 し 、 風 量 、 冷 暖 房 温 度 及
び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｵ )  空 き 室 、 不 在 時 等 の 不 要 時 の 空 調 停 止 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｶ )  中 央 熱 源 方 式 の 空 調 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季 節 に
応 じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  ⑴か ら⑶ま で
以 外 の サ ー ビ
ス 系 の 業 種 で
主 に 使 用 す る
設 備 等  

( ｱ )  ⑴か ら⑶ま で 以 外 の サ ー ビ ス 系 の 業 種 で 主 に 使 用 す る 設 備 並 び に ア
及 び イ 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時 の 停 止
を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ⑴か ら⑶ま で 以 外 の サ ー ビ ス 系 の 業 種 で 主 に 使 用 す る 設 備 並 び に ア
及 び イ 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検 討 し 、
使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

⑸  食 品 小 売
系 の 業 種  

ｱ  売 場 等 の 照
明 設 備  

( ｱ )  点 灯 範 囲 が 分 割 さ れ て い る 場 合 は 、 点 灯 範 囲 の 現 状 を 把 握 し 、 従 業
員 等 が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 当 該 点 灯 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

( ｲ )  営 業 前 後 の 準 備 及 び 片 付 け の 時 間 帯 の 客 室 照 明 に つ い て は 、 点 灯
及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 箇 所 の 消 灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  バ ッ ク ヤ ー ド に つ い て は 、 点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 時 の 消
灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  展 示 品 用 ス ポ ッ ト 照 明 に つ い て は 、 過 剰 な 設 置 台 数 と な ら な い よ う 照
射 位 置 の 調 整 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  売 場 等 の 空
調 設 備  

( ｱ )  利 用 客 数 を 時 間 帯 別 に 把 握 し 、 客 の 多 寡 に よ り 空 調 温 度 の 設 定 の こ
ま め な 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  空 調 の 運 転 範 囲 が 分 か れ て い る 場 合 、 そ の 範 囲 を 把 握 し 、 従 業 員 等
が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 運 転 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

( ｳ )  終 業 時 刻 よ り 早 め の 空 調 停 止 が 可 能 な 場 合 は 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  温 度 計 等 を 活 用 し て 室 内 温 度 条 件 を 把 握 し 、 風 量 、 冷 暖 房 温 度 及
び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｵ )  空 き 室 、 不 在 時 等 の 不 要 時 の 空 調 停 止 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｶ )  中 央 熱 源 方 式 の 空 調 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季 節 に
応 じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  冷 凍 冷 蔵 設
備  

( ｱ )  冷 凍 冷 蔵 庫 に つ い て は 、 内 容 物 に 適 し た 冷 凍 温 度 及 び 冷 蔵 温 度 を
把 握 し 、 適 正 な 温 度 設 定 を 行 う こ と で 過 冷 却 の 防 止 を 図 る こ と 。  



 

( ｲ )  冷 凍 及 び 冷 蔵 の 適 正 温 度 に つ い て は 、 庫 外 に 表 示 す る な ど 、 使 用 者
へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

( ｳ )  冷 凍 冷 蔵 庫 か ら の 材 料 出 し に つ い て は 、 材 料 の 収 納 位 置 を 庫 外 に 表
示 し 、 冷 凍 冷 蔵 庫 の 開 閉 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と 。  

( ｴ )  冷 凍 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス に ナ イ ト カ バ ー が 附 属 し て い る 機 種 に つ い て は 、
営 業 終 了 後 の ナ イ ト カ バ ー の 設 置 を 徹 底 し て 実 施 す る こ と 。  

( ｵ )  冷 凍 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス に つ い て は 、 冷 気 噴 出 し 口 の 周 辺 を 整 理 し 、 陳
列 物 が 原 因 と な る 冷 却 効 率 低 下 の 防 止 を 徹 底 す る こ と 。  

ｴ  ｱ か ら ｳ ま で 以
外 の 業 務 用 設
備  

( ｱ )  ア か ら ウ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時
の 停 止 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ア か ら ウ ま で 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検
討 し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ
と 。  

⑹  ⑸以 外 の
小 売 系 の 業
種  

ｱ  売 場 等 の 照
明 設 備  

( ｱ )  点 灯 範 囲 が 分 割 さ れ て い る 場 合 は 、 点 灯 範 囲 の 現 状 を 把 握 し 、 従 業
員 等 が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 当 該 点 灯 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

( ｲ )  営 業 前 後 の 準 備 及 び 片 付 け の 時 間 帯 の 客 室 照 明 に つ い て は 、 点 灯
及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 箇 所 の 消 灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  バ ッ ク ヤ ー ド に つ い て は 、 点 灯 及 び 消 灯 の 基 準 を 作 成 し 、 不 要 時 の 消
灯 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  展 示 品 用 ス ポ ッ ト 照 明 に つ い て は 、 過 剰 な 設 置 台 数 と な ら な い よ う 調
整 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  売 場 等 の 空
調 設 備  

( ｱ )  利 用 客 数 を 時 間 帯 別 に 把 握 し 、 客 の 多 寡 に よ り 空 調 温 度 の 設 定 の こ
ま め な 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  空 調 の 運 転 範 囲 が 分 か れ て い る 場 合 、 そ の 範 囲 を 把 握 し 、 従 業 員 等
が 認 識 す る よ う ス イ ッ チ に 運 転 範 囲 を 表 示 す る こ と 。  

( ｳ )  終 業 時 刻 よ り 早 め の 空 調 停 止 が 可 能 な 場 合 は 実 施 す る こ と 。  

( ｴ )  温 度 計 等 を 活 用 し て 室 内 温 度 を 把 握 し 、 過 冷 却 等 に な ら な い よ う 、 風
量 、 冷 暖 房 温 度 及 び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｵ )  空 き 室 、 不 在 時 等 の 不 要 時 の 空 調 停 止 を こ ま め に 実 施 す る こ と 。  

( ｶ )  中 央 熱 源 方 式 の 空 調 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季 節 に
応 じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  ( 5 ) 以 外 の 小
売 系 の 業 種 で
主 に 使 用 す る
設 備 等  

( ｱ )  ⑸以 外 の 小 売 系 の 業 種 で 主 に 使 用 す る 設 備 並 び に ア 及 び イ 以 外 の
業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時 の 停 止 を 実 施 す る こ
と 。  

( ｲ )  ⑸以 外 の 小 売 系 の 業 種 で 主 に 使 用 す る 設 備 並 び に ア 及 び イ 以 外 の
業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検 討 し 、 使 用 方 法 等 を
表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

⑺  テ ナ ン ト ビ
ル の 所 有 者
等  

ｱ  共 用 部 の 照
明 設 備  

( ｱ )  利 用 時 間 に 応 じ て 、 フ ロ ア ご と の 点 灯 及 び 消 灯 を 実 施 す る こ と 。  



 

( ｲ )  階 段 照 明 に つ い て は 、 消 灯 の 可 否 を 検 討 し 、 可 能 な 場 合 に は 消 灯 を
実 施 す る こ と 。  

ｲ  共 用 部 の 空
調 設 備  

( ｱ )  温 度 計 等 を 活 用 し て 共 用 部 の 温 度 を 把 握 し 、 そ の 温 度 に 応 じ た 風
量 、 冷 暖 房 温 度 及 び 湿 度 を 適 正 な 値 に 設 定 す る こ と 。  

( ｲ )  共 用 部 の 空 調 が フ ロ ア ご と に 停 止 可 能 な 場 合 は 、 テ ナ ン ト 等 の 営 業 時
間 に 合 わ せ る な ど フ ロ ア ご と の 運 転 管 理 を 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  中 央 熱 源 方 式 の 空 調 設 備 の 場 合 、 熱 源 機 器 等 の 設 定 を 把 握 し 、 季
節 に 応 じ た 設 定 値 の 変 更 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  ア 及 び イ 以 外
の 業 務 用 設 備  

( ｱ )  ア 及 び イ 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 営 業 時 間 外 等 の 不 要 時 の
停 止 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ア 及 び イ 以 外 の 業 務 用 設 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 使 用 方 法 を 検 討
し 、 使 用 方 法 等 を 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 意 識 啓 発 を 図 る こ と 。  

第 ３  設 備 保 守 対 策  
１  産 業 部 門      

対 象 と な る 設 備  対 策 内 容  

⑴ 照 明 設 備  
 適 正 な 照 度 を 維 持 す る た め 、 ラ ン プ 及 び 反 射 板 の 清 掃 、 定 期 的 な ラ ン プ
の 交 換 な ど 、 定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

⑵  空 調 ・ 換
気 設 備  

ｱ  中 央 熱 源 方
式 空 調 設 備  

 熱 源 設 備 、 空 調 機 器 、 ポ ン プ 、 フ ァ ン 、 配 管 、 ダ ク ト 、 冷 却 塔 等 に つ い て
は 、 個 別 機 器 の 効 率 及 び 空 調 設 備 全 体 の 総 合 的 な 効 率 を 良 好 な 状 態 に
維 持 す る た め 、 フ ィ ル タ ー 、 熱 交 換 器 、 凝 縮 器 、 コ イ ル フ ィ ン な ど の 清 掃 等 、
定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  個 別 方 式 空
調 設 備  

 圧 損 に よ る 効 率 低 下 を 防 ぐ た め 、 フ ィ ル タ ー の こ ま め な 清 掃 な ど 、 定 期 的 に
保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  換 気 設 備  
 圧 損 に よ る 効 率 低 下 を 防 ぐ た め 、 フ ィ ル タ ー の こ ま め な 清 掃 な ど 、 定 期 的 に
保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

⑶  生 産 設 備  

( ｱ )  生 産 設 備 に つ い て は 、 機 器 の 効 率 を 維 持 す る た め 、 運 転 状 況 を 確 認
し 、 消 耗 品 を 交 換 等 す る な ど 定 期 的 な 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  配 管 で の 圧 力 損 失 を 防 ぐ た め 、 ポ ン プ の ス ト レ ー ナ ー 及 び 送 風 機 の フ
ィ ル タ ー の 清 掃 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

⑷  コ ン プ レ ッ サ 設 備  

( ｱ )  配 管 系 統 か ら の 漏 れ に よ る 損 失 を 低 減 す る た め に 、 定 期 的 に エ ア 漏 れ
箇 所 の 点 検 及 び 補 修 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  コ ン プ レ ッ サ の 効 率 を 維 持 す る た め に 、 定 期 的 な 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  ボ イ ラ 設 備  

( ｱ )  ボ イ ラ の 燃 焼 効 率 を 維 持 す る た め 、 定 期 的 な 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す
る こ と 。  

( ｲ )  ス チ ー ム ト ラ ッ プ に つ い て は 、 動 作 不 良 等 に よ る 蒸 気 の 漏 え い 及 び 閉 そ
く を 防 止 す る た め 、 定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  配 管 系 統 か ら の 漏 れ に よ る 損 失 を 低 減 す る た め に 、 定 期 的 に 蒸 気 漏
れ 箇 所 の 点 検 及 び 補 修 を 実 施 す る こ と 。  



 

( ｴ )  ボ イ ラ へ の 給 水 は 、 伝 熱 管 へ の ス ケ ー ル の 付 着 及 び ス ラ ッ ジ 等 の 沈 で
ん を 防 止 し 、 ボ イ ラ の 効 率 を 維 持 す る た め 、 日 本 工 業 規 格 B  8 2 2 3 （ ボ イ
ラ の 給 水 及 び ボ イ ラ 水 の 水 質 ） の 規 定 に よ り 水 質 管 理 を 実 施 す る こ と 。  

⑹  給 排 水 設 備  
 漏 水 に よ る 無 駄 を 防 止 す る た め 、 終 業 時 及 び 始 業 時 に 使 用 量 を 計 量 器
で 確 認 し 、 漏 水 の 有 無 を 確 認 す る こ と 。  

⑺  ⑴か ら⑹ま で 以 外 の 業 務 用
設 備  

設 備 の 効 率 を 維 持 す る た め 定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

２  業 務 部 門  

対 象 と な る 設 備  対 策 内 容  

⑴ 照 明 設 備  
 適 正 な 照 度 を 維 持 す る た め 、 ラ ン プ 及 び 反 射 板 の 清 掃 、 定 期 的 な ラ ン プ
の 交 換 な ど 、 定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

⑵  空 調 ・ 換
気 設 備  

ｱ  中 央 熱 源 方
式 空 調 設 備  

 熱 源 設 備 、 空 調 機 器 、 ポ ン プ 、 フ ァ ン 、 配 管 、 ダ ク ト 、 冷 却 塔 等 に つ い て
は 、 個 別 機 器 の 効 率 及 び 空 調 設 備 全 体 の 総 合 的 な 効 率 を 良 好 な 状 態 に
維 持 す る た め 、 フ ィ ル タ ー 、 熱 交 換 器 、 凝 縮 器 、 コ イ ル フ ィ ン な ど の 清 掃 等 、
定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  個 別 方 式 空
調 設 備  

 圧 損 に よ る 効 率 低 下 を 防 ぐ た め 、 フ ィ ル タ ー の こ ま め な 清 掃 な ど 、 定 期 的 に
保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  換 気 設 備  
 圧 損 に よ る 効 率 低 下 を 防 ぐ た め 、 フ ィ ル タ ー の こ ま め な 清 掃 な ど 、 定 期 的 に
保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

⑶  給 湯 設 備  
 中 央 方 式 給
湯 設 備  

( ｱ )  給 湯 設 備 に つ い て は 、 熱 源 の 効 率 維 持 の た め 、 ボ イ ラ 等 の 定 期 的 な
保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  ボ イ ラ 等 に つ い て は 、 空 気 比 を 確 認 し 、 燃 料 の 消 費 が 少 な く 、 最 適 な
燃 焼 効 率 が 得 ら れ る よ う 調 整 を 実 施 す る こ と 。  

⑷  ⑴か ら⑶ま で 以 外 の 業 務 用
設 備  

設 備 の 効 率 を 維 持 す る た め 定 期 的 に 保 守 及 び 点 検 を 実 施 す る こ と 。  

第 ４  設 備 導 入 対 策  

１  産 業 部 門  

対 策 分 類  
対 策 内 容  

対 象 と な る  
設 備  

対 策 項 目  

⑴照 明 設 備  

ｱ  屋 内 ラ ン プ の
高 効 率 化  

 既 設 の ラ ン プ よ り 高 効 率 な ラ ン プ の 採 用 が 可 能 な 場 合 は 、 ラ ン プ 交 換 の 機
会 を と ら え て 順 次 高 効 率 の ラ ン プ を 導 入 す る こ と 。  

ｲ  屋 内 照 明 器
具 の 高 効 率 化  

( ｱ )  既 設 の 照 明 器 具 が 磁 気 回 路 式 安 定 器 を 使 用 し て い る 場 合 に は 、 稼
働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 電 子 式 安 定 器 （ H f  型 ） へ 更 新 す る こ
と 。  

( ｲ )  照 明 器 具 の 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え 、 既 設 照 明 の 点 灯 回 路 、 ラ
ン プ 方 式 、 照 度 等 を 勘 案 し 、 順 次 高 効 率 の 照 明 器 具 （ H f  型 等 ） を 導
入 す る こ と 。  

ｳ  屋 内 照 明 の
点 灯 回 路 の 細
分 化  

( ｱ )  照 明 ス イ ッ チ と 点 灯 範 囲 と の 対 応 を 確 認 し 、 不 要 な 範 囲 の 照 明 が 点
灯 す る 場 合 に は 、 必 要 な 範 囲 の 点 灯 と な る よ う 点 灯 回 路 の 細 分 化 を 行
う こ と 。  



 

( ｲ )  消 し 忘 れ し や す い 場 所 に は 、 稼 働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 人 感
セ ン サ ー な ど を 導 入 す る こ と 。  

ｴ  屋 外 ラ ン プ の
高 効 率 化  

 既 設 の ラ ン プ よ り 高 効 率 な ラ ン プ の 採 用 が 可 能 な 場 合 は 、 ラ ン プ 交 換 の 機
会 を と ら え て 順 次 高 効 率 の ラ ン プ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

ｵ  屋 外 照 明 器
具 の 高 効 率 化  

( ｱ )  既 設 の 照 明 器 具 が 磁 気 回 路 式 安 定 器 を 使 用 し て い る 場 合 に は 、 稼
働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 電 子 式 安 定 器 （ H f  型 ） へ 更 新 す る こ
と 。  

( ｲ )  照 明 器 具 の 更 新 ・ 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 既 設 照 明 の 点 灯 回 路 、
ラ ン プ 方 式 、 照 度 等 を 勘 案 し 、 順 次 高 効 率 の 照 明 器 具 （ H f  型 、 メ タ ル
ハ ラ イ ド な ど ） を 導 入 す る こ と 。 そ の 際 、 既 設 照 明 に よ る 照 度 を 勘 案 し 、 過
剰 な 照 明 に な ら な い よ う 配 慮 す る こ と 。  

⑵  空 調 設 備
（  中 央 熱
源 方 式 ）  

ｱ  冷 温 水 配 管
の 保 温  

 冷 温 水 配 管 、 継 ぎ 手 、 バ ル ブ 等 の 配 管 系 の 断 熱 性 能 が 不 十 分 と 認 め ら
れ る 場 合 に は 、 断 熱 強 化 を 図 る こ と 。 そ の 際 、 日 本 工 業 規 格 A  9 5 0 1 （ 保 温
保 冷 工 事 施 工 標 準 ） 及 び こ れ に 準 じ る 規 格 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 行 う こ と 。  

ｲ  搬 送 動 力 の
負 荷 に 応 じ た
制 御 の 導 入  

( ｱ )  搬 送 動 力 （ ポ ン プ 及 び フ ァ ン ） に つ い て は 、 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら
え て 、 順 次 高 効 率 モ ー タ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  イ ン バ ー タ 制 御 に よ る エ ネ ル ギ ー 低 減 が 大 き い と 見 込 ま れ る 場 合 、 ポ ン
プ 及 び フ ァ ン に は 、 イ ン バ ー タ の 導 入 に よ り 使 用 す る 流 量 及 び 圧 力 に 応
じ た 可 変 速 制 御 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

ｳ  冷 温 熱 源 機
の 高 効 率 化  

 空 調 の 冷 温 熱 源 機 器 に つ い て は 、 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 順 次
高 効 率 な 熱 源 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。 そ の 際 、 更 新 前 の 機 器 の 容 量
と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を し 、 適 正 な 容 量 を 選 定
す る こ と 。  

⑶  空 調 設 備
（ 個 別 方
式 ）  

 空 調 機 の 効
率 化  

 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 順 次 高 効 率 な 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ
と 。  

⑷  生 産 設 備  
  モ ー タ の 高 効
率 化  

( ｱ )  更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 稼 働 時 間 、 駆 動 方 式 等 を 踏 ま え 、 順
次 高 効 率 モ ー タ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  負 荷 変 動 が 大 き い 設 備 に は 、 使 用 状 況 、 更 新 時 期 等 に つ い て 検 討
し 、 イ ン バ ー タ に よ る 可 変 速 制 御 な ど の 導 入 を し 、 負 荷 変 動 に 応 じ た 設
備 の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  コ ン プ レ ッ
サ 設 備  

ｱ  機 器 の 高 効
率 化  

 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 稼 働 時 間 、 駆 動 方 式 等 を 踏 ま え 、 順 次
高 効 率 な コ ン プ レ ッ サ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。 そ の 際 、 更 新 前 の 機 器 の 容
量 と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を し 、 適 正 な 容 量 を 選
定 す る こ と 。  

ｲ  機 器 の 効 率
的 な 使 用  

 コ ン プ レ ッ サ の 吸 気 は 、 温 度 の 低 い 方 が 効 率 が 良 い た め 、 低 温 か つ 清 浄
な 空 気 の 取 入 れ が 可 能 な 場 所 が あ る 場 合 に は 、 そ の 設 置 場 所 へ 移 設 を す
る こ と 。 更 新 の 際 に も 、 給 気 効 率 を 考 慮 し た 場 所 に 設 置 す る こ と 。  

⑹  ボ イ ラ 設
備  

ｱ  系 統 か ら の 放
熱 防 止 対 策  

 冷 温 水 配 管 、 継 ぎ 手 、 バ ル ブ 等 の 配 管 系 の 断 熱 性 能 が 不 十 分 と 認 め ら
れ る 場 合 に は 、 断 熱 強 化 を 図 る こ と 。 そ の 際 、 日 本 工 業 規 格 A  9 5 0 1 （ 保 温
保 冷 工 事 施 工 標 準 ） 及 び こ れ に 準 じ る 規 格 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 行 う こ と 。  

ｲ  機 器 の 高 効
率 化  

 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 稼 働 時 間 や 駆 動 方 式 等 を 踏 ま え 、 順 次
高 効 率 な ボ イ ラ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。 そ の 際 、 更 新 前 の 機 器 の 容 量 と 実
際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を し 、 適 正 な 容 量 を 選 定 す る
こ と 。  



 

⑺  ⑴か ら⑹ま
で 以 外 の 設
備  

 ⑴か ら⑹ま で
以 外 の 設 備 の
高 効 率 化  

 更 新 時 及 び 新 設 時 等 に は 、 順 次 高 効 率 な 機 器 を 採 用 す る こ と 。 そ の 際 、
更 新 前 の 機 器 の 容 量 と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を
し 、 適 正 な 容 量 を 選 定 す る こ と 。  

２  業 務 部 門  

対 策 分 類  
対 策 内 容  

対 象 と な る  
設 備  

対 策 項 目  

⑴ 照 明 設 備  

ｱ  屋 内 ラ ン プ の
高 効 率 化  

 既 設 の ラ ン プ よ り 高 効 率 な ラ ン プ の 採 用 が 可 能 な 場 合 は 、 ラ ン プ 交 換 の 機
会 を と ら え て 順 次 高 効 率 の ラ ン プ を 導 入 す る こ と 。  

ｲ  屋 内 照 明 器
具 の 高 効 率 化  

( ｱ )  既 設 の 照 明 器 具 が 磁 気 回 路 式 安 定 器 を 使 用 し て い る 場 合 に は 、 稼
働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 電 子 式 安 定 器 （ H f  型 ） へ 更 新 す る こ
と 。  

( ｲ )  照 明 器 具 の 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え 、 既 設 照 明 の 点 灯 回 路 、 ラ
ン プ 方 式 、 照 度 等 を 勘 案 し 、 順 次 高 効 率 の 照 明 器 具 （ H f  型 等 ） を 導
入 す る こ と 。  

ｳ  屋 内 照 明 の
点 灯 回 路 の 細
分 化  

( ｱ )  照 明 ス イ ッ チ と 点 灯 範 囲 と の 対 応 を 確 認 し 、 不 要 な 範 囲 の 照 明 が 点
灯 す る 場 合 に は 、 必 要 な 範 囲 の 点 灯 と な る よ う 点 灯 回 路 の 細 分 化 を 行
う こ と 。  

( ｲ )  消 し 忘 れ し や す い 場 所 に は 、 稼 働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 人 感
セ ン サ ー な ど を 導 入 す る こ と 。  

ｴ  屋 外 ラ ン プ の
高 効 率 化  

 既 設 の ラ ン プ よ り 高 効 率 な ラ ン プ の 採 用 が 可 能 な 場 合 は 、 ラ ン プ 交 換 の 機
会 を と ら え て 順 次 高 効 率 の ラ ン プ の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

ｵ  屋 外 照 明 器
具 の 高 効 率 化  

( ｱ )  既 設 の 照 明 器 具 が 磁 気 回 路 式 安 定 器 を 使 用 し て い る 場 合 に は 、 稼
働 時 間 、 照 明 方 式 等 を 踏 ま え 、 電 子 式 安 定 器 （ H f  型 ） へ 更 新 す る こ
と 。  

( ｲ )  照 明 器 具 の 更 新 ・ 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 既 設 照 明 の 点 灯 回 路 、 ラ
ン プ 方 式 、 照 度 等 を 勘 案 し 、 順 次 高 効 率 の 照 明 器 具 （ H f  型 、 メ タ ル ハ
ラ イ ド な ど ） を 導 入 す る こ と 。 そ の 際 、 既 設 照 明 に よ る 照 度 を 勘 案 し 、 過 剰
な 照 明 に な ら な い よ う 配 慮 す る こ と 。  

⑵  空 気 調 和
設 備 （ 中 央
熱 源 方 式 ）  

ｱ  冷 温 水 配 管
の 保 温  

 冷 温 水 配 管 、 継 ぎ 手 、 バ ル ブ 等 の 配 管 系 の 断 熱 性 能 が 不 十 分 と 認 め ら
れ る 場 合 に は 、 断 熱 強 化 を 図 る こ と 。 そ の 際 、 日 本 工 業 規 格 A  9 5 0 1 （ 保 温
保 冷 工 事 施 工 標 準 ） 及 び こ れ に 準 じ る 規 格 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 行 う こ
と 。  

ｲ  搬 送 動 力 の
負 荷 に 応 じ た
制 御 の 導 入  

( ｱ )  搬 送 動 力 （ ポ ン プ 及 び フ ァ ン ） に つ い て は 、 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら
え て 、 順 次 高 効 率 モ ー タ を 導 入 す る こ と 。  

( ｲ )  イ ン バ ー タ 制 御 に よ る エ ネ ル ギ ー 低 減 が 大 き い と 見 込 ま れ る 場 合 、 ポ ン
プ 及 び フ ァ ン に は 、 イ ン バ ー タ の 導 入 に よ り 使 用 す る 流 量 及 び 圧 力 に 応
じ た 可 変 速 制 御 を 導 入 す る こ と 。  

ｳ  冷 温 熱 源 機
の 高 効 率 化  

 空 調 の 冷 温 熱 源 機 器 に つ い て は 、 更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 順 次
高 効 率 な 熱 源 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。 そ の 際 、 更 新 前 の 機 器 の 容 量
と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を し 、 適 正 な 容 量 を 選 定
す る こ と 。  

⑶  空 調 設 備
（ 個 別 方
式 ）  

 空 調 機 の 効
率 化  

更 新 、 新 設 等 の 機 会 を と ら え て 、 順 次 高 効 率 な 機 器 を 導 入 す る こ と 。  

⑷  冷 凍 冷 蔵
設 備  

ｱ  冷 凍 冷 蔵 シ ョ
ー ケ ー ス の 照
明 の 効 率 化  

ト ッ プ フ ー ド 照 明 を 設 置 し 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 照 明 の 低 減 を 図 る こ と 。  



 

ｲ  冷 凍 冷 蔵 シ ョ
ー ケ ー ス の 断
熱 化  

 ナ イ ト カ バ ー の 附 属 状 況 を 確 認 し 、 附 属 し て い な い 場 合 は 、 外 付 け の ナ イ
ト カ バ ー を 設 置 す る こ と 。  

ｳ  冷 凍 冷 蔵 シ ョ
ー ケ ー ス の 冷
凍 冷 蔵 機 能 の
高 効 率 化  

( ｱ )  イ ン バ ー タ に よ る 可 変 速 制 御 が 可 能 な 場 合 、 冷 凍 機 に 可 変 速 制 御 を
導 入 し 、 負 荷 変 動 に 応 じ た 設 備 の 運 転 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  更 新 時 及 び 新 設 時 に は 、 よ り 高 効 率 な 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  給 湯 設 備  

ｱ  給 湯 器 の 高
効 率 化  

( ｱ )  ガ ス 式 給 湯 器 に つ い て は 、 更 新 時 、 新 設 時 等 の 機 会 を と ら え て 、 潜 熱
回 収 型 ガ ス 給 湯 器 な ど 順 次 高 効 率 な 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

( ｲ )  電 気 式 給 湯 器 は 、 更 新 時 、 新 設 時 等 の 機 会 を と ら え て 、 ヒ ー ト ポ ン プ
式 給 湯 器 な ど 順 次 高 効 率 な 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

( ｳ )  ボ イ ラ の 更 新 時 及 び 新 設 時 に は 、 順 次 高 効 率 な 機 器 を 採 用 す る こ と 。
そ の 際 、 更 新 前 の 機 器 の 容 量 と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 の 比
較 ・ 検 討 を し 、 適 正 な 容 量 を 選 定 す る こ と 。  

ｲ  温 水 配 管 の
保 温 の 強 化  

 冷 温 水 配 管 、 継 ぎ 手 、 バ ル ブ 等 の 配 管 系 の 断 熱 性 能 が 不 十 分 と 認 め ら
れ る 場 合 に は 、 断 熱 強 化 を 図 る こ と 。 そ の 際 、 日 本 工 業 規 格 A  9 5 0 1 （ 保 温
保 冷 工 事 施 工 標 準 ） 及 び こ れ に 準 じ る 規 格 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 行 う こ
と 。  

⑹  事 務 用 機
器  

 事 務 用 機 器 の
高 効 率 化  

 パ ソ コ ン 、 プ リ ン タ ー 、 コ ピ ー 機 、 フ ァ ク シ ミ リ の 更 新 時 及 び 新 設 時 に は 、 よ り
省 エ ネ ル ギ ー 性 能 の 高 い 機 器 の 導 入 を 実 施 す る こ と 。  

⑺  ⑴か ら⑹ま
で 以 外 の 設
備  

 ⑴か ら⑹ま で
以 外 の 設 備 の
高 効 率 化  

 更 新 時 及 び 新 設 時 に は 、 順 次 高 効 率 な 機 器 を 採 用 す る こ と 。 そ の 際 、 更
新 前 の 機 器 の 容 量 と 実 際 の 使 用 で 発 揮 し て い る 能 力 と の 比 較 ・ 検 討 を し 、
適 正 な 容 量 を 選 定 す る こ と 。  

第 ５  組 織 体 制 の 整 備  

対 策 分 類  
対 策 内 容  

実 施 主 体  対 策 項 目  

１  本 社 等  

⑴ 統 括 す る 立
場 に あ る 者 の リ
ー ダ ー シ ッ プ の
発 揮  

ｱ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る た め の 方 針 を 設 定 す る こ と 。  

ｲ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 組 織 又 は 責 任 者 を 設 置 し 、 役 割 分 担
及 び 責 任 の 所 在 を 明 確 化 す る こ と 。  

⑵  推 進 体 制 の
整 備  

ｱ  事 業 所 等 に お い て 統 括 す る 立 場 に あ る 者 が 定 め た 方 針 の 下 に 、 具 体 的
な 取 組 目 標 及 び 取 組 内 容 を 設 定 す る こ と 。  

ｲ  取 組 状 況 を 定 期 的 に 点 検 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  ｱ で 設 定 し た 目 標 及 び 取 組 状 況 の 点 検 体 制 に つ い て は 、 一 定 期 間 、 定
期 的 に 精 査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 改 善 す る こ と 。  

ｴ  事 業 所 等 ご と の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 状 況 等 を 把 握 す る た め 、 必 要 に
応 じ 、 支 店 等 を 支 援 す る こ と 。  



 

ｵ  把 握 し た 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 状 況 等 に つ い て 、 整 理 及 び 分 析 を 行 い 、
そ の 結 果 を 各 事 業 所 等 へ 情 報 提 供 す る な ど 事 業 者 全 体 で 共 有 す る 体
制 を 構 築 し 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 削 減 し て い く 指 標 と し て 活 用 す る こ
と 。  

ｶ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 組 織 横 断 的 な 委 員 会 を 設 置 す る な ど 推
進 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

⑶  外 部 の 専 門
家 と の 連 携  

ｱ  専 門 的 知 識 を 有 す る 人 材 が 不 足 す る 場 合 に は 、 県 が 実 施 し て い る 「 省
エ ネ ル ギ ー 相 談 」 等 を 積 極 的 に 活 用 す る な ど 、 県 が 提 供 す る 専 門 的 な 知
見 及 び 具 体 的 な 提 案 を 収 集 す る 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

ｲ  ｱ に 定 め る も の の ほ か 、 専 門 機 関 、 ビ ジ ネ ス 事 業 者 等 の 外 部 の 専 門 家 と
連 携 す る 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

⑷  従 業 員 の 育
成 ・ 啓 発  

ｱ  従 業 員 に 、 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 取 組 方 法 等 の 情 報 提 供 を
実 施 す る こ と 。  

ｲ  地 球 温 暖 化 の 対 策 の 提 案 制 度 な ど ､ 従 業 員 の 自 発 的 な 工 夫 を 生 か す
体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 担 当 者 の 知 識 及 び 技 能 を 高 め る た め 、
外 部 研 修 へ の 参 加 を 奨 励 す る と と も に 、 研 修 で 得 た 知 識 を 他 の 従 業 員
に 広 め る 取 組 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  優 良 事 例 の
共 有 化  

ｱ  地 球 温 暖 化 の 対 策 の 取 組 に お け る 優 良 事 例 の 情 報 収 集 を 実 施 す る こ
と 。  

ｲ  優 良 事 例 に つ い て は 、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 研 修 会 、 表 彰 そ の 他 コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン ツ ー ル を 活 用 し て 、 全 体 で 共 有 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  従 業 員 の 現 場 経 験 を 生 か し た 実 践 的 な 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 構 築 す る
た め に 、 支 店 等 に お け る 取 組 を 発 表 す る 機 会 を 設 け る こ と な ど に よ り 、 取
組 事 例 を 共 有 化 す る こ と 。  

２  支 店 等  

⑴ 責 任 者 の リ
ー ダ ー シ ッ プ の
発 揮  

ｱ  本 社 等 が 定 め た 方 針 及 び 目 標 を 踏 ま え 、 支 店 等 に お け る よ り 具 体 的 な
取 組 方 針 及 び 取 組 目 標 を 設 定 す る こ と 。  

ｲ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 組 織 又 は 責 任 者 を 設 置 し 、 役 割 分 担
及 び 責 任 の 所 在 を 明 確 化 す る こ と 。  

⑵  推 進 体 制 の
整 備  

ｱ  責 任 者 が 定 め た 方 針 の 下 に 支 店 等 に お け る 具 体 的 な 取 組 目 標 及 び 取
組 内 容 を 、 推 進 担 当 者 （ 部 署 ） が 設 定 す る こ と 。  

ｲ  取 組 状 況 を 定 期 的 に 点 検 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  ｱ で 設 定 し た 目 標 及 び 取 組 状 況 の 点 検 体 制 に つ い て は 、 一 定 期 間 、 定
期 的 に 精 査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 改 善 す る こ と 。  

ｴ  支 店 等 ご と に 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 状 況 を 把 握 す る こ と 。  

ｵ  把 握 し た 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 状 況 等 に つ い て は 、 整 理 及 び 分 析 を 行
い 、 支 店 等 内 の 従 業 員 へ 情 報 提 供 す る こ と な ど に よ り 事 業 所 等 内 で 共
有 す る と と も に 、 本 社 等 へ の 情 報 提 供 も 積 極 的 に 行 い 、 事 業 者 全 体 で
共 有 す る こ と 。  

ｶ  組 織 横 断 的 に 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 委 員 会 を 設 置 す る な ど 推
進 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

⑶  外 部 の 専 門
家 と の 連 携  

ｱ  専 門 的 知 識 を 有 す る 人 材 が 不 足 す る 場 合 に は 、 県 が 実 施 し て い る 「 省
エ ネ ル ギ ー 相 談 」 等 を 積 極 的 に 活 用 す る な ど 、 県 が 提 供 す る 専 門 的 な 知
見 及 び 具 体 的 な 提 案 を 収 集 す る 体 制 を 整 備 す る こ と 。  



 

ｲ  ｱ に 定 め る も の の ほ か 、 専 門 機 関 、 ビ ジ ネ ス 事 業 者 等 の 外 部 の 専 門 家 と
連 携 す る 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

⑷  従 業 員 の 育
成 ・ 啓 発  

ｱ  事 業 所 等 の 従 業 員 向 け に 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 取 組 方 法 等
の 情 報 提 供 を 実 施 す る こ と 。  

ｲ  地 球 温 暖 化 の 対 策 の 提 案 制 度 な ど ､ 従 業 員 の 自 発 的 な 工 夫 を 生 か す
体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 担 当 者 の 知 識 及 び 技 能 を 高 め る た め 、
外 部 研 修 へ の 参 加 を 奨 励 す る と と も に 、 研 修 で 得 た 知 識 を 他 の 従 業 員
に 広 め る 取 組 を 実 施 す る こ と 。  

⑸  優 良 事 例 の
共 有 化  

ｱ  地 球 温 暖 化 の 対 策 の 取 組 に お け る 優 良 事 例 の 情 報 収 集 を 実 施 す る こ
と 。  

ｲ  優 良 事 例 に つ い て 、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 研 修 会 、 表 彰 そ の 他 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ツ ー ル を 活 用 し て 、 全 体 で 共 有 す る こ と 。  

ｳ  従 業 員 の 現 場 経 験 を 生 か し た 実 践 的 な 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 構 築 す る
た め に 、 事 業 所 等 に お け る 取 組 を 発 表 す る 機 会 を 設 け る こ と な ど に よ り 、
取 組 事 例 を 共 有 化 す る こ と 。  

３  連 鎖 化 事
業 者 の 本 部  

⑴ 推 進 体 制 の
整 備  

ｱ  事 業 所 等 （ 加 盟 店 を 含 む 。 ） ご と に 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 状 況 等 を 把
握 し 、 分 析 等 を 行 っ た 情 報 に つ い て 、 各 事 業 所 等 と の 間 で 共 有 す る 体
制 を 構 築 し 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 削 減 し て い く 指 標 と し て 活 用 す る こ
と 。  

ｲ  店 舗 に 対 す る 巡 回 指 導 等 の 機 会 を 活 用 し 、 各 事 業 所 等 間 の 情 報 の 共
有 化 、 対 策 の 推 進 状 況 の 確 認 ・ 指 導 等 の 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  店 舗 へ の 地 球 温 暖 化 の 対 策 の 指 導 レ ベ ル を 上 げ る た め 、 店 舗 に 対 し て
巡 回 指 導 等 を 行 う 者 の 地 球 温 暖 化 の 対 策 に 関 す る 知 識 及 び ス キ ル の
向 上 を 図 る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

⑵  加 盟 者 と の
協 力 体 制 の 整
備  

ｱ  連 絡 票 、 電 子 メ ー ル 等 の 加 盟 者 と の 連 絡 手 段 を 整 備 し 、 地 球 温 暖 化
の 対 策 の 取 組 へ の 協 力 を 依 頼 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｲ  事 業 所 等 に お け る 優 良 事 例 等 に つ い て は 、 事 業 所 等 の 間 で 情 報 を 共
有 で き る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  優 れ た 取 組 を 実 施 す る 店 舗 に は 、 優 良 店 舗 と し て の 認 定 を 行 う な ど 取
組 を 評 価 す る 仕 組 み を 構 築 す る こ と 。  

ｴ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 委 員 会 を 設 置 す る な ど 事 業 所 等 と の 間
で 推 進 体 制 を 整 備 す る こ と 。  

４  テ ナ ン ト ビ
ル の 所 有 者
等  

⑴ テ ナ ン ト ビ ル
等 へ の 情 報 提
供 体 制 の 整 備  

ｱ  テ ナ ン ト 等 に 対 し 、 当 該 テ ナ ン ト 等 が 使 用 す る 事 業 所 等 の エ ネ ル ギ ー 等
の 使 用 量 の 情 報 を 提 供 で き る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｲ  テ ナ ン ト 等 が 自 ら 使 用 し た エ ネ ル ギ ー 等 の 使 用 量 を 推 計 す る た め の 基 と
な る 情 報 、 例 え ば 、 事 業 所 の 全 体 で 使 用 す る エ ネ ル ギ ー 等 の 使 用 量 な ど
を 提 供 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  中 央 熱 源 方 式 の 空 気 調 和 設 備 の 場 合 、 テ ナ ン ト 等 が 当 該 設 備 を 使 用
し た 割 合 に 応 じ た エ ネ ル ギ ー 等 の 使 用 量 を 推 計 し 、 当 該 テ ナ ン ト 等 に 情
報 を 提 供 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  



 

 

⑵  テ ナ ン ト 等 と
の 協 力 体 制 の
整 備  

ｱ  掲 示 板 、 連 絡 票 な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル を 活 用 し 、 地 球 温 暖 化
対 策 の 取 組 へ の 協 力 を 依 頼 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｲ  地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 委 員 会 を 設 置 す る な ど テ ナ ン ト 等 と の 具
体 的 な 協 力 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  テ ナ ン ト 等 が 実 施 す る 取 組 が 評 価 で き る エ ネ ル ギ ー 使 用 の 料 金 体 系 、 そ
の 還 元 方 式 等 を 検 討 し 、 採 用 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

５  テ ナ ン ト 等  
 所 有 者 等 と の
協 力 体 制 の 整
備  

ｱ  テ ナ ン ト ビ ル の 所 有 者 等 が 実 施 す る 地 球 温 暖 化 の 対 策 に 協 力 す る 体
制 を 構 築 す る こ と 。  

ｲ  テ ナ ン ト ビ ル の 所 有 者 等 が 設 置 す る 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 委 員
会 な ど の 設 置 ・ 運 営 に 協 力 す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

ｳ  テ ナ ン ト ビ ル の 所 有 者 等 へ 地 球 温 暖 化 の 対 策 を 推 進 す る 提 案 を 実 施
す る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  
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埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
第
二
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
排
出
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
又
は
そ
の
排
出
量
が
相
当

程
度
少
な
い
自
動
車
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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成
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田 
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自
動
車
排
出
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
又
は
そ
の
排
出
量
が
相
当
程
度
少
な
い
自
動
車
と

は
、
次
に
定
め
る
自
動
車
を
い
う
。 

一 

電
気
自
動
車 

二 

燃
料
電
池
自
動
車 

三 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達

成
車
（
自
動
車
の
燃
費
性
能
の
評
価
及
び
公
表
に
関
す
る
実
施
要
領
（
平
成
十
六
年
国
土
交

通
省
告
示
第
六
十
一
号
。
以
下
「
燃
費
基
準
実
施
要
領
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
平
成
二
十

七
年
度
燃
費
基
準
を
達
成
し
て
い
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

四 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
自
動
車
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

 
 

イ 

ガ
ソ
リ
ン
の
乗
用
車
、
軽
量
車
及
び
中
量
車
で
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車

又
は
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 
 

ロ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
乗
用
車
、
軽
量
車
及
び
中
量
車
で
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成

車
又
は
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 
 

ハ 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
乗
用
車
で
、
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準

を
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
二
・

五
ト
ン
以
下
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
乗
用
車
に
あ
っ
て
は
、
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成

二
十
二
年
度
燃
費
基
準
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車
） 

五 

燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
燃
費
基
準
の
定
め
が
な
い
自
動
車 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号
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玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
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平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
第
二
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
低
燃
費
車
を
導
入
す
べ
き
期
限
及
び
低
燃
費
車
の
台
数
の
割
合
を
次
の
と
お
り

定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
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一 

低
燃
費
車
を
導
入
す
べ
き
期
限
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。 

二 

低
燃
費
車
の
台
数
の
割
合
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号
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示 

 
 昭

和
五
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
八
十
九
号
（
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い

て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指

定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一
ロ
中
「
大
字
正
能
、
大
字
戸
崎
及
び
大
字
道
地
」
を
「
正
能
、
戸
崎
及
び
道
地
」
に
改
め
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号
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生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
同
法
第
五
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
（
同
法
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
又
は
施
術
を
担

当
す
る
施
術
者
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 
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一 指定医療機関 

名称 開設者 所在地 指定年月日 

医療法人 池田レディースクリニック 医療法人 池田レディースクリニック 本庄市小島南３－１－１２ 平成 18 年 11 月 1 日 

川口ファミリークリニック 出 光  豊 明 川口市戸塚６－２０－１３ ＫＦ第２オフィス１階  平成 22 年 2 月 8 日 

医療法人信和会 所沢神経クリニック 医 療 法 人 信 和 会 所沢市日吉町２－４ リエート所沢４階  平成 21 年 11 月 30 日 

上 村 内 科 小 児 科 上 村  隆 志 富士見市東みずほ台１－５－１ みずほ台ハイム２Ｆ  平成 22 年 2 月 1 日 

秋 山 歯 科 医 院 秋 山  悠 介 鶴ヶ島市脚折１８６１－９ 平成 22 年 2 月 5 日 

羽 生 中 央 歯 科 医 院 志 村  彰 羽 生 市 中 央 ３ － ４ － ７ 平成 22 年 2 月 1 日 

星 川 歯 科 医 院 渡 邊  典 雄 熊 谷 市 星 川 ２ － ５ ５ 平成 22 年 3 月 1 日 

こ ま が わ 駅 前 歯 科 福 田  英 治 日 高 市 原 宿 ３ ３ ６ － ２ ３ 平成 22 年 2 月 19 日 

スマイル歯科クリニック 鳥 海  龍 徳 深谷市上柴町西４－２－１４ サングリーンイトーヨーカドー２Ｆ  平成 21 年 12 月 10 日 

澤 口 歯 科 医 院 澤 口  政 治 北葛飾郡栗橋町東２－７－１ 平成 22 年 1 月 30 日 

ライフ歯科ペリオデンタルクリニック清瀬 本 平  一 志 新座市新堀２－１３－１２ 平成 22 年 3 月 10 日 

と み た 歯 科 医 院 富 田  康 夫 秩 父 市 蒔 田 ２ ２ ７ ３ － １ 平成 22 年 2 月 18 日 

ア ロ ン 薬 局 東 川 口 店 有限会社アロン薬局 川口市戸塚東３－２－２１ 平成 22 年 3 月 1 日 

ク リ ー ン 薬 局 中 島  守 雄 鴻 巣 市 新 宿 １ － １ ５ ３ 平成 22 年 2 月 1 日 

よ つ ば 薬 局 有 限 会 社 会 営 富士見市鶴馬２６０５－１０ えり美ビル１階 平成 22 年 3 月 3 日 

あおい調剤薬局 新狭山店 あおい調剤薬局株式会社 狭山市新狭山２－９－２１ 平成 22 年 1 月 1 日 

日 本 調 剤  和 光 薬 局 日 本 調 剤 株 式 会 社 和 光 市 諏 訪 ４ － １ ０ 平成 22 年 2 月 1 日 

オレンジ薬局 川島曲師店 井 上  辰 憲 比企郡川島町曲師１２１－１ 平成 22 年 3 月 2 日 

 

二 指定施術者 

氏名 住所 
施術所 

指定年月日 
名称 所在地 

山下  周一   中 央 接 骨 院 春日部市中央１－５９－２ 平成 22 年 1 月 28 日 

古平  鎮之   い ず み 接 骨 院 上 尾 市 小 泉 ２ ９ － １ 平成 21 年 12 月 18 日 

新井  史義   阿 部 整 骨 院 鴻巣市箕田１８８２－１ 平成 21 年 12 月 21 日 

三井  一洋   さ つ き 接 骨 院 三 郷 市 駒 形 １ ０ ５ － ３ 平成 22 年 3月 1 日 

小野  和美   中 央 整 骨 院 入間郡三芳町藤久保３０９－３ 平成 22 年 2 月 18 日 



 

柳 田  光   柳 田 整 骨 院 久 喜 市 東 ３ － ３ ３ － ３ 平成 22 年 2 月 12 日 

三浦  利昭   ひ よ こ 整 骨 院 東村山市秋津町５－２３－６ 秋津トーマビル １Ｆ  平成 22 年 1 月 18 日 

猪鼻  啓之   落 合 南 長 崎 整 骨 院 新宿区西落合３－１－２４－１０２ 平成 22 年 2 月 10 日 

石坂  雅春   レ イ ス 治 療 院 深谷市東方町３－２－１４ 平成 22 年 1 月 21 日 

川崎  啓一 吉川市保１－２－１ グリーンミユキ吉川駅前５０１  
 

  平成 22 年 2月 9 日 

新 井  努   治療院センドラン・ミサト 児玉郡美里町木部字下谷８０－１ 平成 22 年 1 月 25 日 

横山  昌治   だ る ま 堂 治 療 院 ふじみ野市亀久保１２５４－３７ 平成 22 年 2 月 19 日 

天池  雄哉   ワ イ ズ 整 骨 院 練馬区豊玉北１－４－１２ 平成 21 年 11 月 10 日 

安城  志乃 戸田市新曽１０５７－１０３ 
 

  平成 22 年 3月 4 日 

宮内由美子 戸田市本町５－２－２０ １３０２  
 

  平成 21 年 5 月 25 日 

丸 山  武   らいふマッサージ治療院 大宮店 さいたま市大宮区桜木町４－１９２  ５Ｆ 平成 22 年 2 月 18 日 
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い
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国
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の
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関
す
る
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（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
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に
お
い
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そ
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例
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よ
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と
さ
れ
た
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保
護
法
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四
十
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同
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五
十
五
条
に
お
い
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名称 所在地 廃止年月日 

戸 田 駅 前 眼 科 医 院 戸 田 市 新 曽 ４ ２ ２ － １ 平成 22 年 2 月 28 日 

あ お い 調 剤 薬 局 新 狭 山 店 狭 山 市 新 狭 山 ２ － ９ － ２ １ 平成 21 年 12 月 31 日 

西 上 尾 産 婦 人 科 上 尾 市 小 敷 谷 永 川 後 ９ ８ ２ 平成 21 年 12 月 31 日 

沢 口 歯 科 医 院 北 葛 飾 郡 栗 橋 町 栗 橋 ２ ５ １ ８ 平成 22 年 1 月 30 日 

池 田 産 婦 人 科 医 院 本 庄 市 小 島 南 ３ － １ － １ ２ 平成 15 年 7 月 1 日 

医 療 法 人  上 村 内 科 富士見市東みずほ台１－５－１ みずほ台ハイム２階 平成 22 年 1 月 31 日 

秋 山 歯 科 医 院 鶴 ヶ 島 市 脚 折 １ ８ ６ １ － ９ 平成 22 年 1 月 4 日 

羽 生 中 央 歯 科 医 院 羽生市中央３－６－１９すぎやま呉服店２Ｆ 平成 22 年 1 月 31 日 

医療法人信和会 所沢神経クリニック 所 沢 市 東 住 吉 ８ － ６ 平成 21 年 11 月 29 日 

ク リ ー ン 薬 局 鴻 巣 市 新 宿 １ － １ ５ ３ 平成 22 年 1 月 31 日 
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生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
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四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

医

療

法

人

社

団

清

呼

会 

有
賀
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

名

称 
 

 春

日
部
市
中
央
１
ー
４
ー
６ 

オ
ガ
ワ
第
３
ビ
ル
２
階 

所

在

地 

平
成
２
２
年
１
月
３
０
日 

辞

退

年

月

日 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号



 



告 
 

示 

  
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て

そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援

給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
介
護
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号



名称 所在地 開設者名 サービスの種類 指定年月日 

熊谷・あおいホームケアサービス 熊谷市善ケ島１３２４－１ 医療法人社団 葵会 居宅介護支援 平成 22 年 3 月 2 日 

介護老人保健施設 葵の園・熊谷 熊谷市善ケ島１３２４－１ 医療法人社団 葵会 通所リハビリテーション 平成 22 年 3 月 1 日 

短期入所療養介護 

介護老人保健施設 

介護予防通所リハビリテーション  

介護予防短期入所療養介護 

訪問看護ステーション くつろぎの家 戸田市美女木１－２９－４５ 株式会社シルバー自立支援センター 訪 問 看 護 平成 22 年 3 月 1 日 

介護予防訪問看護 

デイサービス本舗川口 川口市安行領根岸１１１０ 株式会社ハートフルサポート 通 所 介 護 平成 22 年 2 月 5 日 

介護予防通所介護 

デイサービスセンター 遊・志木上宗岡 志 木市上宗岡３－６－３６ 株式会社ウイズネット 通 所 介 護 平成 22 年 1 月 19 日 

介護予防通所介護 

デイサービスセンターわかさ 所沢市若狭１－２９３１ 株式会社千雅  通 所 介 護 平成 22 年 2 月 19 日 

介護予防通所介護 

居宅介護支援 みちくさ  飯能市中居１１０－３ 惠 株 式 会 社 居宅介護支援 平成 22 年 2 月 19 日 

サカイ・ヘルスケアー入間店 入間市下藤沢７３７－１ 株式会社サカイ・ヘルスケアー 福祉用具貸与 平成 22 年 2 月 1 日 

特定福祉用具販売 

特定介護予防福祉用具販売 

介護予防福祉用具貸与 

桃園居宅介護支援事業所 熊谷市下奈良１５０７－１ 特定非営利活動法人 桃園 居宅介護支援 平成 22 年 2 月 15 日 

はなぶさ苑東部居宅介護支援事業所 熊谷市戸出１９０－３ 社会福祉法人 熊谷福祉会 居宅介護支援 平成 22 年 1 月 1 日 

医療法人社団富家会 訪問介護ステーション ふ じ み 野 市 亀 久 保 ２ １ ９ ６  適 合 高 齢 者 専 用 賃 貸 住 宅 内 医療法人社団 富家会 訪 問 介 護 平成 22 年 2 月 18 日 

介護予防訪問介護 

医療法人社団富家会 福祉用具事業所 ふ じ み 野 市 亀 久 保 ２ １ ９ ６  適 合 高 齢 者 専 用 賃 貸 住 宅 内 医療法人社団 富家会 福祉用具貸与 平成 22 年 2 月 18 日 

特定福祉用具販売 

特定介護予防福祉用具販売 

介護予防福祉用具貸与 



デイサービスセンター ポラリス 比企郡鳩山町石坂１５１５－２７３ 本州建設株式会社 通 所 介 護 平成 22 年 3 月 2 日 

介護予防通所介護 

さ と の い え 本 庄 市 児 玉 町 小 平 １ ４ １ 小畠 株式会社 通 所 介 護 平成 22 年 3 月 2 日 

介護予防通所介護 

デイサービスセンター ビッグベン 深谷市武蔵野２４０５－１ 株式会社 ウィンザー 通 所 介 護 平成 22 年 2 月 16 日 

介護予防通所介護 

ケアプランステップ 深谷市武蔵野２４０５－１ 株式会社 ウィンザー 居宅介護支援 平成 22 年 2 月 16 日 

医療法人社団嬉泉会 春日部きせん居宅介護支援事業所 春 日 部 市 中 央 １ － ５ ３ － １ ７  春 日 部 嬉 泉 病 院 別 館 １ 階 医療法人社団嬉泉会  居宅介護支援 平成 22 年 3 月 5 日 

 



告 
 

示 

  
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年

法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機

関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
含
む
。）か

ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号



名称 変更事項 変更前 変更後 サービスの種類 

は ぐ さ 桃 園 
名 称 デイサービスセンター桃園 は ぐ さ 桃 園 

通 所 介 護 
所 在 地 熊谷市平戸１５９９－４ 熊谷市下奈良１５０７－１ 

有限会社 寿介護エス・オー・ エス 所 在 地 狭山市水野 606-94 西武ﾌﾗﾜｰﾋﾙ 54-6 狭山市水野１２６５－１０ 
介護予防訪問介護 

訪 問 介 護 

介護サービス しらゆり 所 在 地 川口市芝２－１３－２０伸和ビル２Ｆ 蕨市塚越５－４－１７協和ビル２Ｆ 
介護予防訪問介護 

訪 問 介 護 

訪問看護ステーションたんぽぽ 所 在 地 飯能市東町３－１０ 酒井ビル１階 飯能市落合２７５－１ 
介護予防訪問看護 

訪 問 看 護 

居宅介護支援事業所 オアシスふじ 所 在 地 川口市東本郷１１０８－３ 川口市江戸３－６－１ 居宅介護支援 

飯能市地域包括支援センターあずま町 所 在 地 飯能市東町３－１０ 酒井ビル１階 飯能市東町３－１０ 酒井ビル２０２ 介護予防支援 

在宅支援センターあねとす訪問介護 所 在 地 深 谷 市 柏 合 ７ ０ － ５ 深谷市人見１９７５ 

介護予防訪問介護 

訪 問 介 護 

居宅介護支援 

 



告 
 

示 

  
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年

法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機

関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
含
む
。）か

ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号



名称 所在地 サ ー ビ ス の 種 類 廃止年月日 

ニ チ イ ケ ア セ ン タ ー 野 火 止 新座市野火止４－１－２３込戸ビル１階 訪 問 介 護 平 成 2 2 年 3 月 3 1 日 

居 宅 介 護 支 援 

介 護 予 防 訪 問 介 護 

在 宅 ケ ア セ ン タ ー き ら め い と 川 口 レ ン タ ル サ ー ビ ス  川 口 市 弥 平 ２ － ２ ２ － １ ０ 福 祉 用 具 貸 与 平 成 2 2 年 1 月 3 1 日 

特 定 福 祉 用 具 販 売 

特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 

介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 

 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
法
第
六

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

コ
ー
プ
北
越
谷
店 

 
 

 

越
谷
市
東
大
沢
二
丁
目
五
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
一
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
九
時
十
五
分 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
一
時
十
五
分
（
二
階
屋
上
駐
車
場
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
時
（
隔
地
平
面
駐
車
場
ほ
か
） 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日
解
散
認
可
し
た
羽

生
市
手
子
林
第
二
土
地
改
良
区
か
ら
清
算
人
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

清
算
人
の
氏
名
及
び
住
所 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

住 
 

 
所 

石 

槗 

利 

夫 
 

 

羽
生
市
大
字
下
手
子
林
一
六
五
一
番
地 

岡 

戸 

儀 

芳 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
四
九
八
番
地 

小 

林 

孝 

一 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 
一
一
八
番
地 

小 

林 
 

 

榮 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
一
五
五
番
地 

越 

沼 

松 

雄 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
一
〇
八
番
地 

関 

根 

繁 

雄 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
二
〇
三
番
地 

関 

根 

貞 

次 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
六
七
番
地 

杉 

山 
 

 

明 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
九
五
〇
番
地 

田 

中 
 

 

弘 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
二
四
八
番
地 

圖 

齋 

忠
一
郎 

 
 

同 
 

同 

同 
 

 

一
九
四
五
番
地 

中 

野 

由
季
恵 

 
 

同 
 

同 

同 
 

 

五
六
四
番
地 

原 

田 

光 

二 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
九
六
七
番
地 

平 

賀 

利 

雄 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
三
二
番
地 

増 

田 

勝 

雄 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
一
一
一
番
地
一 

増 

田 

羨 

明 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
一
四
八
番
地 

増 

田 

博 

俊 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
〇
三
九
番
地 

増 

田 

正 

夫 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

二
一
五
二
番
地 

増 

田 

良 

作 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

一
六
七
〇
番
地 

儘 

田 

義 

光 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

三
九
四
番
地 

根 

岸 

光 

雄 
 

 

同 
 

同 

同 
 

 

四
一
七
番
地 

根 

岸 

正 

雄 
 

 

同 
 

同 

中
手
子
林
一
六
〇
四
番
地 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号



          



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
六
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
五
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
十
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
九
十
六
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま

市
施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

       

埼
玉
県
告
示
第
五
百
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
一

年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
四
号
で
告
示
し
た
川
越
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
越
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
一
年
九
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
一
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
三

年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号
で
告
示
し
た
川
口
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
口
市
施
行
）
の
事

業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
三
年
三
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
七
年

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
五
号
で
告
示
し
た
川
口
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
口
市
施
行
）
の
事

業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八

年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号
で
告
示
し
た
草
加
都
市
計
画
道
路
事
業
（
草
加
市
施
行
）
の
事

業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
八
年
四
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
九
年

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
号
で
告
示
し
た
朝
霞
都
市
計
画
道
路
事
業
（
朝
霞
市
施
行
）
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
九
年
二
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
五
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
二
十
四
号
で
告
示
し
た
桶
川
都
市
計
画
道
路
事
業
（
桶
川
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
五

年
埼
玉
県
告
示
第
百
十
九
号
で
告
示
し
た
三
郷
都
市
計
画
道
路
事
業
（
三
郷
市
施
行
）
の
事
業
計

画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 

    
 

 

   

埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
号



告

示

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
の
区
域
を

土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
名
称

土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

な
る
自
然
現
象
の
種
類

高
本

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

藤
井

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

天
名
海

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

岩
殿
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

白
坂
団
地

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

本
町
一
丁
目
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

高
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

太
平
乙
（
下
部
斜
面
）

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

埼
玉
県
告
示
第
五
百
八
号



太
平
乙
（
上
部
斜
面
）

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

猪
狩
野

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

前
原

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

上
組
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

中
里

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

中
ノ
反
り
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

土
石
流

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

中
ノ
反
り
沢
右
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

土
石
流

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

。

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

八
幡
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

土
石
流

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

八
幡
沢
右
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

土
石
流

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

せ
き
り
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
東
松

土
石
流

山
県
土
整
備
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

円
良
田

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。



円
良
田
２
３
区

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

関
２
区
ー
ラ
ン
ク
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

枌
木
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
２
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
２
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
３
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
３
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
ー
４

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

枌
木
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

下
児
玉
６
区

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊



県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

篝

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

関
２
区
ー
ラ
ン
ク
３

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

川
輪

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
ー
３

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

急
傾
斜
地
の
崩
壊

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

光
厳
寺
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

新
地
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

鬼
の
田
沢
支
渓
北

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

保
入
沢
支
渓
南

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え



置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

保
入
沢
支
渓
北

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

水
境
川
支
渓

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

万
場
川
支
渓

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
東

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
西
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
西
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

湯
本
川

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

白
石
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
１
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

新
地
沢
北

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
２
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。



円
良
田
川
支
渓
３
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

鬼
の
田
沢
支
渓
南

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
４
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

天
神
川
支
渓
１
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

天
神
川
支
渓
２
号

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

広
木
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県
本
庄

土
石
流

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

土
砂
災
害
特
別
警

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
の
発
生
を

戒
区
域
の
名
称

区
域

原
因
と
な
る
自
然

防
止
す
る
た
め
に
行

現
象
の
種
類

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項

高
本

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

藤
井

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。



天
名
海

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

岩
殿
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

白
坂
団
地

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

本
町
一
丁
目
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

高
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

太
平
乙
（
下
部
斜

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

面
）

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

太
平
乙
（
上
部
斜

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

面
）

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

猪
狩
野

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市



役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

前
原

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
松
山
市

務
所
及
び
東
松
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て

役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

上
組
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
滑
川
町
役

務
所
及
び
滑
川
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦

場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。

覧
に
供
す
る
。

中
里

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
滑
川
町
役

務
所
及
び
滑
川
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦

場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。

覧
に
供
す
る
。

中
ノ
反
り
沢
右
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
秩
父
村

務
所
及
び
東
秩
父
村

役
場
に
備
え
置
い
て

役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

八
幡
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
秩
父
村

務
所
及
び
東
秩
父
村

役
場
に
備
え
置
い
て

役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

八
幡
沢
右
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
秩
父
村

務
所
及
び
東
秩
父
村

役
場
に
備
え
置
い
て

役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。

せ
き
り
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

東
松
山
県
土
整
備
事

東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
及
び
東
秩
父
村

務
所
及
び
東
秩
父
村

役
場
に
備
え
置
い
て

役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

縦
覧
に
供
す
る
。



円
良
田

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

円
良
田
２
３
区

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

関
２
区
ー
ラ
ン
ク

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

２

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

枌
木
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
２
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
２
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
３
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場



に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
３
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石
ー
４

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

枌
木
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

下
児
玉
６
区

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

篝

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

関
２
区
ー
ラ
ン
ク

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

３

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。



川
輪

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
ー
１

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
ー
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
ー
３

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

白
石

平
面
図
等
を
埼
玉
県

急
傾
斜
地
の
崩
壊

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

光
厳
寺
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

新
地
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

鬼
の
田
沢
支
渓
北

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場



に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

保
入
沢
支
渓
南

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

保
入
沢
支
渓
北

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

水
境
川
支
渓

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

万
場
川
支
渓

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
東

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
西
ー

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

１

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

湯
本
川
支
渓
西
ー

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

２

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。



湯
本
川

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
２

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

号

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
３

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

号

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

鬼
の
田
沢
支
渓
南

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

円
良
田
川
支
渓
４

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

号

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。

広
木
沢

平
面
図
等
を
埼
玉
県

土
石
流

平
面
図
等
を
埼
玉
県

本
庄
県
土
整
備
事
務

本
庄
県
土
整
備
事
務

所
及
び
美
里
町
役
場

所
及
び
美
里
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

に
供
す
る
。



告 
 

示 

 
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
洪
水
予

報
を
行
う
河
川
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

水
系
名 

 
 

 
河
川
名 

実
施
区
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

利
根
川
水
系 

 

綾
瀬
川 
左
岸 

さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
門
字
野
原
四
九
一
〇
番
の
二 

地
先
畷
橋
下
流
端
か
ら
越
谷
市
大
字
蒲
生
字
山
王
三
七
九 

四
番
地
先
国
土
交
通
大
臣
管
理
区
間
境
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
岸 

川
口
市
東
川
口
五
丁
目
三
十
一
番
一
四
号
地
先
畷
橋
下 

流
端
か
ら
草
加
市
金
明
町
一
三
六
一
番
地
三
地
先
国
土
交 

通
大
臣
管
理
区
間
境
ま
で 

 

 

荒
川
水
系 

 
 

芝
川 

 

左
岸 

さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
間
木
字
八
町
二
三
三
八
番
地 

の
一
地
先
八
丁
橋
下
流
か
ら
川
口
市
大
字
上
青
木
二
丁
目 

地
内
新
芝
川
分
派
点
ま
で
及
び
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目 

地
内
新
芝
川
合
流
点
か
ら
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内 

荒
川
合
流
点
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
岸 

さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
間
木
字
八
町
一
八
八
四
番
地 

の
一
地
先
八
丁
橋
下
流
か
ら
鳩
ケ
谷
市
大
字
辻
地
内
新
芝 

川
分
派
点
ま
で
及
び
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内
新
芝 

川
合
流
点
か
ら
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内
荒
川
合
流 

点
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
芝
川 

左
岸 

川
口
市
大
字
上
青
木
二
丁
目
地
内
芝
川
分
派
点
か
ら
川 

口
市
大
字
東
領
家
五
丁
目
東
京
都
境
ま
で
（
東
京
都
知
事 

管
理
区
間
を
除
く
。
） 

右
岸 

鳩
ケ
谷
市
大
字
辻
地
内
芝
川
分
派
点
か
ら
川
口
市
大
字 

領
家
四
丁
目
地
内
東
京
都
境
ま
で
（
東
京
都
知
事
管
理
区 

間
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
九
号



告 
 

示 

 

 
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
号(

水
防
警
報
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
河
川
に
つ

い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

表
利
根
川
の
部
綾
瀬
川
の
項
中
「
大
字
蒲
生
字
山
王
三
七
九
四
番
地
先
」
の
下
に
「
国
土
交
通

大
臣
管
理
区
間
境
」
を
加
え
、
「
東
川
口
五
丁
目
一
四
」
を
「
東
川
口
五
丁
目
三
一
番
一
四
号
」

に
改
め
、
「
金
明
町
一
三
六
一
番
の
三
地
先
」
の
下
に
「
国
土
交
通
大
臣
管
理
区
間
境
」
を
加
え
、

同
表
荒
川
の
部
芝
川
の
項
中
「
大
間
木
字
八
町
二
三
三
八
番
の
一
地
先
」
を
「
大
字
大
間
木
字
八

町
二
三
三
八
番
地
の
一
地
先
八
丁
橋
下
流
」
に
、
「
鳩
ケ
谷
市
大
字
辻
新
芝
川
合
流
点
」
を
「
川

口
市
大
字
上
青
木
二
丁
目
地
内
新
芝
川
分
派
点
ま
で
及
び
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内
新
芝
川

合
流
点
か
ら
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内
荒
川
合
流
点
」
に
、
「
大
間
木
字
八
町
一
八
八
四
番

の
一
地
先
」
を
「
大
字
大
間
木
字
八
町
一
八
八
四
番
地
の
一
地
先
八
丁
橋
下
流
」
に
、
「
川
口
市

青
木
二
丁
目
新
芝
川
合
流
点
」
を
「
鳩
ケ
谷
市
大
字
辻
地
内
新
芝
川
分
派
点
ま
で
及
び
川
口
市
大

字
領
家
五
丁
目
地
内
新
芝
川
合
流
点
か
ら
川
口
市
大
字
領
家
五
丁
目
地
内
荒
川
合
流
点
」に
改
め
、

同
部
新
芝
川
の
項
中
「
鳩
ケ
谷
市
辻
芝
川
合
流
点
」
を
「
川
口
市
大
字
上
青
木
二
丁
目
地
内
芝
川

分
派
点
」
に
、
「
東
領
家
五
丁
目
ま
で
」
を
「
大
字
東
領
家
五
丁
目
東
京
都
境
ま
で
（
東
京
都
知

事
管
理
区
間
を
除
く
。
）
」
に
、
「
緑
町
二
丁
目
芝
川
合
流
点
」
を
「
大
字
辻
地
内
芝
川
分
派
点
」

に
、
「
領
家
四
丁
目
ま
で
」
を
「
大
字
領
家
四
丁
目
地
内
東
京
都
境
ま
で
（
東
京
都
知
事
管
理
区

間
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
号



告 
 

示 

 
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
川
口
金
山
町
１
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定

に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

鴻
巣
都
市
計
画
鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

組
合
設
立
認
可
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
度 

三 

施
行
地
区 

 
 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

鴻
巣
市
本
町
三
丁
目
七
番
七
号 

五 

施
行
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
十
五
年
四
月
十
五
日 

六 

変
更
の
内
容 

 
 

事
業
施
行
期
間
、
資
金
計
画
、 

七 

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

       

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
都
市
公
園
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

ま
つ
ぶ
し
緑
の
丘
公
園 

二 

位
置 

 
 

松
伏
町
北

飾
郡
松
伏
町
大
字
大
川
戸
地
内 

三 

変
更
に
係
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り 

四 

変
更
に
係
る
区
域
の
供
用
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
三
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
号
で
告
示
し
た
新
座
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

新
座
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

新
座
都
市
計
画
下
水
道
事
業
新
座
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
年
二
月
十
二
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百

五
十
九
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示

第
十
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
九
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
六

百
二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
十
七
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第

四
百
九
十
七
号
及
び
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号
の
事
業
地
に
、
新

座
市
西
堀
三
丁
目
、
本
多
一
丁
目
を
加
え
、
新
座
市
池
田
二
丁
目
、
片
山
三
丁
目
、

野
寺
三
丁
目
、
堀
ノ
内
一
丁
目
、
野
火
止
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
及
び
四
丁

目
、
馬
場
一
丁
目
並
び
に
新
塚
の
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百

五
十
九
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示

第
十
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
九
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
六

百
二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
十
七
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第

四
百
九
十
七
号
及
び
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号
の
事
業
地
に
、
新

座
市
野
火
止
二
丁
目
を
加
え
、
新
座
市
片
山
三
丁
目
、
野
寺
三
丁
目
、
野
火
止
一
丁

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
四
号



目
及
び
三
丁
目
、
畑
中
一
丁
目
並
び
に
馬
場
一
丁
目
を
変
更
す
る
。 

 



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号
で
告
示
し
た
熊
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

深
谷
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

深
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
深
谷
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
一
年
三
月
十
八
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五

百
八
十
二
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示

第
千
八
十
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号
、
平
成
十
三
年
埼
玉
県
告

示
第
三
百
七
十
四
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号
及
び
平
成
二
十

一
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号
の
事
業
地
に
深
谷
市
菅
沼
字
半
佐
林
、
字
下
菅

沼
及
び
字
諷
坂
並
び
に
長
在
家
字
並
木
及
び
字
南
猿
楽
並
び
に
川
本
明
戸
字
田
向
及

び
字
久
保
並
び
に
瀬
山
字
中
里
及
び
字
中
里
後
を
加
え
、
深
谷
市
菅
沼
字
前
方
及
び

前
久
保
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
五
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
六
号
で
告
示
し
た
寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

深
谷
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
深
谷
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
年
一
月
三
十
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
六
号
、
平
成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
七
十

六
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
五
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八

十
三
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示

第
四
百
四
十
九
号
及
び
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
六
号
の
事
業
地
に
深
谷
市

小
前
田
字
中
原
、
字
台
、
字
大
久
保
及
び
字
清
水
を
加
え
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
六
号
、
平
成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
七
十

六
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
五
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八

十
三
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示

第
四
百
四
十
九
号
及
び
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
六
号
の
事
業
地
に
深
谷
市

小
前
田
字
大
久
保
及
び
字
清
水
を
加
え
、
深
谷
市
小
前
田
字
北
町
地
内
に
お
い
て
事

業
地
を
変
更
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号
で
告
示
し
た
蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

蕨
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
蕨
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
五
年
三
月
十
七
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

合
流
区
域 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

分
流
汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ハ 

分
流
雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
七
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
七

年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

上
里
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
上
里
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
七
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
号
、
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
五

号
の
事
業
地
に
、
上
里
町
大
字
金
久
保
字
丘
ヶ
山
、
字
大
塚
、
字
狐
塚
、
字
中
道
、

字
周
川
、
字
蓮
山
、
字
一
本
木
、
字
一
本
木
南
、
字
中
宿
南
、
字
下
宿
南
、
字
前
原

北
、
字
前
原
西
、
字
前
原
東
、
字
薬
師
、
字
道
祖
神
及
び
大
字
神
保
原
町
字
柿
木
、

字
窪
原
、
字
東
原
並
び
に
大
字
七
本
木
字
窪
東
、
字
三
軒
後
を
加
え
、
大
字
神
保
原

町
字
新
開
、
字
和
尚
、
字
中
浦
、
字
長
塚
、
字
西
台
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
八
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
」
を
「
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
午
後
四
時
三
十
分
」
を
「
午
後
四
時
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
並
び
に
一
月
二
日
か
ら
三
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
」

を
「
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
同
法
に
規
定
す
る
休
日
を
除

く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
等
閲
覧
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
」
を
「
企
画
財
政
部
土
地
水
政
策
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
午
後
四
時
三
十
分
」
を
「
午
後
四
時
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
並
び
に
一
月
二
日
及
び
三
日
並
び
に
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
」
を

「
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日（
同
法
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。）」

に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
名
簿
等
閲
覧
規
程
（
平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
」
を
「
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
午
後
四
時
三
十
分
」
を
「
午
後
四
時
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
第
三
条
」
を
削
り
、
「
並
び
に
一
月
二
日
か
ら
三
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
十
九
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
同
法
に

規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号



 

告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

         

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号



１  調達内容                                           

⑴  購入等件名及び数量         

   県立学校総務事務システムソフトウェアの賃貸借  一式  

  ⑵  調達案件の仕様等  

   入札説明書及び仕様書による。  

  ⑶   履行期間          

   平成 22 年６月１日（火）から平成 26 年 10 月 31 日（金）まで。ただし、翌

年度以降において、歳入歳出予算の当該契約の金額について減額又は削除があ

った場合は、当該契約を解除する。  

  ⑷   履行場所  

   埼玉県教育局県立学校部県立学校人事課長が指定する場所  

⑸   入札方法  

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。また、入札金額については、履行期間全体の総価を

入力し、又は記載すること。  

     なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の５パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 105 分の 100 に相当する金額

を入札書に入力し、又は記載すること。  

２  競争入札参加資格  

⑴  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しな

い者であること。  

⑵  物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な

資格等に関する公示（平成 20 年埼玉県告示第 1032 号）に基づき、業種区分「物

品の賃貸」のＡ等級に格付けされた者であること。  

 ⑶  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成 21 年３月 31 日付け入審第 513 号）に基づく入札参加

停止措置を受けていない者であること。  

⑷  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成 21 年４月１日付け入審第 97 号）に基づく入札参加除外措置

を受けていない者であること。  



⑸  本件業務について、仕様書の要求する事項を確実に履行できることを証明し

た者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。  

３  入札書の提出場所等  

 ⑴  紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問い合わせ先  

   〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  埼玉県教育局

県立学校部県立学校人事課県立学校総務事務システム担当  安立・瀬田  電話  

048-830-6755（直通）  

 ⑵  入札説明書及び仕様書の交付方法  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」による場合  

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札共同システム総合窓口」を選択し

て、「発注情報はこちら」からダウンロードすること。  

  イ  紙媒体による場合  

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶  入札書受付期間  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合  

    競争入札参加資格の確認を得た日から平成 22 年５月 11 日（火）午前 10

時まで  

  イ  紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合  

    競争入札参加資格の確認を得た日から平成 22 年５月 10 日（月）午後５時

まで  

    なお、郵送の場合は書留郵便によること。  

 ⑷  開札の場所及び日時  

   埼玉県教育局県立学校部県立学校人事課  平成 22 年５月 11 日（火）午前 10

時 30 分  

４  その他  

 ⑴  契約手続において使用する言語及び通貨  

   日本語及び日本国通貨  

 ⑵  入札保証金及び契約保証金  

  ア  入札保証金  

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（ 100 分の５以上）を乗

じた額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和 39 年埼玉県規

則第 18 号。以下「財務規則」という。）第 93 条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。  



  イ  契約保証金  

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（ 100 分の 10 以上）を乗じた

額を納付するものとする。ただし、財務規則第 81 条第２項の規定に該当する

場合は、免除する。  

 ⑶  入札者に要求される事項  

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で平成 22 年４月 20 日（火）午後５時までに提出し、競争

入札参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、提

出した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。  

  イ  紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送（書留郵便に限る。）し、又は

持参する。  

 ⑷  入札の無効  

   次に掲げる入札書は、無効とする。  

  ア  この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書  

  イ  入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書  

  ウ  財務規則第 97 条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定

める規則（平成７年埼玉県規則第 106 号）第９条の規定に該当する入札書  

 ⑸  契約書作成の要否  

   要  

 ⑹  落札者の決定方法  

   財務規則第 94 条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最

低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。  

 ⑺  手続における交渉の有無  

   無  

 ⑻  競争入札参加資格の付与  

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、本県

所定の競争入札参加資格審査申請書に必要事項を記入した上、必要な書類を添

付して、平成 22 年４月 20 日（火）までに埼玉県総務部入札審査課入札参加資

格審査担当（〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  電話

048-830-5775（直通））へ提出すること。  

 ⑼  支払条件  

   発注者埼玉県は、適法な請求書を受理した日から 30 日以内に賃借料を受注者

に支払うものとする。  



⑽  その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。  

５  Summary 

⑴  Nature of Services Required: Lease of software regarding integrated 

personnel management and information system for prefectural schools.   

⑵  Time-limit for the tender: 

By the electronic tender system; by 10:00 a.m., May 11, 2010 

By registered mail; must be received by 5:00 p.m., May 10, 2010 

In person; by 5:00 p.m., May 10, 2010 

⑶  Contact Information: Prefectural School Management and Personnel Di- 

vision, Prefectural School Department, Education Bureau, Saitama Pre- 

fectural Government. 

    Address: Takasago 3-15-1, Urawa-ku, Saitama-shi, Saitama-ken 330-930

1 

    Telephone: 048-830-6755 
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１  調達内容                                           

⑴  購入等件名及び数量         

   県立学校総務事務システムに係るデータ入力及び審査確認業務委託  一式  

  ⑵  調達案件の仕様等  

   入札説明書及び仕様書による。  

  ⑶   履行期間          

   平成 22 年６月１日（火）から平成 23 年９月 30 日（金）まで。ただし、翌年

度以降において、歳入歳出予算の当該契約の金額について減額又は削除があっ

た場合は、当該契約を解除する。  

  ⑷   履行場所  

   埼玉県教育局県立学校部県立学校人事課長が指定する場所  

⑸   入札方法  

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。また、入札金額については、履行期間全体の総価を

入力し、又は記載すること。  

     なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の５パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の 105 分の 100 に相当する金額

を入札書に入力し、又は記載すること。  

２  競争入札参加資格  

⑴  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しな

い者であること。  

⑵  物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な

資格等に関する公示（平成 20 年埼玉県告示第 1032 号）に基づき、業種区分「電

子計算に関する業務」又は「催物、映画及び広告の企画・製作並びにその他役

務」のＡ等級に格付けされた者であること。  

 ⑶  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成 21 年３月 31 日付け入審第 513 号）に基づく入札参加

停止措置を受けていない者であること。  

⑷  本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成 21 年４月１日付け入審第 97 号）に基づく入札参加除外措置



を受けていない者であること。  

⑸  民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）の規定による再生手続開始の申立て、

会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）の規定による更生手続開始の申立て又は

破産法（平成 16 年法律第 75 号）の規定による破産手続開始の申立てが行われ

ていない者であること。  

⑹  国又は他の地方公共団体での類似業務の受注実績があること。  

⑺  ＩＳＭＳ認証又はプライバシーマークの認定を受けていること。  

３  入札書の提出場所等  

 ⑴  紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問い合わせ先  

   〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  埼玉県教育局

県立学校部県立学校人事課県立学校総務事務システム担当  安立・瀬田  電話  

048-830-6755（直通）  

 ⑵  入札説明書及び仕様書の交付方法  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」による場合  

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札共同システム総合窓口」を選択し

て、「発注情報はこちら」からダウンロードすること。  

  イ  紙媒体による場合  

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶  入札書受付期間  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合  

    競争入札参加資格の確認を得た日から平成 22 年５月 11 日（火）午前 10

時まで  

  イ  紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合  

    競争入札参加資格の確認を得た日から平成 22 年５月 10 日（月）午後５時

まで  

    なお、郵送の場合は書留郵便によること。  

 ⑷  開札の場所及び日時  

   埼玉県教育局県立学校部県立学校人事課  平成 22 年５月 11 日（火）午前 11

時  

４  その他  

 ⑴  契約手続において使用する言語及び通貨  

   日本語及び日本国通貨  

 ⑵  入札保証金及び契約保証金  



  ア  入札保証金  

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（ 100 分の５以上）を乗

じた額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和 39 年埼玉県規

則第 18 号。以下「財務規則」という。）第 93 条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。  

  イ  契約保証金  

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（ 100 分の 10 以上）を乗じた

額を納付するものとする。ただし、財務規則第 81 条第２項の規定に該当する

場合は、免除する。  

 ⑶  入札者に要求される事項  

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で平成 22 年４月 20 日（火）午後５時までに提出し、競争

入札参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、提

出した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。  

  ア  「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。  

  イ  紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送（書留郵便に限る。）し、又は

持参する。  

 ⑷  入札の無効  

   次に掲げる入札書は、無効とする。  

  ア  この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書  

  イ  入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書  

  ウ  財務規則第 97 条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定

める規則（平成７年埼玉県規則第 106 号）第９条の規定に該当する入札書  

 ⑸  契約書作成の要否  

   要  

 ⑹  落札者の決定方法  

   財務規則第 94 条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最

低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。  

 ⑺  手続における交渉の有無  

   無  

 ⑻  競争入札参加資格の付与  

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、本県

所定の競争入札参加資格審査申請書に必要事項を記入した上、必要な書類を添

付して、平成 22 年４月 20 日（火）までに埼玉県総務部入札審査課入札参加資



格審査担当（〒 330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号  電話

048-830-5775（直通））へ提出すること。  

 ⑼  支払条件  

   発注者埼玉県は、適法な請求書を受理した日から 30 日以内に委託料を受注者

に支払うものとする。  

⑽  その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。  

５  Summary 

⑴  Nature of Services Required: Comparing and verifying data processed by 

the Cpmputerized Administrative System with relevant documents. 

⑵  Time-limit for the tender: 

By the electronic tender system; by 10:00 a.m., May 11, 2010 

By registered mail; must be received by 5:00 p.m., May 10, 2010 

In person; by 5:00 p.m., May 10, 2010 

⑶  Contact Information: Prefectural School Management and Personnel Di- 

vision, Prefectural School Department, Education Bureau, Saitama Pre- 

fectural Government. 

    Address: Takasago 3-15-1, Urawa-ku, Saitama-shi, Saitama-ken 330-930

1 

    Telephone: 048-830-6755 
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そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

高 

沢 

清 

史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

   

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

ふ
じ
み
野
市
鶴
ヶ
舞
二
丁
目
四
七
番
一

地
先 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

三
七
・
九

〇
メ
ー
ト
ル 

   

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

高 

沢 

清 

史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

   

川
越
新
座
線 

  

路 
 

線 
 

名 

   

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
五
二
番
一

地
先 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

四
〇
・
五

〇
メ
ー
ト
ル 

   

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

高 

沢 

清 

史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

   

南
古
谷
停
車
場
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
三
九
番
六

地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中
田
二
四
一

番
二
〇
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

三
九
・
〇

メ
ー
ト
ル 

   

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

高 

沢 

清 

史 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

川
越
北
環
状
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

 

川
越
市
大
字
福
田
字
川
間
一
一
三
番
一

地
先
か
ら
同
市
大
字
福
田
字
壱
町
田
五
二

番
一
地
先
ま
で 

  

区 
 
 
 

間 

 

二
五
・
〇
〇
～ 

 
 
 
 

四
五
・
〇
二 

 

 

二
五
・
〇
〇
～ 

 
 
 
 

四
一
・
三
一 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

   
 
 
 

一
二
三
・
一
一 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

地
方
特
定
道
路(

改
築)

整

備
工
事
（
Ｈ
二
一 

周
辺
道

路
整
備
工
） 

備 
 
 
考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

高 

沢 

清 

史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

  

川
越
北
環
状
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

川
越
市
大
字
福
田
字
川
間
一
一
三
番
一

地
先
か
ら
同
市
大
字
福
田
字
壱
町
田
五
二

番
一
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

  

延
長
一
二
三

・
一
一
メ
ー
ト
ル 

  

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

田 

耕 

三 
 

 
 

 



 

   

大
野
東
松
山
線 

  

路 
 

線 
 

名 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
田
中
字
市

川
一
三
二
番
二
地
先
か
ら
同
郡
同
町

大
字
田
中
字
藤
坂
三
〇
番
地
先
ま
で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

三
一
五
・
〇
〇
メ
ー
ト

ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

田 

耕 

三 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道   

二 

路

線

名  

と
き
が
わ
熊
谷
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
田
黒
字
菩
提

一
五
三
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字

田
黒
字
前
田
二
三
四
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

一
〇
・
五
〇 

 
 
 
 
 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

二
〇
・
〇
〇 

 

一
〇
・
五
〇 

 
 
 
 
 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
三
・
五
〇 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

   
 

四
七
・
二
五 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

と
き
が
わ
町
道
玉
一

―
五
号
線
改
良
工
事

に
伴
う
取
付
工
事 

  

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

田 

耕 

三 
 

 
 

 



 

   

と
き
が
わ
熊
谷
線 

  

路 
 

線 
 

名 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
田
黒
字
菩

提
一
五
三
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町

大
字
田
黒
字
前
田
二
三
四
番
一
地
先

ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

四
七
・
二
五
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

小 

川 

倫 

正 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域 

                      



 
熊
谷
市
間
々
田
字
天
神
六
五
二
番
一
地
先
か
ら
深

谷
市
中
瀬
字
向
島
一
四
九
五
番
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  四
・
五
〇
～ 

 
 
 
 

 

六
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
、
二
九
七
・
〇
〇 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
事

業
に
よ
る
。 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

小 

川 

倫 

正 

                     



 
利 

根 

川 

自
転
車
道
線 

路 
線 
名 

熊
谷
市
間
々
田
字
天
神
六
五
二
番
一
地
先
か
ら

深
谷
市
中
瀬
字
向
島
一
四
九
五
番
地
先
ま
で 

指 

定 

す 

る 

道 

路 

の 

部 

分 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

指 

定 

の 

期 

日 

  

図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

小 

川 

倫 

正 

                         



     

  
 

 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

  
 

路 
 

線 
 

名 

 
 

 
 

熊
谷
市
間
々
田
字
天
神
六
五
二
番
一
地
先
か

ら
深
谷
市
中
瀬
字
向
島
一
四
九
五
番
地
先
ま

で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

   

延
長
六
、
二
九
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。 

 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
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一
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先

か
ら
同
市
中
一
丁
目
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四
七
二
番
一
地

先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
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平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
年
一
月
二
十
九
日
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一

部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
四
・
八
五
メ
ー
ト
ル 

備 
 

考 
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示 
 

埼
玉
県
議
会
告
示
第
一
号 

埼
玉
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
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め
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附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

「
 「

 

」
 」
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埼
玉
県
選
管
告
示
第
三
十
六
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
設
立
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
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三
十
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埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

 

憲 

         



（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

(1) 政党の支部 

 (ｱ) 法第十九条の七第一項第一号に係る国会議員関係政治団体 

政治団体の名称 代表者の氏名 会計責任者の氏名 主たる事務所の所在地 公職の種類 届出年月日 

公明党参議院埼玉選挙区第２総支部 西田 実仁 関谷 富士男 さいたま市浦和区高砂３－７－４ ２Ｆ 参議院議員 平成22年 2月 8日 

(2) その他の政治団体 

 (ｱ) 国会議員関係政治団体以外の政治団体 

政治団体の名称 代表者の氏名 会計責任者の氏名 主たる事務所の所在地 届 出 年 月 日 

うりた清後援会 瓜田 清 瓜田 淑子 比企郡ときがわ町番匠１７１－２ 平成22年 2月17日 

粳田平一郎後援会 粳田 平一郎 粳田 利枝 本庄市児玉町下浅見６５１ 平成22年 2月26日 

春日部を埼玉一のたすけ合いのまちにする会 西川 克己 小笠原 大全 春日部市小渕４９３－１ 平成22年 2月23日 

小島浩後援会 新井 則夫 長谷川 辰男 比企郡ときがわ町五明６５９ 平成22年 2月 4日 

昭友会 小森谷 昭 持木 勇 幸手市南３－２４－１ 平成22年 2月25日 

髙野宏後援会 寺内 秀夫 小池 万蔵 秩父市道生町２１－１５ 平成22年 2月16日 

高橋哲夫後援会 髙橋 哲夫 髙橋 昭子 秩父市熊木町２－３ 平成22年 2月 8日 

龍の会 金沢 豊 種 路生 熊谷市上之２８８２－１ 平成22年 2月 5日 

タナゴ再生の会 水沼 日出夫 水沼 日出夫 春日部市南中曽根３５７－３ 平成22年 2月 3日 

中村ひろひこ埼玉後援会 髙橋 安雄 坂本 真一 熊谷市広瀬４４０－７ 平成22年 2月 2日 

西田まことを励ます会 宮地 正介 和田 清志 さいたま市浦和区高砂３－７－４ ２Ｆ 平成22年 2月18日 

原口孝（孝友会）後援会 神谷 敏正 斉藤 和博 大里郡寄居町鉢形８４５－１ 平成22年 2月 2日 

平成維新の会 鈴木 健一 鈴木 一郎 東松山市桜山台６－２２ 平成22年 2月 9日 

よしだ昇後援会 吉田 昇 小林 健治 比企郡滑川町福田２７３６ 平成22年 2月10日 

寄居町の明日を創る会 小此木 道郎 大川 和男 大里郡寄居町桜沢１５２６－４ 平成22年 2月23日 

 



 (ｲ) 法第十九条の七第一項第一号に係る国会議員関係政治団体 

政治団体の名称 代表者の氏名 会計責任者の氏名 主たる事務所の所在地 公職の種類 届出年月日 

日本の未来を考える会 大野 元裕 吉野 喜平 さいたま市浦和区高砂３－６－１９ 参議院議員 平成22年 2月23日 

 (ｳ) 法第十九条の七第一項第二号に係る国会議員関係政治団体 

政治団体の名称 代表者の氏名 会計責任者の氏名 主たる事務所の所在地 公職の候補者の氏名 公職の種類 届出年月日 

税理士による大島あつし後援会 榎本 幸雄 関根 智 上尾市南８８－１２関東信越税理士会

上尾支部内 

大島 敦 衆議院議員 平成22年 2月22日 

日本の未来を考える会 大野 元裕 吉野 喜平 さいたま市浦和区高砂３－６－１９ 大野 元裕 参議院議員 平成22年 2月23日 
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の
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長 
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（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

 (1) 政党の支部 

政治団体の名称  異動事項   新   旧 届出年月日 

社会民主党川越支部 代表者 高橋 剛 高橋 正平 平成22年 2月15日 

自由民主党入間支部 代表者 田中 龍夫 横田 芳夫 平成22年 2月24日 

 会計責任者 横田 淳一 近藤 常雄 同  上 

 主たる事務所の所在地 入間市小谷田４１７－１ 入間市下藤沢８８８－１   同  上 

自由民主党埼玉県南第九区第一支部 会計責任者 村田 源治 下川 清文 平成22年 2月25日 

自由民主党埼玉県連三芳支部 会計責任者 林 伊佐雄 古寺 貞之 平成22年 2月23日 

日本共産党埼玉東部南地区委員会 代表者 丹保 純一 廣瀬 伸一 平成22年 2月25日 

民主党埼玉県第７区総支部 主たる事務所の所在地 川越市新富町１－１８－６戸田ビル２Ｆ 川越市新富町２－３３－９ 平成22年 2月 5日 

(2) その他の政治団体 

政治団体の名称  異動事項   新   旧 届出年月日 

青木一郎後援会平青会 代表者 濵田 恒夫 伊藤 哲夫 平成22年 2月 3日 

青木信男後援会 代表者 青木 道雄 荻野 健治 平成22年 2月15日 

あおば会 会計責任者 松澤 典子 佐藤 身智雄 平成22年 2月10日 

荒川岩雄後援会 会計責任者 村田 源治 下川 清文 平成22年 2月25日 

いなうら巖後援会 代表者 今西 邦大 千田 憲保 平成22年 2月18日 

井上きょう子後援会 会計責任者 井上 昌友 石井 敏夫 平成22年 2月 8日 

大里郡市農協政治連盟 主たる事務所の所在地 さいたま市浦和区高砂３－１２－９ 熊谷市末広１－６２ 平成22年 2月17日 

大谷和子と新しい鷲宮を考える会 主たる事務所の所在地 北葛飾郡鷲宮町桜田１－４－１－３２０ 北葛飾郡鷲宮町桜田３－３－５－５０４ 平成22年 2月 4日 

大宮医師連盟 主たる事務所の所在地 さいたま市北区東大成町２－１０７ さいたま市北区宮原町２－１２５－３ 平成22年 2月19日 

笠原きへい後援会 代表者 小久保 文雄 阪上 泰雄 平成22年 2月19日 

神尾たかよし後援会 代表者 神尾 髙善 山﨑 貞夫 平成22年 2月26日 



河田晃明後援会 代表者 木村 伸二 熊倉 博 平成22年 2月12日 

元気・寄居をつくる会 代表者 髙橋 睦 小此木 道郎 平成22年 2月23日 

 主たる事務所の所在地 大里郡寄居町桜沢１５２６－４ 大里郡寄居町寄居９３１   同  上 

小島信昭後援会 代表者 倉持 操 井藤 仁 平成22年 2月 9日 

埼玉県隊友会政治連盟 代表者 鈴木 一嘉 内藤 幸雄 平成22年 2月 9日 

 会計責任者 森口 健二郎 石井 修一   同  上 

 主たる事務所の所在地 さいたま市西区三橋５－１４７０ さいたま市北区日進町１－１６８－１・ 

Ａ－３０６ 

  同  上 

さいとう広子後援会 名称 さいとう広子後援会 斉藤広子後援会 平成22年 2月24日 

佐野春雄後援会 会計責任者 石井 康雄 西尾 弘 平成22年 2月 5日 

菅野博子後援会 主たる事務所の所在地 入間郡毛呂山町平山１－３５－３１ 入間郡毛呂山町岩井１５７８－１２ 平成22年 2月 8日 

全国社会保険推進連盟埼玉支部 代表者 長谷川 武勇 青木 隆 平成22年 2月 5日 

 主たる事務所の所在地 熊谷市大原２－５－１９ 熊谷市大原１－１６－１６   同  上 

全日本不動産政治連盟埼玉県本部 代表者 菊田 邦彦 林 太一郎 平成22年 2月25日 

高橋勅幸後援会 会計責任者 高橋 久子 山田 秋蔵 平成22年 2月16日 

大日本剣山塾 会計責任者 生島 利代 大谷 慶植 平成22年 2月22日 

入西会 代表者 小林 司 村田 美勝 平成22年 2月17日 

ネットワーク三芳 会計責任者 熊谷 くるみ 高木 たみ子 平成22年 2月 5日 

野呂たみこ後援会 代表者 斎藤 常之 金子 多一 平成22年 2月23日 

花岡のりお連絡事務所 会計責任者 北川 妙子 羽鳥 妙子 平成22年 2月24日 

松本佳和後援会 代表者 関 長左衛門 竹元 林蔵 平成22年 2月15日 

未来政策研究会 主たる事務所の所在地 川越市新富町１－１８－６戸田ビル２Ｆ 川越市新富町２－３３－９ 平成22年 2月 5日 

森下純三後援会 会計責任者 森下 恵子 池田 俊男 平成22年 2月26日 

八木昭次後援会 主たる事務所の所在地 川越市新富町１－１８－６戸田ビル２Ｆ 川越市新富町２－３３－９ 平成22年 2月 5日 
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別記１（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

(1) 政党の支部 

政治団体の名称 解 散 年 月 日 届 出 年 月 日 

自由民主党名栗支部 平成21年12月31日 平成22年 2月16日 

自由民主党蓮田支部 平成21年12月31日 平成22年 2月15日 

(2) その他の政治団体 

政治団体の名称 解 散 年 月 日 届 出 年 月 日 

いせだ幸正を応援する会 平成22年 1月31日 平成22年 2月 1日 

今井宏と時事研究の会 平成21年12月31日 平成22年 2月26日 

岩田みつお後援会 平成22年 2月25日 平成22年 2月25日 

彩北悦友会 平成21年12月22日 平成22年 2月18日 

佐々木賢也後援会 平成21年12月31日 平成22年 2月 8日 

市民ネットワーク・かわぐち 平成22年 2月22日 平成22年 2月22日 

税理士による今井宏後援会 平成21年12月30日 平成22年 2月24日 

髙橋康一後援会 平成22年 1月20日 平成22年 2月 2日 

忠孝会 平成22年 2月26日 平成22年 2月26日 

日本栄養士連盟埼玉県支部 平成22年 2月16日 平成22年 2月16日 

本澤安治後援会 平成21年12月31日 平成22年 2月15日 

本多健治後援会 平成22年 2月13日 平成22年 2月17日 

松崎哲久川島後援会 平成22年 2月10日 平成22年 2月10日 

松本安弘を育てる会 平成21年12月31日 平成22年 2月 1日 

松本安弘後援会 平成21年12月31日 平成22年 2月 1日 

山野井美代となかまたち 平成22年 2月22日 平成22年 2月22日 

田しんげ児玉地域後援会 平成22年 2月10日 平成22年 2月10日 



別記２（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

  その他の政治団体 

政治団体の名称 解 散 年 月 日 届 出 年 月 日 

吉田昇後援会 平成22年 2月10日 平成22年 2月10日 

 



別記３ 

政治団体の名称  自由民主党名栗支部 

報告年月日  平成２２年２月１６日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額      240,524円 

    ア 前年繰越額      214,066円 

   イ 本年収入額       26,458円 

 （２）支 出 総 額     109,640円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 本部又は支部から供与された交付金に係る収入 

   （ア）自由民主党埼玉県支部連合会 

        26,400円 

      イ その他の収入 

     １０万円未満の収入     58 円 

   合  計            26,458 円 

 （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）人件費           17,000 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）組織活動費         92,640 円 

   合  計            109,640 円 

 

政治団体の名称  自由民主党蓮田支部 

報告年月日  平成２２年２月１５日 

（平成２０年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額       52,074円 

    ア 前年繰越額            0円 

   イ 本年収入額       52,074円 

 （２）支 出 総 額      52,074円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

 

   ア 個人の負担する党費又は会費      51,600 円 

                    （22 人） 

      イ その他の収入 

     １０万円未満の収入    474 円 

   合  計            52,074 円 

 （２）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）その他の経費        52,074 円 

   合  計             52,074 円 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額       38,411円 

    ア 前年繰越額            0円 

   イ 本年収入額       38,411円 

 （２）支 出 総 額      38,411円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 個人の負担する党費又は会費      38,400 円 

                    （16 人） 

      イ その他の収入 

     １０万円未満の収入     11 円 

   合  計            38,411 円 

 （２）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）その他の経費        38,411 円 

   合  計             38,411 円 

 

政治団体の名称  いせだ幸正を応援する会 

報告年月日  平成２２年２月１日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 



   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  今井宏と時事研究の会 

資金管理団体の届出をした者の氏名  今井 宏 

資金管理団体の届出に係る公職の種類   衆議院議員 

国会議員関係政治団体の区分  １号団体かつ２号団体 

公職の候補者の氏名  今井 宏 

公職の候補者に係る公職の種類  衆議院議員 

報告年月日  平成２２年２月２６日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額    18,243,587円 

    ア 前年繰越額     3,898,599円 

   イ 本年収入額    14,344,988円 

 （２）支 出 総 額     8,237,995円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 寄  附 

   （ア）寄  附 

     a  個人からの寄附    10,019,370 円 

     b  政治団体からの寄附  4,000,000 円 

   イ 機関紙誌の発行その他の事業による収入 

   （ア）総会・懇親会開催事業  322,000 円 

   ウ その他の収入 

     １０万円未満の収入  3,618 円 

   合  計          14,344,988 円 

 〔 寄附の内訳 〕 

   ア 個人からの寄附 

   （寄附者の氏名） （金 額） （住   所） 

    青柳 優      110,000 円  草加市 

       網野 厚      80,000 円  草加市 

    天草 大陸    180,000 円 越谷市 

    新井 重男     60,000 円 東京都足立区 

       加藤 長昭  1,000,000 円 草加市 

    木村 はる江  120,000 円 草加市 

    小澤 博    100,000 円 草加市 

    新井 健一   200,000 円 草加市 

    岩佐 成也   140,000 円 さいたま市 

    久野 一郎    90,000 円 草加市 

    清水 重夫   120,000 円 越谷市 

    中澤 等    100,000 円 越谷市 

    深作 榮一   100,000 円 草加市 

    松沢 邦翁   100,000 円 越谷市 

    三角 幹夫   100,000 円 さいたま市 

    若林 昭   1,000,000 円 東京都荒川区 

    大久保 文男  100,000 円 越谷市 

    伊東 淳    450,000 円 草加市 

    指田 幸次   180,000 円 草加市 

    梅田 隆志   130,000 円 草加市 

    大川 久夫   110,000 円 草加市 

    大久保 雄司   90,000 円 草加市 

    押田 勝次   180,000 円 草加市 

    小澤 良子   120,000 円 草加市 

    大胡田 昇    80,000 円 越谷市 

    太田 靖彦    70,000 円 越谷市 

    加藤 順一   190,000 円 草加市 

    金子 幸二    80,000 円 草加市 

    川井 大輔   180,000 円 草加市 

    加越 祐吉    80,000 円 草加市 

    加藤 茂     80,000 円 草加市 

    数山 篤子   180,000 円 東京都足立区 



    海津 弘     70,000 円 草加市 

    国延 次郎    80,000 円 草加市 

    児玉 喜年    90,000 円 草加市 

    小林 悦也   150,000 円 越谷市 

    近藤 裕計   120,000 円 草加市 

    澤田 良夫   130,000 円 草加市 

    渋谷 慎策    70,000 円 草加市 

    下川 孝     90,000 円 草加市 

    鈴木 三利   130,000 円 草加市 

    関根 昭雄    60,000 円 越谷市 

    正務 秀彦    80,000 円 草加市 

    高橋 通泰    70,000 円 草加市 

    高橋 義夫    90,000 円 東京都北区 

    高木 元一    80,000 円 草加市 

    高橋 正夫    70,000 円 草加市 

    田川 勇     90,000 円 草加市 

    瀧田 禮子   180,000 円 越谷市 

    為我井 道隆   90,000 円 越谷市 

    角井 幸一    80,000 円 草加市 

    中村 定治    90,000 円 草加市 

    並木 ふみ子   70,000 円 草加市 

    野崎 友義    70,000 円 草加市 

    森田 寛太郎   80,000 円 越谷市 

    森野 幹雄    70,000 円 越谷市 

    盛田 鋭夫    70,000 円 草加市 

    森谷 良智    70,000 円 草加市 

    山崎 清     80,000 円 草加市 

    吉川 雅紀   100,000 円 越谷市 

    谷古宇 孝   400,000 円 草加市 

    花田 宏     90,000 円 草加市 

    原 美昭     80,000 円 さいたま市 

    花岡 和義   140,000 円 草加市 

    深井 孝行    70,000 円 草加市 

    藤ノ木 カホル  80,000 円 草加市 

    祝 勝      80,000 円 草加市 

    森田 悦康   170,000 円 草加市 

    中村 昭義   120,000 円 草加市 

    その他の寄附  369,370 円  

   イ 政治団体からの寄附 

    （寄附者の名称） （金 額） （事務所の所在地） 

       宏池政策研究会 4,000,000 円 東京都港区 

 （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）備品・消耗品費       18,800 円 

   （イ）事務所費        344,993 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）組織活動費      1,854,202 円 

      （イ）選挙関係費        20,000 円 

   （ウ）寄附・交付金     6,000,000 円 

   合  計           8,237,995 円 

 

政治団体の名称  岩田みつお後援会 

報告年月日  平成２２年２月２５日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  彩北悦友会 

国会議員関係政治団体の区分  ２号団体 



公職の候補者の氏名  新井 悅二 

公職の候補者に係る公職の種類  衆議院議員 

報告年月日  平成２２年２月１８日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額     431,160円 

    ア 前年繰越額      429,513円 

   イ 本年収入額        1,647円 

 （２）支 出 総 額       431,160円 

２ 収入・支出の内訳 

  （１）収入の内訳 

   ア その他の収入 

     １０万円未満の収入  1,647 円 

   合  計              1,647 円 

  （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）人件費          350,000 円 

   （イ）事務所費            360 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）その他の経費       80,800 円 

   合  計             431,160 円 

 

政治団体の名称  佐々木賢也後援会 

報告年月日  平成２２年２月８日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  市民ネットワーク・かわぐち 

報告年月日  平成２２年２月２２日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額      145,834円 

    ア 前年繰越額       85,237円 

   イ 本年収入額       60,597円 

 （２）支 出 総 額      53,326円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 個人の負担する党費又は会費      20,000 円 

                    （10 人） 

   イ 寄  附 

   （ア）寄  附 

     a  個人からの寄附        9,000 円 

   ウ 機関紙誌の発行その他の事業による収入 

   （ア）展示会内ケーキ売上    31,597 円 

   合  計            60,597 円 

 〔 寄附の内訳 〕 

   ア 個人からの寄附 

   （寄附者の氏名） （金 額） （住   所） 

    その他の寄附   9,000 円  

 （２）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）組織活動費         53,326 円 

   合  計             53,326 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額        92,508 円 

   ア 前年繰越額          92,508 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

  

政治団体の名称  税理士による今井宏後援会 

国会議員関係政治団体の区分  ２号団体 

公職の候補者の氏名  今井 宏 

公職の候補者に係る公職の種類  衆議院議員 



報告年月日  平成２２年２月２４日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額    1,297,985円 

    ア 前年繰越額      812,757円 

   イ 本年収入額      485,228円 

 （２）支 出 総 額     1,297,985円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 寄  附 

   （ア）寄  附 

     a  個人からの寄附      396,000 円 

     b  政治団体からの寄附    88,757 円 

   イ その他の収入 

     １０万円未満の収入    471 円 

   合  計            485,228 円 

 〔 寄附の内訳 〕 

   ア 個人からの寄附 

   （寄附者の氏名） （金 額） （住   所） 

    その他の寄附   396,000 円  

   イ 政治団体からの寄附 

    （寄附者の名称） （金 額） （事務所の所在地） 

    埼玉県税理士政治連盟  78,757 円 さいたま市 

     その他の寄附    10,000 円  

 （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）備品・消耗品費       28,186 円 

   （イ）事務所費        148,321 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）組織活動費        587,500 円 

   （イ）寄附・交付金      533,978 円 

   合  計           1,297,985 円 

 

 

政治団体の名称  髙橋康一後援会 

報告年月日  平成２２年２月２日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額        300,591 円 

   ア 前年繰越額          7,071 円 

   イ 本年収入額         293,520 円 

 （２）支 出 総 額        269,460 円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）収入の内訳 

   ア 個人の負担する党費又は会費     293,500 円 

                    （145 人） 

      イ その他の収入 

     １０万円未満の収入     20 円 

   合  計            293,520 円 

 （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）事務所費         1,022 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）その他の経費       268,438 円 

   合  計             269,460 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額        31,131 円 

   ア 前年繰越額          31,131 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  忠孝会 

報告年月日  平成２２年２月２６日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 



   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  日本栄養士連盟埼玉県支部 

報告年月日  平成２２年２月１６日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額      921,131円 

    ア 前年繰越額      141,308円 

   イ 本年収入額       779,823円 

 （２）支 出 総 額      758,267円 

２ 収入・支出の内訳 

（１）収入の内訳 

   ア 個人の負担する党費又は会費     779,400 円 

                  （1,732 人） 

      イ その他の収入 

     １０万円未満の収入    423 円 

   合  計            779,823 円 

 （２）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）事務所費        120,000 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）組織活動費        363,168 円 

   （イ）機関紙誌の発行その他の事業費 

     a 機関紙誌の発行事業費  275,099 円 

   合  計             758,267 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額      162,864円 

    ア 前年繰越額      162,864円 

   イ 本年収入額             0円 

 （２）支 出 総 額      161,830円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）支出の内訳 

   ア 経常経費 

   （ア）事務所費         20,000 円 

   イ 政治活動費 

   （ア）組織活動費        141,830 円 

   合  計             161,830 円 

 

政治団体の名称  本澤安治後援会 

報告年月日  平成２２年２月１５日 

（平成２０年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  本多健治後援会 

報告年月日  平成２２年１月２６日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額       70,000円 

    ア 前年繰越額       20,000円 

   イ 本年収入額       50,000円 



 （２）支 出 総 額      60,000円 

２ 収入・支出の内訳 

（１）収入の内訳 

   ア 寄  附 

   （ア）寄  附 

     a  個人からの寄附       50,000 円 

   合  計             50,000 円 

 〔 寄附の内訳 〕 

   ア 個人からの寄附 

   （寄附者の氏名） （金 額） （住   所） 

    その他の寄附    50,000 円  

 （２）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）寄附・交付金          60,000円 

   合  計           60,000円 

報告年月日  平成２２年２月１７日 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額       10,000円 

    ア 前年繰越額       10,000円 

   イ 本年収入額            0円 

 （２）支 出 総 額      10,000円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）組織活動費          10,000円 

   合  計           10,000円 

 

政治団体の名称  松崎哲久川島後援会 

報告年月日  平成２２年２月１０日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  松本安弘を育てる会 

資金管理団体の届出をした者の氏名  松本 安弘 

資金管理団体の届出に係る公職の種類   埼玉県議会議員 

報告年月日  平成２２年２月１日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額    7,438,190円 

    ア 前年繰越額     7,438,190円 

   イ 本年収入額            0円 

 （２）支 出 総 額     7,438,190円 

２ 収入・支出の内訳 

 （１）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）寄附・交付金         7,438,190円 

   合  計        7,438,190円 

 

政治団体の名称  松本安弘後援会 

報告年月日  平成２２年２月１日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 



政治団体の名称  山野井美代となかまたち 

資金管理団体の届出をした者の氏名  山野井 美代 

資金管理団体の届出に係る公職の種類   川口市議会議員 

報告年月日  平成２２年２月２２日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

 

政治団体の名称  田しんげ児玉地域後援会 

報告年月日  平成２２年２月１０日 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額      600,000円 

    ア 前年繰越額            0円 

   イ 本年収入額      600,000円 

 （２）支 出 総 額     559,036円 

２ 収入・支出の内訳 

（１）収入の内訳 

   ア 寄  附 

   （ア）寄  附 

     a  個人からの寄附      600,000 円 

   合  計            600,000 円 

 〔 寄附の内訳 〕 

   ア 個人からの寄附 

   （寄附者の氏名） （金 額） （住   所） 

   田 しんげ   600,000 円 本庄市 

 （２）支出の内訳 

   ア 政治活動費 

   （ア）組織活動費         559,036円 

   合  計          559,036円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額       40,964円 

    ア 前年繰越額       40,964円 

   イ 本年収入額            0円 

 （２）支 出 総 額         0円 

 

政治団体の名称  吉田昇後援会 

資金管理団体の届出をした者の氏名  吉田 昇 

資金管理団体の届出に係る公職の種類   滑川町長 

報告年月日  平成２２年２月１０日 

（平成１７年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成１８年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成１９年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 



（平成２０年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２１年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 

（平成２２年分） 

１ 収入・支出の総額 

 （１）収 入 総 額           0 円 

   ア 前年繰越額            0 円 

   イ 本年収入額            0 円 

 （２）支 出 総 額           0 円 
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示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
三
十
九
号 

 

政
治
資
金
規
正
法
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和
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十
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九
十
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号
）
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十
九
条
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二
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定
に
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り
、
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の
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職
の
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補
者
か
ら
資
金
管
理
団
体
の
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定
の
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出
が
あ
っ
た
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平
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二
十
二
年
三
月
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十
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埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

 
 

憲 

       



（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

 その他の政治団体 

届出者の氏名(代表者の氏名) 公職の種類 資金管理団体の名称 主たる事務所の所在地 届 出 年 月 日 

粳田 平一郎 本庄市議会議員 粳田平一郎後援会 本庄市児玉町下浅見６５１ 平成22年 2月26日 

大野 元裕 参議院選挙区選出議員 日本の未来を考える会 さいたま市浦和区高砂３－６－１９ 平成22年 2月23日 

神尾 髙善 埼玉県議会議員 神尾たかよし後援会 深谷市針ヶ谷３９９－１ 平成22年 2月26日 

小森谷 昭 埼玉県議会議員 昭友会 幸手市南３－２４－１ 平成22年 2月25日 

鈴木 健一 東松山市議会議員 平成維新の会 東松山市桜山台６－２２ 平成22年 2月 9日 

髙橋 睦 寄居町長 元気・寄居をつくる会 大里郡寄居町桜沢１５２６－４ 平成22年 2月23日 

吉田 昇 滑川町長 よしだ昇後援会 比企郡滑川町福田２７３６ 平成22年 2月10日 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
四
十
号 

 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
公
職
の
候
補
者
か
ら
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 
 

 

憲 

      



（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

 その他の政治団体 

届出者の氏名(代表者の氏名) 公職の種類 資金管理団体の名称 異動事項  新  旧 届出年月日 

小宮山 泰子 衆議院小選挙区選出議員 未来政策研究会 主たる事務所の所在地 川越市新富町１－１８－６戸田ビル２Ｆ 川越市新富町２－３３－９ 平成22年 2月 5日 

斉藤 広子 久喜市議会議員 さいとう広子後援会 名称 さいとう広子後援会 斉藤広子後援会 平成22年 2月24日 

菅野 博子 毛呂山町議会議員 菅野博子後援会 主たる事務所の所在地 入間郡毛呂山町平山１－３５－３１ 入間郡毛呂山町岩井１５７８－１２ 平成22年 2月 8日 

八木 昭次 埼玉県議会議員 八木昭次後援会 主たる事務所の所在地 川越市新富町１－１８－６戸田ビル２Ｆ 川越市新富町２－３３－９ 平成22年 2月 5日 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
四
十
一
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
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二
十
三
年
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律
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百
九
十
四
号
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第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
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次
の
公
職
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補
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か
ら
資
金
管
理
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体
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定
の
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消
し
の
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出
が
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っ
た
。 
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年
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埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 
 
 

憲 

    



（平成22年２月１日～２月28日受理分。記載順序は五十音順。） 

 その他の政治団体 

届出者の氏名(代表者の氏名) 公職の種類 資金管理団体の名称 指定取消年月日 届出年月日 

今井 宏 衆議院小選挙区選出議員 今井宏と時事研究の会 平成21年12月31日 平成22年 2月26日 

松本 安弘 埼玉県議会議員 松本安弘を育てる会 平成21年12月31日 平成22年 2月 1日 

山野井 美代 川口市議会議員 山野井美代となかまたち 平成22年 2月22日 平成22年 2月22日 

吉田 昇 滑川町長 吉田昇後援会 平成22年 2月10日 平成22年 2月10日 

 



告 
 

 

示 

 
埼
玉
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 
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成
二
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二
年
三
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日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
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馬 
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隆 
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埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県

労
働
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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埼
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県
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面
漁
場
管
理
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員
会
告
示
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埼
玉
県
内
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面
漁
場
管
理
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員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
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用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
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こ
に
告
示
す
る
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所
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す
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政
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続
等
に
お
け
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報
通
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の
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用 

 

 
 

 

に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
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に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
二
項
中
「
県
の
機
関
」
を
「
県
の
機
関
等
」
に
改
め

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                



雑 
 

報 

 
埼
玉
県
道
路
公
社
公
告
第
一
号 

 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
料

道
路
の
料
金
（
障
害
者
割
引
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
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二
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埼
玉
県
道
路
公
社
理
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田 

島 
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有
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ア 

狭
山
環
状
有
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道
路 

イ 

新
見
沼
大
橋
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料
道
路 

ウ 

皆
野
寄
居
有
料
道
路 

 

二 

路
線
名 

ア 

そ
の
一 

県
道
堀
兼
根
岸
線 

そ
の
二 

県
道
所
沢
堀
兼
狭
山
線 

イ 

一
般
国
道
四
六
三
号 

ウ 

一
般
国
道
一
四
〇
号 

 

四 

有
料
道
路
の
区
間 

ア 

そ
の
一 

狭
山
市
大
字
上
奥
富
か
ら
狭
山
市
大
字
柏
原
ま
で 

そ
の
二 

狭
山
市
大
字
入
間
川
か
ら
狭
山
市
大
字
上
奥
富
ま
で 

イ 

さ
い
た
ま
市
緑
区
芝
原
３
丁
目
か
ら
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
崎
ま
で 

ウ 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
風
布
か
ら
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
ま
で 

 

五 

料
金
（
割
引
率
） 

別
紙
の
と
お
り 

六 

実
施
年
月
日 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日 

   



別紙  

 

障害者割引については、以下のとおりとする。 

 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第１４条に基づく福祉に関する事務

所（市町村が設置したものに限る。）又は当該事務所を設置していない町村に

おいて、事前に本割引適用のための必要な身体障害者手帳又は療育手帳への必

要事項の記載の手続がなされ、当該手帳に自動車登録番号又は車両番号が記載

された以下の自動車については、現金で徴収する料金の割引率を５割以下とす

る。 

イ．身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定に

より身体障害者手帳の交付を受けている者（１５歳未満の者につき、その保

護者が身体障害者手帳の交付を受けている場合における当該保護者を除く。

以下「身体障害者」という。）が、自ら運転する乗用自動車（自動車検査証

の「用途」欄に乗用と記載されているもので、乗車定員１０人以下のもの。

以下障害者割引において同じ。）、貨物自動車（自動車検査証の「用途」欄

に貨物と記載されているもので、後部座席が設置され乗車定員が４人以上１

０人以下のもののうち、乗車設備と荷台に仕切りがないもの又は乗車設備と

荷台が仕切られているもので最大積載量が５００ｋｇ以下のもの。以下障害

者割引において同じ。）、特種用途自動車（自動車検査証の「用途」欄に特

種と記載されているもののうち、「車体の形状」欄に車いす移動車、身体障

害者輸送車又はキャンピング車と記載されているもので、乗車定員が１０人

以下のもの。以下障害者割引において同じ。）又は二輪自動車（総排気量が

１２５ｃｃを超えるもの。以下障害者割引において同じ。）で、当該身体障

害者又はその親族等（配偶者、直系血族及びその配偶者、兄弟姉妹及びその

配偶者並びに同居の親族等。以下同じ。）が所有するもの（自動車車検証の

「所有者の氏名又は名称」欄に当該身体障害者若しくはその親族等の氏名が

記載されているもの又は割賦契約若しくは長期の賃貸借契約等により自動

車を利用している場合であって、自動車車検証の「使用者の氏名又は名称」

欄に当該身体障害者若しくはその親族等の氏名が記載されているもの。身体

障害者１人につき１台に限る。）。ただし、営業用の自動車（割賦契約若し

くは長期の賃貸借契約等により自動車を利用している場合以外であって、自

動車検査証の「所有者の氏名及び名称」若しくは「使用者の氏名又は名称」

欄に法人名が記載されているもの、自動車検査証の「自家用・事業用の別」

欄に事業用と記載されているもの又は外見上営業のために使用しているこ



とが明らかであるもの等。以下同じ。）を除く。 

ロ．身体障害者福祉法第１５条第４項の規定により身体障害者手帳の交付を受

けている者（１５歳未満の者につき、その保護者が身体障害者手帳の交付を

受けているときは、当該１５歳未満の者）のうち、下表の左欄に掲げる障害

の区分ごとにそれぞれ同表の右欄に掲げる等級（身体障害者福祉法施行規則

（昭和２５年厚生省令第１５号）別表第５号に定める障害の等級をいう。）

に該当する障害を有する者及び同表の左欄に掲げる障害を２以上有し、その

障害の総合の程度が同表の右欄に準ずる者、又は療育手帳制度要綱（昭和４

８年９月２７日厚生省発児第１５６号厚生事務次官通知「療育手帳制度につ

いて」別紙）の定めるところにより療育手帳の交付を受けている者のうち、

障害の程度が「療育手帳制度の実施について（昭和４８年９月２７日厚生省

児発第７２５号厚生省児童家庭局長通知）」の第３の１（１）に規定する「重

度」に該当する者（以下「重度障害者」という。）が乗車し、その移動のた

めに本人以外の者が運転する乗用自動車、貨物自動車、特種用途自動車又は

二輪自動車で、当該重度障害者若しくはその親族等が所有するもの（自動車

検査証の「所有者の氏名又は名称」欄に当該重度障害者若しくはその親族等

の氏名が記載されているもの又は割賦契約若しくは長期の賃貸借契約等に

より自動車を利用している場合であって、自動車検査証の「使用者の氏名又

は名称」欄に当該重度障害者若しくはその親族等の氏名が記載されているも

の。重度障害者１人につき１台に限る。）又はこれらの者がこれらの自動車

を所有していない場合であっては、当該重度障害者を継続して日常的に介護

している者が所有するもの（自動車検査証の「所有者の氏名又は名称」欄に

当該重度障害者を継続して日常的に介護している者の氏名が記載されてい

るもの又は割賦契約若しくは長期の賃貸借契約等により自動車を利用して

いる場合であって、自動車検査証の「使用者の氏名又は名称」欄に当該重度

障害者を継続して日常的に介護している者の氏名が記載されているもの。重

度障害者１人につき１台に限る。）。ただし、営業用の自動車を除く。 
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１級、２級の１及び２級の２ 
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１級から３級までの各級 

乳幼児期以前の非 

進行性の脳病変に 

よる運動機能障害 

上肢機能障害 
１級及び２級（一上肢のみに運動機能障

害がある場合を除く。） 

下肢機能障害 
１級から３級までの各級（一下肢のみに

運動機能障害がある場合を除く。） 
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部 
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じん臓機能障害 

呼吸器機能障害 

ぼうこう又は直腸の機能障害 

小腸機能障害 

ﾋﾄ免疫不全ｳｲﾙｽによる免疫機能障害 
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１級から３級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 
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